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この 「グッドイヤー物語」 は、 月刊タイヤ、 1969 年 7 月号から 1970 年 5 月号までに

連載された記事である。

当時、 世界一のタイヤメーカーであったグッドイヤーの軌跡を記したものである。

※当時の記事を再現しているので、 現在と違った表現を使用する場合があります。

渡　辺　城一郎　氏　著

「
世
界
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
あ
な
た
の
た
め
に
な

に
を
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
！
」
こ
の
自
信
に

あ
ふ
れ
た
呼
び
か
け
を
も
う
一
度
、
見
つ
め
て
み

る
と
「
い
っ
た
い
ぜ
ん
た
い
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、

あ
な
た
の
た
め
に
な
に
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
と

い
う
よ
う
に
も
と
れ
る
。

ウ
イ
ン
グ
・
フ
ッ
ト
の
商
標
に
示
す
、
な
み
な
み

な
ら
ぬ
確
信
は
、
世
界
に
貢
献
す
る
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

を
卒
直
に
意
味
づ
け
て
い
る
。 
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Ｗ
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こ
れ
が
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
・
タ
イ
ヤ
・
ア
ン
ド
・
ラ
バ
ー

社
の
案
内
書
巻
頭
に
打
ち
込
ま
れ
て
い
る
、
世
界

一
の
、
ゴ
ム
会
社
の
誇
り
高
き
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
で
あ
る
。 

い
ま
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
・
オ
ハ
イ

オ
州
ア
ク
ロ
ン
に
本
拠
を
構
え
、
世
界
各
地
に

１
０
７
カ
所
の
生
産
設
備
を
持
ち
、
代
理
店
の
数

も
１
６
万
店
、
従
業
員
は
、
ざ
っ
と
１
２
万
名
、

傍
系
会
社
も
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
・
エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
、

ケ
リ
ー
・
ス
プ
リ
ン
グ
フ
イ
ル
ド
・
タ
イ
ヤ
、
グ
ッ

ド
イ
ヤ
ー
・
ス
テ
ー
ト
・
バ
ン
ク
、
イ
ギ
リ
ス
・
グ
ッ

ド
イ
ヤ
ー
な
ど
の
大
企
業
が
十
指
を
越
し
、
さ
ら

に
直
営
の
ゴ
ム
園
を
、
グ
ア
テ
マ
ラ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

コ
ス
タ
リ
カ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な

ど
に
保
有
し
て
い
る
マ
ン
モ
ス
企
業
で
あ
る
。 

こ
の
世
界
に
、
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
巨
大
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
か
ら
、
稼
ぎ
出
さ
れ
て
い
る
売
り
上
げ

【第１回】

は
、
２
９
億
２
５
７
４
万
ド
ル
（
１
兆
５
３
２
億
６
０
０
０
万
円
＝
執
筆
当
時)

に
の
ぼ
り
、

前
の
年
の
１
９
６
７
年
は
、
２
６
億
３
７
７
０
万
ド
ル
と
い
う
か
ら
、
一
年
で
、
１
０
・
９
％
と

い
う
目
覚
し
い
上
昇
率
を
見
せ
て
い
る
。 

こ
れ
が
「
世
界
中
で
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
あ
な
た
の
た
め
に
、
な
に
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
と

い
う
不
遜
な
ま
で
の
言
葉
を
よ
ど
み
な
く
、
口
に
さ
せ
る
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
日
本
と
の
関
係
も
深
く
、 

東
京
赤
坂
の
三
会
堂
ビ
ル
の
三
階
に
は
、
日
本
法
人
の
「
日

本
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
」
が
あ
る
ほ
か
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
や
、
日
本
合
成
ゴ
ム
な
ど
と
、
各

種
の
技
術
提
携
も
し
て
い
る
。 

ア
ク
ロ
ン
の
本
社
の
明
る
い
陽
を
い
っ
ぱ
い
浴
び
た
一
室
に
１
３
の
椅
子
が
あ
る
。
中
央
の
ふ

た
つ
は
、
ラ
ッ
セ
ル
・
デ
ャ
ン
グ
会
長
と
、
１
０
代
目
の
社
長
、
ビ
ク
タ
ー
・
ホ
ル
ト
・
ジ
ュ

ニ
ア
の
指
定
席
で
あ
る
。
左
右
を
取
り
ま
く
１
１
の
席
は
、
３
０
億
の
収
入
を
手
の
ひ
ら
に
乗

せ
た
、
人
間
コ
ン
ピ
ュ
タ
ー
・
副
社
長
達
の
シ
ー
ト
だ
。
Ｇ
Ｙ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
は
、
こ
の
１
３

人
の
タ
ク
ト
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
る
が
、
生
産
は
、
通
算
数
１
０
億
本
の
タ
イ
ヤ
だ
け
で
は

な
い
。
マ
イ
ル
ズ
副
社
長
は
、
６
年
前
の
一
九
六
年
、
創
立
６
５
周
年
を
迎
え
た
と
き
「
グ
ッ

ド
イ
ヤ
ー
の
研
究
費
は
他
の
い
か
な
る
ゴ
ム
会
社
よ
り
も
大
き
い
。
タ
イ
ヤ
の
テ
ス
ト
費
だ
け

で
、
毎
年
４
５
０
万
ド
ル
、
テ
ス
ト
カ
ー
は
、
我
社
に
つ
ぐ
会
社
の
倍
走
っ
て
い
る
。
人
類
の

未
来
の
生
活
を
示
唆
す
る
合
成
ゴ
ム
、
ナ
ッ
ト
シ
ン
、
タ
フ
シ
ン
、
ケ
ミ
ガ
ム
、
化
学
木
材
な

ど
は
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
研
究
所
か
ら
生
ま
れ
、
さ
ら
に
宇
宙
時
代
の
到
来
を
告
げ
る
、
人
工

衛
星
の
追
跡
ア
ン
テ
ナ
装
置
、
ジ
ェ
ミ
ニ
計
画
の
一
翼
を
担
な
う
な
ど
、
人
類
の
宇
宙
へ
の
発

展
に
ま
で
貢
献
す
る
」
と
語
っ
た
が
、
現
在
は
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
な
月
世
界
へ
の
第
一

歩
ア
ポ
ロ
の
メ
カ
ニ
ッ
ク
や
、
人
工
心
臓
の
開
発
に
ま
で
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。 

１
８
９
８
年
、
わ
ず
か
１
３
人
の
従
業
員
達
が
、
古
ぼ
け
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
工
場
を
改
造
し
て
タ

イ
ヤ
の
製
造
に
乗
り
出
し
た
頃
、
誰
が
今
日
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
発
展
を
想
像
し
得
た
で
あ
ろ

う
か
―
―
。 

し
か
し
、
今
こ
こ
で
、
マ
ン
モ
ス
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
を
述
べ
よ
う
と
い
う
の
で
は
な

い
。
こ
の
企
業
を
こ
こ
ま
で
支
え
て
き
た
生
命
力
が
、
な
ん
で
あ
る
か
を
、
そ
の
歴
史
の
中
か

ら
探
っ
て
み
る
の
も
興
味
深
い
事
で
あ
る
。
モ
ー
レ
ツ
企
業
、
モ
ー
レ
ツ
社
員
も
結
構
、
だ
が

そ
の
「
モ
ー
レ
ツ
」
の
言
葉
の
裏
に
、
あ
っ
て
ほ
し
い
「
ウ
ィ
・
ア
ー
・
リ
ビ
ン
グ
」
の
信
念
が
、
グ
ッ

ド
イ
ヤ
ー
の
歴
史
を
か
り
て
掴
む
事
が
で
き
た
ら
・
・
・
・
・
・
と
い
う
希
望
が
、
こ
の
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
「
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
物
語
」
で
あ
る
。 

1898 年、グッドイヤーが、最初にタイヤを作った、シカゴ郊外にある、ダンボール工場



１ア
メ
リ
カ
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
た
の

は
、
一
七
八
三
年
だ
が
、
創
世
の
歴
史
に

は

「
失
わ
れ
た
世
代
」
と
い
う
断
層
が
あ

っ
た
。

一
八
九
〇
年
代
に
生
ま
れ
、
世
界
大
戦
に

参
加
し
た
一
群
の
人
た
ち
を
指
す
が
、
戦

後
の
不
況
と
混
乱
の
な
か
に
あ
っ
て
人
生
の

方
向
を
見
失
い
、
わ
ず
か
に
自
我
を
唯
一

の
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
生
き
る
道
を
探
し
求
め

て
い
た
、
悲
痛
な
時
代
で
も
あ
っ
た
。
グ
ッ

ド
イ
ヤ
ー
の
創
立
者

「
フ
ラ
ン
ク
・
サ
イ
ベ

リ
ン
グ
」
は
、
こ
ん
な
時
代
を
背
景
に
青

年
期
を
送
っ
た
が
、
決
し
て
幸
福
と
は
い
え

な
い
青
年
期
で
あ
っ
た
。 

父
親
の
ジ
ョ
ー
ン
が
、
一
八
九
〇
年
代
の
不

況
の
あ
お
り
を
か
ぶ
っ
て
破
産
し
て
し
ま
い
、

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
、
借
金
返
済
の
た
め
に
、

あ
り
っ
た
け
の
家
財
道
具
を
馬
車
に
積
み

込
ん
で
、
シ
カ
ゴ
へ
急
い
だ
。 

ぬ
か
る
悪
路
、
馬
車
を
大
き
く
傾
斜
さ
せ

る
デ
コ
ボ
コ
道
、
手
綱
を
と
る
者
に
と
っ
て
、

馬
車
は
進
む
事
で
は
な
く
て
、
ム
チ
と
汗

と
力
で
動
か
す
事
だ
っ
た
。 

父
の
破
産
、
負
債
の
整
理
…
…
、
暗
く
沈

む
心
を
打
ち
消
す
よ
う
に
、
サ
イ
ベ
リ
ン

グ
は
馬
車
に
し
が
み
つ
い
た
。 

や
っ
と
、
平
坦
な
道
に
入
り
、
手
綱
を
ゆ

る
め
て
肩
の
息
を
お
ろ
し
た
時
、
遠
い
地
平

線
は
、
い
く
つ
か
の
星
を
仰
い
で
い
た
。 

「
借
金
を
軽
く
す
る
、
借
金
を
返
さ
な
く

て
は
」 

時
折
、
重
い
車
輪
は
小
石
を
跳
ね

る
。 

「
借
金
を
軽
く
す
る
方
法
？ 

車
を
軽
く
す

る
方
法
‥
‥
…
」 

「
車
を
軽
く
す
る
も
の
」 

「
車
を
楽
に
す
る
た
め
に
は
」 

シ
カ
ゴ
へ
の
道
は
、
こ
の
よ
う
な
つ
ぶ
や
き
の

道
に
な
っ
て
い
た
事
だ
ろ
う
。 

人
間
の
思
考
は
、
フ
ロ
イ
ド
の
学
説
に
よ
る

ま
で
も
な
く
、
意
外
な
連
想
反
応
を
見
せ

る
。
後
年
、
フ
ラ
ン
ク
が
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

社
の
商
標
と
し
て
、
ロ
ー
マ
神
話
に
出
て
く

る
、
商
業
と
通
信
の
神
、
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
の

有
翼
の
足

「
ウ
イ
ン
グ
・
フ
ッ
ト
」
を
決
め

た
時
、
彼
は
、
こ
の
日
の
苦
し
い
シ
カ
ゴ
へ
の

道
を
想
い
起
こ
し
た
に
違
い
な
い
。 

車
を
軽
く
走
し
ら
せ
る
―
こ
の
連
想
は
、

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
の
人
生
を
大
き
く
変
え
て
い

っ
た
。 

や
っ
と
の
思
い
で
、
家
財
道
具
を
売
り
払
い
、

幾
ら
か
の
小
金
を
持
っ
た
サ
イ
ベ
リ
ン
グ

は
、
何
を
思
っ
た
か
、
シ
カ
ゴ
郊
外
に
あ
っ
た
、

古
ぼ
け
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
工
場
を
買
っ
て
し
ま

っ
た
。
友
人
達
は
、
こ
の
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
の

発
作
的
行
動
を
見
て
、
ち
ょ
う
ど
童
話
の

「
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
」
の
様
に
、
牛
を
売

り
に
町
に
出
て
行
き
、
ひ
と
握
り
の
豆
と

交
換
し
て
帰
っ
た
ジ
ャ 

ッ
ク
と
同
じ
よ
う
な

も
の
だ
―
―
と
腹
を
抱
え
て
サ
イ
ベ
リ
ン
グ

笑
い
者
に
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
豆
の
木
が

天
ま
で
伸
び
た
様
に
、
宇
宙
の
神
秘
を
ひ

も
と
く
豆
の
木
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら

７
０
年
後
の
グ
ッ
ト
イ
ヤ
ー
の
姿
で
あ
る
。 

さ
て
、
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
が
、
車
輪
に
翼
を
つ

け
た
よ
う
に
、
速
く
軽
く
走
し
る
連
想
を

起
こ
さ
せ
た
重
い
馬
車
が
、
ど
ん
な
車
輪

を
着
け
て
い
た
か
、
あ
い
に
く
資
料
が
な
い

の
で
説
明
す
る
事
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、

舞
台
を
日
本
に
移
し
て
、
時
代
の
背
景
を

う
か
が
う
の
も
、
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
の
連
想
の

動
機
を
理
解
す
る
手
が
か
り
に
な
る
と
思

う
。 ２サ

イ
ベ
リ
ン
グ
が
古
ぼ
け
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
工

場
を
買
っ
た
頃
、
つ
ま
り
、
明
治
３
０
年
前

後
と
い
え
ば
、
日
本
で
は
、
よ
う
や
く 

産

業
の
近
代
化
が
発
芽
し
よ
う
と
し
て
い
た
時

期
で
あ
る
。 

「
明
治
三
十
四
、
五
年
頃
か
ら
、
わ
が
国
に

お
い
て
も
、
自
転
車
タ
イ
ヤ
が
製
造
さ
れ

る
様
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
外
国
に
お
い

て
は
。
１
６
９
０
年
に
発
明
せ
ら
れ
た
と
い

わ
れ
る
。
自
転
車
に
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
が
取
り
つ

け
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
の
は
、
１
８
７
８
年

(

明
治
１
１
年) 

頃
か
ら
で
、
さ
ら
に
、
英

国
の
獣
医

「
ジ
ョ
ン
・
ボ
イ
ド

・
ダ
ン
ロ
ッ

プ
」
が
、
空
気
入
タ
イ
ヤ
を
発
明
し
た
の

は
１
８
８
８
年
で
あ
り
、
１
８
９
３
年(

明

治
２
６
年)

夏
に
は
、
ジ
ェ
ー
・
エ
フ
・
パ
ー

マ
ー
に
よ
っ
て
、
精
巧
な
シ
ン
グ
ル
タ
イ
ヤ

が
ア
メ
リ
カ
に
出
現
し
、
同
年
イ
ギ
リ
ス
に

は

「
ダ
ン
ロ
ッ
プ
会
社
」
が
設
立
さ
れ
、
空

気
入
り
自
転
車
タ
イ
ヤ
の
製
造
が
開
始
さ

れ
、 

空
気
入
り
タ
イ
ヤ
は
、
次
第
に
従
来

の
丸
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
を
自
転
車
界
か
ら
駆
逐

す
る
よ
う
に
な
っ
た
」(

松
居
真
玄
著 

「
自

転
車 

全
書
」
明
治
３
６
年) 

こ
れ
は
、
当
時
の
車
輪
の
歴
史
を
綴
る
ひ

と
コ
マ
だ
が
、
日
本
で
の
タ
イ
ヤ
・
メ
ー
カ

ー
の
誕
生
は
、
明
治
の
終
り
か
ら
大
正
の

初
め
に
か
け
て
で
あ
る
。
こ
の
間
、
ア
メ
リ

カ
で
は
、
ダ
ン
ロ
ッ
プ
の 

発
明
し
た
空
気
入

り
タ
イ
ヤ
が
、
１
８
９
４
年(

明
治
２
７
年) 

に
ガ
ソ
リ
ン
で
走
る
よ
う
に
な
っ
た
自
動
車

に
取
り
付
け
ら
れ
、 

ゴ
ム
工
業
と
自
動
車

工
業
が
、深
い
絆
で
結
び
つ
け
ら
れ
て
き
た
。 

そ
れ
こ
そ
、
車
を
軽
く
速
く
走
ら
せ
る
車

輪
と
し
て
発
達
、 

一
八
九
五
年
に
、
わ
ず

か
四
台
し
か
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
自
動
車

台
数
は
、
１
９
０
１
年
に
は
、
１
万
４
８
０
０

台
と
な
り
、
タ
イ
ヤ
の
産
業
的
基
盤
が
広

く
認
識
さ
れ
始
め
て
き
た
。
日
本
で
は
、 

や
っ
と
一
台
目
が
輸
入
さ
れ
た
ば
か
り
の
明

治
３
４
年
の
事
で
あ
る
。 

話
は
横
道
に
そ
れ
た
が
、
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
が

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
社
を
設
立
。
苦
難
の
道
を

辿
る
話
の
前
に
、
も
う
ひ
と
つ
頭
に
と
め
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
あ
る
。
そ

れ
は

「
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
」
の
社
名
が
、
今
日
、

ゴ
ム
工
業
界
が
父
と
し
て
尊
敬
す
る
科
学

者

「
チ
ャ
ー
ル
ス
・
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
」
に
ち

な
ん
で
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
事
で
、
同
社
と

は
、
直
接
な
ん
の
ゆ
か
り
も
な
い
と
い
う
事

だ
。
し
か
し
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
社
が
世
界

一
の
ゴ
ム
会
社
で
あ
る
事
を
、
チ
ャ
ー
ル
ス
・

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
を
抜
き
に
し
て
語
る
事
は
で

き
な
い
。 

３コ
ロ
ン
ブ
ス
が
発
見
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ

大
陸
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
西
イ
ン
ド
の

ヒ
ス
パ
ニ
オ
ラ
ー
、
今
の
ハ
イ
チ
島
に
立
寄
っ

た
時
土
人
達
が
弾
む
植
物
で 

遊
ん
で
い
る

の
を
目
撃
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
に
知
ら
せ
た
の

が

「
ゴ
ム
の
記
録
の
最
初
」
と
い
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
珍
奇
物
質
ゴ
ム
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
た
ち
に
よ
っ
て
ク
ツ
、
ツ
ボ
な
ど
に
使
わ

れ
て
い
る
事
で
実
証
さ
れ
、
１
８
世
紀
に
入

っ
て
初
め
て
科
学
的
研
究
が
行
わ
れ
て
き

た
。
１
７
３
５
年
、
パ
リ
の
学
士
院
は
、
南

米
に
探
険
隊
を
送
っ
た
。
そ
の
時
、
ペ
ル
ー

の
土 

人
達
が
、
樹
木
の
液
汁
を
布
地
に
塗

っ
て
油
布
を
作
っ
た
り
、
乾
燥
さ
せ
て
ツ
ボ

を
作
っ
た
り
、
ま
た
水
を
通
さ
な
い
ク
ツ
を

作
っ
て
い
る
事
を
知
っ
た
。 

グッドイヤー、社名のゆかりの人「チャールス・グッドイヤー」



そ
れ
か
ら
何
人
か
の
科
学
者
が
ゴ
ム
の
化
学

的
性
質
の
分
析
を
試
み
た
が
、
１
７
６
１
年
、

フ
ラ
ン
ス
の
科
学
者

「
マ
ッ
ケ
」
と

「
エ
リ
ッ

サ
ン
」
に
よ
っ
て
、
水
や
ア
ル
コ
ー
ル
に
溶
解

し
な
い
ゴ
ム
が
、
精
溜
し
た
テ
レ
ピ
ン
油
と

エ
ー
テ
ル
で
溶
解
す
る
事
を
つ
か
み
、 

初
め

て
ゴ
ム
の
利
用
法
の
道
が
開
け
て
き
た
。
ま

た
、
こ
の
樹
脂
で 

摩
擦
す
る
と
、
紙
の
上

の
鉛
筆
や
汚
れ
が
よ
く
落
ち
る
こ
と
も
知

ら
れ
、
１
７
７
５
年
の
初
め
、
フ
ラ
ン
ス
の

文
房
具
店
の
ウ
イ
ン
ド
に
、
小
さ
な
立
方

形
の
字
消
し
ゴ
ム
が
登
場
し
て
い
る
。 

続
い
て
、
ゴ
ム
を
テ
ル
ン
チ
が
溶
解
し
、
軽

気
球
に
塗
っ
て
ガ
ス
漏
れ
を
防
ぐ
事
が
考
案

さ
れ
、
１
７
９
１
年
に
は
、
英
国
人

「
ピ
ー
ル
」

が
、
初
め
て
防
水
布
の
特
許
を
申
請
す
る

な
ど
、
ゴ
ム
開
発
の
気
運
は
高
く
な
っ
て
き

た
。 

１
８
世
紀
に
入
る
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
ラ
ン
プ

の
発
明
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
、
ド
イ

ツ
の
化
学
者

「
リ
ュ
ー
デ
ル
ス
ド
ル
フ
」
は
、 

１
８
３
２
年
に
、
テ
ル
ペ
ン
油
に
溶
解
し
て
粘

状
に
な
る
ゴ
ム
に
、
硫
黄
を
加
え
て
加
熱

し
た
溶
液
か
ら
作
っ
た
ゴ
ム
製
品
に
は
、
粘

着
性
が
な
い
事
を
発
見
し
た
。
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
の
技
師

「
ヘ
イ
ワ
ー
ド
」
も
、
ゴ
ム

板
に
硫
黄
華
を
撒
い
て
同
様
の
効
果
を
挙

げ
る
事
に
成
功
し
て
い
る
。
し
か
し
、
当
時

の
ゴ
ム
処
理
は
、
夏
に
は
く
さ
い
に
か
わ
の

よ
う
に
溶
け
、
冬
に
は
岩
の
よ
う
に
凍
っ
て

し
ま
う
欠
点
を
補
う
ま
で
の
発
明
に
は
な
っ

て
い
な
か
っ
た
。 

今
で
こ
そ
、
ゴ
ム
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
欠
か

せ
な
い
物
資
に
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
は

「
未

知
の
宝
」
と
し
て
、
多
く
の
一
発
屋
が
現

わ
れ
、
ゴ
ム
の
開
発
ラ
ッ
シ
ュ
を
呈
し
た
も

の
だ
っ
た
。 

文
無
し
の
青
年
化
学
者

「
チ
ャ

ー
ル
ス
・
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
」
も
、
ゴ
ム
に
魅

せ
ら
れ
て
、
破
産
し
た
金
物
商
人
の
ひ
と

り
だ
っ
た
。 

「
ゴ
ム
に
は
、
必
ず
化
学
変
化

を
起
こ
さ
な
い
物
質
が
あ
る
」 

こ
の
信
念
は
、
彼
を
し
て
狂

人
の
よ
う
な
実
験
魔
に
追
い

込
ん
で
い
っ
た
。
材
料
を
買

う
た
め
に
、
家
族
の
衣
類
ま

で
売
り
払
い
、
１
２
人
の
子
ど

も
の
う
ち
、
６
人
ま
で
を
貧

困
の
犠
牲
に
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
ん
な
忠
告
も
彼
の
耳
に
は

入
い
ら
な
い
、
警
察
は
、
つ
い

に
負
債
未
払
い
を
理
由
に
彼

を
鉄
格
子
に
送
り
込
ん
だ
事

も
あ
る
。
こ
う
し
て
一
８
３
９

年
の
冬
、
つ
い
に
ゴ
ム
を
、
今

日
の
高
い
利
用
度
に
引
き
上

げ
た

「
加
硫
法
」
を
発
見
す
る
わ
け
だ
が
、

グ
ッ
ド

・
イ
ヤ
ー
社
に
残
さ
れ
た
伝
記
の

一
節
を
再
録
、
加
硫
法
の
誕
生
を
み
て
見

る
と
ー
こ
う
で
あ
る
。 

『
警
察
に
留
置
さ
れ
る
事
を
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

は
〝
ホ
テ
ル
に
行
く
”
と
呼
ん
で
い
た
。
ま

た
、
間
違
っ
た
発
見
が
、
た
ま
に
ゴ
ム 

の
品

質
を
改
良
し
た
時
な
ど
、
彼
に
も
わ
ず
か

な
が
ら
生
活
の
潤
う
事
が
あ
っ
た
り
、
ま

た
あ
る
企
業
家
の
援
助
を
受
け
る
事
も
あ

っ
た
が
、
そ
の
製
品
は
、
ま
だ
ま
だ
不
満
足

な
も
の
で
あ
っ
た
。 

不
運
な
取
引
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
彼
は
、
ア

メ
リ
カ
政
府
と
ゴ
ム
処
理
を
し
た
カ
ン
バ
ス

か
ら
防
水
郵
便
袋
を
つ
く
る
契
約
を
結
ん

だ
。
彼
は
、
ゴ
ム
に
硝
酸
を
使
う
と
長
持

ち
す
る
と
い
う
確
信
が
あ
っ
た
の
で
、
出

来
上
が
っ
た
郵
便
袋
を
夏
の
丸
一
カ
月
間
、

倉
庫
に
し
ま
っ
て
家
族
と
一
緒
に
資
金
を

獲
得
す
る
た
め
の
旅
行
に
出
か
け
た
。
と

こ
ろ
が
、
帰
っ
て
み
る
と
、
郵
便
袋
は
、
熱

の
た
め
、
永
久
に
固
ま
っ
た
、
ひ
と
つ
の
物

体
に
変
り
果
て
て
い
た
。

４１
８
９
８
年
、
古
ぼ
け
た
ダ
ン

ボ
ー
ル
工
場
を
買
っ
た
、
フ
ラ

ン
ク
・
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
、
手

で
掴
み
、
足
で
引
っ
張
り
な

が
ら
作
る
、
原
始
的
な
技
術

で
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
の
製
造
に
は
げ

ん
で
い
た
。 

そ
し
て
同
年
８
月
、
熱
処
理

で
、
ゆ
だ
る
よ
う
な
そ
の
工

場
を
、
株
式
会
社
と
し
て
発

足
さ
せ
た
。 

額
面
１
０
０
ド
ル
の
株
を
、

９
０
０
株
発
行
し
、
１
１
人
の

出
資
者
が
フ
ラ
ン
ク
を
支
援

す
る
事
に
な
っ
た
。
従
業
員

は
わ
ず
か
の
１
３
人
。 

硫
黄
と
生
ゴ
ム
を
扱
う
手
の

ひ
ら
は
、
身
体
に
し
み
込
ん

だ
薬
品
の
匂
い
と
と
も
に
黄

色
く
変
色
し
て
い
っ
た
。

馬
車
を
軽
く
走
ら
す
事
を

念
願
と
し
て
作
ら
れ
た
タ
イ

ヤ
は
、
当
時
の
需
要
に
応
え

て
順
調
に
販
売
さ
れ
て
い
く

よ
う
に
見
え
た
が
、
障
害
は

意
外
に
も
早
く
や
っ
て
き
た
。

こ
の
年
の
１
２
月
、
同
業
の
、

ケ
リ
ー
・
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー

ル
ド
社
に
、
馬
車
用
タ
イ
ヤ
の
製
造
に
つ
な

が
る
、
グ
ラ
ン
ト
特
許
が
下
り
た
の
で
あ
る
。

さ
っ
そ
く
次
の
日
、
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ー
ィ
ル

ド
社
か
ら 

「
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
が
馬
車
の
タ
イ

ヤ
を
つ
く
る
場
合
に
は
許
可
が
必
要
で
あ

る
」 

と
い
う
通
告
を
受
け
た
。 

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
、
馬
車
タ
イ
ヤ
に
特
許
が

あ
る
事
な
ど
夢
に
も
知
ら
な
か
っ
た
だ
け

に
、
飛
び
上
が
っ
て
驚
い
た
。 

当
時
馬
車
用
タ
イ
ヤ
は
、
ソ
リ
ッ
ド
タ
イ

ヤ
で
、
消
火
ホ
ー
ス
の
よ
う
に
長
い
タ
イ
ヤ

を
、
ホ
イ
ー
ル
に
巻
き
つ
け
、
一
本
分
ず
つ

切
り
離
し
て
作
っ
て
い
た
。
ホ
イ
ー
ル
に
は
、

タ
イ
ヤ
を
は
め
込
む
ミ
ゾ
が
あ
っ
て
、
タ
イ

ヤ
の
中
心
に
は
、
ワ
イ
ヤ
ー
が
通
し
て
あ
り
、

ワ
イ
ヤ
ー
の
両
端
を
ハ
ン
ダ
付
け
に
し
て
タ

イ
ヤ
と
ホ
イ
ー
ル
を
固
定
す
る
と
い
う
の
が

グ
ラ
ン
ト
特
許
だ
っ
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
発
メ
ー
カ
ー

で
あ
る
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
こ
れ
ら
の
先
発

独
占
企
業
を
相
手
に
戦
い
、
し
か
も
負
け

て
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
の
た
め
に

は
特
許
に
か
か
わ
ら
な
い
製
品
の
開
発
に

務
め
る
ば
か
り
か
、
そ
の
製
品
が
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
を
始
め
世
界
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
が
、 

ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
の
特
許

を
持
つ
弁
護
士
ジ
ョ
ー
ジ
・
セ
ル
デ
ン
と
激

し
い
特
許
戦
争
を
繰
り
広
げ
た
の
も
、
こ
の

時
代
で
あ
る
。

手足による製法は、今も大差がない（当時キャプション）
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【第 2回】

『特許の魔物』

１ 

古
ぼ
け
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
工
場
を
買
っ
て
、
グ

ッ
ド
イ
ヤ
ー
・
タ
イ
ヤ
・
ア
ン
ド

・
ラ
バ
ー

社
を
創
設
し
た
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
、
３
年
目

の
１
９
０
１
年
、
偶
然
の
事
か
ら
、
ビ
ル
・

ス
テ
ー
ト
を
技
師
長
に
迎
え
、
特
許
と
い

う
障
害
に
負
け
ず
、
苦
し
い
な
が
ら
も
馬

車
用
を
中
心
に
し
た
タ
イ
ヤ
の
生
産
を
続

け
て
い
た
。 

こ
の
年
は
、
ア
メ
リ
カ
産
業
史
上
に
と
っ
て
、

画
期
的
な
出
来
事
が
持
ち
あ
が
っ
て
い
た
。 

大
投
資
家
で
銀
行
家
の
モ
ル
ガ
ン
が
、 

カ

ー
ネ
ギ
ー
の
製
鋼
会
社
を
買
い
取
り
、
他

の
多
く
の
製
鋼
会
社
を
併
せ
て
、
資
本
金

１０
億
ド
ル
を
越
す

「
Ｕ
Ｓ
ス
チ
ー
ル
」(

合

衆
国
製
鋼
会
社)

を
設
立
し
、
ア
メ
リ
カ

の
鉄
鋼
生
産
の
大
部
分
を
独
占
す
る
マ
ン
モ

ス
企
業
を
作
り
あ
げ
た
事
だ
。 

し
か
し
、
こ
の
合
併
劇
は
、
最
近
の
富
士

・

八
幡
の
合
併
と
は
意
図
や
背
景
が
異
な

り
、
か
な
り
ど
ぎ
つ
い
企
業
拡
大
と
、
利

益
の
追
求
が
本
質
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
一

般
産
業
も
、
集
中
独
占
化
の
傾
向
に
走
り
、

生
産
力
の
発
展
は
、
国
民
の
貧
富
の
差
を

大
き
く
し
て
い
っ
た
。 

一
方

「
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
大
統
領
」
が
暗
殺
さ

れ
る
事
件
も
発
生
、
第
２６
代
大
統
領
に

「
セ

オ
ド
ロ
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
」
が
就
任
す
る

と
い
う
、騒
然
と
し
た
世
相
を
見
せ
て
い
た
。 

ス
テ
ー
ト
が
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
社
に
生
涯
を
か

け
る
気
に
な
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
企
業
葛

藤
に
明
け
く
れ
る
産
業
界
に
、
憤
り
を
感

じ
た
か
ら
で
あ
る
。 

ま
ず
ス
テ
ー
ト
が
当
面
し
た
大
き
な
課
題

は

「
特
許
の
魔
物
」
に
苦
し
む
グ
ッ
ド
イ
ヤ

ー
の
ラ
イ
バ
ル
、
ケ
リ
ー
・
ス
プ
リ
ン
グ
フ

ィ
ー
ル
ド
社
に
、
ど
う
鼻
を
明
か
す
か
で
あ

っ
た
。 

フ
ラ
ン
ク
・
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ

ー
社
は
、
こ
う
し
て
企
業
化
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
訳
だ
が
、
こ
れ
か
ら
こ
の
物
語

を
展
開
す
る
に
当
っ
て
、
日
本
グ
ッ
ド
イ
ヤ

ー
社
、
月
刊
タ
イ
ヤ
社
の
ご
協
力
を
始
め

「
車
を
支
え
る
」
の
著
者

・
尾
沼
良
平
氏

に
は
、
本
誌
社
主
・
五
十
川
廣
氏
を
通
じ
、

本
文
引
用
の
お
許
し
を
得
て
い
る
事
を
感

謝
し
、
日
本
自
動
車
タ
イ
ヤ
協
会
、
日
比

谷
図
書
館
の
ご
好
意
に
よ
る
、
２０
数
冊
に

お
よ
ぶ
文
献
資
料
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を

お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
の
直
観
は
、
正
し
か
っ
た
。 

技
師
長
ス
テ
ー
ト
は
、
ゴ
ム
を
溶
解
す
る
た

め
に
熱
気
の
こ
も
っ
た
工
場
の
片
隅
で
、
タ

イ
ヤ
の
製
造
と
は
お
よ
そ
関
係
の
な
い
、
不

思
議
な
機
械
の
組
み
立
て
を
始
め
た
の
だ
。 

作
っ
て
は
壊
し
、
ま
た
作
っ
て
は
壊
す
と
い

う
数
週
間
が
続
い
た
。
夜
ふ
け
の
工
場
に

は
、
い
つ
も
ス
テ
ー
ト
だ
け
が
居
残
っ
て
い

た
。 

そ
の
日
も
、
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
資
金
集
め
が

思
わ
し
く
な
く
、
融
資
に
飛
び
回
り
、
疲

れ
果
て
た
重
い
足
を
、
ゴ
ム
く
ず
の
散
ら
ば

っ
た
床
の
上
に
投
げ
出
し
て
い
た
。 

「
フ
ラ
ン
ク
、
ち
ょ
っ
と
見
て
く
れ
」 

ス
テ
ー
ト
の
重
い
口
調
が
、
夕
暮
れ
の
工
場

の
片
隅
か
ら
聞
え
た
。

「
ど
う
し
た
・
・
・
。
急
が
な
い
な
ら
後
に

し
て
く
れ
」 

「
ど
う
せ
ま
た
、
資
材
の
要
求
だ
ろ
う
―
―

今
の
俺
は
、
そ
れ
ど
こ
ろ
じ
ゃ
あ
な
い
ん
だ

―
―
」
と
、
怒
鳴
り
返
し
た
い
と
こ
ろ
だ
っ

た
。 

「
フ
ラ
ン
ク
！ 

フ
ラ
ン
ク
！
」 

今
度
は
、
い
つ
も
の
ス
テ
ー
ト
と
は
違
う
早

口
に
変
わ
っ
て
い
た
。 

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
、
ふ
と
、
ス
テ
ー
ト
の
入

社
以
来
の
行
動
を
思
い
出
し
た
。
彼
は
、

製
造
工
程
よ
り
、
製
品
そ
の
も
の
を
、
し

き
り
と
研
究
し
て
い
た
事
だ
。
ス
テ
ー
ト
の

張
り
の
あ
る
声
に
気
を
取
り
戻
し
た
サ
イ
ベ

リ
ン
グ
は
―
。
「
少
し
休
ん
だ
ら
ど
う
だ
」 

―
と
、
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
を
片
手
に
、
彼
の

作
業
場
に
近
寄
っ
た
。 

「
こ
れ
だ
、
こ
れ
を
使
え
ば
ケ
リ
ー
の
奴
の

機
械
を
使
わ
な
く
て
も
済
む
。
第
一
手
間

が
か
か
ら
な
い
」 

馬
車
用
タ
イ
ヤ
ホ
イ
ー
ル
に
は
、
タ
イ
ヤ

を
は
め
込
む
溝
が
あ
る
。
そ
れ
に
、
タ
イ

1888 年のはじめダンロップ ( 英 ) が発明した空気入りタイヤは、自転車用

タイヤを中心に、たちまち世界に普及、 グッドイヤーも馬車用タイヤと合

わせて、 自転車タイヤの生産にのり出し、1905 年には馬車用をしのぐ盛業

ぶりをみせた。日本では、まだ高級品といわれた時代だった。 



ヤ
の
中
心
に
あ
る
ワ
イ
ヤ
ー
の
両
端
を
ハ 

ン

ダ
付
け
に
す
る
の
が
、
タ
イ
ヤ
を
ホ
イ
ー
ル

に
固
定
さ
せ
る
作
業
だ
が
、
そ
の
組
み
立

て
機
は
重
く
て
、
操
作
は
難
し
か
っ
た
。 

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
が
見
た
の
は
、
機
械
の
イ
メ

ー
ジ
を
全
く
変
え
る
、
軽
便
な
道
具
だ
っ

た
。
し
か
も
、
説
明
し
な
が
ら
簡
単
に
タ

イ
ヤ
を
ホ
イ
ー
ル
に
組
み
着
け
て
い
る
ス
テ

ー
ト
の
顔
に
は
、
汗
ひ
と
つ
流
れ
て
い
な
い

あ
り
様
だ
っ
た
。
身
体
を
の
り
出
し
て
、
食

い
入
る
よ
う
に
説
明
を
聞
い
て
い
た
サ
イ
ベ

リ
ン
グ
は 

「
や
っ
た
ぞ
！
ス
テ
ー
ト
」 

ガ
ッ
チ
リ
し
た
腕
、
分
厚
い
ス
テ
ー
ト
の
手

を
思
い
っ
き
り
握
り
し
め
た
。 

ス
テ
ー
ト
は
、
根
っ
か
ら
の
職
人
か
た
ぎ
の

男
で
、
正
式
な
学
校
こ
そ
出
て
い
な
い
が
、

年
期
奉
公
で
た
た
き
あ
げ
た
、
貴
重
な
体

験
を
身
に
付
け
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
生
ま

れ
た
の
が
、
こ
の
組
付
け
機
の
ニ
ュ
ー
モ
デ
ル

だ
。 

口
数
の
少
な
い
ス
テ
ー
ト
の
研
究
意
図
は
、

誰
よ
り
も
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
の
胸
に
伝
わ
り
、

す
ぐ
さ
ま
新
し
い
販
売
作
戦
の
プ
ラ
ン
で

応
え
た
。
ス
テ
ー
ト
の
組
付
け
機
は
、
ケ

リ
ー
社
の
独
占
し
て
い
た
も
の
よ
り
、
は
る

か
に
簡
単
な
も
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
ハ
ン
ダ

付
け 

な
ど
の
材
料
を
セ
ッ
ト
し
て
売
れ
ば
、

タ
イ
ヤ
販
売
店
で
も
、
鍛
冶
屋
で
も
、
修

理
屋
で
も
、
セ
ッ
ト
さ
え
あ
れ
ば
、
わ
ず

か
な
労
力
で
、 

タ
イ
ヤ
を
ホ
イ
ー
ル
に
組
付

け
ら
れ
る
。
今
ま
で
特
許
に
縛
ら
れ
、
い

ち
い
ち
ケ
リ
ー
社
に
持
ち
込
ま
な
け
れ
ば

で
き
な
か
っ
た
作
業
だ
け
に
、
関
係
方
面
の

反
響
は
大
き
か
っ
た
。 

特
許
に
固
執
す
る
ケ
リ
ー
社
の
独
占
は
、

こ
の
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
の
、
新
し
い
組
付
け
機

に
よ
る
販
売
作
戦
の
た
め
に
、
み
る
み
る

う
ち
に
崩
れ
、
弱
小
メ
ー
カ
ー
・
グ
ッ
ド

イ
ヤ
ー
社
の
人
気
は
、
ぐ
ん
ぐ
ん
上
昇
し

て
い
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
れ
ま

で
の
ケ
リ
ー
社
へ
の
特
許
訴
訟
問
題
が
消
え

た
訳
で
は
な
い
。
１
９
０
２
年

「
ル
ー
ズ
ベ
ル 

ト
大
統
領
」
は
、
悪
名
高
い
い
く
つ
か
の
独

占
的
企
業
を
告
発
し
、 

そ
れ
ら
を
解
散
に

導
く
な
ど
、
連
邦
政
治
に
革
新
主
義
を
打

ち
立
て
よ
う
と
し
て
い
た
こ
ろ
、
グ
ッ
ド
イ

ヤ
ー
に
も
、
も
う
ひ
と
つ
の
革
新
気
運
が
訪

れ
た
。 

煙
突
に
印
さ
れ
た
、
ウ
イ
ン
グ
マ
ー
ク
が
、

く
っ
き
り
浮
か
び
あ
が
る
年
末
の
あ
る
晴
れ

た
日
で
あ
る
。
そ
の
日
は
、
５
年
越
し
に
争

っ
て
来
た
、
ケ
リ
ー
社
と
の
裁
判
に
最
終
判

決
が
下
さ
れ
る
日
な
の
で
あ
る
。
も
し
負

け
れ
ば
、
グ
ッ
ト
イ
ヤ
ー
を
支
え
て
き
た
こ

れ
ま
で
の
馬
車
用
タ
イ
ヤ
の
利
益
は
、
全

て
接
収
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
。 

１
０
０
名
近
い
従
業
員
た
ち
は
、
も
う
仕

事
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。 

長
い
不
安
と
期
待

が
、
そ
の
瞬
間
を
待
つ
。 

２判
決
は
、
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
や
従
業
員
達
が

考
え
て
い
た
ほ
ど
難
し
い
論
議
は
な
く
、
き

わ
め
て
明
瞭
に
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
控
訴
を

認
め
、
ケ
リ
ー
社
の
非
合
法
を
排
除
し
た
。

長
期
化
し
た
特
許
係
争
は
、
つ
い
に
グ
ッ
ド

イ
ヤ
ー
の

「
勝
ち
」
を
認
め
た
の
だ
。 

重
苦
し
い
五
年
間
の
暗
雲
は
、
さ
ら
り
と

払
わ
れ
、
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
、
今
日
ほ
ど
自

分
自
身
の
確
信
が
正
し
い
と
思
っ
た
事
は
な

い
。
父
の
死
と
、
苦
し
か
っ
た
道
、
ジ
ャ
ッ

ク
と
豆
の
木
と
笑
わ
れ
た
日
、
唇
を
か
み

し
め
て
仰
い
だ
星
の
空
…
。 

裁
判
官
の
顔

が
、
ま
る
で
か
す
ん
で
見
え
て
き
た
。 

誰
か
が
、
工
場
の
屋
根
の
上
に
ホ
ウ
キ
を

立
て
た
。
誰
も
が
笑
い
喜
ん
だ
。
涙
の
上
に

浮
か
ん
だ
笑
顔
で
あ
っ
た
事
は
、
い
う
ま
で

も
な
い
。 

新
し
い
ア
メ
リ
カ
は
、
こ
こ
に
も
あ
っ
た
。 

こ
の
年

「
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
」
の
決
断

は
ま
だ
続
い
て
い
た
。
財
界
の
巨
頭
モ
ル
ガ

ン
が
鉄
道
王
ヒ
ル
や
、
ハ
リ
マ
ン
と
組
ん
で
設

立
し
た
、
北
西
部
を
独
占
す
る
鉄
道

「
ノ

ー
ザ
ン
・
セ
キ
ュ
テ
ィ
ー
ズ
会
社
」
を
告
発

し
、
公
益
無
視
の
巨
大
企
業
を
吊
し
上
げ

て
い
た
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
勝
利
は
、
こ
う
し
た
時
代

の
流
れ
を
背
景
に
し
て
い
た
事
も
見
逃
せ

な
い
。 

グ
ッ
ト
イ
ヤ
ー
の
製
品
に
人
気
が
出
た
の

は
、
製
品
そ
の
も
の
の
研
究
に
も
あ
っ
た
。 

そ
の
頃
の
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
の
商
法
は
、
新
し

い
宣
伝
媒
体
と
し
て
登
場
し
て
い
た
チ
ラ
シ

作
戦
が
中
心
だ
っ
た
。 

そ
の
一
つ
か
ら
拾
っ
て
み
よ
う
。

「
ウ
イ
ン
グ
マ
ー
ク
の
タ
イ
ヤ
は
、
砂
が
、

リ
ム
と
タ
イ
ヤ
の
間
に
混
入
し
て
、
タ
イ
ヤ

を
傷
つ
け
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
サ
イ
ド

フ
ラ
ン
ジ
を
つ
け
て
あ
り
ま
す
」 

い
く
ら
ア
メ
リ
カ
と
い
え
ど
も
、
当
時
の
道

路
は
、
開
拓
時
代
そ
の
ま
ま
の
泥
ン
こ
道
だ

っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
ユ
ー
ザ
ー
に
使
用
上

の
安
心
感
を
与
え
る
チ
ラ

シ
の
文
面
こ
そ
、
グ
ッ
ド

イ
ヤ
―
の
研
究
が
も
た
ら

し
た
も
の
だ
。

特
許
に
、
に
が
い
経
験
を

持
つ
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
、
た

だ
ち
に
タ
イ
ヤ
の
ゴ
ム
が

切
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
、

リ
ム
の
縁
に
沿
っ
て
、
鉄
の

平
た
い
リ
ン
グ(

フ
ラ
ン
ジ

)

を
付
け
る
方
法
を
ウ
イ

ン
グ
タ
イ
ヤ
と
し
て
特
許

を
申
請
し
た
が
、
ど
う
し

た
も
の
か
、
不
許
可
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。 

後
発
メ
ー
カ
ー
だ
っ
た
グ
ッ

ド
イ
ヤ
ー
は
、
ケ
リ
ー
社

に

「
勝
っ
た
」
よ
う
に
、
特
許
を
破
る
ば
か

り
で
は
な
く
、
研
究
に
よ
る
い
く
つ
か
の
特

許
を
取
っ
て
い
る
。

馬
車
用
タ
イ
ヤ
の
組
付
け
機
に
し
て
も
、

そ
の
後
、
改
良
に
改
良
を
重
ね
、
本
格
的

な
組
付
け
機
を
作
り
あ
げ
、
１
９
０
８
年

に
特
許
を
取
っ
た
。
そ
し
て
、
得
意
の
チ
ラ

シ
作
戦
で
、
大
々
的
に
宣
伝
、
モ
ー
ガ
ン
・

ア
ン
ド

・
ラ
イ
ト
、
フ
ィ
ス
ク
、
ハ
ー
ト
フ

ォ
ー
ド
な
ど
５０
社
に
お
よ
ぶ
メ
ー
カ
ー
に
売

り
、
特
許
料
を
取
り
立
て
て
い
る
。 

「
目
に
は
目
を
」
と
い
う
教
訓
を
、
た
だ
ち

に
実
行
に
移
す
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
の
こ
の
時
の

気
持
ち
は
、
充
分
扱
み
と
れ
る
の
で
あ
る

が
、
実
は
、
特
許
に
つ
い
て
、
も
う
ひ
と
つ

の
失
敗
を
味
わ
っ
て
い
た
。

馬
車
の
タ
イ
ヤ
が
特
許
に
し
ば
ら
れ
て
い
た

よ
う
に
、
自
転
車
タ
イ
ヤ
を
作
る
の
に
も
、

テ
ィ
リ
ン
グ
ハ
ー
ス
ト
特
許
と
い
う
の
が
あ
っ

た
。
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
が
自
転
車
タ
イ
ヤ
を
つ

く
る
時
、
所
有
社
の
ハ
ー
ト
フ
ォ
―
ド
社
は
、

大
メ
ー
カ
ー
の
貫
禄
で
、
快
く
許
し
て
く

れ
た
。 

こ
の
特
許
に
よ
る
タ
イ
ヤ
の
製
造
法
は
、
チ

ュ
ー
ブ
と
、
そ
れ
を
覆
う
二
枚
の
繊
維
、
さ

ら
に
そ
れ
を
覆
う
ト
レ
ッ
ド

・
ゴ
ム
を
、
ひ

１
９
０
５
年
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
自
転
車
タ
イ
ヤ
部
門
は
、
注
文
を
消
化
で
き
な

い
く
ら
い
フ
ル
操
業
を
続
け
て
い
た
が
、
こ
の
と
こ
ろ
自
動
車
の
実
用
化(

写
真

は
１
９
０
４
年
頃
の
マ
イ
カ
ー)

も
次
第
に
進
み
、
タ
イ
ヤ
の
生
産
も
馬
車
用
か

ら
自
転
車
用
、
そ
し
て
自
動
車
用
に
移
り
変
っ
て
い
っ
た
。 

チャールス・グッドイヤーの彫像



と
つ
の
単
位
に
ま
と
め
、
同
時
に
蒸
気
ガ
マ

に
入
れ
、
熱
し
て
加
硫
す
る
方
法
だ
っ
た
。

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
馬
車
用
タ
イ
ヤ
に
及

ば
な
い
ま
で
も
、 
懸
命
に
自
転
車
タ
イ
ヤ
の

生
産
に
は
げ
ん
だ
。

し
か
し
、
当
時
の
自
転
車
タ
イ
ヤ
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
は
、
モ
ー
ガ
ン
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ト
と
、

ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
の
両
メ
ー
カ
ー
、
そ
れ
に
、

ダ
ン
ロ
ッ
プ
の
三
社
が
独
占
し
て
お
り
、
グ

ッ
ド
イ
ヤ
ー
割
り
込
む
余
地
は
、
少
し
も

な
い
と
い
っ
た
状
態
だ
っ
た
。
も
し
割
り
込

む
と
す
れ
ば
、
二
級
品
の
タ
イ
ヤ
を
作
り
、

値
段
を
グ
ン
と
下
げ
て
対
抗
す
る
以
外
に

方
法
は
な
か
っ
た
。
こ
の
二
級
品
タ
イ
ヤ
は
、

主
に
補
修
用
と
し
て
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
手
を
通

し
て
販
売
さ
れ
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
達
は
、
こ
う

し
た
弱
小
メ
ー
カ
ー
を
値
下
げ
競
争
に
誘

い
込
み
、
次
つ
ぎ
と
買
い
叩
い
て
い
た
。 

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
に
と
っ
て
、
血
の
出
る
よ
う

な
思
い
で
作
り
あ
げ
た
、
一
本
一
本
の
タ

イ
ヤ
が
、
こ
ん
な
不
合
理
な
ル
ー
ト
で
販

売
さ
れ
る
事
は
、
第
一
に
自
尊
心
が
許
さ

な
か
っ
た
。

折
り
も
お
り
、
肝
心
な
資
金
の
方
も
、
馬

車
用
タ
イ
ヤ
の
利
益
金
が
、
特
許
訴
訟
の

た
め
凍
結
さ
れ
、
た
と
え
１
セ
ン
ト
で
も
欲

し
い
と
こ
ろ
、
そ
の
う
え
、
第
一
線
の
販
売

部
か
ら
は
値
下
げ
し
て
欲
し
い
―
―
、
い
や
、

値
下
げ
し
な
け
れ
ば
品
物
が
さ
ば
け
な
い
、

と
い
う
案
が
再
三
に
わ
た
り
出
さ
れ
て
き

た
。
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
の
答
え
は

「
ノ
ー
」
と
、

首
を
横
に
振
る
だ
け
。 

ビ
ジ
ネ
ス
に
は
、
潮
ど
き
と
い
う
タ
イ
ミ
ン

グ
が
あ
る
。
そ
の
反
面
、
か
た
く
な
ま
で

に
意
志
を
通
す
タ
イ
プ
と
が
あ
る
。
そ
し

て
結
果
か
ら
見
て
、
良
け
れ
ば
、
先
を
見

抜
く
人
と
言
わ
れ
る
事
に
な
る
。 

だ
が
、
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
の
場
合
は
、
む
し
ろ
、

後
者
の
考
え
方
に
は
違
い
な
い
が
、
た
だ
手

を
こ
ま
ね
い
て
結
果
を
待
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
。
そ
こ
に
は
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
を
世
界

一
に
し
た
、
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な
っ
た
、
ビ

ジ
ネ
ス
哲
学
を
あ
み
出
し
て
い
た
。 

従
業
員
た
ち
は
、
売
り
を
急
ぐ
営
業
部
説

に
傾
い
て
い
っ
た
が
、
そ
ん
な
あ
る
時
、
サ

イ
ベ
リ
ン
グ
は
、
彼
ら
を
工
場
の
裏
の
広
場

に
集
め
た
。 

「
私
は
、
い
ま
だ
れ
よ
り
も
金
が
欲
し
い
。

だ
か
ら
と
い
っ
て 

諸
君
が
汗
み
ず
流
し
て

作
り
あ
げ
た
タ
イ
ヤ
を
安
く
叩
き
売
っ
て
い

い
と
い
う
事
に
は
な
ら
な
い
。
も
し
、
み
ん

な
が
そ
れ
で
も
い
い
、
と
い
う
な
ら
、
こ
の

私
を
踏
み
つ
ぶ
し
て
か
ら
に
し
て
く
れ
」

や
せ
こ
け
た
ほ
お
、
鋭
い
目
の
サ
イ
ベ
リ
ン

グ
に
圧
倒
さ
れ
た 

従
業
員
た
ち
は
、
か
た

ず
を
の
ん
だ
。 

「
ど
う
か
私
の
気
持
ち
を
理
解
し
て
く
れ
」 

今
度
は
、
母
親
が
、
き
き
わ
け
の
な
い
子

を
さ
と
す
よ
う
に
説
い
た
。 

「
我
々
の
作
る
タ
イ
ヤ
は
、
我
々
の
技
術

で
最
高
の
品
質
の
も
の
で
な
く
て
は
い
け
な

い
。
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
と
い
う
、
グ
ッ
ト

・
ネ

ー
ム
を
品
質
の
高
さ
で
守
る
事
が
、
我
々

が
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
事
と

信
じ
て
い
る
」 

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
言
葉
を
切
っ
た
。
目
に
涙

さ
え
浮
べ
て
い
る
。 

そ
の
時
、
激
し
い
拍
手

と
カ
ン
高
い
口
笛
が
、
従
業
員
の
間
か
ら

一
斉
に
湧
き
あ
が
っ
た
。 

こ
の
瞬
間
か
ら
、
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
、 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
社
風
が
打
ち
た
て
ら
れ
て

行
っ
た
の
だ
。

結
果
的
に
は
、
競
争
他
社
よ
り
、
少
し
は

高
く
な
っ
た
が
、
品
質
は
、
絶
え
ず
最
高
―
。

つ
ま
り
、
プ
ラ
イ
ス
タ
イ
ヤ
と
か
、
プ
レ
ミ

ア
ム
タ
イ
ヤ
と
呼
ば
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
原
則

に
な
っ
て
き
た
。 

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
こ
う
し
て
商
売
が
苦
し
い

時
こ
そ
、
こ
の
原
則
に
従
い
、
商
売
の
苦
し

さ
を
抜
け
よ
う
と
い
う
哲
学
を
身
に
つ
け

て
い
た
。
や
が
て
、
こ
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の

態
度
は
、
す
ぐ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
話
題
と
な
り
、

自
転
車
タ
イ
ヤ
の
注
文
も
、
に
わ
か
に
増

え
始
め
た
。
そ
し
て
最
盛
期
に
は
、
日
産

４
５
０
０
本
と
い
う
目
の
回
る
忙
し
さ
に
変

わ
っ
て
き
た
。 

し
か
し
、
間
も
な
く
、
こ
の
喜
び
は
一
転
し

て
、
自
転
車
タ
イ
ヤ
部
門
を
閉
鎖
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
事
態
が
待
ち
受
け

て
い
た
。

３グ
ッ
ト
イ
ヤ
ー
の
盛
況
は
、
競
争
相
手
の
メ

ー
カ
ー
を
刺
激
し
、
特
に
製
造
特
許
を
与

え
て
い
た
、
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
社
は
、
ま
る

で
飼
い
犬
に
手
を
噛
ま
れ
た
様
な
怒
り
よ

う
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
対
抗
策
と
し
て
打
ち

出
さ
れ
た
手
段
は
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
へ
「
特

許
の
使
用
不
許
可
」
と
い
う
一
片
の
通
告

だ
っ
た
。 

も
し
こ
の
通
告
を
の
め
ば
自
転
車
タ
イ
ヤ
の

生
産
は
中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
は
、
独
自
の
方
法
で
タ
イ
ヤ
を
作
る
し

か
な
い
。
ふ
た
つ
に
ひ
と
つ
。
も
ち
ろ
ん
、

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
に
後
退
は
あ
り
得
な
い
。 

た
ち
ま
ち
、
新
し
い
製
法
を
考
え
出
し
た
。 

ま
ず
、
特
許
に
触
れ
な
い
た
め
に
、
チ
ュ
ー

ブ
と
繊
維
一
枚
を
一
ひ
と
つ
の
単
位
と
し
、

外
側
の
繊
維
一
枚
と
、
ト
レ
ッ
ド
ゴ
ム
を

別
に
わ
け
て
、
自
転
車
の
車
輪
で
一
緒
に

合
わ
せ
る
方
法
を
考
え
出
し
た
。
し
か
し
、

加
硫
は
、
同
時
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

加
硫
前
の
生
ゴ
ム
は
粘
着
力
が
あ
っ
て
、
同

時
に
加
硫
す
る
時
、
二
枚
の
繊
維
の
間
に

何
か
を
挟
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

モ
ス

リ
ン
を
使
っ
て
み
た
が
、
値
段
が
高
す
ぎ
た
。

今
度
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
使
っ
た

と
こ
ろ
、
充
分
役
に
た
つ
事
が
実
証
さ
れ
、

た
だ
ち
に
全
工
程
を
、
こ
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
方
式
に
切
り
替
え
て
い
っ
た
。

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
山
の
様
に
積
ん
だ

馬
車
が
、
何
台
も
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
工
場
の

門
を
く
ぐ
る
。
紙
会
社
の
係
員
は
、
膨
大

な
こ
の
注
文
に
恐
る
恐
る
聞
い
て
み
た
。 

「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
、
一
体
何
に
使
う
ん

で
し
ょ
う
か
」 

「
も
ち
ろ
ん
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
し
て

使
う
よ
、
君
」 

当
意
即
妙
の
ア
イ
デ
ア
に
、
得
意
に
な
っ
て

い
る
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
の
顔
が
目
に
浮
か
ぶ
様

だ
。 

勢
い
に
乗
っ
た
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
さ
ら
に

特
許
使
用
料
と
し
て
払
っ
て
い
た
、
１
台
の

自
転
車
の
２
本
分
の
タ
イ
ヤ
に
つ
き
、
１５
セ

ン
ト
が
浮
い
た
の
で
、
そ
の
分
だ
け
値
段
を

下
げ
る
事
に
し
た
。
当
然
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

好
感
が
持
た
れ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。 

返
り
討
ち
に
合
っ
た
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
社
は
、

そ
れ
こ
そ
頭
に
き
た
・
・
・
と
で
も
い
う
の

だ
ろ
う
、
特
許
侵
害
訴
訟
を
起
こ
し
た
。 

調
子
に
乗
っ
た
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
そ
れ
を

全
く
無
視
し
て
、
タ
イ
ヤ
の
生
産
を
続
け
、

日
産
５
０
０
０
本
と
い
う
目
覚
し
い
伸
展
ぶ

り
を
示
し
て
い
た
。 

と
こ
ろ
が
、
せ
っ
か
く
の
ア
イ
デ
ア
と
思
っ
て

も
、
所
詮
は
、
付
け
焼
き
刃
だ
っ
た
。
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
使
っ
て
ふ
た
つ
に
分

け
、
加
硫
し
た
タ
イ
ヤ
は
、
耐
久
力
の
面

で
か
な
り
品
質
が
落
ち
、
さ
ら
に
、
値
下

げ
は
、
他
社
の
悪
宣
伝
も
手
伝
っ
て

「
安

か
ろ
う
、
悪
か
ろ
う
」
と
い
う
評
判
に
す

り
替
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。 

さ
す
が
の
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
も
、
こ
の
粗
悪
品

タ
イ
ヤ
の
烙
印
に
は
、
参
っ
た
。 

幸
い
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
社
が
、
そ
れ
よ
り
以

前
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
を
特
許
か
ら
締
め
出

し
て
も
効
果
が
な
い
と
い
う
の
で
、
訴
訟
を

取
り
下
げ
て
い
た
。
不
幸
中
の
幸
い
と
い
う

か
、
さ
っ
そ
く
、
元
の
特
許
に
よ
る
製
造
法

に
戻
し
て
、
汚
名
挽
回
を
図
る
事
に
し
た
。

し
か
し
、
一
旦
粗
悪
品
を
売
っ
た
と
い
う
評

判
は
、
な
か
な
か
打
ち
消
す
事
は
で
き
な

い
。
覆
水
盆
に
返
ら
ず
―
。
サ
イ
ベ
リ
ン
グ

は
、
わ
ず
か
な
企
業
家
生
活
の
中
で
、
こ

れ
程
苦
い
貴
重
な
教
訓
を
得
た
事
は
な
い
。 

ス
テ
ー
ト
が
発
明
し
た
馬
車
用
タ
イ
ヤ
が

築
い
た
名
声
と
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
自

転
車
タ
イ
ヤ
の
悪
名
は
、
長
い
間
、
グ
ッ
ド

イ
ヤ
ー
の
中
で
、
事
あ
る
毎
に
引
き
合
い
に

出
さ
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
指
針
と
さ
れ
て
い
る
。 

客
観
的
に
見
れ
ば
、
特
許
は
、
そ
れ
を
守

る
側
に
は
進
歩
を
押
え
、
そ
れ
を
破
る
側

に
も
害
を
も
た
ら
し
て
い
た
と
も
言
え
る
。
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【第 3回】

１タ
イ
ヤ
産
業
が
、
現
代
生
活
に
欠
か
せ
な

い
主
要
産
業
に
な
っ
た
の
は
、
二
十
世
紀
初

頭
の
、
自
動
車
産
業
の
始
動
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
事
は
言
う
ま
で
も

な
い
。 

よ
う
や
く
馬
車
用
タ
イ
ヤ
、
自
転
車
用
タ

イ
ヤ
の
生
産
を
軌
道
に
乗
せ
た
サ
イ
ベ
リ
ン

グ
が
、
こ
の
自
動
車
タ
イ
ヤ
の
生
産
に
目
を

つ
け
な
い
は
ず
は
な
い
。
そ
し
て
、
恐
ら
く
、

タ
イ
ヤ
業
界
に
と
っ
て
、
最
後
に
し
て
最
大

の
特
許
争
い
と
な
っ
た
、
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
・

タ
イ
ヤ
と
ス
ト
レ
ー
ト
サ
イ
ド

・
タ
イ
ヤ
の

問
題
を
巻
き
起
こ
し
、
タ
イ
ヤ
業
界
の
勢

力
分
布
を
一
気
に
塗
り
か
え
て
、
グ
ッ
ド

イ
ヤ
ー
を
ア
メ
リ
カ
い
ち
の
タ
イ
ヤ
会
社
に

の
し
あ
げ
て
い
っ
た
。 

こ
の
事
件
に
入
る
前
に
、
当
時
の
タ
イ
ヤ
産

業
と
、
初
期
の
自
動
車
産
業
の
概
略
に
触

れ
て
、
事
件
の
背
景
を
う
か
が
っ
て
み
た
い
。 

当
時
の
タ
イ
ヤ
作
り
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
グ
ッ

ド
イ
ヤ
ー
の
発
見
し
た
、
ゴ
ム
の
加
硫
法

（
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
Ｅ
Ａ
Ｒ 

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
Ｓ　

＃
１
参

照
）
が
実
用
化
さ
れ
、
ド
ー
ナ
ツ
形
の
型

の
上
に
、
ゴ
ム
引
き
の
キ
ャ
ン
バ
ス
を
引
き

伸
ば
し
、
何
枚
も
巻
き
つ
け
、
蒸
気
で
加

硫
す
る
方
式
で
、
原
理
と
し
て
は
、
現
在

の
工
程
と
変
り
は
な
い
。
し
か
し
、
作
業

そ
の
も
の
は
原
始
的
で
、
職
人
は
、
腕
の
力

で
型
の
周
り
に
巻
き
つ
け
て
い
た
の
で
、
時

間
も
か
か
り
、
腕
力
の
個
人
差
に
よ
っ
て
製

品
の
ム
ラ
が
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
耐
久
力
も

な
く
、
生
産
本
数
が
少
な
い
た
め
、
値
段

も
か
な
り
高
く
つ
い
て
い
た
。 

こ
の
情
景
は
、
第
一
回(

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
Ｅ
Ａ

Ｒ 

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
Ｓ　

＃
１
参
照
）
に
掲
載
し

た
、
当
時
の
作
業
風
景
に
よ
っ
て
推
察
で
き

る
が
、
職
人
の
採
用
条
件
は
、
力
の
あ
る

な
し
で
決
ま
り
、
西
部
の
早
射
ち
ガ
ン
マ
ン

な
ら
ぬ
、
力
自
慢
の
荒
く
れ
男
達
が
、
タ

イ
ヤ
会
社
を
渡
り
歩
い
て
い
た
。 

し
か
し
、
こ
ん
な
作
業
方
法
に
ピ
リ
オ
ド
を

打
っ
た
の
は
、
技
師
長
ス
テ
ー
ト
の
考
え
出

し
た
機
械
で
、
力
仕
事
に
代
わ
っ
て
、
ム
ラ

が
な
い
製
品
の
均
一
化
に
成
功
さ
せ
た
事

で
あ
る
。 

し
か
し
、
タ
イ
ヤ
の
生
産
は
、
ア
メ
リ
カ
ば

か
り
で
は
な
い
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
先
進
国

と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
劣
ら
ず
発
達
し
て
い

た
。 

イ
ギ
リ
ス
特
許
第
１
０
９
９
０
号
は
、

１
８
４
５
年

「
Ｒ
・
Ｗ
・ 

ト
ム
ソ
ン
」
が
、

最
初
の
空
気
入
り
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
の
特
許
を

得
た
ナ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
イ

ン
ド
・
ゴ
ム
あ
る
い
は
、
グ
ッ
タ=

ペ
ル
カ
か

ら
な
る
、
地
上
や
レ
ー
ル
や
道
路
に
対
し
、

空
気
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
質
を
示
す
空
気
で
膨
張

さ
せ
た
中
空
べ
ル
ト
」
と
な
っ
て
い
て
、
こ

れ
を
取
り
付
け
た
車
は
、
１
２
０
０
マ
イ
ル

走
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ト
ム
ソ

ン
の
着
想
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
く
、
ざ
っ

と
５０
年
の
間
、
忘
れ
ら
れ
て
い
た
。

一
八
八
八
年
に
、
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
の
獣
医

「
ジ

ョ
ン
・
ボ
イ
ド

・
ダ
ン
ロ
ッ
プ
」
は
、
１０
歳

に
な
る 

息
子
の
た
め
に
自
転
車
の
改
良
を

思
い
つ
き
、
固
型
ゴ
ム
の
か
わ
り
に
圧
縮
空

気
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
、
振
動
の
少

な
い
自
転
車
の
タ
イ
ヤ
を
考
え
出
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
特
許
第
１
０
６
０
７
号
で
あ
る
。 

こ
れ
は
カ
ン
バ
ス
製
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
で
包
ん
だ
、

全
ゴ
ム
製
の
内
部
管
、
つ
ま
り
、
チ
ュ
ー
ブ

を
持
ち
、
ト
レ
ッ
ド
を
厚
く
し
た
ゴ
ム
の
細

片
で
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
外
部
を
保
護
し
て
い

る
。
カ
ン
バ
ス
製
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
か
ら
は
み
出

て
い
る
タ
イ(

フ
ラ
ッ
プ)

は
、
タ
イ
ヤ
を

車
輪
の
リ
ム
に
結
び
つ
け
る
役
目
を
果
た

し
、
ゴ
ム
液
は
粘
着
剤
と
し
て
用
い
て
い
た
。 

こ
の
ダ
ン
ロ
ッ
プ
の
空
気
入
タ
イ
ヤ
は
、
た

ち
ま
ち
評
判
と
な
り
、
実
用
化
へ
の
改
良

が
続
け
ら
れ
て
い
っ
た
。 

タ
イ
ヤ
ト
レ
ッ
ド
の
改
良
や
、
車
輪
の
リ
ム

に
結
び
つ
け
る
新
し
い
方
法
、
ま
た
、
ヴ
ェ

ル
ヒ(

針
金
で
し
ば
ら
れ
た
タ
イ
ヤ
と
湾
曲

し
た
リ
ム)

と
、
バ
ー
ト
レ
ッ
ト(

縁
が
ワ
イ

ヤ
を
束
ね
、
エ
ボ
ナ
イ
ト
で
固
め
た
ビ
ー
ト

に
包
ま
れ
て
い
る
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
タ
イ
ヤ)

が
導
入
さ
れ
、
わ
ず
か
の
間
に
イ
ギ
リ
ス
の

全
て
の
自
転
車
に
空
気
入
り
タ
イ
ヤ
を
使

う
程
に
な
っ
た
。 

F・A・サイベリング 



こ
の
空
気
入
り
タ
イ
ヤ
の
原
理
は
、
機
械

推
進
の
車
両
用
タ
イ
ヤ
に
採
用
さ
れ
始
め

た
。

最
初
の
う
ち
は
、
単
に
カ
ン
バ
ス
の
重
ね
合

わ
せ(

プ
ラ
イ) 

の
枚
数
を
増
し
、
ト
レ
ッ

ド
を
厚
く
す
る
事
が
、
タ
イ
ヤ
工
学
の
上

で
論
議
さ
れ
、
１
８
９
５
年
に
、
ア
ン
ド
レ
・

ミ
シ
ュ
ラ
ン
と
、
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
ミ
シ
ュ
ラ

ン
に
よ
っ
て
自
動
車
に
取
り
付
け
が
試
み

ら
れ
た
。
ダ
ン
ロ
ッ
プ
も
、
１
９
０
０
年
に
、

初
め
て
自
動
車
タ
イ
ヤ
を
作
っ
て
い
る
。

コ
ー
ド
も
、
四
角
に
織
っ
た
布
が
、
キ
ャ
ン

バ
ス
の
重
ね
合
わ
せ
に
使
わ
れ
た
が
、
後
か

ら
す
だ
れ
布(

タ
テ
糸
だ
け
で
作
っ
た
タ
イ

ヤ
コ
ー
ド)

に
改
良
さ
れ
、
自
動
車
の
進
歩

に
劣
ら
ず
進
ん
で
い
っ
た
。 

ク
リ
ン
チ
ャ
ー
タ
イ
ヤ
と
い
う
の
は
、
タ
イ

ヤ
を
は
め
る
車
輪
の
リ
ム
よ
り
、
ひ
と
回
り

小
さ
く
タ
イ
ヤ
を
作
り
、
タ
イ
ヤ
を
押
し

広
げ
て
リ
ム
に
は
め
込
み
、
ゴ
ム
の
弾
力
性

を
利
用
し
て
、
し
っ
か
り
リ
ム
に
し
が
み
つ

く(

ク
リ
ン
チ
す
る)

構
造
で
あ
る
。 

現
在
ス
チ
ー
ル
で
で
き
て
い
る
ビ
ー
ド
は
、

当
時
、
ゴ
ム
製
で
、
こ
の
ゴ
ム
を
人
間
が
、

鉄
の
テ
コ
で
引
き
伸
ば
し
て
は
め
込
む
労
働

は
、
男
が
ふ
た
り
が
か
り
で
、
た
っ
ぷ
り
１

時
間
は
か
か
っ
て
い
た
。
リ
ム
が
サ
ビ
つ
い
て

い
よ
う
も
の
な
ら
、
そ
れ
こ
そ
力
だ
け
が
作

業
の
全
て
で
あ
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
作
業
は
、
自
転
車
用
の
小

さ
な
タ
イ
ヤ
の
た
め
の
も
の
で
、
自
動
車
用

の
大
き
な
タ
イ
ヤ
だ
と
職
人
泣
か
せ
で
あ
っ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
大
き
い
と
い

っ
て
も
、
現
在
の
タ
イ
ヤ
の
約
半
分
の
幅
で
、 

空
気
圧
は
、
５０
ポ
ン
ド
か
ら
、
大
型
タ
イ

ヤ
で
１
２
０
ポ
ン
ド
と 

い
う
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。

２二
〇
世
紀
初
頭
の
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
語
り
尽
く
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
運

転
を
難
し
く
さ
せ
て
い
た
の
は
、
エ
ン
ジ
ン

の
故
障
と
、
タ
イ
ヤ
の
パ
ン
ク
だ
っ
た
。 

ス
タ
ー
ト
は
ク
ラ
ン
ク
で
や
り
、
走
り
出

す
と
た
ち
ま
ち
猛
り
狂
っ
た
湯
沸
か
し
の
様

に
、
ポ
ン
ポ
ン
煙
を
吐
き
出
し
、
車
体
は
、

地
震
の
よ
う
に
揺
れ
動
い
て
い
た
。
エ
ン
ジ

ン
の
動
き
が
鈍
る
冬
の
間
は
、
ガ
レ
ー
ジ
に

し
ま
い
、
春
が
来
る
の
を
待
ち
こ
が
れ
る
と

い
う
の
が
、
当
時
の
モ
ー
タ
ー
狂
の
オ
ー
ト

カ
レ
ン
ダ
ー
だ
っ
た
。

そ
の
う
ち
、
ぬ
か
る
み
で
は
、
す
ぐ
に
エ
ン

コ
、
都
会
の
硬
い
道
だ
け
が
走
路
で
あ
り
、

行
動
半
径
は
極
め
て
狭
い
も
の
だ
っ
た
。
そ

れ
に
、
夜
道
を
走
る
の
も
ひ
と
苦
労
だ
っ
た
。

今
で
こ
そ
笑
い
話
の
よ
う
に
聞
え
る
が
、
自

動
車
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
の
上
に
石
油
カ
ン
を
積

み
、
そ
こ
か
ら
ゴ
ム
ホ
ー
ス
を
ひ
い
て
、
前

ダルマストーブの上に
こぼし たーさじのゴム
の固まりから、チャー
ルズ・グッドイヤーは、
ゴムを強くしなやかに
する 「加硫法」 を発明
した。 1839 年の冬で
ある。もしこの偶然が
なければ、今日のタイ
ヤの誕生は、もっと遅
れていただろう。 

グッドイヤーが自動車タイヤを作っていた 1900 年頃は、こうして手で作っていた。 
そのため、コストは高くつき、量産も望めなかった。

の
ラ
ン
プ
ま
で
石
油
を
流
し
、 

マ
ッ
チ
で
点

火
さ
せ
る
と
い
っ
た
準
備
が
必
要
だ
っ
た
。 

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
が
、
自
動
車
タ
イ
ヤ
に
関

心
を
も
ち
始
め
た
頃
、
１
９
０
１
年
式
一

気
筒
、
床
下
エ
ン
ジ
ン
式
の
キ
ャ
デ
ィ
ラ
ッ

ク
の
オ
ー
ナ
ー
だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
ア
ク

ロ
ン
の
町
に
数
台
し
か
な
い
自
動
車
の
一
台

だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
で
す
ら
自
動

車
を
買
っ
た
の
は
１
９
０
９
年
、
「
タ
フ
ト
大

統
領
」
の
時
で
あ
る
。 

こ
の
自
動
車
の
初
期
の
世
論
は
、
酷
か
っ
た
。

保
守
的
な
行
動
に
な
り
が
ち
な
中
年
の
世

代
―
―
。
特
に
ど
の
時
代
で
も
、
新
し
い

も
の
に
冷
た
い
目
を
向
け
る
銀
行
家
は
、

融
資
の
対
象
と
し
て
自
動
車
産
業
を
見
る

ど
こ
ろ
か

「
変
な
も
の
が
流
行
し
て
困
る
」
、

「
政
府
は
、
こ
の
カ
ミ
ナ
リ
族
を
な
ぜ
も
っ

と
取
り
締
ま
ら
な
い
の
か
」
と
、
事
あ
る

毎
に
非
難
し
て
い
た
。 

カ
ミ
ナ
リ
族
と
い
っ
て
も
、
時
速
２
～
３
㎞

が
や
っ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の
破
裂
す
る
様
な

排
気
音
の
た
め
、
馬
車
ひ
き
の
馬
が
驚
い
て

暴
走
し
、
何
人
か
の
死
傷
者
も
出
し
、
社

会
問
題
に
ま
で
な
っ
て
い
た
。 

自
動
車
は
、
馬
車
が
近
付
く
と
一
旦
停
車

し
、
救
急
車
と
す
れ
違
う
時
の
様
に
、
道

の
片
側
に
寄
せ
る
の
が
、
当
時
の
道
路
交

通
法
だ
っ
た
。 

し
か
し
、
自
動
車
の
機
動
性
は
高
く
評
価

さ
れ
、
１
９
０
５
年
、
ア
メ
リ
カ
の
自
動
車



登
録
台
数
は
、
７
万
５
０
０
台
、
三
年
後

に
は
、
２０
万
台
に
達
し
て
い
る
。 

こ
の
１
９
０
８
年
は
、
フ
ォ
ー
ド
が
Ｔ
型
フ
ォ

ー
ド
を
発
表
、 

ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
カ
ー
の
基

盤
を
築
き
上
げ
た
時
だ
っ
た
が
、
同
じ
年

に
、
ビ
ュ
ー
ィ
ッ
ク
と
、
オ
ー
ル
ズ
モ
ビ
ル
の

両
社
が
合
併
し
て
、
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
社

を
作
り
、
翌
年
に
は
、
キ
ャ
デ
ィ
ラ
ッ
ク
も

吸
収
し
て
い
る
。
ま
た
Ｇ
Ｍ
の
車
体
を
作
る
、

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
車
体
会
社
も
誕
生
、
３
年

後
に
は
、
シ
ボ
レ
ー
の
車
体
作
り
も
始
め
、

ア
メ
リ
カ
自
動
車
産
業
の
戦
国
時
代
、
群

雄
割
拠
の
時
代
と
な
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、

タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
も
、
こ
の
頃
の

活
躍
が
、
今
日
の
繁
栄
を
築
く
、
大
き
な

基
礎
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
頃
の
タ
イ
ヤ
は
、
ト
レ
ッ
ド
と
呼
ば
れ

る
模
様
は
な
く
、
ツ
ル
ツ
ル
し
て
い
た
。 

こ

れ
は
、
馬
車
の
よ
う
に
、
他
力
で
引
っ
ぱ
ら

れ
る
様
な
も
の
な
ら
と
も
か
く
、
自
動
車

の
タ
イ
ヤ
に
は
、
駆
動
力
が
か
か
る
た
め
、

雪
や
泥
で
一
度
は
ま
り
込
む
と
、
と
ど
ま

る
事
が
な
く
空
転
し
て
、
結
局
乗
っ
て
い
る

人
が
、
車
を
押
す
た
め
に
全
員
外
に
出
て
、

泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
押
し
出
す
の
が
普
通
だ

っ
た
。

そ
の
上
、
労
働
費
が
高
く
つ
く
た
め
価
格

は
高
く
、
パ
ッ
カ
ー
ド
用
の
タ
イ
ヤ
が
、
セ

ッ
ト
で
５
０
０
ド
ル (
１８
万
円)

も
し
た
。 

１
９
０
３
年
６
月
、
フ
ォ
ー
ド
の
第
一
号
車

が
シ
カ
ゴ
で
売
ら
れ
た
時
、
８
５
０
ド
ル
だ

っ
た
と
言
わ
れ
る
か
ら
、
タ
イ
ヤ
が
い
か
に

高
い
も
の
だ
っ
た
か
が
想
像
で
き
る
。 

こ
う
な
る
と
、
誰
か
が
、
自
動
車
タ
イ
ヤ

を
化
学
的
に
分
析
し
、
そ
の
機
能
か
ら
判

断
し
て
、
材
料
、
デ
ザ
イ
ン
の
ひ
と
つ
ひ
と

つ
を
作
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

に
き
て
い
た
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
が
、
自
動
車
タ
イ
ヤ
に
手

を
つ
け
た
の
は
１
８
９
８
年
だ
っ
た
が
、
例
に

よ
っ
て
、
タ
イ
ヤ
は
、
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
タ
イ

ヤ
の
特
許
に
縛
ら
れ
て
い
た
。

各
先
発
メ
ー
カ
ー
は
、
特
許
を
守
る
た
め

協
会
を
創
立
し
て
、
生
産
本
数
を
各
メ
ー

カ
ー
が
協
議
し
て
定
め
、
そ
れ
を
越
え
た

場
合
は
、
そ
の
分
だ
け
の
利
益
を
没
収
す

る
と
い
う
決
ま
り
を
設
け
て
い
た
程
だ
。

こ
の
生
産
本
数
の
割
り
当
て
は
、
タ
イ
ヤ
メ

ー
カ
ー
の
市
場
占
有
率
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ

て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
グ
ッ
ド
リ
ッ
チ

と
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド(

の
ち
に
合
併)

が
５５

％
、
Ｕ
Ｓ
ラ
バ
ー
が
、
３０
％
、
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ヴ
ィ
ー
ク
ル
・ 

タ
イ
ヤ
社(

の

ち
に
ミ
シ
ュ
ラ
ン
に
合
併)

が
、
７
％
、
フ

イ
ス
ク
社
が
、
５
％
、
そ
し
て
、
グ
ッ
ド
イ

ヤ
ー
の
割
り
当
て
は
、
わ
ず
か
１
・
７
％
だ

っ
た
。

こ
ん
な
時
、
協
会
は
、
タ
イ
ヤ
の
価
格
を

決
め
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
が
協
会
価
格
よ
り

安
く
売
っ
た
と
告
発
さ
れ
る
事
件
も
起
き

て
い
た
。 

３生
産
割
り
当
て
１
・
７
％
、
つ
ま
り
、
グ
ッ

ド
イ
ヤ
ー
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
も
１
・
７
％

だ
っ
た
が
、
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
こ
ん
な
事
で

甘
ん
じ
る
男
で
は
な
か
っ
た
。

ま
ず
特
許
の
ワ
ク
か
ら
抜
け
出
す
た
め
、 

ク
リ
ン
チ
ャ
ー
方
式
に
替
る
べ
き
タ
イ
ヤ
の

研
究
に
没
頭
し
始
め
た
。

ク
リ
ン
チ
ャ
ー
タ
イ
ヤ
は
、
そ
の
取
り
は
ず

し
が
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
難
点
の
多
い
事

に
目
を
つ
け
、
リ
ム
に
力
ま
か
せ
に
押 

し
こ

む
代
わ
り
に
、
リ
ム
を
脱
着
可
能
に
す
れ

ば
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
―
と
い
う
の
が

最
初
の
研
究
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。 

「
ビ
ー
ド

を
ゴ
ム
に
す
れ
ば
、
締
め
つ
け
る
必
要
は
な

い
。
自
転
車
の
ビ
ー
ド
は
、
ワ
イ
ヤ
ー
を
編

ん
で
作
っ
て
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
利
用
す
る
。

ク
リ
ン
チ
ャ
ー
の
タ
イ
ヤ
の
底
部
は
、
リ
ム

の
突
起
と
噛
み
合
う
様
に
深
く
窪
ん
だ
溝

が
あ
る
が
、
今
度
は
、
リ
ム
が
は
ず
れ
る

の
だ
か
ら
、
そ
の
必
要
が
な
く
、
サ
イ
ド
は
、

ス
ト
レ
ー
ト
に
な
る
」 

こ
れ
が
、
１
９
０
１
年
１
２
月
に
、
グ
ッ
ド

イ
ヤ
ー
が
発
表
し
た
、
ス
ト
レ
ー
ト
サ
イ
ド

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ス
ト
レ
ー
ト

・
サ
イ
ド

・

タ
イ
ヤ
も
、
リ
ム
を
ボ
ル
ト
で
ホ
イ
ー
ル
に

締
め
つ
け
る
不
便
な
も
の
だ
っ
た
の
で
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
は
全
く
相
手
に
し
な
か
っ

た
。
第
一
、
リ
ム
を
全
部
作
り
変
え
な
け

れ
ば
、
こ
の
タ
イ
ヤ
を
使
う
こ
と
が
で
き
な

い
。
そ
の
上
、
会
社
が
で
き
て
３
年
、
世
間

の
信
用
度
も
薄
か
っ
た
。

そ
の
頃
、
イ
ギ
リ
ス
の
輸
入
会
社

「
ヂ
ー
ビ

ス
」
と

「
ア
レ
ン
」
は
、 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
・

タ
イ
ヤ
の
代
理
店
だ
っ
た
が
、
画
期
的
な
ス

ト
レ
ー
ト
サ
イ
ド
の
将
来
性
を
買
っ
て
、
イ

ギ
リ
ス
の
皇
室
で
熱
狂
的
な
モ
ー
タ
ー
フ
ァ

ン
で
あ
る

「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ル
ズ (

の
ち
に
皇
太
子)

」 

や
、 

と
き
の
首
相

「
ソ

ル
ス
ベ
リ
ー
卿
」
、
「
リ
プ
ト
ン
卿
」
な
ど
を

説
得
、
愛
用
者
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
。
同
時

に
出
版
社
の
社
長

「
ノ
ー
ス
ク
リ
フ
卿
」
を

口
説
き
、
ロ
ン
ド
ン
―
―
エ
ジ
ン
バ
ラ
間
、

２
５
０
０
マ
イ
ル
・
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
、
ス
ト

レ
ー
ト
サ
イ
ド
を
使
う
車
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に

な
っ
て
も
ら
っ
た
。 

当
時
の
イ
ギ
リ
ス
、
フ

ラ
ン
ス
の
自
動
車
は
、
ア
メ
リ
カ
の
自
動
車

よ
り
技
術
的
に
は
る
か
に
進
ん
で
い
た
か

ら
、
ス
ト
レ
ー
ト
サ
イ
ド
を
テ
ス
ト
す
る
に

は
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
。 

こ
れ
を
聞
い
た
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
若
き
工
場

長
、
ポ
ー
ル
・
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、 

「
こ

の
機
会
に
ス
ト
レ
ー
ト
サ
イ
ド
の
効
果
を
こ

の
目
で
見
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
動
車
技
術

を
学
び
と
っ
て
や
ろ
う
」
と
考
え
た
。 

そ
う
決
心
す
る
と
、
も
う
社
長
に
相
談
す

る
の
も
わ
ず
ら
わ
し
く
、
自
費
で
ロ
ン
ド
ン

P.W. リッチフィールド 

" ホースキャレッジ ” ( 首なし馬車 ) といわれた初期の自動車。
タイヤは、クリンチャータイヤを使っていた。 



行
を
決
行
し
て
し
ま
っ
た
。

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ド
は
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
創

立
後
２
年
目
に
入
社
し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
が
、

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
の
片
腕
と
し
て
、
新
製
品
の

開
発
に
特
異
な
才
能
を
発
揮
、
１８
年
後
に

は
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
を
ア
メ
リ
カ
一
、
そ
れ

か
ら
１０
年
後
に
は
、
世
界
一
の
タ
イ
ヤ
会

社
に
発
展
さ
せ
た
推
進
力
と
な
っ
た
フ
ァ
イ

ト
マ
ン
で
あ
る
。 

彼 

の
業
績
の
う
ち
、
最

大
の
も
の
は
、
１
５
０
５
年
に
完
成
し
た

「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
・
リ
ム
」
付
き
の
ス
ト
レ
ー
ト

・

サ
イ
ド

・
タ
イ
ヤ
だ
が
、
そ
の
第
一
歩
が
、

い
ま
開
か
れ
様
と
す
る
訳
で
あ
る
。 

工
場
長
と
い
っ
て
も
、
中
小
企
業
の
工
場
長

で
は
、
豪
華
な
旅
行
は
で
き
な
い
。
ウ
シ

を
積
ん
だ
貨
物
船
に
、
た
だ
同
様
の
船
賃

で
乗
せ
て
も
ら
っ
た
貧
乏
旅
行
だ
っ
た
。
そ

れ
で
も
意
気
揚
々
と
乗
り
込
ん
だ
リ
ッ
チ

フ
ィ
ー
ル
ド
の
目
前
で
起
き
た
事
件
は
、
「
パ

ン
ク
」
と
い
う
み
じ
め
な
結
果
だ
っ
た
。
競

争
相
手
の
ダ
ン
ロ
ッ
プ
や
ミ
シ
ュ
ラ
ン
も

「
パ

ン
ク
」
し
て
い
た
が
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
も

っ
と
酷
か
っ
た
。 

レ
ー
ス
を
見
た
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
は
、

原
因
が
す
ぐ
わ
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
製
、
フ

ラ
ン
ス
製
の
車
は
、
ア
メ
リ
カ
製
の
車 

に
比

べ
、
は
る
か
に
高
速
性
能
に
優
れ
、
道
路

も
泥
道
の
ア
メ
リ
カ
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら

な
い
く
ら
い
立
派
な
も
の
だ
っ
た
。
だ
か
ら

丈
夫
で
長
持
ち
一
点
ば
り
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ

ー
の
タ
イ
ヤ
は
高
速
の
前
に
、
ひ
と
た
ま
り

も
な
く
発
熱
し
て
、
ト
レ
ッ
ド
ゴ
ム
が
セ
パ

レ
ー
シ
ョ
ン

（
隔
離
）
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。 

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
こ
の
惨
敗
の
前
に

目
を
閉
じ
て
ひ
と
つ
の
教
訓
を
得
た
。 

「
ア
メ
リ
カ
の
車
も
、
や
が
て
速
く
な
る
だ

ろ
う
。
タ
イ
ヤ
も
道
路
の
衝
撃
に
耐
え
る

よ
り
も
、
そ
れ
を
吸
収
す
る
よ
う
な
柔
軟

な
タ
イ
ヤ
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」 

４ロ
ン
ド
ン
か
ら
の
帰
り
道
は
、
灰
色
の
航
海

だ
っ
た
。 

「
強
さ
よ
り
も
柔
ら
か
い
タ
イ
ヤ
」 

こ
れ
が
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ド
の
頭
か
ら
離
れ
な

か
っ
た
。
そ
も
そ
も
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
が
ビ
ー

ド
部
か
ら
大
き
く
内
部
に
突
き
出
し
て
い

る
の
に
比
べ
、
ス
ト
レ
ー
ト
サ
イ
ド
は
直
線

的
で
、
そ
れ
だ
け
空
気
が
た
く
さ
ん
入
り
、

柔
ら
か
く
な
る
可
能
性
が
多
か 

っ
た
。

高
速
時
に
ト
レ
ッ
ド
ゴ
ム
の
セ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
防
止
す
る
た
め
、
ト
レ
ッ
ド
ゴ
ム
と
胴
体

部
の
間
に
ブ
レ
ー
カ
ー
を
入
れ
て
み
た
。
そ

し
て
、
ブ
レ
ー
カ
ー
の
ゴ
ム
質
を
多
く
す
る

た
め
、
中
に
入
れ
る
繊
維
の
す
き
間
を
多

く
と
っ
て
み
た
。
タ
テ
糸
、
ヨ
コ
糸
を
何
分

の
一
か
引
き
抜
く
作
業
の
結
果
、
希
望
の

繊
維
が
作
ら
れ
、
夢
に
ま
で
見
た
ブ
レ
ー

カ
が
完
成
し
た
。 

隙
間
に
あ
る
ゴ
ム
が
、
ト
レ
ッ
ド
と
カ
ー
カ

ス
と
を
無
数
の
リ
ベ
ッ
ト
の
様
に
結
合
す
る

わ
け
だ
。

こ
の
ブ
レ
ー
カ
ー
用
繊
維
が
、
ま
た
の
名
称

を

「
リ
ベ
ッ
ド
繊
維
」
と
言
わ
れ
る
の
は
こ

の
た
め
で
、
こ
の
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
道
路
か

ら
の
シ
ョ
ッ
ク
を
、
タ
イ
ヤ
全
体
に
分
散
す

る
役
目
も
充
分
に
果
た
す
事
に
な
る
大
改

良
と
な
っ
た
。 

こ
の
ス
ト
レ
ー
ト
サ
イ
ド
の
改
良
に
は
、
も

う
ひ
と
り
の
発
明
家
の
力
が
あ
っ
た
。 

「
ニ
ッ
プ
・
ス
コ
ッ
ト
」

一
生
涯
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
な
か
っ
た
変 

わ

り
者
の
発
明
家
で
あ
る
。 

彼
は
、
２
個
の
雨
傘
を
交
互
に
開
い
た
り

閉
じ
た
り
し
て
、 

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
原
理
で
、

人
間
を
１０
ｍ
ば
か
り
空
中
に
持
ち
上
げ
る

機
械
や
、
ワ
イ
ヤ
ー
を
編
む
機
械
ま
で
を

発
明
し
て
い
る
が
、
絶
対
に
特
許
な
ど
を

取
ら
ず
、
自
宅
の
屋
根
裏
に
４
つ
も
鍵
を

か
け
て
し
ま
っ
て
お
く
と
い
っ
た
奇
人
で
も

あ
っ
た
。 

こ
の
ス
コ
ッ
ト
が
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
創
立
間

も
な
い
１
９
０
０
年
の
あ
る
日
、
ひ
ょ
っ
こ
り

会
社
を
訪
れ
、
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
の
机
の
上
に
、

ド
サ
ッ
と
ズ
ッ
ク
の
袋
を
投
げ
出
し
た
。 

「
ど
う
か
ね
、
オ
ヤ
ジ
さ
ん
、
見
て
く
れ
な

い
か
」 

彼
の
投
げ
出
し
た
袋
の
中
か
ら
出
て
き
た
の

は
、
ワ
イ
ヤ
ー
編
み
上
げ
機
で
、
ベ
ッ
ト
の

ス
プ
リ
ン
グ
用
の
も
の
だ
っ
た
。
つ
ま
り
値

段
が
高
過
ぎ
て
、
ど
こ
で
も
相
手
に
さ
れ

な
か
っ
た
た
め
に
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
に
持
ち

込
ま
れ
て
き
た
の
だ
。 

人
を
見
る
事
、
物
を
転
用
す
る
特
殊
な
才

能
が
あ
る
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
、
こ
れ
を
ス
ト

レ
ー
ト
サ
イ
ド
の
工
程
の
な
か
に
利
用
で
き

る
と
思
い
つ
い
た
。 

「
よ
ろ
し
い
、
こ
の
機
械
の
独
占
使
用
権
を

頂
こ
う
」 

売
る
方
も
買
う
方
も
、
と
て
も

常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
妙
な
取
り
引
き

だ
っ
た
。
こ
れ
が
１
９
０
１
年
１２
月
の
、
第

１
回
目
の
ス
ト
レ
ー
ト
サ
イ
ド
に
利
用
さ
れ

て
い
た
。 

こ
う
し
て
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
と
の
つ
な
が
り
が

で
き
た
ス
コ
ッ
ト
は
、
ス
ト
レ
ー
ト
サ
イ
ド
の

改
良
研
究
が
進
む
に
つ
れ
、
最
後
に
残
る

問
題
は
リ
ム
に
あ
る
と
考
え
、
弾
力
性
の

あ
る
リ
ン
グ
を
考
え
出
し
た
。 

「
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
君
、
ち
ょ
っ
と
聞
い
て

く
れ
」 

と
、
無
理
や
り
、
ス
コ
ッ
ト
は
リ
ッ

チ
フ
ィ
ー
ル
ド
を
工
場
に
誘
い
込
ん
だ
。 

「
こ
う
し
て
、
こ
の
リ
ン
グ
は
両
端
を
少
し

離
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
、
タ
イ
ヤ
を
リ
ム
に

入
れ
た
後
、
は
ず
れ
な
い
様
に
は
め
る
フ
ラ

ン
ジ
を
押
え
る
役
目
も
す
る
、
こ
う
す
れ

ば
、
タ
イ
ヤ
も
フ
ラ
ン
ジ
も
自
由
自
在
に

取
り
外
せ
る
訳
だ
。
た
だ
フ
ラ
ン
ジ
を
固

定
す
る
た
め
に
、
リ
ン
グ
を
テ
コ
で
こ
ね
て

押
し
込
め
ば
い
い
ん
だ
」 

確
か
に
、
リ
ン
グ
の
弾
力
性
が
フ
ラ
ン
ジ
を

し
っ
か
り
と
押
え
つ
け
て
い
る
。 

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
驚
い
た
。 

「
実
に
画
期
的
な
発
明
だ
！
」 

か
け
つ
け
た
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
も
、
こ
の
貧
弱

な
印
象
を
受
け
た
ス
コ
ッ
ト
が
偉
大
な
発
明

家
で
あ
る
事
を
、
今
更
の
よ
う
に
見
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

さ
っ
そ
く

「
ク
イ
ッ
ク
・
デ
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
」

と
名
付
け
た
。
１
９
０
３
年
１２
月
の
事
で
あ

る
。 

後
は
、
い
か
に
こ
の
リ
ム
を
自
動
車
メ
ー
カ

ー
に
受
け
入
れ
さ
せ
る
か
―
―
だ
っ
た
。
当

時
の
ホ
イ
ー
ル
は
、
全
て
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
用

で
、
こ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
作
る
の
は
、
メ
ー
カ

ー
の
工
程
を
大
き
く
変
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら
だ
。 

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
グ
ッ
ト
イ
ヤ
ー
が
、
ゴ
ム
の

加
硫
法
を
発
明
し
た
こ
と
は
、
タ
イ
ヤ
の

発
展
の
大
き
な
指
標
と
な
っ
た
が
、
そ
れ

か
ら
６０
年
目
に
、
そ
の
ゆ
か
り
の
名
前
を

社
名
に
し
た
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
社
が
本
格

的
な
タ
イ
ヤ
生
産
の
糸
口
を
開
い
て
い
っ
た

の
だ
。 

(

つ
づ
く) 
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１
沈
黙
の
城 

真
っ
赤
に
燃
え
て
い
た
ダ
ル
マ
ス
ト
ー
ブ
は
、

１２
月
の
灰
色
の
空
が
厚
み
を
増
す
と
、
白

い
粉
を
吹
い
た
様
に
白
茶
け
て
き
た
。
「
ガ

サ
ッ
」
と
燃
え
尽
き
た
石
炭
ガ
ラ
が
、
ス

ト
ー
ブ
の
中
で
崩
れ
た
。 

い
つ
も
な
ら
陽
気
に
騒
い
で
い
る
職
人
た
ち

も
、
朝
か
ら
静
ま
り
か
え
っ
て
い
る
、
プ
レ

シ
デ
ン
ト

・
ル
ー
ム (

社
長
室)

の
異
常
さ

に
気
付
い
て
、
声
も
い
つ
し
か
遠
慮
気
味
に

な
っ
て
い
る
。

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
、
な
に
か
ひ
と
つ
の
事
を

考
え
始
め
る
と
、
決
ま
っ
て
長
い
沈
黙
と
思

考
の
一
日
が
あ
る
。 

ケ
リ
ー
社
の
特
許
裁
判
の
時
も
、
自
転
車

タ
イ
ヤ
生
産
を
決
心
し
た
時
も
そ
う
だ
。

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
の
沈
黙
は
、
必
ず
グ
ッ
ド
イ

ヤ
ー
社
の
社
運
を
大
き
く
左
右
す
る
問
題

に
ぶ
つ
か
っ
た
時
が
多
い
。

片
腕
と
い
う
べ
き
、
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
で

さ
え
、
ふ
た
つ
三
つ
の
要
件
の
あ
る
の
を
押

え
て
、
彼
の
沈
黙
の
城
を
破
ら
な
い
様
、

気
遣
っ
て
い
る
。
つ
い
先
週
、
ニ
ッ
プ
・
ス
コ

ッ
ト
が
考
え
出
し
た
ス
ト
レ
ー
ト

・
サ
イ

ド
タ
イ
ヤ
の
画
期
的
改
良
を
手
放
し
で
喜

ん
で
い
た
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
が
、
何
を
考
え

始
め
た
か
、
お
お
よ
そ
の
見
当
は
つ
い
て
い

た
。
リ
ッ
チ
フ
ィ
ル
ー
ド
自
身
も
、
こ
こ
数

日
の
間
、
ス
ト
レ
ー
ト
タ
イ
ヤ
の
新
製
品
を

市
場
に
持
ち
込
む
べ
き
対
策
に
奔
走
し
て
い

た
。

し
か
し
、
長
く
使
わ
れ
て
い
る
、
ク
リ
ン
チ

ャ
ー
タ
イ
ヤ
の
壁
は
厚
い
。
そ
れ
に
、
自
動

車
の
生
産
工
程
自
体
、
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
タ

イ
ヤ
用
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。 

そ
れ
を
急

に
、
便
利
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ス
ト
レ
ー
ト

サ
イ
ド
に
切
り
替
え
る
と
い
う
事
は
、
あ

ま
り
に
も
抵
抗
が
多
か
っ
た
。
第
一
、
肝

心
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
便
利
さ
を
認
め

な
が
ら
も
、
全
面
的
採
用
に
踏
切
る
事
が

で
き
な
か
っ
た
。 

こ
の
、
リ
ッ
チ
フ
ィ
ル
ー
ド
の
推
測
ど
お
り
、

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
、
新
製
品
の
市
場
開
拓
に

は
真
剣
だ
っ
た
。
１
９
０
１
年
１２
月
に
最
初

の
ス
ト
レ
ー
ト

・
サ
イ
ド
タ
イ
ヤ
を
発
表
し

て
か
ら
、
１
９
０
３
年
１２
月
、
画
期
的
な

リ
ム
の
発
明
に
至
る
ま
で
、
ち
ょ
う
ど
２
年
、

そ
の
後
、
ブ
レ
ー
カ
ー
の
発
明
で
、
ス
ト
レ

ー
ト

・
サ
イ
ド
の
性
能
は
一
段
と
良
く
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
を
慎
重
に
さ
せ
た

の
は
、
最
初
の
売
出
し
に
失
敗
し
て
い
る
か

ら
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
成
功
を
急
い
で
、
同

じ
轍
を
踏
む
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
で
は
な
い
。 

や

が
て
聖
夜
を
迎
え
た
。
い
つ
も
な
が
ら
長
い

神
へ
の
祈
り
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
年
ほ
ど
、

自
分
自
身
と
の
戦
い
の
た
め
に
、
神
に
安
ら

ぎ
を
祈
っ
た
事
は
な
い
。 

こ
の
沈
黙
の
思
考
は
、
新
し
い
年
を
迎
え
る

数
日
前
に
破
ら
れ
た
。 

「
グ
ッ
ド
モ
ー
ニ
ン
！
フ
ラ
ン
ク
！
」 

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
が
、
会
社
の
赤
レ
ン
ガ
の
門

を
く
ぐ
る
と
数
十
人
の
社
員
の
声
が
、
呼

び
か
け
て
く
る
。 

「
や
ー
、
元
気
だ
ね
」 

に
こ
や
か
に
答
え
る
顔
を
み
て
、
女
子
社

員
達
は
思
わ
ず
吹
き
出
し
て
し
ま
っ
た
。 

「
社
長
の
顔
を
見
て
よ
…
…
立
派
な
シ
ン
ボ

ル　

…
…
」
と
、
声
を
合
わ
せ
て
笑
い
が
は

ず
む
。 

な
る
ほ
ど
、
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
の
顔
に
、
お
よ

そ
不
似
合
い
と
思
わ
れ
る
黒
々
と
し
た
ム
ス

タ
ー
シ
ュ(

髭)

が
は
え
揃
っ
て
い
る
。
ロ
ン

ド
ン
風
に
短
か
く
刈
上
げ
た
感
じ
の
ム
ス
タ

ー
シ
ュ
。

当
時
、
職
人
達
の
間
に
も
、
口
髭
が
流
行

し
て
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
は
、
カ
イ
ゼ
ル
・

ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
か
ら
、
会
社
の
中
で
は
異

色
の
フ
ェ
イ
ス
だ
。 

「
オ
ヤ
ジ
さ
ん
、
な
か
な
か
や
る
ぜ
」 

こ
ん
な
話
題
と
女
子
社
員
の
笑
い
声
が
、

今
ま
で
、
じ
め
じ
め
し
て
い
た
会
社
の
空
気

を
、
一
遍
に
吹
き
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
。 

プ
レ
シ
デ
ン
ト

・
ル
ー
ム
の
ス
ト
ー
ブ
は
、

早
朝
に
も
関
わ
ら
ず
、
真
っ
赤
に
燃
え
上

が
る
。 

社
員
達
の
笑
い
声
を
背
中
で
聞 

い

た
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
、
あ
る
セ
ー
ル
ス
プ
ラ

ン
を
や
り
遂
げ
る
決
意
を
さ
ら
に
固
め
た
。 

大
き
な
書
類
を
か
か
え
た
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル

ストレートサイドの成功はグッドイヤーの宣伝方法にも大きな進歩をもたらした。

契約した自動車メーカーも 50 社におよび、営業部の宣伝係はポスターひとつにも力を

入れた。

「グットイヤーのタイヤはどこでも買えます」 と、うたったこのポスターも、当時とし

ては大胆なデザインだった。 



ド
が
入
っ
て
き
た
。 

「
お
お
、
フ
ラ
ン
ク
！
貫
録
で
す
な
！
」 

こ
の
一
言
は

「
社
長
も
新
製
品
の
方
針
を

決
め
ま
し
た
ね
」
と
い
う
意
味
だ
。 

「
ど
う
だ
、
鼻
の
下
が
ち
ょ
っ
と
く
す
ぐ
っ
た

い
が
、
じ
き
に
慣
れ
る
だ
ろ
う
」 

朝
の
コ
ー
ヒ
ー
が
、
ふ
た
り
を
く
つ
ろ
が
せ

る
。

こ
こ
数
日
の
社
長
の
行
動
が
、
全
社
員
に

暗
い
感
じ
を
与
え
て
い
た
事
を
、
彼
自
身

が
知
っ
て
い
た
の
だ
。 

そ
し
て
、
無
精
ヒ
ゲ

か
ら
生
み
だ
し
た
、
ム
ス
タ
ー
シ
ュ
の
ユ
ー
モ

ア
。
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
、
フ
ラ
ン
ク
が
、
企

業
家
と
し
て
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
な
っ
た
様

に
思
え
た
。

 

「
今
度
の
ス
ト
レ
ー
ト
サ
イ
ド
だ
が
、
や
っ

と
考
え
が
ま
と
ま
っ
た
よ
。
し
か
し
君
の
意

見
を
聞
か
な
け
れ
ば
、
踏
み
切
れ
な
い
」 

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
う
な
ず
く
。 

「
私
も
今
、
ム
ス
タ
ー
シ
ュ
を
見
て
ひ
ら
め

き
ま
し
た
」 

そ
し
て
、
同
時
に
声
を
出
し
た
の
は
―
―

「
ユ
ー
テ
リ
テ
ィ
方
式
、
兼
用
タ
イ
ヤ
」 

思
わ
ず
ふ
た
り
は
、
手
を
握
り
合
っ
た
。

言
葉
は
い
ら
な
い
。 

大
き
な
笑
い
声
に
替

わ
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
ふ
た
り
の
目
に
は
、 

き
っ
と
や
り
遂
げ
る
決
意
を
示
す
よ
う
に
、

一
筋
の
涙
が
宿
っ
て
い
る
。
ふ
た
り
だ
け
に

通
じ
る
誓
い
の
言
葉
だ
。 

兼
用
タ
イ
ヤ
、
つ
ま
り
、
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
に

も
ス
ト
レ
ー
ト

・
サ
イ
ド
に
も
、
両
方
使

え
る
様
な
タ
イ
ヤ
を
作
る
事
だ
っ
た
。 

直

ち
に
各
工
程
の
責
任
者
が
招
集
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
新
製
品
の
フ
ラ
ン
ジ
の
形
を
少
し

変
更
し
、
ス
ト
レ
ー
ト

・
サ
イ
ド
で
は 

外

側
に
使
い
、
ひ
っ
く
り
返
し
て
内
側
に
使
え

ば
、
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
に
も
合
う
よ
う
に
改
良

を
重
ね
た
。 

こ
う
し
て
徐
々
に
準
備
態
勢
を
備
え
、

１
９
０
５
年
、
社
運
を
賭
け
た
大
攻
勢
に

転
じ
て
い
っ
た
。
今
か
ら
言
え
ば
、
無
名
の 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
を
、
ア
メ
リ
カ
い
ち
の
タ
イ

ヤ
会
社
に
の
し
あ
げ
た
そ
の
第
一
歩
で
あ

る
。 

２
「
全
面
広
告
」
登
場 

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
を
筆
頭
に
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

の
経
理
マ
ン
は
、
集
め
ら
れ
る
だ
け
の
金
を

集
め
に
集
め
た
。
生
産
部
門
も
、
ガ
ッ
チ

リ
新
製
品
ラ
イ
ン
を
固
め
た
。
営
業
部
は
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
工
作
を
続
け
る
。
ロ
コ

モ
イ
テ
ブ
、
ピ
ア
ー
ス
・
ア
ロ
ー
、
パ
ッ
カ
ー
ド
、

ウ
イ
ン
ト
ン
、
ス
チ
ー
ブ
ン
ス
・
ダ
ー
イ
ー
、

ス
タ
ー
・
フ
ラ
イ
ヤ
ン
ズ
、
ホ
ワ
イ
ト
、
ポ

ー
プ
・
ト
レ
ド
、
ト
ー
マ
ス
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー

…
…
。
と
い
っ
た
豪
華
車
に
も
手
を
伸
ば
し

た
。 

ど
の
社
員
も
思
い
は
ひ
と
だ
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
社
が
、
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
協
会

か
ら
、
わ
ず
か
１
・
７
５
％
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
分

だ
け
と
い
う
、
厳
し
い
生
産
制
限
を
受
け

て
い
る
が
、
こ
れ
に
、
い
つ
ま
で
も
甘
ん
じ

て
、
永
久
に
無
名
の
メ
ー
カ
ー
で
留
ま
っ
て

い
る
く
ら
い
な
ら
、
信
頼
で
き
る
オ
ヤ
ジ
の

も
と
で
、
全
て
を
賭
け
て
勝
負
に
出
よ
う

と
い
う
意
気
だ
。 

１
９
０
５
年
２
月
の
あ
る
日
、
同
業
者
達
は
、

配
達
さ
れ
た
、
サ
タ
デ
ー
・
イ
ブ
ニ
ン
グ
・

ポ
ス
ト
の
紙
面
を
見
て
〝
あ
っ
〟
と
驚
い
た
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
社
の
目
の
覚
め
る
様
な
全
面

広
告
だ
っ
た
。 

当
時
は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
す
ら
、
全

面
広
告
を
打
つ
会
社
は
少
な
か
っ
た
。

タ
イ
ヤ
業
界
に
と
っ
て
は
、
前
代
未
聞
の
事

で
あ
り
、
し
か
も
無
名
メ
ー
カ
ー
の
グ
ッ
ド

イ
ヤ
ー
社
の
広
告
だ
っ
た
か
ら
、 

反
響
は
大

き
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ス
ト
レ
ー
ト

・
サ

イ
ド
が
優
れ
て
、
効
果
的
な
タ
イ
ヤ
で
あ

る
事
を
訴
え
た
広
告
で
あ
る
。 

し
か
し
、

大
宣
伝
と
い
え
ど
も
、
メ
ー
カ
ー
や
、
ユ
ー

ザ
ー
を
納
得
さ
せ
る
た
め
に
は
時
間
が
か

か
る
は
ず
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
ス
ト
レ
ー
ト
・

サ
イ
ド
の
優
秀
性
を
実
証
す
る
よ
う
な
幸

運
が
や
っ
て
き
た
。 

こ
の
年
も
四
年
前
と
同
じ
よ
う
に
、
ロ
ン
ド

ン
ー
エ
ジ
ン
バ
ラ
間
、
２
５
０
０
マ
イ
ル
の
、

五
日
間
に
わ
た
る
耐
久
レ
ー
ス
が
開
か
れ
、

イ
ギ
リ
ス
市
場
を
目
指
す
、
ビ
ュ
イ
ッ
ク
と
、

レ
オ
が
出
場
す
る
事
に
な
っ
た
。
こ
の
両
社

は
、
今
話
題
の
ス
ト
レ
ー
ト
・
サ
イ
ド
・
タ

イ
ヤ
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
。

勝
つ
た
め
に
は
、
大
胆
な
実
験
が
必
要
だ
。

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
を
訪
ず
れ
、
そ
の
性
能
を

知
っ
た
選
手
達
は
、
躊
躇
な
く
、
新
製
品

の
装
着
を
決
定
し
た
。

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
に

渡
っ
て
レ
ー
ス
を
つ
ぶ
さ
に
見
つ
め
た
。
ス
ト

レ
ー
ト

・
サ
イ
ド
に
は
自
信
が
あ
っ
た
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
タ
イ
ヤ
技
術
の
発
展
に
、
い
さ

さ
か
脅
威
を
覚
え
て
い
た
。

こ
ん
な
不
安
を
よ
そ
に
、
レ
オ
は
、
全
コ
ー

ス
を
パ
ン
ク
な
し
で
完
走
し
た
。

タ
イ
ヤ
の
寿
命
が
、
３
０
０
０
マ
イ
ル
と
い
わ

れ
た
時
代
に
、
２
５
０
０
マ
イ
ル
を
パ
ン
ク
な

し
で
走
り
抜
い
た
の
だ
。 

続
く
ビ
ュ
イ
ッ
ク

も
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
に
ゴ
ー
ル
。
ア
メ

リ
カ
車
の
耐
久
性
を
世
界
に
示
し
た
。

レ
ー
ス
が
終
っ
た
時
、
数
千
の
観
客
は

「
パ

ン
ク
な
し
万
歳
」
、
「
パ
ン
ク
知
ら
ず
」
と
そ

の
偉
業
を
は
や
し
た
て
た
。
こ
の
観
声
は
、

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
胸
に
つ
か
え
た
、
四

年
前
の
ス
ト
レ
ス
を
、
充
分
も
み
ほ
ぐ
す
こ

だ
ま
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
驚
異
的
な
ニ
ュ
ー
ス
は
、
た
ち
ま
ち
ア

メ
リ
カ
国
内
に
知
れ
渡
り
、
翌
年
の
イ
ン

デ
ア
ナ
ポ
リ
ス
５
０
０
マ
イ
ル
ス
ピ
ー
ド
レ
ー

ス

（
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｙ
５
０
０
）
で
は
、
有
名
な
レ

ー
サ
ー
だ
っ
た

「
ル
イ
・
シ
ボ
レ
ー
」
が
、 

自
分
の
車
に
、
ス
ト
レ
ー
ト
・
サ
イ
ド
を
使

う
ほ
ど
人
気
が
沸
い
て
き 

た
。

１
９
０
５
年
、
日
産
１０
本
だ
っ
た
自
動
車
タ

イ
ヤ
は
、
翌
年
に
は
、
日
産
９
０
０
本
に
跳

ね
上
が
り
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
自
動
車
タ

イ
ヤ
部
門
の
決
算
は
、
初
め
て
黒
字
に
転

じ
た
。 

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
ス
ト
レ
ー
ト

・
サ

イ
ド
工
程
の
拡
充
を
提
案
。
工
場
の
大
半

を
そ
れ
に
引
き
当
て
た
。 

思
え
ば
、
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
が
自
動
車
タ
イ
ヤ

の
改
良
を
思
い
つ
い
て
か
ら
四
年
、
グ
ッ
ド

イ
ヤ
ー
は
、
や
っ
と
世
間
に
知
ら
れ
て
き
た
。

キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
、
ビ
ュ
イ
ッ
ク
、 

オ
ー
ル
ズ
モ

ビ
ル
、
ウ
イ
リ
ー
ス
・
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
、 

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
と
い
っ
た
自
動
車
メ
ー
カ
ー

も
、
ス
ト
レ
ー
ト
・
サ
イ
ド
の
契
約
を
結
ん

で
き
た
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
創
業
７
年
目
で
、
ア
メ

リ
カ
六
番
目
の
タ
イ
ヤ
会
社
に
躍
進
し
て

い
っ
た
。
そ
れ
は
１
９
０
８
年
の
事
で
あ
る
。

３
販
路
拡
張
に
新
戦
法 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
を
発
展
さ
せ
た
ス
ト
レ
ー

ト

・
サ
イ
ド
は
、
そ
も
そ
も
、
ク
リ
ン
チ

ャ
ー
・
タ
イ
ヤ
協
会
の
圧
力
に
よ
っ
て
生
ま

れ
た
産
物
だ
が
、
今
度
は
、
協
会
が
、
ス

ト
レ
ー
ト

・
サ
イ
ド
の
た
め
に
危
う
く
な
っ

て
き
た
。 

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
時
の
大
統
領

「
セ

オ
ド
ー
ル
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
」
は
、
自
由
競

争
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
、
企
業
の
独
占
は
、

た
と
え
１
社
た
り
と
も
、
そ
の
独
占
に
よ
っ

て
害
を
受
け
る
よ
う
な
時
は

「
独
占
は
違

法
と
す
る
」
と
い
う
断
固
た
る
政
治
感
度

を
示
し
て
い
た
。 

ク
リ
ン
チ
ャ
ー
協
会
は
、

こ
の
気
運
を
見
越
し
て
、
１
９
０
６
年
、
自

発
的
に
解
散
し
て
し
ま
っ
た
。
今
ま
で
、
ク

リ
ン
チ
ャ
ー
タ
イ
ヤ
を
作
っ
て
い
た
タ
イ
ヤ

会
社
は
、
慌
て
て
ス
ト
レ
ー
ト

・
サ
イ
ド
に

切
り
替
え
て
い
っ
た
が
、
売
れ
る
製
品
を
生

産
す
る
ま
で
に
は
、
か
な
り
の
日
時
が
か
か

っ
た
。

こ
の
間
、
グ
ッ
ト
イ
ヤ
ー
が
、
工
場
を
拡
張

し
販
路
を
伸
ば
し
た
事
は
、
言
う
ま
で
も

な
い
。

現
在
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
社
史
に
は
、

１
９
０
５
年
の
、
ス
ト
レ
ー
ト

・
サ
イ
ド

・

タ
イ
ヤ
を
飛
躍
の
第
一
歩
と
し
て
記
し
、

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
を
創
立
者
と
す
れ
ば
、
リ
ッ

チ
フ
ィ
ー
ル
ド
を
建
設
者
と
し
て
称
え
て
い

る
。
そ
こ
で
、
当
時
の
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド

の
経
営
手
腕
の
片
鱗
を
覗
い
て
み 

よ
う
。

ス
ト
レ
ー
ト

・
サ
イ
ド
の
生
産
が
軌
道
に
乗

り
始
め
た
、
１
９
０
７
年
、
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー

ル
ド
は
、
タ
イ
ヤ
の
各
部
門
別
に
独
立
採

算
会
計
制
度
を
実
施
し
た
。 

自
動
車
タ
イ
ヤ
、
自
転
車
タ
イ
ヤ
、
馬
車

タ
イ
ヤ
、
そ
の
他
の
製
品
毎
に
、
販
売
量
、

経
費
を
計
算
し
て
、
ひ
と
目
で
生
産
効
率 

を
掴
も
う
と
い
う
訳
だ
。
こ
れ
は
、
今
な

ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導
入
す
る
の
と
同

じ
く
ら
い
、
経
営
の
近
代
化
を
狙
っ
た
も
の

だ
っ
た
が
、
当
時
と
し
て
は
、
か
な
り
大
胆

な
経
営
改
革
だ
っ
た
。 

母
体
と
な
っ
た
自
動
車
工
業
で
す
ら
、
ま

だ
、
量
産
体
制
は
取
れ
ず
、
部
品
を
買
い

集
め
て
は
、
試
作
、
組
み
立
て
と
い
っ
た
時

代
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
１
８
９
９
年
に
発

足
し
た
、
オ
ー
ル
ズ
社
は
、
エ
ン
ジ
ン
を
ダ

ッ
ジ
兄
弟
会
社
か
ら
、
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
レ
ラ
ン
ド
社
か
ら
購
入
し
て
組
み
立
て

て
い
た
。
フ
ォ
ー
ド
社
も
、
同
じ
よ
う
な
生

産
工
程
を
経
て
い
た
。
こ
う
し
た
部
品
の
請

負
い
方
式
は
、
１
７
７
５
年
の
独
立
戦
争
を

契
機
と
し
て
発
達
し
た
工
業
力
の
断
面
で

あ
り
、
独
立
軍
の
需
要
に
、
も
っ
と
も
早

く
応
じ
る
た
め
に
と
ら
れ
た
分
業
の
結
果

が
も
た
ら
し
た
も
の
だ
。
そ
れ
だ
け
企
業
の

運
営
が
単
純
な
も
の
だ
っ
た
と
も
言
え
る
。 

さ
て
、
こ
の
独
立
採
算
制
は
、
販
売
促
進

に
大
き
な
効
果
を
見
せ
た
。
１
９
１
０
年
、

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
と
契
約
を
し
た
自
動
車
メ

ー
カ
ー
は
、
４４
社
に
お
よ
び
、
市
場
シ
ェ
ア

は
、
４０
％
を
占
め
る
と
い
う
、
史
上
初
の

記
録
を
た
て
た
。
も
ち
ろ
ん
、
販
売
部
の

活
躍
は
大
車
輪
そ
の
も
の
だ
っ
た
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
社
員
は
、
１
９
０
５
年
に
、

３
０
０
名
に
膨
れ
て
い
た
。
販
売
部
は
、
総

員
２８
名
で
、
部
長
に
は
、
後
に
グ
ッ
ド
イ

ヤ
ー
の
社
長
に
な
り
、
販
売
の
神
様
と
言

わ
れ
た

「
ス
タ
ー
デ
ル
マ
ン
」
が
指
揮
を
執

っ
て
い
た
。 

彼
は
、
ス
ト
レ
ー
ト

・
サ
イ
ド
の
新
製
品

開
拓
に
は
、
軒
並
み
訪
問
と
い
う
新
手
を

あ
み
出
し
た
。
顔
と
コ
ネ
が
主
力
だ
っ
た
当

時
の
セ
ー
ル
ス
と
し
て
は
、
こ
れ
も
異
色
だ

っ
た
。 

重
た
い
タ
イ
ヤ
を
抱
え
て
、
数
百
に
の
ぼ
っ

た
群
小
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
も
足
を
運
ん

だ
。
大
メ
ー
カ
ー
は
、
名
の
通
っ
て
い
な
い

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
を
相
手
に
し
な
か
っ
た
か
ら



だ
。
も
っ
ぱ
ら
小
さ
い
安
い
車
の
メ
ー
カ
ー

に
売
り
込
み
を
続
け
て
い
っ
た
。 

そ
の
頃
、
安
い
車
と
い
う
と
、
キ
ャ
デ
ラ
ッ

ク
、
ビ
ュ
イ
ッ
ク
、
オ
ー
ル
ズ
モ
ビ
ル
、
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
、
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
と
い
っ
た
車
を

指
し
て
い
た
。
特
に
ビ
ュ
イ
ッ
ク
は
、
大
衆

車
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
、
三
流
メ
ー
カ
ー
の

そ
し
り
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
車
格
だ
っ
た
。
し

か
し
、
ロ
ン
ド
ン
の
耐
久
レ
ー
ス
以
来
、
ど

こ
の
メ
ー
カ
ー
よ
り
早
く
ス
ト
レ
ー
ト

・
サ

イ
ド
を
装
置
し
て
い
た
。 

こ
う
し
た
、
ス
タ
ー
デ
ル
マ
ン
の
商
売
を
見

て
、
他
の
タ
イ
ヤ
会
社
は
、
派
手
な
広
告

を
し
た
も
の
の

「
商
売
が
、
い
つ
潰
れ
る
か

わ
か
ら
な
い
、
安
い
ビ
ュ
イ
ッ
ク
を
相
手
に

し
て
い
る
よ
う
じ
ゃ
、
大
し
た
事
は
な
い
」

と
、
笑
っ
て
見
て
い
た
。
無
理
も
な
い
事
だ
。

町
の
自
動
車
修
理
工
場
は
、
そ
う
し
た
安

い
車
の
修
理
は
受
け
つ
け
な
か
っ
た
程
の
時

代
で
あ
っ
た
か
ら
…
…
。 

ス
タ
ー
デ
ル
マ
ン
は
、
丹
念
に
売
り
込
み
に

歩
く
一
方
で
、 

宣
伝
に
も
力
を
入
れ
て
い

っ
た
。
総
勢
２８
名
の
う
ち
、
女
子
社 

員
１８

名
に
、
今
の
宣
伝
部
に
あ
た
る
仕
事
を
分

担
さ
せ
た
。

仕
事
と
い
う
の
は

「
素
晴
ら
し
い
ス
ト
レ
ー

ト

・
サ
イ
ド
タ
イ
ヤ
は
、
あ
な
た
の
車
を

最
高
の
も
の
に
致
し
ま
す
」
と
刷
り
込
ん

だ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
自
動
車
を
持
っ
て
い
る

全
て
の
人
た
ち
に
配
布
す
る
事
だ
。 

今
の
ダ
イ
レ
ク
ト

・
メ
ー
ル
の
草
分
け
で
も

あ
り
、
当
時
と
し
て
は
、
意
表
を
付
い
た

唯
一
の
宣
伝
方
法
で
あ
っ
た
。

４
定
期
便
の
開
発

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
実
施
し
た
製
品
別
独

立
採
算
制
度
は
、 

各
部
門
を
良
い
意
味
で

刺
激
し
て
い
っ
た
。
馬
車
部
門
の
技
術
者
達

が
、
よ
う
や
く
実
験
期
に
入
っ
た
、
飛
行

機
用
タ
イ
ヤ
に
目
を
付
け
た
の
も
、
そ
の

ひ
と
つ
の
現
わ
れ
で
あ
っ
た
。 

ラ
イ
ト
兄
弟
が
最
初
に
飛
行
機
を
飛
ば
し

た
時
は
、
タ
イ
ヤ
も
チ
ュ
ー
ブ
も
必
要
が
な

か
っ
た
。 

離
着
陸
の
ス
ピ
ー
ド
も
、
人
が
走

る
速
度
と
大
差
な
く
、
そ
の
う
え
、
機
体

の
重
量
が
軽
い
の
で
、
砂
地
を
利
用
す
る
だ

け
で
離
着
陸
の
シ
ョ
ッ
ク
は
、
ソ
リ
を
付
け

た
だ
け
で
、
充
分
吸
収
で
き
た
。
１
９
０
０

年
代
に
入
る
と
、
機
体
も
大
型
化
、
高
速

化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
止

め
る
た
め
に
、
自
転
車
タ
イ
ヤ
が
利
用
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
自
転
車
と
飛
行
機

で
は
、
重
量
自
体
が
違
う
。
着
陸
ご
と
に

破
裂
し
て
し
ま
う
状
態
が
し
ば
ら
く
続
い

た
。 

そ
こ
に
目
を
付
け
た
の
が
、
馬
車
部
門
の

技
術
者
達
だ
。

重
量
に
対
し
て
は
、
荷
馬
車
用
タ
イ
ヤ
で

充
分
体
験
を
積
ん
で
い
る
。 

そ
し
て
、
シ

ョ
ッ
ク
に
抵
抗
力
を
つ
け
る
た
め
、
タ
イ
ヤ

を
風
船
の
様
に
膨
ら
ま
し
た
飛
行
機
用
タ

イ
ヤ
を
開
発
。
１
９
１
０
年
、
世
界
最
初
の

航
空
機
タ
イ
ヤ
を
作
り
あ
げ
た
。 

こ
の
タ
イ
ヤ
は
、
ホ
イ
ー
ル
が
極
端
に
小
さ

い
革
命
的
な
設
計
だ
っ
た
た
め
、
ホ
イ
ー
ル

の
生
産
を
引
き
受
け
る
会
社
が
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
や
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー

ル
ド
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
影
響
を
受
け

た
エ
ン
ジ
ニ
ア
達
は
、
そ
ん
な
事
で
頓
座
す

る
訳
は
な
い
。
タ
イ
ヤ
を
作
る
傍
ら
、
航

空
機
用
の
ホ
イ
ー
ル
や
ブ
レ
ー
キ
、
チ
ュ
ー

ブ
と
い
っ
た
も
の
ま
で
手
掛
け
て
い
っ
た
。
こ

れ
が
現
在
の
金
属
製
品
部
で
あ
り
、
航
空

機
部
の
始
ま
り
で
あ
る
。

こ
の
航
空
機
用
タ
イ
ヤ
、
と
い
う
よ
り
、
エ

ア
ロ
プ
レ
ー
ン
・
タ
イ
ヤ
が
、
独
立
採
算
制

の
機
構
の
中
で
ペ
イ
し
た
か
ど
う
か
、
そ
の

記
録
が
な
い
の
で
不
明
だ
が
、
リ
ッ
チ
フ
ィ

ー
ル
ド
の
真
の
意
図
は
、
そ
ん
な
目
先
の
ソ

ロ
バ
ン
だ
け
で
は
な
い
。
新
し
い
開
発
に
対

す
る
意
欲
を
充
分
評
価
し
て
、
彼
ら
の
労

を
ね
ぎ
ら
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 

こ
の
風
船
の
よ
う
な
飛
行
機
用
タ
イ
ヤ
か

ら
ひ
と
つ
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
。
今
か
ら
思
え

ば
当
然
の
事
だ
が
、
ト
ラ
ッ
ク
・
タ
イ
ヤ

の
生
命
は

「
空
気
圧
」
に
あ
る
事
だ
っ
た
。

馬
車
の
数
倍
の
重
量
荷
と
、
馬
車
よ
り
数

十
倍
早
い
ス
ピ
ー
ド
、
そ
し
て
、
乗
用
車
に

劣
ら
ぬ
便
利
さ
を
持
つ
の
は

「
こ
れ
し
か
な

い
」
と
、
ひ
そ
か
に
研
究
を
続
け
た
。 

よ
う
や
く
乗
用
車
が
初
期
の
空
気
入
り
タ

イ
ヤ
を
装
着
し
始
め
た
時
の
事
で
あ
る
。

ト
ラ
ッ
ク
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
長
距
離
運

送
は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。 

ス
ロ
ー
・
ス
ピ
ー
ド
、
緩
衝
性
が
な
い
た
め

に
生
ず
る
道
路
や
、
積
荷
の
破
損
、
高
い

燃
料
費
、
ぬ
か
る
み
道
路
で
の
貧
弱
な
牽

引
力
な
ど
が
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
産
業
発
展

の
ガ
ン
と
な
っ
て
い
た
の
だ
。 

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
こ
の
ネ
ッ
ク
を
改

善
す
る
に
は
、
ソ
リ
ッ
ド

・
タ
イ
ヤ
を
空

気
入
り
タ
イ
ヤ
に
お
き
換
え
る
事
に
よ 

っ

て
可
能
で
あ
る
こ
と
を
予
知
し
た
。
次
第

に
減
産
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
馬
車
用

タ
イ
ヤ
部
門
の
ス
タ
ッ
フ
に
、
そ
の
研
究
を

命
じ
た
。
新
製
品
の
ア
イ
デ
ア
は
、
思
い
つ

き
だ
け
で
実
現
す
る
も
の
で
は
な
い
。
や
は

り
長
い
研
究
期
間
が
必
要
で
あ
る
。 

風
船

の
よ
う
な
飛
行
機
タ
イ
ヤ
を
見
て
か
ら
９

年
、
つ
い
に
、
ト
ラ
ッ
ク
用
空
気
入
り
タ
イ

ヤ
の
試
作
に
成
功
し
た
が
、
ま
た
ひ
と
つ
難

関
が
あ
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
業
界
が
、
こ
の
海

の
も
の
と
も
山
の
も
の
と
も
つ
か
な
い
新
製

品
を
、
簡
単
に
受
け
入
れ
る
は
ず
は
な
い
。

し
か
も
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
一

年
半
前
と
い
う 

慌
た
だ
し
い
風
雲
が
、
経

済
界
を
覆
っ
て
い
た
時
だ
っ
た
。 

ど
ん
な
銘

刀
も
使
い
手
が
な
け
れ
ば
、
ア
ク
セ
サ
リ

ー
に
す
ぎ
な
い
。

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
自
ら
そ
の
実
験
台
に

立
つ
決
心
を
固
め
た
。
そ
れ
は
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
産
業
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
に
な
る
事
だ
っ

た
。 

ボ
ス
ト
ン
→
キ
リ
ン
グ
リ
ー
→
ア
ク
ロ
ン
を

結
ぶ
定
期
ト
ラ
ッ
ク
便
の
開
設
が
そ
れ
だ
。

ボ
ス
ト
ン
ま
で
タ
イ
ヤ
を
運
び
、
そ
こ
か
ら

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
キ
リ
ン
グ
リ
ー
を
回
っ
て
、

空
気
タ
イ
ヤ
製
造
に
使
う
綿
布
を
積
み
、

ア
ク
ロ
ン
に
引
き
返
す
と
い
う
計
画
で
、
全

長
、
約
２
５
０
０
㎞
、
１
９
１
７
年
当
時
に
は
、

想
像
も
で
き
な
い
一
大
定
期
便
コ
ー
ス
で
あ

る
。 

も
ち
ろ
ん
、
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
に
も
異
論
が
あ

る
は
ず
は
な
い
。
さ
っ
そ
く
、
こ
の
ト
ラ
ッ

ク
便
を

「
ウ
イ
ン
グ
フ
ッ
ト

・ 

エ
キ
ス
プ
レ

ス
」
と
名
付
け
た
。
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
社
の
商

標
か
ら
と
っ
た
も
の
だ
。 

こ
の
急
行
便
初
の
ト
ラ
ッ
ク
は
、
５
ｔ
積
み

「
パ
ッ
カ
ー
ド
」
の
新
車
で
、
４
気
筒
エ
ン
ジ

ン
、
３
速
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
ョ
ン
を
装
備
し
、
タ

イ
ヤ
は
、
プ
ラ
イ
数
の
最
も
多
く
ゴ
ム
を

多
量
に
使
っ
た
空
気
入
れ
タ
イ
ヤ
を
装
着

し
た
。
さ
ら
に
、
名
実
と
も
に
急
行
便
で

あ
る
た
め
に
、
７
日
間
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

走
る
事
を
謳
い
あ
げ
た
。
そ
の
た
め
、
運

転
席
の
す
ぐ
後
ろ
に
は
、
小
さ
な
ベ
ッ
ト
が

ウイングフット・エキスプレスの 7 日間ノンストップ定期便は、将来のトラック事業に

大きな試金石となったが、多くの橋を破壊した代償もかくされている。

設
け
ら
れ
、
同
乗
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
交
代

に
仮
眠
で
き
る
よ
う
に
仕
組
ま
れ
て
い
た
。 

前
輪
に
７
０
０
×
３８
、
後
輪
に
１
０
０
０
×

４４
の
空
気
入
り
コ
ー
ド
・
タ
イ
ヤ
の
寝
心
地

は
、
素
晴
ら
し
い
ク
ッ
シ
ョ
ン
効
果
の
た
め
、

テ
ス
ト

・
ド
ラ
イ
バ
ー
達
は

「
ゆ
り
か
ご
」

の
様
だ
と
言
っ
て
い
た
。
空
気
圧
は
１
１
０

ポ
ン
ド

（
７
・
７
平
方
）
で
あ
る
。 

長
距
離
便
、
７
日
間
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
、
ベ
ッ

ト
付
き
ト
ラ
ッ
ク
、
タ
イ
ヤ
…
…
。
全
て

が
世
界
最
初
の
試
み
で
あ
る
。
こ
の
歴
史

的
壮
挙
の
ス
タ
ー
ト
は
、
１
９
１
７
年
４
月

９
日
、
午
前
７
時
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
全
社

員
の
祝
福
を
受
け
始
動
し
た
。 

ち
ょ
う
ど
第
一
次
世
界
大
戦
が
、
チ
ェ
コ
の

セ
ル
ビ
ア
で
銃
口
に
火
が
付
い
て
３
日
目
の

事
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
輸
送
力
の
画
期

的
実
験
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
的
立

場
が
大
き
く
書
き
改
め
ら
れ
る
事
を
、
誰

が
予
期
し
た
だ
ろ
う
か
。 

第
一
便
は
、
ま
ず
、
ア
ク
ロ
ン
か
ら
オ
ハ
イ

オ
州
エ
ジ
ン
バ
ー
グ
に
向
か
っ
た
。
積
み
荷

は
、
予
備
タ
イ
ヤ
、
工
具
類
、
水
５５
ℓ
、

予
備
オ
イ
ル
５５
ℓ
、
ガ
ソ
リ
ン
３７
ℓ
、
そ

れ
に
、
空
気
入
れ
と
い
う
携
帯
必
需
品
だ

け
だ
っ
た
。 

コ
ー
ス
は
、
大
半
が
ガ
タ
ガ
タ

道
で
、
エ
ジ
ン
バ
ー
ク
を
通
過
す
る
と
間
も

な
く
、
ト
ラ
ッ
ク
は
、
ぬ
か
る
み
に
突
込
ん

で
し
ま
っ
た
。 

当
時
オ
ー
ル
ド

・
ジ
ョ
パ
ッ
カ
ー
ド
の
ニ
ッ
ク



ネ
ー
ム
で
呼
ば
れ
た
、
こ
の
ト
ラ
ッ
ク
は
、

押
せ
ど
も
引
け
ど
も
、
ぬ
か
る
み
に
は
ま
っ

た
ま
ま
動
か
ず
、
搭
乗
員
全
員
で
、
近
く

の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
敷
い
て
、
や
っ
と
泥
道

か
ら
脱
出
で
き
た
と
い
う
苦
難
の
コ
ー
ス
だ

っ
た
。
そ
の
上
、
休
み
な
し
で
走
り
続
け
る

の
だ
か
ら
、
車
が
止
ま
る
の
は
、
１
２
０
㎞

毎
に
、
タ
イ
ヤ
を
交
換
す
る
時
で
、
ド
ラ

イ
バ
ー
達
は
、
忙
し
い
交
換
作
業
の
あ
い
間

を
見
計
ら
っ
て
一
息
入
れ
て
い
た
。 

こ
の
第
１
便
に
は
、
２
台
の
伴
走
車
が
付
い

て
行
っ
た
が
、
全
コ
ー
ス
の
半
分
も
進
ま
な

い
う
ち
に
破
損
、
途
中
で
、
新
車
を
買
っ
て

伴
走
さ
せ
る
程
厳
し
い
テ
ス
ト
だ
っ
た
。
当

時
の
搭
乗
員
の
ひ
と
り

「
ハ
リ
ー
・
ス
メ
ル

ツ
ア
ー
」
は
、
当
時
の
模
様
を
次
の
様
に

記
録
し
て
い
る
。 

「
我
々
一
行
が
停
る
と
こ
ろ
は
、
ど
こ
で
も

人
だ
か
り
だ
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
人
達
が
ト

ラ
ッ
ク
を
囲
み
、
タ
イ
ヤ
を
蹴
と
ば
し
て
、

ソ
リ
ッ
ド
か
空
気
入
り
か
を
調
べ
る
具
合
だ

っ
た
。
事
実
、
タ
イ
ヤ
交
換
の
た
め
に
何

度
も
ス
ト
ッ
プ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

が
、
も
し
も
、
ソ
リ
ッ
ド

・
タ
イ
ヤ
だ
っ
た

ら
、
こ
の
テ
ス
ト
は
、
と
て
も
で
き
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
、
タ
イ
ヤ
だ
け
の

問
題
で
は
な
か
っ
た
。 

ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
ピ

ッ
ツ
バ
ー
グ
の
東
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
市
郊
外
の
丘

の
上
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
エ
ン
ジ
ン
が
お
手
あ

げ
に
な
り
、
一
行
は
、
新
エ
ン
ジ
ン
の
到
着

を
３
日
間
も
待
っ
た
。
だ
か
ら
、
７
日
間
で

完
了
す
る
は
ず
の
テ
ス
ト
は
、 

３
日
半
の
エ

ン
ジ
ン
作
業
に
食
わ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の

前
途
の
難
し
さ
を
じ
っ
く
り
体
験
さ
せ
ら
れ

た
」 

こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
は
、
何
回
と
な
く
繰

り
返
さ
れ
、
キ
リ
ン
グ
リ
ー
に
着
い
た
の
は
、

２３
日
目
と
い
う
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。
そ
こ
か

ら
ア
ク
ロ
ン
ま
で
５
日
程
か
か
り
、
７
日
間

の
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
は
、
２８
日
間
と
い
う
コ
ー
ス

に
な
っ
て
い
る
。 

ス
メ
ル
ッ
ア
ー
は
、
当
時

を
し
の
ん
で

「
２８
日
間
と
、
２８
本
の
タ
イ

ヤ
の
道
」と
開
拓
者
の
言
葉
を
残
し
て
い
る
。 

こ
の
処
女
コ
ー
ス
で
は
、
道
路
に
大
き
な
傷

跡
を
残
し
て
い
る
が
、
中
で
も
、
ワ
イ
オ
ミ

ン
グ
州
で
は
、
通
過
し
た
５６
の
橋 

の
う
ち
、

な
ん
と
３６
の
橋
を
壊
わ
し
て
い
る
。 

こ
の
２８
日
間
の
コ
ー
ス
は
、
ト
ラ
ッ
ク
便
の

将
来
に
、
貴
重
な
経
験
を
も
た
ら
し
た
。 

改
良
に
改
良
を
重
ね
、
第
２
回
目
の
走
行

が
ス
タ
ー
ト
し
た
時
は
、
ア
ク
ロ
ン
か
ら
靴

底
を
積
ん
で
、
ボ
ス
ト
ン
で
降
ろ
し
、 

帰
路

は
、
綿
布
を
一
杯
積
み
、
最
初
の
計
画
通

り
、
７
日
間
で
全
行
程
を
完
走
し
た
の
で

あ
る
。 

さ
ら
に
１
９
１
８
年
７
月

「
ウ
イ
ン
グ
フ
ッ

ト

・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
」
は
、
５
台
の
ト
ラ
ッ
ク

に
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
７５
名
を
乗
せ
、
東

部
諸
州
に
向
か
っ
た
。
そ
し
て
、
全
行
程

４
８
０
０
㎞
を
、
一
度
も
パ
ン
ク
せ
ず
に
走

破
す
る
記
録
を
た
て
た
。
こ
の
た
め
多
く
の

ト
ラ
ッ
ク
会
社
に
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
空
気

入
り
タ
イ
ヤ
の
効
用
を
深
く
印
象
付
け
た

の
で
あ
る
。 

(

つ
づ
く) 

グッドイヤーがトラック定期便を開設して間もない頃、1 度に 75 人のボーイスカウトを運び、世間をあっ

といわせた。

これがトラック輸送力を高く評価させる原因になり、第一次世界大戦の戦略的方式をぬりかえさせた機動

力にもなった。
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この 「グッドイヤー物語」 は、 月刊タイヤ、 1969 年 7 月号から 1970 年 5 月号までに

連載された記事である。

当時、 世界一のタイヤメーカーであったグッドイヤーの軌跡を記したものである。

※当時の記事を再現しているので、 現在と違った表現を使用する場合があります。

渡　辺　城一郎　氏　著

【第 5回】

不可能への挑戦

１ 

六
輪
ト
ラ
ッ
ク

ウ
イ
ン
グ
フ
ッ
ト

・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
―
―
グ
ッ

ド
イ
ヤ
ー
が
、
１
９
１
８
年
７
月
に
、
全
行

程
、
４
８
０
０
㎞
を
、
一
度
も
パ
ン
ク
せ
ず

に
走
り
抜
い
て
、
全
米
の
注
目
を
集
め
た

定
期
便
だ
が
、
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
達
は
、
運

輸
会
社
を
築
い
て
い
く
つ
も
り
は
さ
ら
さ
ら

な
か
っ
た
。
ひ
た
す
ら
に
、
タ
イ
ヤ
の
品
質

向
上
に
全
力
を
投
入
し
て
い 

た
。
今
度
は
、

空
気
入
り
タ
イ
ヤ
だ
。

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
自
著

「
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ア
ル
・
ヴ
ォ
エ
ー
ジ
」
の
中
で
、
こ
う

述
べ
て
い
る
。 

「
１
９
１
５
年
当
時
、
ソ
リ
ッ

ド

・
タ
イ
ヤ
に
対
す
る
人
気
は
高
か
っ
た
。

そ
し
て
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
多
数
の
人
々
は
、

こ
の
ま
ま
で
良
い
と
考
え
て
い
た
。
順
調
な

生
産
、
販
売
成
績
に
満
足
し
て
い
た
か
ら

だ
が
、
私
は
、
そ
の
結
論
に
承
服
す
る
事

は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
益
々
需
要
を
増
し
て
い
く
自
動

車
社
会
に
は
、
必
ず
、
空
気
入
り
ト
ラ

ッ
ク
タ
イ
ヤ
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。 

な

ぜ
な
ら
、
そ
う
す
る
事
に
よ
っ
て
、
一
日

の
う
ち
に
、
よ
り
遠
方
ま
で
の
輸
送
が
可

能
に
な
り
、
多
く
の
仕
事
が
で
き
る
か
ら

だ
」 

今
の
言
葉
で
言
い
換
え
れ
ば
、
戸
口
か

ら
戸
口
へ
…
…
と
い
う
、
ク
ル
マ
社
会
の
将

来
に
つ
い
て
見
通
し
た
卓
見
と
い
う
事
に
な

る
。
し
か
し
、
鉄
道
の
広
域
化
と
船
の
巨

体
主
義
に
よ
っ
て
、
輸
送
力
の
極
限
を
求
め

よ
う
と
し
た
当
時
で
は
、
な
か
な
か
理
解

さ
れ
る
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
陸

軍
も
、
海
外
で
の
作
戦
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の

空
気
入
り
タ
イ
ヤ
使
用
を
禁
止
し
て
い
た
。

こ
れ
は
、
弾
丸
な
ど
に
よ
る
、
タ
イ
ヤ
の
パ

ン
ク
が
も
た
ら
す
輸
送
力
の
マ
イ
ナ
ス
を
恐

れ
て
い
た
か
ら
だ
。 

こ
ん
な
背
景
に
あ
り
な
が
ら
、
リ
ッ
チ
フ
ィ

ー
ル
ド
の
信
念
は
固
く
、
第
一
次
大
戦
後

も
、
他
の
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
が
、
ソ
リ
ッ
ド
・

タ
イ
ヤ
一
辺
倒
の
生
産
で
安
眠
を
得
て
い

る
の
に
、
な
お
も
空
気
入
り
タ
イ
ヤ
の
開

発
に
力
を
注
い
で
い
っ
た
。

そ
し
て
、
定
期
便
の
開
設
ば
か
り
か
、
自

動
車
の
生
産
に
も
手
を
か
け
始
め
た
。
こ
の

結
果
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
す
る
と
、
こ
う
い
う

事
に
な
る
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
努
力
は
正
し
か
っ
た
。

１
９
２
６
年
に
、
空
気
入
り
タ
イ
ヤ
は
、
生

産
数
に
お
い
て
、
ソ
リ
ッ
ド

・
タ
イ
ヤ
を
上

回
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
１
９
３
０
年
ま
で
に

は
、
空
気
入
り
タ
イ
ヤ
の
生
産
は
、
１０
対

１
の
率
で
、
ソ
リ
ッ
ド

・
タ
イ
ヤ
を
抑
え
、

さ
ら
に
、
１
９
４
０
年
に
は
、
１
万
対
１
の

比
率
に
書
き
替
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
間
、

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
が
ト
ラ
ッ
ク
産
業
に
貢
献
し

た
の
は
、
空
気
入
り
タ
イ
ヤ
ば
か
り
で
は

な
か
っ
た
。
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
重
い

ト
ラ
ッ
ク
の
荷
重
を
支
え
る
た
め
に
、
４
つ

の
車
輪
の
タ
イ
ヤ
・
サ
イ
ズ
を
際
限
な
く

大
き
く
す
る
よ
り
も
、
そ
の
荷
重
を
、
６

つ
の
タ
イ
ヤ
に
配
分
す
る
方
が
合
理
的
で

あ
る
と
考
え
出
し
た
。
い
つ
の
場
合
で
も
そ

う
だ
が
、
こ
の
理
論
に
は
、
か
な
り
の
抵
抗

が
あ
っ
た
。 

デ
ト
ロ
イ
ト
か
ら
ひ
と
り
の
自
動
車
設
計

技
師
が
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
門
を
く
ぐ
っ

た
の
も
こ
の
頃
だ
。
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
が

新
し
い
車
を
作
る
た
め
に
雇
っ
た
ひ
と
り
だ

が
、
１
９
２
０
年
に
、
チ
ェ
ー
ン
駆
動
式
の

タ
ン
デ
ム
・
リ
ア
・
ホ
イ
ー
ル
装
備
の
車
が
、

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
ガ
レ
ー
ジ
の
中
で
完
成
さ

れ
た
。 

今
ま
で
の
ト
ラ
ッ
ク
よ
り
、
積
載

能
力
と
走
行
速
度
を
向
上
さ
せ
た
、
５
ｔ

積
６
輪
ト
ラ
ッ
ク
。
も
ち
ろ
ん
、
色
々
な

条
件
の
異
な
っ
た
道
路
で
テ
ス
ト
を
加
え
、

高
速
走
行
で
の
索
引
力
と
、
乗
心
地
が
大

き
く
改
善
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
試

験
車
に
は
、
ど
の
ト
ラ
ッ
ク
製
造
会
社
も

関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
、
こ

の
六
輪
ト
ラ
ッ
ク
は
、
ボ
ス
ト
ン
～
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
間
、
５
６
０
６
日
を
、
１５
時
間
２３
分

で
走
り
、
世
界 

記
録
を
立
て
て
し
ま
っ
た
。

た
ち
ま
ち
反
響
を
呼
ん
だ
。
懐
疑
的
だ
っ

た
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
も
無
関
心
で
は
い
ら

れ
な
く
な
っ
て
き
た
。

ア
メ
リ
カ
陸
軍
と
、
連
邦
道
路
局
は
、
グ

ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
６
輪
車
開
発
を
力
強
く
支

援
し
、
６
輪
ト
ラ
ッ
ク
数
台
と
、
バ
ス
１
台

ウイングフット・エキスプレスは、空気入りトラックタイヤの耐久力を試すばか

りか、６輪タイヤの開発へ貴重な踏み台となった。そして、優れたタイヤを生む

ために、デトロイトから自動車技師を招き、６輪タイヤのトラックの製作にまで

手をのばした。

1920 年の事である。 



を
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
か
ら
求
め
た
程
だ
。 

リ

ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
製
造
や

運
行
が
目
的
で
は
な
く
、
空
気
入
り
タ
イ

ヤ
と
６
輪
ト
ラ
ッ
ク
の
実
用
性
を
実
証
す

る
こ
と
が
目
標
だ
っ
た
。 

１
９
２
０
年
代
に

入
る
と
、
空
気
入
り
タ
イ
ヤ
の
６
輪
ト
ラ

ッ
ク
は
、
長
距
離
便
の
常
識
と
な
っ
た
。
充

分
に
使
命
を
果
た
し
た
ウ
ィ
ン
グ
フ
ッ
ト
エ

キ
ス
プ
レ
ス
は
、
第
一
線
を
引
退
す
る
事
に

な
っ
た
が
、
こ
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
大
胆
な

実
証
主
義
は
、
今
日
の
タ
イ
ヤ
工
学
の
基

盤
と
な
り
、
そ
の
貴
重
な
経
験
は
、
と
か

く
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
一
部
門
的
扱
い
か

ら
脱
し
た
、
タ
イ
ヤ
産
業
の
自
立
を
意
味

す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。 

２ 

ト
レ
ッ
ド
の
誕
生 

ア
メ
リ

カ
の
乗

用

車

保

有

台

数

は
、

１
９
０
０
年
に
は
、
８
０
０
０
台
で
あ

っ
た

が
、

９
年

に
は
、

３０

万

台
、

１０

年
は
、

４５
万
８
０
０
０
台
、

１１
年
は
、

６１
万
８
０
０
０
台
と
、
急
速
に
膨
れ
上
が

り
、
１３
年
に
は
、
１
０
０
万
台
、
２０
年
に
は
、

８
０
０
万
台
と
、
幾
何
学
的
に
飛
躍
し
て
い

っ
た
。 

こ
の
自
動
車
の
普
及
の
立
役
者
に
な
っ
た
の

は
、
フ
ォ
ー
ド
が
生
ん
だ
ミ
リ
オ
ン
カ
ー

「
フ
ォ
ー
ド
Ｔ
型
」
で
あ
る
事
は 

、
い
う
ま

で
も
な
い
。
５
０
０
０
千
ド
ル
か
ら
１
万
ド

ル
も
し
た
自
動
車
が
、
量
産
化
に
よ
っ
て

１
０
０
０
ド
ル
に
な
り
、
１
９
２
５
年
に
は
、

３
０
０
ド
ル
足
ら
ず
で
手
に
入
る
よ
う
に
な

っ
た
。 

当
然
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
人
が
そ
れ

ぞ
れ
違
っ
た
道
路
の
上
を
走
り
、
ク
ル
マ
の

あ
る
生
活
に
馴
染
ん
で
い
っ
た
が
、
タ
イ
ヤ

は
、
そ
の
あ
ら
ゆ
る
走
行
条
件
に
耐
え
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
ス
ト
レ
ー
ト
サ
イ
ド
の

開
発
で
、
１
９
１
６
年
は
、
ア
メ
リ
カ
第
１

位
の
タ
イ
ヤ
会
社
に
成
長
し
た
が
、
ス
ト
レ

ー
ト
サ
イ
ド
を
発
表
し
た
、
１
９
０
５
年
か

ら
１０
年
間
は
、
こ
の
自
動
車
の
普
及
に
よ

る
タ
イ
ヤ
の
改
良
進
歩
に
没
頭
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
期
だ
っ
た
。
そ
こ
で
第
１
に

挙
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が

「
ト
レ
ッ
ド
」

の
開
発
で
あ
る
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
研
究
陣
が
、
タ
イ
ヤ
改

良
の
目
標
に
置
い
た
の
は
、
耐
久
力
を
強
め

パ
ン
ク
を
少
な
く
、
価
格
を
安
く
す
る 
点

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
技
術
的
な
面
で
は
、
タ

イ
ヤ
の
胴
体
で
あ
る
カ
ー
カ
ス
の
骨
格
に
当

た
る
繊
維
の
コ
ー
ド
布
と
、
直
接
道
路
と

接
触
す
る

「
ト
レ
ッ
ド
」
面
の
研
究
に
絞

ら
れ
て
き
た
。 

カ
ー
カ
ス
は
、
ク
ッ
シ
ョ
ン(

乗
心
地)

の
問

題
で
あ
り
、 

ト
レ
ッ
ド
は
、
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン(

牽
引
力)

の
問
題
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
カ

ー
カ
ス
部
の
耐
久
力
を
増
す
と
、
カ
ー
カ

ス
が

「
ト
レ
ッ
ド
」
部
よ
り
寿
命
が
長
く
な

り
す
ぎ
、
ま
た
、
ト
レ
ッ
ド
を
補
強
す
る
と
、

カ
ー
カ
ス
部
が
痛
ん
で
く
る
と
い
っ
た
、
シ

ー
ソ
ゲ
ー
ム
の
様
な
要
素
が
あ
っ
た
。 

乗
用
車
の
タ
イ
ヤ
は
、
１
９
０
８
年
頃
ま
で

は
、
ち
ょ
う
ど
空
気
を
い
っ
ぱ
い
入
れ
て
膨

ら
ま
し
た
よ
う
な
姿
だ
っ
た
。
自
動
車
が

あ
ま
り
ス
ピ
ー
ド
が
出
せ
な
い
頃
は
、
こ
の
、

風
船
タ
イ
ヤ
で
充
分
だ
っ
た
が
、
や
が
て
、

２０
㎞
、
３０
㎞
と
、
自
動
車
の
性
能
が
向
上

し
て
く
る
と
、
そ
の
耐
久
力
は
、
み
る
み

る
う
ち
に
弱
ま
っ
て
し
ま
う
。
自
動
車
の
普

及
は
、
硬
い
道
の
都
市
か
ら
、
デ
コ
ボ
コ
の

ぬ
か
る
み
道
の
郡
部
ま
で
走
る
様
に
な
り
、

タ
イ
ヤ
が
雪
道
や
、
泥
道
で
も
ス
リ
ッ
プ
し

な
い
で
走
れ
る
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
必
要
に
な

っ
て
き
た
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
技
術
陣
が
出
し
た
結
論

は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
型
の

「
ト
レ
ッ
ド

・
デ

ザ
イ
ン
」
だ
っ
た
。
例
に
よ
っ
て
何
１
０
０
回

と
い
う
テ
ス
ト
が
行
な
わ
れ
た
事
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
１
９
０
８
年
、
乗
用
車
タ
イ

ヤ
の
全
生
産
サ
イ
ズ
に
採
用
し
た
と
こ
ろ
を

見
る
と
、
い
か
に
自
信
が
あ
っ
た
か
と
い
う

事
が
伺
え
る
訳
で
あ
る
。
今
、
同
社
の
ト

レ
ー
ド
マ
ー
ク
は
、
こ
の
時
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
型
を
取
っ
た
も
の
で
、
他
社
が
再
三
、 

デ

ザ
イ
ン
を
変
更
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

こ
の

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

・
ト
レ
ッ
ド
」
の
効

力
を
確
信
、
遂
に
、
第
二
次
大
戦
後
ま

で
変
更
し
な
か
っ
た 

程
で
あ
る
。
し
か
し
、

全
く
同
一
の
デ
ザ
イ
ン
で
通
し
た
訳
で
は
な

い
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
型
を
厚
型
に
し
て
手
を

加
え
、
ノ
ン
・
ス
キ
ッ
ド

・
タ
イ
ヤ(

滑
り

止
め
タ
イ
ヤ)

か
ら
オ
ー
ル
・
ウ
ェ
ザ
ー(

全
天
候
型)

と
幅
を
広
げ
て
い
る
。

３ 

難
産
し
た
ダ
イ
ヤ
型 

こ
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
型
の
ト
レ
ッ
ド
は
、
も

ち
ろ
ん
ダ
イ
ヤ
型
の
ゴ
ム
片
を
タ
イ
ヤ
に
接

着
剤
で
貼
り
付
け
た
も
の
で
は
な
い
。 

タ

イ
ヤ
の
他
の
部
分
と
一
体
で
、
し
か
も
他
の

部
分
よ
り
強
く
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
加

硫
前
の
生
ゴ
ム
の

「
ト
レ
ッ
ド
」
は
、
何
も

デ
ザ
イ
ン
の
な
い
ツ
ル
ツ
ル
坊
主
で
、
蒸
気

ガ
マ
の
中
で
、
内
側
か
ら
空
気
の
圧
力
に
よ

り
、
外
側
の
型
の
中
に
押
し
出
し
て
デ
コ
ボ

コ
を
つ
け
る
。 

当
時
の
ゴ
ム
材
発
達
の
度
合
か
ら
見
て
、
丸

い
タ
イ
ヤ
の
表
面
に
、
満
遍
な
く
、
均
一

の
質
を
確
保
す
る
事
は
、
か
な
り
困
難
な

作
業
だ
っ
た
。
あ
る
個
所
は
加
硫
不
足
、

あ
る
所
は
加
硫
し
過
ぎ
に
な
っ
た
り
、
ま
だ

ダ
イ
ヤ
型
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
、
同
一
の
生

ゴ
ム
量
を
保
つ
の
は
、
熟
練
し
た
技
術
が
必

要
だ
っ
た
。
あ
る
ダ
イ
ヤ
型
に
量
が
少
な
い

1922 年、当時の人たちがもっていた 空気入りタイヤのパンク恐怖感を取り除くた

めに行なった走行テスト風景。

釘を打ちつけた鉄板の上を砂袋を満載したトラックが、時速 43km のスピードで走

らせて、パンクがさほど恐しいものではない事を実証している。

と
、
そ
の
部
分
だ
け
浅
く
な
り
、
ダ
イ
ヤ

型
の
効
力
は
半
減
し
て
し
ま
う
。 

も
し
ゴ
ム
の
量
が
多
い
と
、
そ
の
分
の
ゴ
ム

は
型
の
中
か
ら
は
み
出
し
て
し
ま
い
、
そ
の

時
、
胴
体
部
の
骨
と
な
っ
て
い
る
コ
ー
ド
布

は
引
き
寄
せ
ら
れ
、
タ
イ
ヤ
の
内
部
は
奇

形
と
な
っ
て
し
ま
う
。

品
質
が
売
り
物
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
と
し
て
み

れ
ば
、
タ
イ
ヤ
の
作
り
方
が
難
し
い
か
ら
と

い
っ
て
、
大
き
な
長
所
の
あ
る
ダ
イ
ヤ
の
「
ト

レ
ッ
ド
」
を
放
棄
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
。

１
度
の
加
硫
で
済
む
と
こ
ろ
を
、
ダ
イ
ヤ
の

品
質
を
確
保
す
る
た
め
に
、
２
度
に
分
け

て
加
硫
す
る
事
に
な
っ
た
。 

ま
ず
、
ダ
イ
ヤ
の
ト
レ
ッ
ド
を
作
る
だ
け
の

目
的
で
、
加
硫
前
の
ト
レ
ッ
ド
ゴ
ム
を
半
分

加
硫
し
、
そ
れ
に
半
分
加
硫
し
た
カ
ー
カ

ス
部
を
合
わ
せ
、
最
終
的
な
加
硫
仕
上
げ

を
行
な
う
と
い
う
、
二
重
の
作
業
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
た
。 

こ
の
最
終
仕
上
げ
段
階
の
加
硫
作
業
は
、

今
ま
で
の
タ
イ
ヤ
作
り
に
な
い
、
汚
い
労
働

が
伴
な
っ
て
い
た
。 

つ
ま
り
、
ダ
イ
ヤ
ヤ
モ
ン
ド
の
半
加
硫
ト
レ

ッ
ド
は
、
形
の
崩
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
ソ

ー
プ
ス
ト
ン(

凍
石)

の
泥
を
、
型
の
隙 

間

に
つ
め
込
み
、
内
側
か
ら
圧
力
を
か
け
て

カ
ー
カ
ス
部
分
に
合
わ
せ
、
濡
れ
た
布
で

グ
ル
グ
ル
巻
き
に
し
て
、
外
側
か
ら
も
強
く

締
め
つ
け
て
い
た
。
加
硫
が
済
む
と
外
側
の

布
は
乾
い
て
い
る
。
そ
れ
を
手
で
む
し
り
取

り
、
焼
け
て
堅
く
な
っ
た
ソ
ー
プ
ス
ト
ン
を

払
い
落
と
す
。
泥
と
蒸
気
と
水
と
ソ
ー
プ

ス
ト
ン
の
ほ
こ
り
で
、
こ
の
作
業
場
の
汚
さ

に
、
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
の
調
合
室
と
並
ん

で
、
人
の
嫌
が
る
場
所
だ
っ
た
。 

し
か
し
、
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
や
、
リ
ッ
チ
フ
ィ

ー
ル
ド
を
始
め
、
販
売
部
長
の
ス
タ
ー
デ
ル

マ
ン
も
、
こ
の
作
業
を
体
験
、
肌
で
製
品
を

売
る
こ
と
に
務
め
て
い
た
。
だ
か
ら
、
グ
ッ

ド
イ
ヤ
ー
に
入
社
し
た
以
上
、
学
士
様
で

も
１
度
は
、
こ
の
作
業
を
覚
え
な
け
れ
ば
、

一
人
前
の
社
員
に
な
れ
な
い
ル
ー
ル
が
、
い

つ
の
間
に
か
で
き
て
し
ま
っ
た
。 

技
術
ス
タ
ッ
フ
は
、
こ
の
二
重
加
硫
の
手

間
を
省
く
た
め
に
、 

加
硫
機
械
の
改
良
に

努
力
し
て
い
た
が
、
満
足
す
べ
き
機
械
は

１
９
２
２
年
、
加
硫
促
進
剤
や
、
ゴ
ム
合
成

法
の
改
良
、
エ
ア
バ
ッ
ク
の
発
明
な
ど
が
あ

っ
て
か
ら
完
成
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
ま
で
の

１４
年
間
は

「
努
力
の
二
重
加
硫
」
が
続
け

ら
れ
て
い
た
。 

１
９
１
２
年
、
チ
ュ
ー
ブ
の
形
を
し
た
ゴ
ム

引
き
布
地
製
の
エ
ア
バ
ッ
ク
が
、
鉄
の
型
の

代
わ
り
に
現
わ
れ
、
加
硫
時
に
内
側
か
ら

タ
イ
ヤ
を
圧
迫
す
る
方
法
が
考
え
出
さ
れ

た
。
鉄
の
型
よ
り
柔
軟
性
が
あ
り
、
画
期

的
な
発
明
だ
っ
た
。
や
が
て
１
０
０
％
ゴ
ム

製
の
エ
ア
バ
ッ
ク
も
完
成
し
、
２
年
後
に
は
、

１
度
で
タ
イ
ヤ
を
加
硫
で
き
る
機
械
の
可



1920 年以前は、ソリッドタイヤの全盛時代だった。アメリカはもとより、タイヤ

の先進国イギリスでも同じソリッドタイヤを装着したバスが、ロンドンの町をの

し歩いていた。

能
性
が
生
ま
れ
、
技
術
ス
タ
ッ
フ
を
活
気

付
か
せ
て
き
た
。 

４ 

英
国
か
ら
の
殴
り
込
み 

こ
う
し
た
経
過
か
ら
、
タ
イ
ヤ
の
ト
ラ
ッ
ク

シ
ョ
ン
問
題
は 

改
良
が
重
ね
ら
れ
て
き
た

が
、
１
９
１
２
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
競
争
会
社

が
、
強
力
な
タ
イ
ヤ
を
ア
メ
リ
カ
市
場
に

持
ち
込
み
、
一
時
は
、
市
場
を
独
占
す
る

程
の
売
れ
行
き
を
見
せ
始
め
て
き
た
。
こ
の

イ
ギ
リ
ス
タ
イ
ヤ
は
、
コ
ー
ド
布
を
２
枚
だ

け
使
っ
た
。
つ
ま
り
、
２
プ
ラ
イ
と
呼
ば
れ

る
、
画
期
的
な
新
製
品
で
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ

ー
は
、
い
や
が
上
に
も
、
激
し
い
販
売
合

戦
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
。
見
方

を
変
え
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
対
イ
ギ
リ
ス
の
、

タ
イ
ヤ
戦
争
で
も
あ
る
。 

こ
こ
で
、
当
時
の
コ
ー
ド
布
に
つ
い
て
触
れ
て

み
よ
う
。 

タ
イ
ヤ
は
、
あ
る
意
味
、
繊
維
を
織
っ
た

布
地
で
、
丸
い
胴
体
に
形
作
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
布
が
、
路
面
と
の
接
触
で
す
り
切
れ 

な
い
様
に
、
ま
た
、
湿
気
か
ら
繊
維
を
守

る
様
に
ゴ
ム
で
保
護
し
た
物
体
で
あ
る
。 

こ
の
布
地
を
、
コ
ー
ド
布
と
呼
び
、
現
在

と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
１
本
１
本
の
糸
を
、

タ
イ
ヤ
コ
ー
ド
と
言
っ
て
い
た
。
コ
ー
ド
は
、

初
め
の
頃
は
、
木
綿
製
で
、
普
通
の
タ
テ

糸
、
横
糸
が
使
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
自
動

車
の
走
行
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
木
綿
は
緩

み
、
ね
じ
れ
、
す
り
切
れ
て
し
ま
っ
た
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
技
術
陣
は
、
こ
の
コ
ー
ド

に
つ
い
て
の
研
究
も
手
掛
け
て
い
た
。 

も
し
、
タ
テ
糸
、
ヨ
コ
糸
が
互
い
に
こ
す
り

合
っ
て
す
り
切
れ
る
の
な
ら
、
１
枚
の
コ
ー

ド
布
は
、
タ
テ
糸
だ
け
、
つ
ぎ
の
１
枚
の
コ

ー
ド
は
、
ヨ
コ
糸
だ
け
に
す
れ
ば
、
糸
の
間

に
ゴ
ム
の
被
膜
が
あ
る
か
ら
、
す
り
切
れ

る
事
は
な
い
は
ず
。
と
い
う
研
究
だ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
タ
テ
糸
だ
け
で
は
バ
ラ
バ
ラ
に

な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
ヨ
コ
糸
に
は
、
非
常

に
細
い
仕
付
け
糸
程
度
の
も
の
を
使
っ
て
い

た
。 

イ
ギ
リ
ス
か
ら
き
た
タ
イ
ヤ
は
、
こ
の
、

タ
テ
糸
だ
け
の
コ
ー
ド
布
で
作
ら
れ
た
、
シ

ル
バ
ー
タ
ウ
ン
・
タ
イ
ヤ
で
、
普
通
タ
イ
ヤ

よ
り
、
３０
～
４０
％
も
耐
久
力
が
長
か
っ
た
。 

シ
ル
バ
ー
タ
ウ
ン
と
い
う
の
は
、
そ
の
コ
ー
ド

を
使
っ
て
タ
イ
ヤ
を
作
っ
て
い
た
工
場 

の
所

在
地
の
名
称
だ
が
、
鉛
筆
の
芯
ほ
ど
あ
る

太
い
糸
の
コ
ー
ド
を
２
枚
使
っ
て
作
っ
た
タ
イ

ヤ
で
、
そ
の
間
に
は
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
た
め
に

ゴ
ム
を
た
っ
ぷ
り
挟
み
込
み
、
コ
ー
ド
糸
の

摩
擦
を
少
な
く
さ
せ
て
あ
っ
た
。
価
格
は
、

ア
メ
リ
カ
製
の
も
の
よ
り
３
倍
も
高
か
っ
た

が
、
耐
久
力
も
３
倍
は
あ
っ
た
。 

タ
イ
ヤ
を
本
命
と
す
る
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
に

と
っ
て
、
こ
の
イ
ギ
リ
ス
タ
イ
ヤ
と
の
競
争

は
死
活
の
問
題
で
あ
っ
た
。 

１
９
１
２
年
の
ア
メ
リ
カ
、
タ
イ
ヤ
界
の
販

売
シ
ェ
ア
は
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
、
グ
ッ
ド
リ

ッ
チ
と
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
３
社
が
、
ほ
と

ん
ど
優
劣
な
し
と
い
っ
た
競
り
合
い
を
見
せ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
年
、
グ
ッ
ド
リ

ッ
チ
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
合
併
し
、
た
ち
ま

ち
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
倍
も
あ
る
大
会
社
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

そ
の
上
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
は
、
イ
ギ
リ
ス
タ
イ
ヤ
の
販
売
権
を
獲

得
し
て
、
爆
発
的
な
売
れ
行
を
示
し
て
き

た
。

タ
イ
ヤ
を
作
る
こ
と
自
体
に
は
、
特
許
も

秘
密
も
な
い
。

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
に
比
べ
、
よ
り
資
金
が
あ
り
、

優
れ
た
設
備
、
よ
り
技
術
的
に
勝
っ
た
会

社
が
現
わ
れ
れ
ば
、
そ
の
会
社
が
市
場
を

独
占
す
る
事
は
当
然
だ
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

手
を
子
招
い
て
い
る
訳
に
は
い
か
な
い
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
シ
ル
バ
ー
タ
ウ
ン
に
対

抗
す
る
製
品
を
作
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
シ
ル
バ
ー
タ
ウ
ン
の
徹
底
的
研
究

が
始
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
タ
イ
ヤ
の
弱
点
を

つ
く
こ
と
を
考
え
た
。
シ
ル
バ
ー
タ
ウ
ン
は
、

タ
テ
糸
だ
け
の
コ
ー
ド
の
弱
さ
を
補
う
た
め

に
、
糸
１
本
の
太
さ
を
太
く
し
て
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
タ
イ
ヤ
の
弾
力
性
は
、
著
し

く
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
事
が
わ
か
っ
た
。 

タ
イ
ヤ
の
弾
力
性
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か

は
、
１
９
０
１
年
初
期
の
ス
ト
レ
ー
ト
サ
イ

ド
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
レ
ー
ス
に
出
場
、
完
敗

し
た
苦
い
思
い
が
教
訓
と
し
て
身
に
染
み
て

い
た
。
漁
師
の
網
が
何
千
尾
と
い
う
魚
を

抱
え
込
ん
で
も
切
れ
な
い
の
は
、
網
が
強
い

の
で
は
な
く
、
網
を
作
っ
た
麻
や
合
繊
の
弾

力
性
に
あ
る
。 

さ
ら
に
、
シ
ル
バ
ー
タ
ウ

ン
に
は
、
タ
イ
ヤ
の
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
と
い

う
欠
点
も
見
出
し
た
。
タ
イ
ヤ
は
、
あ
る

意
味
で
、
空
気
を
入
れ
る
袋
で
あ
り
、
空

気
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
、

タ
イ
ヤ
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
は
よ
い
訳
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
こ
の
欠
点
か
ら
み
て
対

抗
製
品
と
し
て
、 

コ
ー
ド
の
糸
を
細
く
し
て

て
、
弾
力
性
と
、
乗
心
地
を
保
ち
、
コ
ー

ド
布
の
糸
の
方
向
が
、
互
い
違
い
に
直
角

に
交
わ
る
様
に
何
枚
も
重
ね
て
強
さ
を
保

ち
、
空
気
が
た
く
さ
ん
入
る
タ
イ
ヤ
を
作

る
事
に
し
た
。 

５ 

コ
ー
ド
戦
争

こ
う
し
て
、
シ
ル
バ
ー
タ
ウ
ン
に
対
抗
す
る

タ
イ
ヤ
の
設
計
図
は
で
き
た
も
の
の
、
普

通
の
繊
維
工
場
で
は
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の

指
定
す
る
様
な
太
さ
の
コ
ー
ド
を
作
る
と

い
っ
た
実
験
作
業
に
は
応
じ
て
く
れ
な
か
っ

た
。
決
断
力
の
早
い
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
、
手

持
ち
資
金
に
見
合
う
自
社
の
繊
維
工
場
を

作
る
た
め
に
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
に
飛
び
、

１
９
１
３
年
に
は
、
自
由
に
コ
ー
ド
が
作
れ

る
工
場
を
設
け
た
。 

こ
の
期
間
、
イ
ギ
リ
ス
タ
イ
ヤ
は
、
か
な
り

ア
メ
リ
カ
市
場
を
荒
す
だ
ろ
う
と
予
想
さ

れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
が
指
適

し
た
ふ
た
つ
の
欠
点
を
さ
ら
け
出
す
結
果

に
な
っ
て
い
っ
た
。 

シ
ル
バ
ー
タ
ウ
ン
は
、
元
来
、
ア
メ
リ
カ

よ
り
は
る
か
に
発
展
し
た
道
路
を
基
礎
に

開
発
さ
れ
た
タ
イ
ヤ
で
、
悪
路
の
ア
メ
リ

カ
で
は
、
本
来
の
性
能
を
充
分
発
揮
す
る

事
は
で
き
な
か
っ
た
。 

売
出
さ
れ
た
当
初

は
、
爆
発
的
人
気
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、 

実
際
に
使
っ
て
み
る
と
、
悪
路
で
は
太

い
コ
ー
ド
を
使
っ
た
キ
メ
の
荒
い
コ
ー
ド
布
２

枚
が
セ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
シ
ョ
ッ
ク

が
柔
ら
か
い
タ
イ
ヤ
に
伝
わ
る
と
、
硬
い
金

属
の
リ
ム
に
ゴ
ム
が
当
た
り
、
リ
ム
カ
ッ
ト

を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
。 

こ
れ
を
見
て
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
も
、
急
い
で

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
っ
た
。 

使
用
す
る
コ
ー
ド
は
、
シ
ル
バ
ー
タ
ウ
ン
の

コ
ー
ド
糸
の
４
分
の
１
、
直
径
が
、
０
・
８
㎜

と
い
う
細
さ
だ
っ
た
か
ら
、
悪
路
か 

ら
の
シ

ョ
ッ
ク
に
対
し
て
は
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
方

が
は
る
か
に
弱
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
フ
リ
ッ
パ

ー
と
い
う
補
強
材
を
考
え
出
し
た
。 

タ
イ

ヤ
が
リ
ム
に
あ
た
る
部
分
に
入
れ
て
あ
る
ビ

ー
ド
ワ
イ
ヤ
ー
を
、
さ
ら
に
従
来
の
平
織

り
の
硬
い
コ
ー
ド
布(

フ
リ
ッ
パ
ー) 

で
包
ん

だ
。
こ
れ
で
ビ
ー
ド
部
が
直
接
リ
ム
か
ら
シ

ョ
ッ
ク
を
受 

け
、
切
れ
る
の
を
防
止
す
る

事
が
で
き
た
。
シ
ル
バ
ー
タ
ウ
ン
が
現
わ
れ

て
か
ら
一
年
目
の
、
１
９
１
３
年
、
グ
ッ
ド

イ
ヤ
ー
は
、 

待
望
の
イ
ギ
リ
ス
タ
イ
ヤ
へ
挑

戦
す
る
準
備
を
完
了
す
る
事
が
で
き
た
訳

だ
。 ６ 

モ
ー
レ
ツ
宣
伝 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
も
う
、
ス
ト
レ
ー
ト

サ
イ
ド
を
発
売
し
た
時
と
違
い
、
ア
メ
リ

カ
第
４
番
目
の
大
タ
イ
ヤ
会
社
に
な
っ
て
い

た
か
ら
、
反
撃
作
戦
も
大
が
か
り
だ
っ
た
。

資
金
も
豊
富
に
あ
り
、
得
意
の
宣
伝
活
動

に
も
力
が
入
っ
た
。

「
相
手
が
類
似
品
を
出
す
前
に
、
急
速
に

市
場
を
占
領
し
て
利
益
を
吸
収
す
る
」 

―

―
。

こ
れ
が
宣
伝
部
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
だ
っ

た
。 

色
々
な
広
告
媒
体
が
動
員
さ
れ
た
。

そ
ん
な
ひ
と
つ
、
サ
タ
デ
ィ
・
イ
ブ
ニ
ン
グ
・

ポ
ス
ト
誌
の
全
面
広
告
を
見
る
と
、
ど
ん

な
に
凄
ま
じ
い
宣
伝
信
念
で
あ
っ
た
か
が
偲

ば
れ
た
。 

広
告
に
は

「
あ
な
た
の
タ
イ
ヤ
の
耐
久
力



を
紙
で
で
き
た
１
枚
の
保
証
書
で
保
証
さ

れ
た
い
の
か
、
グ
ッ
ト
イ
ヤ
ー
の
コ
ー
ド
タ

イ
ヤ
は
、
そ
ん
な
保
証
書
で
は
な
く
、
実

際
の
材
料
と
コ
ー
ド
技
術
で
保
証
さ
れ
て
い

る
」
と
、
イ
ギ
リ
ス
タ
イ
ヤ
ば
か
り
で
は
な

く
、
他
の
メ
ー
カ
ー
に
も
挑
戦
す
る
モ
ー
レ

ツ
な
も
の
だ
っ
た
。 

驚
い
た
の
は
他
の
メ
ー
カ
ー
。

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
が
、
シ
ル
バ
ー
タ
ウ
ン
よ
り

大
き
い
タ
イ
ヤ
だ
か
ら
、
材
料
は
特
別
製

だ
し
、
価
格
も
高
く
な
る
と
主
張
す
れ
ば
、

他
社
は

「
こ
れ
は
コ
ー
ド
で
は
な
く
糸
だ
」

と
言
っ
て
、
細
い
コ
ー
ド
が
耐
久
力
の
な
い

事
を
逆
宣
伝
し
始
め
た
。
こ
ん
な
事
で
た

じ
ろ
ぐ
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
で
は 

な
い
。

「
そ
も
そ
も
コ
ー
ド
と
は
何
か
、
糸
と
は
何

か
、
問
題
は
耐
久
力
だ
。
走
行
だ
」
と
逆
襲
。

さ
ら
に

「
空
気
が
１０
％
た
く
さ
ん
入
っ
て
い

る
」
と
言
え
ば
、
相
手
は

「
空
気
を
売
る

気
か
」
と
反
論
し
て
く
る
。 

広
告
合
戦
も
凄
か
っ
た
。 

新
聞

・
雑
誌
も

ペ
ー
ジ
の
数
で
対
抗
。

商
店
街
に
配
ら
れ
た
実
物
サ
ン
プ
ル
の
類
、

オ
ー
ナ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
訪
問
回
数
に
し
て

も
、
全
て
が
競
争
と
い
う
事
態
に
な
っ
て
き

た
。
ど
ち
ら
が
勝
つ
か
、
ど
ち
ら
が
先
に

資
金
が
尽
き
る
か
、
業
界
は
か
た
ず
を
の

ん
で
成
り
ゆ
き
を
見
守
っ
て
い
る
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
コ
ン
ビ
…
…
。
良
い
タ
イ

ヤ
を
作
る
の
は
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
、
タ
イ

ヤ
を
売
る
の
は
ス
タ
ー
デ
ル
マ
ン
、
そ
し
て
、

資
金
を
集
め
る
の
は
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
…
…
。

こ
の
時
程
、
コ
ン
ビ
の
息
が
ぴ
っ
た
り
合
い
、

そ
の
効
果
を
挙
げ
た
事
は
な
か
っ
た
。 

そ
し
て
こ
の
勝
負
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
コ
ー

ド
タ
イ
ヤ
か
、
グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
の
シ
ル
バ
ー

タ
ウ
ン
か
は
、
最
後
の
切
り
札
で
あ
る
、

タ
イ
ヤ
の
質
問
題
に
ま
で
追
い
込
ん
で
き

た
。
つ
ま
り
ジ
ャ
ッ
ジ
は
、
ユ
ー
ザ
ー
に
委

ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

ま
ず
、
１
９
１
４
年
の
、
イ
ン
デ
ア
ナ
ポ
リ

ス
五
〇
〇
マ
イ
ル
レ
ー
ス
で
、
ラ
ル
フ
・
ド

・

パ
ー
マ
選
手
が
コ
ー
ド
タ
イ
ヤ
を
使
い
、 

そ

の
耐
久
性
を
数
万
の
観
衆
の
目
の
前
で
立

証
、
翌
年
に
は
、
選
手
の
全
員
が
、
リ
ム

カ
ッ
ト
も
パ
ン
ク
も
し
な
い
コ
ー
ド
タ
イ
ヤ

で
走
り
出
し
た
。 

パ
ッ
カ
ー
ド
の
技
師
長
ビ
ン
セ
ン
ト
も
、
こ
の

目
で
耐
久
力
を
確
か
め
様
と
、
デ
ト
ロ
イ

ト
か
ら
コ
ー
ド
タ
イ
ヤ
を
つ
け
て
南
へ
向
か

っ
た
。
彼
は
、
五
〇
〇
㎞
程
走
っ
て
、
イ
ン

デ
ア
ナ
ポ
リ
ス
に
着
き
、
さ
ら
に
、
レ
ー
ス

場
で
思
い
切
り
走
り
回
っ
た
。
そ
の
結
果
、

コ
ー
ド
タ
イ
ヤ
の
優
れ
た
耐
久
力
を
、
ま

ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
、
パ
ッ
カ
ー
ド
の

新
車
に
コ
ー
ド
タ
イ
ヤ
を
全
面
的
に
採
用

す
決
心
を
固
め
て
し
ま
っ
た
。 

オ
ー
ナ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
評
判
も
、
こ
れ
に

劣
ら
な
い
記
録
が
証
明
し
て
い
っ
た
。
タ
イ

ヤ
の
走
行
距
離
は
、
従
来
の
４
０
０
０
㎞
キ

ロ
か
ら
１
万
２
０
０
０
㎞
と
、
約
３
倍
の
耐

久
力
を
示
し
た
事
が
そ
れ
。

１
９
１
５
年
に
は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
半

分
は
、
コ
ー
ド
タ
イ
ヤ
を
採
用
す
る
様
に

な
っ
た
。
自
動
車
産
業
そ
の
も
の
が
、 

ま
だ

未
成
熟
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
タ
イ
ヤ
に
よ

っ
て
性
能
向
上
を
考
え
て
い
た
と
も
い
え
た

時
代
だ
っ
た
。 

こ
う
し
て
迎
え
た
１
９
１
６
年
は
、
グ
ッ
ド

イ
ヤ
ー
に
と
っ
て
最
大
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
待

ち
構
え
て
い
た
。
１
９
１
４
年
に
始 

ま
っ
た
、

第
一
次
世
界
大
戦
に
使
う
ア
メ
リ
カ
軍
用

タ
イ
ヤ
か
ら
、
シ
ル
バ
ー
タ
ウ
ン
は
除
外
さ

れ
る
事
に
な
っ
た
。 

シ
ル
バ
ー
タ
ウ
ン
に
と

っ
て
は
、
最
後
の
宣
告
で
も
あ
る
。 

こ
う
な
れ
ば
、
コ
ー
ド
タ
イ
ヤ
の
独
占
市
場
、

み
る
み
る
う
ち
に
、
グ
ッ
ト
イ
ヤ
ー
の
売
上

げ
は
上
昇
し
、
つ
い
に
グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
を
凌

ぐ
、
ア
メ
リ
カ
い
ち
の
タ
イ
ヤ
会
社
に
膨
れ

上
が
っ
た
。

こ
の
四
年
間
の
売
上
げ
は
、
２
５
０
０
万
ド

ル
か
ら
、
６
４
０
０
万
ド
ル
に
達
し
た
の
が
、

コ
ー
ド
タ
イ
ヤ
の
収
支
決
算
書
で
あ
る
。 

利
益
も
１
９
１
２
年
に
は
、
３
０
０
万
ド
ル
、

１
９
１
５
年
は
、
５
０
０
万
ド
ル
だ
っ
た
も
の

が
、
１
９
１
６
年
に
は
、
７
０
０
万
ド
ル
に
の

ぼ
り
、
株
式
の
配
当
も
２
割
、
３
割
か
ら
、

１０
割
と
い
う
配
当
を
示
し
た
。 

株
は
売
れ
、
銀
行
も
積
極
的
に
近
付
い
て

く
る
。
１０
年
前
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
で
は
、
想

像
も
で
き
な
か
っ
た
成
長
ぶ
り
で
あ
る
。 

(

つ
づ
く) 
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【第 6回】

繁栄からのどん底

自動車が通ると馬車から降りて、馬を押えていた 1890 年代、 フランク・サイベリ

ングは、タイヤ会社の創立を決意したが、 それから約 20 年たった 1916 年、つい

にアメリカで 1番のタイヤ会社にグッドイヤーを育てた。 

１　

量
産
へ
の
上
り
坂 

「
テ
ィ
ー
ン
・
リ
ジ
ー
」(

み
に
く
い
リ
ジ
ー

)

が
ア
メ
リ
カ
の
町
を
勢
い
よ
く
走
り
回
っ

て
い
た
。 

フ
ォ
ー
ド
が
１
９
０
８
年
に
売
り

出
し
た
Ｔ
型
モ
デ
ル
の
黒
い
姿
だ
。
ア
ク
ロ

ン
の
工
場
街
で
も
例
外
で
は
な
い
。 

ス
テ
ー
ト
技
師
長
を
乗
せ
た
車
は
、
に
ぶ

い
う
な
り
を
あ
げ
る
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
赤
れ

ん
が
の
門
を
出
た
。
す
れ
違
う
の
は
、
エ
ン

ジ
ン
を
ふ
か
し
続
け
、
タ
イ
ヤ
を
き
し
ま

せ
て
走
る
自
動
車
の
群
だ
。
ほ
ん
の
数
年

前
ま
で
花
形
だ
っ
た
馬
車
の
姿
は
、
遠
吠
え

す
る
負
け
犬
の
様
に
、
ひ
っ
そ
り
、
轍
を
か

ら
ま
せ
て
走
る
だ
け
。
ス
テ
ー
ト
の
胸
の
な

か
は

「
馬
車
が
消
え
な
い
う
ち 

に
、
手
を

打
た
ね
ば
…
…
」 

そ
ん
な
焦
り
に
も
似
た

気
持
ち
が
か
す
め
る
。 

「
フ
ォ
ー
ド
と
い
う
男
は
、
底
知
れ
ぬ
力
を

も
っ
た
奴
だ
」 

「
し
か
し
、
フ
ォ
ー
ド
に
追
い
つ
か
な
か
っ
た

ら
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
負
け
だ
」 

ア
メ
リ
カ
い
ち
の
タ
イ
ヤ
会
社
に
な
っ
た
グ

ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
面
目
が
、
ス
テ
ー
ト
の
口
元

を
引
き
締
め
る
。 

１
９
１
６
年
、
フ
ォ
ー
ド
が
毎
年
１
０
０
万

台
も
の
Ｔ
型
を
売
り
ま
く
り
、
有
名
な
コ
ン

ベ
ア
・
シ
ス
テ
ム
、
流
れ
作
業
に
よ
る
マ
ス

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

（
大
量
生
産
方
式
）
を
打

ち
出
し
た
年
で
あ
る
。 

ス
テ
ー
ト
が
、
こ
の
機
運
を
見
逃
す
わ
け

が
な
い
。
ま
し
て
や
、 

業
界
ト
ッ
プ
の
追
わ

れ
る
身
の
立
場
に
な
っ
た
今
、
一
刻
も
早

く
、
タ
イ
ヤ
産
業
の
量
産
体
制
を
確
立
し
、

中
小
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
の
つ
け
こ
む
余
地
の

な
い
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

ア
メ
リ
カ
の
乗
用
車
の
保
有
台
数
は
、

１
９
０
０
年
に
、
８
０
０
０
台
だ
っ
た
。
そ

れ
は
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
創
成
期
の
頃
だ
。

10
年
後
に
は
45
万
８
０
０
０
台
、
次
の
年

は
、
61
万
８
０
０
０
台
と
、
飛
躍
的
な

増
加
ぶ
り
を
示
し
た
。
13
年
に
は
、
つ
い

に
、
１
０
０
台
を
突
破
し
、
20
年
に
は
、

８
０
０
万
台
と
い
う
モ
ー
タ
ー
エ
イ
ジ
を
示

し
て
い
る
。 

こ
の
中
心
に
な
っ
た
の
が
フ
ォ
ー
ド
で
あ
っ
た

事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
Ｔ
型

が
売
り
出
さ
れ
た
当
時
、
フ
ォ
ー
ド
よ
り

優
れ
た
工
場
は
無
数
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
フ
ォ
ー
ド
が
採
用
し
た
新
し
い
作
業
方

式
と
、
新
し
い
機
械
の
導
入
は
、
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
招
き
、
自
動
車
の
値
下
げ
と
な
っ

て
、
さ
ら
に
需
要
を
増
大
さ
せ
て
い
っ
た
。

そ
の
頂
点
と
な
っ
た
の
は
１
９
１
３
年
、
フ
ォ

ー
ド
の
ハ
イ
ラ
ン
ド

・
パ
ー
ク
工
場
で
実
施

さ
れ
た
コ
ン
ベ
ア
方
式
で
、
工
場
内
輸
送
に

必
要
な
労
働
力
の
節
約
や
、
関
連
工
程
の

実
動
率
と
労
働
の
密
度
を
高
め
て
い
っ
た
。

こ
の
結
果
、
１
９
１
４
年
の
生
産
台
数
は
、

24
万
８
０
０
０
台
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
全
体

の
生
産
台
数
の
半
分
を
フ
ォ
ー
ド
が
占
め
る

に
至
っ
た
。 

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
量
産
体
制
に
の
っ
た
自
動

車
界
を
背
負
う
タ
イ
ヤ
界
が
品
質
的
に
遅

れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
１
９
１
６
年 
に
は
、

空
気
入
り
タ
イ
ヤ
の
開
発
も
グ
ッ
ト
イ
ヤ

ー
は
成
し
遂
げ
た
。
し
か
し
、
ス
テ
ー
ト
の

頭
の
中
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
時
代
の
流
れ

が
、
ど
う
し
て
も
タ
イ
ヤ
産
業
を
量
産
化

体
制
に
押
し
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

点
に
立
っ
て
い
る
事
を
知
っ
て
い
た
。

ウ
イ
ル
ソ
ン
大
統
領
が
、
１
９
１
６
年
７
月
、

各
州
を
結
ぶ
ハ
イ
ウ
エ
イ
建
設
の
た
め
、
補

助
金
を
支
出
す
る

「
連
邦
道
路
助
成
法

案
」
に
サ
イ
ン
し
た
事
だ
。
そ
の
補
助
金
は
、

７
５
０
０
万
ド
ル
と
い
う
金
額
に
お
よ
び
、

パ
ナ
マ
運
河
建
設
資
金
を
除
く
と
、
単
一

の
公
共
事
業
に
支
出
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
史

上
最
高
の
補
助
金
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ

政
府
が
第
一
次
世
界
大
戦

（
１
９
１
４
年

～
１
８
）
で
、
自
動
車
が
近
代
戦
争
に
不

可
欠
な
も
の
で
あ
る
事
を
知
っ
た
と
同
時

に
、
近
代
社
会
の
発
展
の
た
め
に
、
こ
れ
ほ

ど
有
効
な
手
段
は
な
い
と
見
極
め
た
か
ら

に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

こ
の
大
戦
で
、
初
め

て
イ
ギ
リ
ス
軍
は
、
戦
車
を
使
っ
た
が
、 

フ

ラ
ン
ス
軍
は
、
内
燃
機
関
に
よ
る
自
動
車

の
行
動
力
の
大
き
さ
を
実
証
さ
せ
た
。
そ



自動車の登場で、 第 1次世界大戦の戦略的立場は大きく変わった。 そしてタイヤ

のよしあしが、走行距離を左右することを人々は学んだ。 

( 写真は第 1次大戦当時、 ヨーロッパで活躍した連合軍の自動車部隊 ) 

し
て
自
動
車
で
は
先
輩
で
あ
る
べ
き
、
イ

ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
自
動

車
工
業
界
に
対
し
て
大
量
の
発
注
が
行
わ

れ
て
き
た
。
コ
ン
ベ
ア
に
乗
っ
た
自
動
車
は
、 

１
９
１
５
年
の
月
産
２
６
０
０
台
が
、
16
年

に
は
、
４
４
０
０
台
、
年
産
で
い
う
と
、
１５

年
が
、
８
９
万
６
０
０
０
台
、
１６
年
が
、

１
５
２
万
５
０
０
０
台
と
い
う
、
莫
大
な
成

長
を
見
せ
た
。

 

２　

マ
シ
ン
を
逃
す
な 

ほ
こ
り
ま
み
れ
に
な
っ
た
ス
テ
ー
ト
の
車
は
、

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
鋳
物
会

社
に
た
ど
り
つ
い
た
。
か
け
込
む
様
に
工
場

に
入
っ
た
ス
テ
ー
ト
は
、
顔
な
じ
み
の
若
い

技
師
Ｆ
・
Ｈ
・
バ
ン
バ
リ
ー
を
見
つ
け
る
と
、

挨
拶
も
そ
こ
そ
こ
に
、
か
み
つ
い
て
い
っ
た
。 

「
い
つ
に
な
っ
た
ら
、
君
が
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
に

売
り
つ
け
た
オ
ン
ボ
ロ
の
ロ
ー
ル
・
マ
シ
ン
を

使
わ
な
い
で
済
む
よ
う
に
な
る
ん
だ
」 

ス
テ
ー
ト
が
ど
な
っ
た
意
味
は
こ
う
だ
。
グ

ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
バ
ン
バ
リ
ー
の
会
社
か
ら
、

生
ゴ
ム
と
カ
ー
ボ
ン
、
硫
黄
な
ど
を
混
合

す
る
機
械
を
買
っ
て
い
た
が
、
そ
の
当
時
の

機
械
は
、
ロ
ー
ル
を
２
本
、
回
転
の
方
向
と

速
さ
を
違
え
て
回
転
さ
せ
、
そ
の
間
に
生

ゴ
ム
、
そ
の
他
を
押
し
込
ん
で
練
り
合
わ
せ

る
と
い
っ
た
、
旧
式
の
も
の
だ
っ
た
。
ロ
ー
ル

は
、
長
さ
３
ｍ
も
あ
る
大
き
な
も
の
で
、
中

に
は
、
水
を
流
し
て
過
熱
を
防
ぐ
仕
か
け

も
あ
っ
た
が
、
５
０
０
㎏
の
ゴ
ム
を
混
合
す

る
の
に
、
２５
分
も
か
か
る
始
末
だ
っ
た
。
そ

の
上
、
黄
色
い
硫
黄
の
粉
末
、
カ
ー
ボ
ン
の

黒
い
粉
末
が
室
内
に
立
ち
こ
め
、
半
透
明

の
生
ゴ
ム
の
褐
色
と
混
ざ
り
合
っ
て
、
吐
き

気
を
も
よ
お
す
よ
う
な
風
景
だ
っ
た
。 

こ
ん
な
時
に
、
バ
ン
バ
リ
ー
が
材
料
を
混
入

さ
せ
た
容
器
の
中
で
、
大
き
な
力
を
回
転

さ
せ
、
自
動
的
に
混
合
度
の
高
い
材
料 

を

製
造
す
る
ミ
キ
サ
ー
を
研
究
し
て
い
る
ニ
ュ

ー
ス
を
か
ぎ
つ
け
た
ス
テ
ー
ト
が
、
放
っ
て

お
く
は
ず
は
な
い
。
そ
こ
で
研
究
が
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
る
か
を
知
り
た
く
て
、
誘
い
出

す
様
に
怒
鳴
っ
た
の
も
、
無
理
の
な
い
こ
と

だ
っ
た
。

「
ス
テ
ー
ト
、
落
ち
着
け
よ
。
こ
れ
で
も
君

ん
と
こ
の
マ
シ
ン
の
改
良
も
考
え
て
い
る
ん
だ

ぜ
」 

と
、
な
だ
め
る
様
に
答
え
た
が
、
そ
ん
な

事
で
は
、
ス
テ
ー
ト
の
気
分
は
収
ま
り
そ
う

に
な
い
。

思
わ
ず
―
。

「
や
っ
と
で
き
た
第
一
号
試
作
マ
シ
ン
が
あ

る
ん
だ
が
…
…
」 

と
も
ら
し
て
し
ま
っ
た
。 

ス
テ
ー
ト
は
飛
び
上
が
っ
て
、
バ
ン
バ
リ
ー
の

手
を
掴
む
と
、
試
作
室
へ
か
け
込
ん
で
行
っ

た
。 

「
君
は
い
つ
で
も
す
ご
い
よ
。
君
は
世
界
を

動
か
せ
る
ん
だ
。
そ
う
だ
、
電
話
を
貸
し

て
く
れ
」 

ス
テ
ー
ト
は
、
バ
ン
バ
リ
ー
の
返
事
を
待
た

ず
、
ア
ク
ロ
ン
の
駅
へ
電
話
を
か
け
た
。 

「
今
す
ぐ
、
１０
ト
ン
貨
車
を
１
台
回
し
て
く

れ
。
機
械
を
１
台
、
持
っ
て
帰
り
た
い
ん
だ
」 

驚
い
た
の
は
バ
ン
バ
リ
ー
。 

「
ス
テ
ー
ト
、
そ
れ
は
無
理
だ
。
ま
だ
テ
ス

ト
も
し
て
い
な
い
ん
だ
」 

「
テ
ス
ト
？
テ
ス
ト
は
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
で
や

る
ん
だ
。
今
か
ら
…
…
」 

ス
テ
ー
ト
は
、
新
し
い
時
代
を
説
い
た
。
繁

栄
の
中
で
取
り
残
さ
れ
て
い
る
タ
イ
ヤ
産

業
の
現
状
を
し
ゃ
べ
り
続
け
た
。 

小
麦
粉
の
連
続
流
れ
作
業
の
創
始
者
、
エ

バ
ン
ズ
、
マ
ス
ケ
ッ
ト
銃
の
大
量
生
産
方
式

を
確
立
し
た
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
、
さ
ら
に
科

学
的
管
理
法
の
創
始
者
、
テ
イ
ラ
ー
の
事
、

そ
し
て
、
こ
の
基
本
か
ら
組
み
合
わ
さ
れ

た
、
フ
ォ
ー
ド

・
シ
ス
テ
ム 

…
…
ア
ク
ロ
ン

ま
で
の
道
中
は
、
ス
テ
ー
ト
の
リ
サ
イ
タ
ル

だ
っ
た
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
で
の
テ
ス
ト
に
は
、
全
員
が

バ
ン
バ
リ
ー
へ
の
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。 

混
合
係
り
、
仕
上
げ
工
、
時
間
計
算
係
り
、

原
価
係
り
、
検
査
係
り
、
機
械
工
…
…
ど

の
部
門
で
も
バ
ン
バ
リ
ー
の
指
導
で
動
い
た
。

バ
ン
バ
リ
ー
に
と
っ
て
も
、
ゴ
ム
会
社
の
現
場

テ
ス
ト
は
、
絶
好
の
研
究
場
所
で
も
あ
っ
た
。

ホ
テ
ル
に
帰
れ
な
い
時
は
、
工
場
の
応
急
医

療
室
の
ベ
ッ
ド
で
寝
る
熱
の
入
れ
方
だ
っ
た
。 

秒
を
刻
む
様
に
機
械
は
調
整
さ
れ
、
改
良

に
必
要
な
部
品
は
、
次
々
に
発
注
さ
れ
、

３
カ
月
後
に
は
、
バ
ン
バ
リ
ー
の
意
図
す
る

自
動
混
合
マ
シ
ン
は
、
ほ
ぼ
完
成
し
て
き
た
。

ス
テ
ー
ト
は
、
た
だ
ち
に
バ
ン
バ
リ
ー
・
ミ

キ
サ
ー
と
名
づ
け
、
１０
台
を
発 

注
、
タ
イ

ヤ
業
界
で
初
め
て
の
量
産
体
制
を
ひ
い
た
。 

バ
ン
バ
リ
ー
・
ミ
キ
サ
ー
は
、
作
業
時
間
こ

そ
、
ロ
ー
ラ
ー
式
の
２５
分
よ
り
、
２
分
だ
け

短
縮
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
人
員
の
節

約
、
工
場
面
積
の
節
約
、
品
質
の
向
上
に

大
き
な
威
力
と
な
り
、
タ
イ
ヤ
１
本
の
価

格
の
引
き
下
げ
と
同
時
に
、
タ
イ
ヤ
の
大

衆
性
に
拍
車
を
か
け
る
、
ス
テ
ー
ト
の
思

惑
通
り
の
結
果
と
な
っ
て
き
た
。 

こ
の
年
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
株
式
配
当

は
、
１０
割
と
い
う
輝
か
し
い
も
の
だ
っ
た
。

１
９
１
２
年
に
、
３
０
０
万
ド
ル
、
１５
年
に
は
、

５
０
０
百
万
ド
ル
だ
っ
た
利
益
も
、
１６
年
に

は
、
７
０
０
万
ド
ル
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
い

ち
の
タ
イ
ヤ
会
社
と
い
う
地
位
を
築
い
た
、

意
義
の
あ
る
年
で
も
あ
っ
た
。 

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
、
こ
の
成
績
を
株
主
た
ち

に
報
告
し
た
後
、
目
を
閉
じ
て
２０
年
の
自

分
の
姿
を
振
り
返
っ
て
見
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
成
功
が
実
感
と
し
て
込
み
上
げ
る
も
の

が
な
か
っ
た
。
後
年
、
彼
は
、
不
幸
な
回

顧
と
記
し
て
い
た
が
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
に
と

っ
て
も
、
灰
色
の
道
の
ス
タ
ー
ト
が
待
ち
か

ま
え
て
い
た
。 

３ 　

拡
張
の
落
と
し
穴

１
９
２
０
年
、
ア
メ
リ
カ
は
、
第
一
次
世
界

大
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
景
気
に
沸
い
て
い
た
。

「
ク
ー
ル
セ
イ
ド

（
聖
戦)

」
と
呼
ば
れ
、 

全
て
の
欲
望
が
抑
圧
さ
れ
た
戦
時
の
反
動

が
、
消
費
物
資
の
購
買
力
と
な
っ
て
爆
発
し

て
き
た
。 

自
動
車
に
群
が
る
大
衆
―
。
タ
イ
ヤ
は
、

い
く
ら
作
っ
て
も
需
要
に
追
い
つ
か
な
か
っ

た
。
少
し
く
ら
い
、
高
い
ゴ
ム
を
買
っ
て
も
、 

そ
の
ゴ
ム
を
使
っ
た
タ
イ
ヤ
を
売
る
時
は
、

タ
イ
ヤ
の
値
段
は
、
も
っ
と
跳
ね
上
が
っ
て

い
た
。
あ
る
時
は
、
原
料
ゴ
ム
が
不
足
し
て
、 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
あ
と
２
時
間
、
機
械

を
動
か
す
と
、
ゴ
ム
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
事
態
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
き
た
時

も
あ
っ
た
。 

タ
イ
ヤ
ば
か
り
で
は
な
い
。
全
て
の
消
費

物
資
に
い
え
る
事
だ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の

ダ
ン
ロ
ッ
プ
が
、
ア
メ
リ
カ
に
タ
イ
ヤ 

工
場

を
建
設
し
よ
う
と
し
た
時
、
機
械
の
メ
ー

カ
ー
か
ら

「
受
注
が
あ
と
２
年
分
さ
ば
き

き
れ
な
い
。
ダ
ン
ロ
ッ
プ
に
納
入
す
る
の
は
、

１
９
２
２
年
で
良
け
れ
ば
引
き
受
け
る
」
と

の
返
事
を
も
ら
い
、
工
場
建
設
を
諦
め
た
。

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
っ
た
く
ら
い
だ
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
資
材
係
は
、
１
カ
月
先
ま

で
ゴ
ム
の
契
約
を
し
た
だ
け
で
は
不
安
で
、

１
年
先
、
２
年
先
の
ゴ
ム
ま
で
契
約
し
た
が

っ
た
。
大
手
の
ゴ
ム
会
社
は
、
２
年
先
の
受

注
を
抱
え
、
設
備
拡
張
を
競
っ
た
。
タ
イ

ヤ
に
使
う
繊
維
工
場
も
同
様
に 

拡
張
し
、

ア
メ
リ
カ
全
体
が
膨
ら
む
様
な
産
業
拡
張

の
輪
が
描
か
れ
て
い
っ
た
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
１
９
２
０
年
度
中
に
、

ア
メ
リ
カ
中
で
生
産
さ
れ
る
新
型
乗
用
車

の
５０
％
、
空
気
入
り
タ
イ
ヤ
を
使
う
ト 

ラ

ッ
ク
の
６０
％
、
ソ
リ
ッ
ド
タ
イ
ヤ
を
つ
け
た

ト
ラ
ッ
ク
の
３５
％
、
さ
ら
に
オ
ー
ト
バ
イ
の

５０
％
、 

馬
車
荷
馬
車
の
６０
％
の
タ
イ
ヤ
を

納
入
す
る
契
約
を
結
ん
で
い
た
。 

し
か
し
、
買
い
手
の
購
買
力
の
限
界
を
考
え

な
い
で
、
物
が
生
産
さ
れ
た
時
、
物
は
売

れ
な
く
な
る
―
。
つ
ま
り
、
需
要
と
供 

給

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
招
く
、
不
況
の
エ
ア
ポ
ケ

ッ
ド
が
、
こ
の
拡
張
ブ
ー
ム
の
前
に
は
だ
か
っ

て
い
た
。 

歴

史

的

に
み

る

と
、

ア
メ
リ

カ
は
、

１
９
２
０
年
に
、
兆
し
を
見
せ
た
不
況
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
、
慢
性
的
な
不
況



サイベリングは、タイヤの原材料となるゴム園の経

営にまで手を出したのは良かったが、その成果を待

たずして、ゴム値の暴落で、ついに破産寸前にまで

追い込まれてしまった。しかし、1916 年から、20

年代は、夕イヤばかりか、アメリカ全体が、この暴

落恐慌の渦に巻き込まれている。

時
代
を
辿
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
、
政
府
は
、

生
産
制
限
、
価
格
の
維
持
、
労
賃
の
据
え

置
き
、
労
組
の
組
織
化
を
図
っ
た
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ

（
産
業
復
興
法
）
な
ど
で
知
ら
れ
る
一
連
の

対
策
を
執
っ
た
。 

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
、
晩
年
、
自
伝
の
中

に
こ
う
記
し
て
い
る
。 

「
政
府
の
や
り
方
は
失
敗
だ
っ
た
。
政
府
は
、

資
本
家
と
労
働
者
の
両
方
を
統
制
し
た
が
、

消
費
者
を
忘
れ
て
い
た
。
資
本
家
と
労
働

者
は
、
共
に
物
を
作
る
側
で
、
物
を
買
う

側
と
協
力
し
て
対
決
す
る
も
の
な
の
だ
が
、

一
番
肝
心
の
、
物
を
買
う
側
は
、
保
護
さ

れ
な
か
っ
た
」 

こ
の
自
伝
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の

１
９
５
４
年
に
書
か
れ
た
の
で
、
３０
年
後
の

時
点
に
立
っ
て
、
過
去
を
振
り
返
っ
た
言
葉

で
あ
る
。

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
自
身
、
３０
年
前
は
、
他

の
産
業
人
と
同
じ
様
に
、
不
況
に
巻
き
込

ま
れ
、
押
し
流
さ
れ
て
い
る
。 

「
物
を
買
う
側
」
を
考
え
た
産
業
人
は
、

当
時
少
な
か
っ
た
。
第
一
次
大
戦
中
、
ア

メ
リ
カ
実
業
界
は
、
戦
時
経
済
体
制
を
固 

め
、
軍
需
物
資
の
生
産
と
補
給
を
能
率
化

す
る
た
め
に
、
計
画
的
経
済
化
を
押
し
進

め
、
労
働
者
も
ス
ト
ラ
イ
キ
を
自
粛
し
て

戦
争
に
協
力
し
た
、
い
わ
ゆ
る
、
消
耗
物

資
の
生
産
態
度
で
、
全
て
が
う
ま
く
い
っ
て

い
た
。
そ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
は
活

気
を
見
せ
、
実
業
家
は
、
大
き
な
利
益
を

獲
得
、
農
民
の
収
入
も
大
き
く
な
り
、
労

働
者
の
実
質
賃
金
も
自
動
的
に
跳
ね
上
が

っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
が
、
戦
争
景
気
の
背
景

だ
っ
た
。 

や
が
て
、
買
う
側
で
な
い
、
消
耗
物
資
の

必
要
が
な
く
な
れ
ば
、 

そ
の
生
産
へ
の
シ
ワ

寄
せ
は
、
当
然
消
費
者
に
大
き
く
か
ぶ
っ
て

く
る
。
一
時
は
、
ど
っ
と
流
れ
た
購
買
欲

も
拡
張
さ
れ
た
生
産
物
資
の
前
に
は
、
焼

け
石
に
水
。
景
気
は
、
ま
た
た
く
間
に
、

ど
ん
で
ん
返
し
と
な
り
、
恐
慌
を
招
い
た
。 

１
９
２
１
年
３
月
４
日

「
平
常
へ
の
復
帰
」

を
訴
え
た
、
ウ
オ
レ
ン
・
Ｇ
・
ハ
ー
デ
ィ
ン

グ
が
、
第
２９
代
大
統
領
に
就
任
し
た 

が
、

す
で
に
国
民
所
得
は
、
２０
％
も
減
少
し
、

失
業
者
は
、
５
０
０
万
人
に
も
達
し
よ
う
と

し
て
い
た
。 

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
自
伝
を
再
び
紐
解
く

と

「
こ
の
タ
イ
ヤ
界
の
不
況
に
ど
う
対
処
し

て
い
け
ば
よ
か
っ
た
か
」
と
い
う
回
答
が
出

て
い
る
。 

「
大
衆
が
自
動
車
に
乗
っ
て
タ
イ
ヤ
を
使
う

事
。
大
衆
に
そ
れ
だ
け
の
経
済
力
を
与
え

る
事
。
言
い
替
え
れ
ば
、
消
費
者
は
、
企

業
の
共
同
出
資
者
だ
。
タ
イ
ヤ
会
社
は
、

労
働
者
に
短
い
労
働
時
間
と
、
高
い
労
賃

を
与
え
、
余
暇
に
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
て

も
ら
い
、
タ
イ
ヤ
の
顧
客
に
な
っ
て
も
ら
う

の
だ
。
世
界
に
数
１０
億
の
共
同
出
資
者
が

い
る
限
り
、
不
況
な
ど
は
起
こ
り
得
る
訳

が
な
い
」 

し
か
し
、
こ
れ
は
３０
年
後
の
反
省
で
あ
る
。

現
実
の
産
業
界
、
い
や
そ
の
時
の
グ
ッ
ド
イ

ヤ
ー
は
、
債
権
者
会
議
が
開
か
れ
様
と
す

る
程
、
緊
迫
し
て
い
た
。

４　

暗
い
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ 

不
況
の
大
波
を
か
ぶ
っ
た
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
を

直
接
、
窮
地
に
追
い
や
っ
た
の
は
ゴ
ム
の
値

段
だ
っ
た
。
１
９
２
０
年
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

は
、
毎
月
８
０
０
万
ポ
ン
ド

（
約
３
６
０
万

ト
ン
）
の
ゴ
ム
を
買
い
入
れ
て
い
た
。
そ
の

年
の
５
月
、
ゴ
ム
１
ポ
ン
ド
の
値
段
は
、
５５

セ
ン
ト
で
、
１０
カ
月
分
買
い
入
れ
た
代
金

は
、
４
４
０
０
万
ド
ル
だ
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
、
そ
の
ゴ
ム
を
消
費
す
る
前
、 

突

然
、
需
要
が
ぱ
っ
た
り
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

タ
イ
ヤ
の
値
上
が
り
が
、
つ
い
に
消
費
者
の

購
買
力
の
限
界
を
越
え
た
の
だ
。
消
費
者

は
、
古
い
タ
イ
ヤ
を
が
ま
ん
し
て
使
っ
た
り
、

捨
て
た
タ
イ
ヤ
を
修
理
し
て
使
い
始
め
た
。

大
事
に
使
え
ば
タ
イ
ヤ
は
１
年
ぐ
ら
い
寿

命
は
延
び
る
も
の
だ
。
た
ち
ま
ち
、
グ
ッ
ド

イ
ヤ
ー
を
は
じ
め
、
他
の
タ
イ
ヤ
会
社
は
、

他
の
あ
ら
ゆ
る
業
種
の
企
業
と
同
じ
様
に
、

ピ
ン
チ
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
。 

ゴ
ム
の
値
段
は
、
１
ポ
ン
ド
５５
セ
ン
ト
か
ら
、

１
年
後
に
は
、
１０
セ
ン
ト
に
曇
落
し
て
し
ま

っ
た
。
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
ゴ
ム
ス
ト
ッ
ク
１０
カ

月
分
８
０
０
０
万
ポ
ン
ド
は
、
値
下
が
り
だ

け
で
、
３
５
２
０
万
ド
ル
の
損
害
と
な
り
、

さ
ら
に
、
そ
の
他
の
材
料
の
値
下
が
り
を
加

え
る
と
、
１
年
間
で
、
８
０
０
０
万
ド
ル
を

上
回
る
も
の
に
な
っ
た
。
前
の
年
の
グ
ッ
ド

イ
ヤ
ー
の
売
り
上
げ
は
、
１
億
６
８
９
１
万

ド
ル
、
利
益
が
、
２
３
２
８
万
ド
ル
だ
っ
た
。

も
し
、
タ
イ
ヤ
が
売
れ
て
い
れ
ば
、
数
年

で
返
せ
る
損
害
だ
っ
た
が
、
あ
い
に
く
タ
イ

ヤ
は
売
れ
ず
、
職
工
に
払
う
賃
金
に
も
、

こ
と
欠
く
始
末
だ
っ
た
。 

こ
の
時
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
全
従
業
員
は

３
万
３
０
０
０
人
で
、 

毎
週
、
約
１
０
０
万

ド
ル
の
給
料
が
必
要
だ
っ
た
。
ゴ
ム
ブ

ロ
ー
カ
ー
を
始
め
、
下
請
け
の
繊
維
工

場
、
機
械
工
場
か
ら
は
、
毎
日
支
払

い
の
催

促

が
や

っ
て
く
る
。

し
か
も
、

全
て
イ
ン
フ
レ
時
代
の
高
い
価
格
の
ま
ま
だ
。

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
、
特
に
強
い
銀
行
の
援
助

を
持
た
な
い
だ
け
に
、
や
り
く
り
は
、
血

の
出
る
様
な
も
の
だ
っ
た
。 

債
権
者
達
は
、
支
払
え
な
い
グ
ッ
ド
イ
ヤ

ー
に
対
し
て
、
財
産
管
理
と
工
場
設
備
の

競
売
を
要
求
し
て
き
た
。 

タ
イ
ヤ
が
売
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
数
ヵ
月
た

っ
た
、
１
９
２
０
年
の
、
ク
リ
ス
マ
ス
前
の
事

で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
町
は
、 

子
ど
も

達
だ
け
が
、
無
心
に
イ
ブ
を
待
ち
望
ん
で

い
た
。
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
、
銀
行
を
軒
並
み

に
訪
ね
、
融
資
を
頼
ん
で
回
っ
て
い
た
。
重

い
足
を
ひ
き
ず
っ
て
い
た
時
、
ば
っ
た
り
、
ハ

ー
ベ
イ 

・
フ
ァ
イ
ア
ス
ト
ン
に
出
会
っ
た
。

苦
境
に
落
ち
込
ん
だ
の
は
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
ば

か
り
で
は
な
い
。
フ
ァ
イ
ア
ス
ト
ン
も
同
じ
。

彼
も
破
産
寸
前
の
会
社
を
救
う
た
め
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
銀
行
を
頼
み
歩
い
て
い
た
の
だ
。 

あ
の
口
髭
を
生
や
し
た
時
の
様
な
、
往
年

の
ユ
ー
モ
ア
は
、
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
の
ど
こ
に
も

見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
同
じ
悩
み
を

持
つ
フ
ァ
イ
ア
ス
ト
ン
に
、
恐
ら
く
最
後
と

な
っ
た
ジ
ョ
ー
ク
が
飛
び
出
し
た
。 

「
フ
ァ
イ
ア
ス
ト
ン
君
、
君
に
こ
の
大
通
り
の

右
側
に
あ
る
銀
行
を
全
部
や
る
よ
。
そ
の

代
り
、
私
に
左
側
の
銀
行
を
み
ん
な
く
れ

よ
」 

窮
す
る
者
に
だ
け
通
じ
る
ジ
ョ
ー
ク
だ
。
フ

ァ
イ
ア
ス
ト
ン
は
淋
し
く 

「Ｏ
Ｋ
」と
言
っ
た
。 

し
か
し
、
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
の
話
に
は
裏
が
あ

っ
た
。
実
は
、
フ
ァ
イ
ア
ス
ト
ン
に
、
出
会

う
ま
で
に
、
す
で
に
右
側
の
銀
行
を
軒
な

み
に
訪
問
し
て
、
こ
と
ご
と
く
断
わ
ら
れ
て

い
た
。
世
界
一
の
タ
イ
ヤ
会
社
を
育
て
た

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
が
、
敵
を
出
し
抜
く
た
め
に

放
し
た
最
後
の
戦
略
だ
っ
た
の
だ
。 

そ
れ
か
ら
数
日
後
、
１
９
２
１
年
の
新
し
い

春
を
迎
え
た
。
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
、
債
権

者
に
よ
る
工
場
差
し
押
え
と
競
売
を
防
ぐ

唯
一
の
方
法
と
し
て
、
債
権
者
全
員
を
集

め
た
。 

- 

５　

債
権
者
会
議 

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
の
胸
の
中
に

は
、
走
馬
灯
の
様
に
過
ぎ
た

日
が
駆
け
巡
っ
た
。 

債
権
者

会
議
の
大
勢
は
、
例
え
市
価

は
ゼ
ロ
に
な
っ
た
と
は
い
え
、

額
面
１
億
２
０
０
０
万
ド
ル

の
株
と
、
５
５
０
０
万
ド
ル
の

工
場
設
備
を
持
ち
、
ア
メ
リ

カ
は
お
ろ
か
、
世
界
に
通
っ

た
品
質
本
位
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ

ー
の
名
前
と
、
そ
れ
を
支
え

た
完
全
主
義
の
技
術
を
潰
し

て
し
ま
い
た
く
な
い
気
持
ち
で
占
め
ら
れ

て
い
た
。
事
実
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
が
破
産

し
て
設
備
を
競
売
し
た
と
こ
ろ
で
、
債
権

の
何
分
の
一
し
か
回
収
で
き
ず
、
む
し
ろ

そ
れ
が
債
権
者
自
身
を
破
産
へ
追
い
込
む

様
な
も
の
で
も
あ
っ
た
。 
創
立
時
代
の
資

金
不
足
か
ら
、
や
っ
と
株
が
売
れ
出
し
た

１
９
１
０
年
頃
に
は
、
利
益
が
あ
が
れ
ば
配

当
を
増
や
し
、
人
々
は 

高
配
当
の
株
へ
殺

倒
し
て
き
た
。
波
に
乗
っ
た
会
社
は
、
次
々

と
増
資
し
て
、
株
を
売
り
事
業
を
拡
張
し

て
き
た
。
１
９
１
４
年
の
配
当
は
、
年
に
２０

％
、
２
年
後
に
は
、
配
当
１
０
０
％
と
な

り
、
こ
の
年
は
、
１
７
５
０
万
ド
ル
の
新
株

を
売
り
、
１
９
１
８
年
は
、
１
５
０
０
万
ド
ル
、

１
９
１
９
年
、
６
９
０
０
万
ド
ル
、
そ
し
て
、

１
９
２
０
年
に
は
、
６
９
０
０
万
の
株
を
売
っ

て
資
金
を
集
め
て
い
た
。 

こ
の
時
は
、
空
前
の
１
５
０
％
配
当
を
行
な

い
、
額
面
１
０
０
ド
ル
の
株
は
、
４
０
０
ド
ル

で
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
た
の
だ
。
株
を
発

行
し
、
集
ま
っ
た
資
金
は
、
現
在
な
ら
当
然
、

ゴ
ム
価
の
値
上
が
り
、
タ
イ
ヤ
価
格
の
下

落
に
備
え
て
保
留
す
る
か
、
換
金
で
き
る

社
有
財
産
に
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。 

し
か
し
、
積
極
的
経
営
法
を
得
意
と
す
る

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
に
と
っ
て
、
そ
う
し
た
退
い

て
守
る
こ
と
は
、
性
格
的
に
も
で
き
な
い

相
談
だ
っ
た
。
彼
は
増
資
で
得
た
資
金
を
、



全
て
生
産
設
備
の
拡
充
に
充
て
て
い
た
。 

ア
メ
リ
カ
一
の
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
と
な
っ

た
、
１
９
１
６
年
に
は
、
ス
マ
ト
ラ
に
２
万
エ

ー
カ
ー
の
ゴ
ム
園
を
購
入
し
、
ア
リ
ゾ
ナ
州

に
は
、
コ
ー
ド
布
の
原
料
を
作
る
、
綿
農

園
も
開
い
た
。
本
社
工
場
以
外
の
第
２
工

場
も
、
も
ち
ろ
ん
建
設
し
て
い
る
。 

タ
イ

ヤ
会
社
で
、
ゴ
ム
や
、
綿
の
原
料
ま
で
手

を
出
し
た
の
は
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
が
最
初
で

あ
る
。

販
売
ネ
ッ
ト
も
、
ロ
ン
ド
ン

（
１
９
１
２
年

)

）
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア (

１
９
１
５
年)

と
、
海
外
に
も
伸
ば
し
、
カ

ナ
ダ
に
は
、
タ
イ
ヤ
工
場 

（
１
９
１
７
年
）

も
設
け
、
輸
出
面
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
。 

不
況
直
前
の
６
月
１
４
日
に
も
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
に
タ
イ
ヤ
工
場
が
完
成
、
第
一
号

タ
イ
ヤ
も
作
り
出
し
て
い
た
矢
先
だ
っ 

た
。

ま
だ
あ
る
―
。
オ
ハ
イ
オ
州
に
は
、
ボ
イ
ラ

ー
用
の
炭
鉱
ま
で
買
い
入
れ
て
い
る
。 

こ
れ
が
増
資
を
得
た
資
金
の
行
方
で
あ
る
。

債
権
者
会
議
は
、
３
カ
月
か
か
っ
て
再
建
プ

ラ
ン
を
作
っ
た
。 

	①

２
７
５
０
万
ド
ル
の
特
別
社
債
を
発
行

し
て
、
銀
行
か
ら
借
り
入
れ
金
の
返

済
に
充
て
る
。

	②

３
０
０
０
万
ド
ル
の
優
先
株
を
発
行
し

て
、
ゴ
ム
、
コ
ー
ド
布
な
ど
、
材
料
の

借
金
返
済
に
充
て
る
。

	③

そ
し
て
、
３
０
０
０
万
ド
ル
の
普
通
社

債
を
発
行
し
て
、
今
度
の
運
転
資
金

に
あ
て
る
。

	④

特
別
社
債
券
は
、
額
面
９
０
ド
ル
、

利
子
８
％
、
２０
年
後
に
、
１
２
０
ド
ル

で
償
還
し
、
特
別
社
債
１
０
０
０
ド
ル

を
引
き
受
け
る
ご
と
に
、
普
通
株
１０

株
を
ボ
ー
ナ
ス
と
し
て
無
償
交
付
す

る
。 

	⑤

普
通
社
債
は
、
額
面
９０
ド
ル
、
１０
年

後
、
１
１
０
ド
ル
で
償
還
、
利
子
８
％

優
先
株
は
、
配
当
を
す
る
場
合
、
普

通
株
に
優
先
し
て
行
い
、
優
先
株
の

配
当
が
終
わ
ら
な
い
限
り
、
普
通
株

の
配
当
は
行
わ
な
い
。 

こ
の
再
建
プ
ラ
ン
の
苛
酷
さ
は
、
後
か
ら
か

な
り
批
判
の
対
象
と
な
り
、
経
済
界
は
首

を
か
し
げ
て
成
り
行
き
を
見
つ
め
て 

い
た
。

こ
う
で
も
し
な
け
れ
ば
、
金
は
集
ま
ら
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

８
７
５
０
万
ド
ル
に
の
ぼ
る
、
ほ
ぼ
グ
ッ
ド
イ

ヤ
ー
の
借
金
額
に
匹
敵
す
る
優
先
株
、
社

債
は
、
こ
れ
か
ら
１０
年
か
か
っ
た
と
し
て
も
、

少
し
ず
つ
返
し
て
い
く
の
だ
か
ら
、
そ
の
間

の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
苦
し
み
は
、
想
像
以
上

の
も
の
だ
。
し
か
も
、
そ
の
社
債
も
、
不

況
の
最
中
で
は
、
中
々
引
き
受
け
て
も
ら

え
な
い
。 

一
番
難
行
し
た
の
は
、
借
金
の
代
わ
り
に
、

２０
年
の
償
還
社
債
を
引
き
受
け
て
く
れ
る

銀
行
を
探
す
事
だ
っ
た
。 

債
権
者
の
銀

行
側
は
、
社
債
２
７
５
０
万
ド
ル
の
う
ち
、

２
０
５
０
万
ド
ル
ま
で
消
化
で
き
た
が
、
残

る
、
７
０
０
万
ド
ル
の
引
き
受
け
人
が
見
つ

か
ら
な
い
。 

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
を
筆
頭
と
す
る
、
グ
ッ
ド

イ
ヤ
ー
の
経
営
ス
タ
ッ
フ
は
、
か
た
ず
を
の

ん
で
債
権
者
会
議
の
成
り
行
き
を
見
つ
め

た
。
論
議
は
果
て
し
な
く
続
い
た
が
、
銀

行
側
の
説
得
で
、
製
品
側
債
権
者
が
、
コ

ー
ド
布
納
入
の
保
証
と
し
て
、
２
５
０
万

ド
ル
を
引
き
受
け
る
事
に
な
っ
た
。
残
る

は
、
４
５
０
万
ド
ル
。
や
っ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
投
資
会
社
を
二
軒
説
得
し
て
、
１
５
０
万

ド
ル
ず
つ
引
き
受
け
て
も
ら
い
、
最
後
の
、

１
５
０
万
ド
ル
を
、
ま
た
、
製
品
側
債
権

者
に
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
決
ま
っ
た
。 

そ
れ
は
、
１
９
２
１
年
５
月
１２
日
、
西
に
沈

む
夕
日
の
眩
し
い
午
後
の
事
だ
っ
た
。
や
っ

と
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
破
産
か
ら
免
か
れ

た
の
だ
。
う
な
だ
れ
る
様
な
吐
息
が
、
誰

か
れ
と
な
く
人
々
の
口
か
ら
も
れ
て
き
た
。

だ
が
、
そ
れ
で
も
全
て
は
救
わ
れ
ず
、
ま

だ
難
関
は
待
ち
構
え
て
い
た
。 

（
つ
づ
く
）
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長い灰色の道

 

１　

社
長
交
替
と
合
理
化 

３５
万
７２
１
ト
ン
、
前
年
比
１０
・
６
％
増
と
い

う
数
字
は
、 

新
し
い
年
を
迎
え
た
日
本
の

タ
イ
ヤ
産
業
界
の
需
要
見
通
し
で
あ
り
、

言
い
替
え
れ
ば
、
減
産
の
な
い
豊
か
な
希

望
を
も
た
せ
る
お
年
玉
で
も
あ
る
。 

「
一
九
七
〇
年
、
お
め
で
と
う
」

門
出
の
決
意
の
中
に
は
、
様
々
な
も
の
が

あ
る
。
特
に
、
７０
年
は
、
政
治
的
に
も
経

済
的
に
も
日
本
を
大
き
く
変
え
る
問
題 

が

山
積
み
に
さ
れ
、
タ
イ
ヤ
産
業
も
、
そ
の

背
景
を
取
り
除
い
て
将
来
を
考
え
る
事
は

で
き
な
い
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
が
、
１
９
２
２
年
の
新
年
を

迎
え
た
の
は
７０
年
プ
ラ
ス
不
況
、
破
産
と
い

っ
た
時
だ
っ
た
。 

今
、

少

し

時

代

を

さ

か

の

ぼ

っ

て

み

よ

う
。

１

９

１

４

年

８

月
、 

第
一
次
世
界
大
戦
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
始
ま
り
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
没
落
以
来
、
１
０
０
年
も
続

い
た
平
和
が
破
ら
れ
た
時
で
あ
る
。
戦
争

が
長
期
化
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
影
響
は

様
々
な
形
で
ア
メ
リ
カ
に
波
及
し
て
き
た
。

こ
の
戦
争
に
ど
う
対
処
す
る
か
が
ア
メ
リ
カ

に
と
っ
て
重
大
な
問
題
に
な
っ
て
き
た
が
、

１
９
１
７
年
４
月
、
ア
メ
リ
カ
は
つ
い
に
参

戦
、
戦
争
の
終
結
と
講
和
に
主
導
的
役
割

り
を
果
た
す
事
に
な
っ
た
。
１
９
１
８
年
秋
、

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
が
結
ば
れ
た
が
、
国
内

は
軍
需
景
気
の
反
動
か
ら
極
度
な
恐
慌
を

招
い
て
い
っ
た
。
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
グ
ッ
ド

イ
ヤ
ー
も
、
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
初
代
社
長
の
退

陣
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で 

あ
る
。 

８
７
５
０
万
ド
ル
の
借
金
―
。
こ
れ
が
新

し
い
年
、
１
９
２
２
年
の
全
て
だ
っ
た
。

１
９
２
０
年
代
か
ら
３
８
年
ま
で
の
売 

り

上
げ
を
見
て
も
、
こ
れ
が
い
か
に
苦
し
い

再
建
で
あ
っ
た
か
を
物
語
る
事
が
で
き

る
。
１
９
１
９
年
度
の
１
億
６
８
９
１
万

ド
ル
が
、
１８
年
後
の
１
９
３
８
年
で
も

１
億
６
５
９
３
万
ド
ル
だ
っ
た
。
グ
ッ
ド
イ
ヤ

ー
が
、
社
債
や
優
先
権
の
償
還
を
完
了
、

本
当
に
不
況
か
ら
立
ち
直
っ
た
の
は
、
第
二

次
世
界
大
戦
後
で
あ
る
。 

長
い
灰
色
の
道
だ
が
、
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
の
後
、

社
長
は
３
人
も
変
わ
っ
て
い
る
。
銀
行
か
ら

送
り
込
ま
れ
た
、
ウ
イ
ル
マ
ー 

（
１
９
２
１

年
―
１
９
２
３
年
）
。
販
売
の
神
様
と
言
わ

れ
た
、
ス
タ
ー
デ
ル
マ
ン

（
１
９
２
３
年
―

１
９
２
６
年
）
。
そ
し
て
、
無
名
の
グ
ッ
ド
イ

ヤ
ー
時
代
か
ら
育
っ
た
、
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル

ド

（
１
９
２
６
年
―
１
９
４
０
年
）
。
の
三
代

だ
が
、
厳
し
い
経
済
情
況
は
、
ウ
イ
ル
マ
ー
、

ス
タ
ー
デ
ル
マ
ン
の
産
を
温
め
さ
せ
て
く
れ

な
か
っ
た
。 

ウ
イ
ル
マ
ー
は
、
１
９
２
１
年
、
６４
歳
の
サ

イ
ベ
リ
ン
グ
か
ら
バ
ト
ン
を
渡
さ
れ
た
の
は

３４
歳
の
若
さ
だ
っ
た
。
か
な
り
の
財
政
専
門

家
で
は
あ
っ
た
が
、
タ
イ
ヤ
の
事
は
、
一
切

門
外
漢
で
、
４０
歳
の
リ
ッ
チ
フ
ー
ル
ド
は
、

決
定
事
項
の
サ
イ
ン
を
も
ら
う
た
め
に
、

全
て
を
わ
か
り
や
す
く
、
最
初
か
ら
説
明

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

自
由
で
積
極
的
だ
っ
た
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
時

代
、
グ
ッ
ド
ア
イ
デ
ア
は
全
て
即
決
、
実

行
と
い
う
習
慣
は
影
を
ひ
そ
め
て
し
ま
っ 

た
。
銀
行
家
ウ
イ
ル
マ
ー
社
長
は
、
全
て
の

問
題
を
会
議
に
か
け
、
利
益
の
見
込
み
と
、

そ
れ
に
か
か
る
経
費
を
計
算
し
な
け
れ
ば

許
可
し
な
い
と
い
う
手
固
い
運
営
策
を
と
っ

た
。 

し
か
し
、
在
任
３
年
の
間
に
は
、
少
な
い
人

員
で
優
れ
た
品
質
の
タ
イ
ヤ
を
安
く
作
る

た
め
の
タ
イ
ヤ
製
造
工
程
の
合
理
化 

が
、

徹
底
的
に
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。 

コ
ン
ベ
ア
ベ
ル
ト
は
、
生
ゴ
ム
か
ら
完
成
し
た

タ
イ
ヤ
ま
で
、
全
行
程
に
採
用
さ
れ
て
、

労
働
力
の
節
約
を
図
り
、
生
ゴ
ム
は
、
小

さ
な
ペ
レ
ッ
ト

（
丸
薬
）
の
形
に
き
ざ
ん
で

バ
ン
バ
リ
ー
・
ミ
キ
サ
ー
ま
で
運
ば
れ
、
量

で
混
合
比
を
決
定
さ
れ
る
程
に
な
っ
た
。

ま
た
、
コ
ー
ド
布
に
ゴ
ム
液
を
浸
す
カ
レ
ン

ダ
ー
機
も
本
格
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
一

時
に
３０
本
の
タ
イ
ヤ
を
自
動
的
に
加
硫
で

き
る
マ
シ
ン
も
備
え
つ
け
ら
れ
た
。
不
況
期

の
十
数
年
の
間
、
こ
う
し
て
タ
イ
ヤ
の
流
れ

作
業
の
一
貫
工
程
が
完
成
し
て
い
っ
た
。

グッドイヤーの 2代目社長は徹底した合理化を図り、 工場内を一貫 生産のた

めに、あらゆる分野にコンベア・システムを設置した 。 ( 当時の原料加工

の工程の 1コマ ) 



２ 

２
万
８
０
０
０
人
を
整
理 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
二
代
目
の
社
長
に
就
任
し

た
、
ウ
イ
ル
マ
ー
は
、
過
去
２
０
年
間
の
サ

イ
ベ
リ
ン
グ
社
長
の
方
針
を
徹
底
的
に
洗
い

流
し
、
具
体
的
に
は
次
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の

再
建
プ
ラ
ン
を
実
行
し
て
い
る
。

３
万
３
０
０
０
人
に
膨
ら
ん
で
い
た
従
業
員

を
、
一
挙
に
５
０
０
０
人
に
切
り
詰
め
て
し

ま
っ
た
。
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
製
造
部
と
、

ス
タ
デ
ル
マ
ン
の
販
売
部
以
外
は
、
ほ
と
ん

ど
を
整
理
し
た
。 

無
名
の
ウ
イ
ン
グ
フ
ッ

ト
マ
ー
ク
の
商
品
を
世
界
に
う
た
い
あ
げ
た

宣
伝
部
は
、
第
一
番
に
消
さ
れ
、
５０
人
の

部
員
た
ち
は
、
地
方
の
販
売
店
や
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
拡
張
委
員
と
し
て
吸
収
さ
れ
て
い
っ

た
。
会
計
、
経
理
、
資
材
購
入
な
ど
の
部

門
は
、
銀
行
側
か
ら
派
遣
さ
れ
た
人
達
と

入
れ
替
わ
っ
た
。
ウ
イ
ル
マ
ー
方
式
を
う
の

み
に
し
た
彼
ら
は
、
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
の

部
屋
の
検
査
ま
で
行
い
、
報
告
書
を
提
出
、

ま
た
、
弁
護
士
、
会
計
検
査
官
、
そ
の
他
、

債
権
者
側
か
ら
派
遣
さ
れ
た
見
知
ら
ぬ
人

達
が
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
―
の
社
屋
、
工
場
内

を
わ
が
も
の
顔
で
歩
き
回
っ
て
、
質
問
の
雨

を
降
ら
せ
監
視
し
て
い
た
。 

８
７
５
０
万
ド
ル
と
い
う
大
金
を
、
こ
れ
か

ら
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
会
社
に
注
ぎ

込
ん
だ
債
権
者
と
し
て
み
れ
ば
、
当
然 

の

事
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
は
え
抜
き
の

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
は
、
我
慢
の
な

ら
な
い
、
嫌
な
状
態
が
毎
日
続 

い
た
の
だ

っ
た
。 

こ
ん
な
と
き
、
会
社
を
去
っ
た
サ
イ
ベ
リ
ン

は
、
タ
イ
ヤ
へ
の
愛
情
を
捨
て
難
く
、
自

力
で
タ
イ
ヤ
会
社
を
創
立
し
た
が
、
こ
の

新
会
社
へ
移
っ
た
者
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。

ス
タ
ー
デ
ル
マ
ン
自
身
も
、
手
腕
を
か
わ
れ

て
、
英
国
ダ
ン
ロ
ッ
プ
の
ア
メ
リ
カ
支
店
長

の
誘
い
を
受
け
て
迷
っ
て
い
た
。
ま
た
、
リ

ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
さ
え
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

を
見
捨
て
て
、
新
し
い
タ
イ
ヤ
会
社
を
作

ろ
う
か
と
考
え
て
い
た
ほ
ど
だ
。 

こ
の
動
揺
は
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
だ
け
で
は
な

か
っ
た
。
た
と
え
内
容
の
差
は
あ
っ
て
も
、

１
９
２
０
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
タ
イ
ヤ
業
界

は
、
乱
売
、
倒
産
の
歴
史
で
綴
ら
れ
て
い
た
。 

２０
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
タ
イ
ヤ
会
社
の
ビ
ッ

グ
フ
ァ
イ
ブ
は
―
― 

	①

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

	②

Ｕ
Ｓ
ラ
バ
ー

	③

グ
ッ
ド
リ
ッ
チ

	④

フ
ァ
イ
ア
ス
ト
ン

	⑤

フ
ァ
ス
ク

こ
の
五
社
に
続
く
中
ク
ラ
ス
の
会
社
と
し
て

―	⑥

ミ
ラ
ー

	⑦

フ
ッ
ド

	⑧

ペ
ン
シ
ル
ベ
ラ
ア

	⑨

フ
ェ
デ
ラ
ル

	⑩

ゼ
ネ
ラ
ル

	⑪

ア
ジ
ャ
ッ
ク
ス

	⑫

メ
ー
ソ
ン

	⑬

モ
ホ
ー
ク

	⑭

マ
ク
ラ
レ
ン

	⑮

ケ
リ
ー
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド

が
挙
げ
ら
れ
、
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
が
始
め
た
タ

イ
ヤ
会
社
も
、
後
に
加
わ
る
が
、
あ
と
は
、

も
の
の
数
に
は
入
ら
な
い
小
企
業
が
星
の
様

に
無
数
に
あ
っ
た
。 

こ
れ
が
１０
数
年
後
の
三
十
年
代
後
半
に
は
、

３１
社
に
集
約
さ
れ
て
し
ま
う
が
、
こ
の
激
し

い
競
合
の
歴
史
を
要
約
す
る
と
、 　

次
の
３

つ
に
ま
と
め
挙
げ
ら
れ
る
。 

１
・
タ
イ
ヤ
へ
の
需
要
が
高
ま
っ
た
２０
世
紀

の
初
頭
は
、
儲
け
の
大
き
い
タ
イ
ヤ
製
造
に

誰
も
が
手
を
出
し
、
最
盛
期
に
は
、 

ア
メ

リ
カ
だ
け
で
も
３
０
０
以
上
の
タ
イ
ヤ
メ
ー

カ
ー
が
続
出
、
つ
い
に
生
産
過
剰
と
な
っ
た
。 

２
・
生
産
過
剰
は
、
生
存
競
争
を
生
み
、

弱
肉
強
食
の
冷
酷
な
法
則
が
生
ま
れ
、
タ

イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
の
倒
産
と
吸
収
合
併
が
相

次
ぎ
、
メ
ー
カ
ー
数
は
、
１
２
５
に
減
少
し

た
。

３
・
自
由
競
争
の
時
代
で
は
、
誰
も
不
当

な
儲
け
を
う
る
事
が
で
き
な
い
。
企
業
が

存
続
す
る
か
否
か
は
、
消
費
者
の
支
払
う

金
額
で

「
満
足
さ
せ
る
品
質
」
次
第
で
あ

り
、
消
費
者
が
、
そ
の
商
品
を
手
近
か
で

入
手
で
き
る
販
売
組
織
に
か
か
っ
て
く
る
。 

そ
こ
で
利
益
は
少
な
い
が
、
大
量
販
売
の

組
織
を
持
つ
大
き
い
メ
ー
カ
ー
の
み
が
生
き

残
る
事
に
な
る
時
代
に
な
っ
た
。 

こ
の
不
況
の
経
済
哲
学
は
、
タ
イ
ヤ
市
場

を
５
大
会
社
に
独
占
さ
せ
る
事
に
な
り
、

１
９
３
９
年
に
は
、
そ
の
う
ち
１
社
が
後
退

し
、
４
大
会
社
の
独
占
と
な
っ
て
い
く
。 

企
業
の
競
合
に
は
製
品
の
研
究
開
発
が
つ

き
も
の
だ
が
、
１
９
１
６
年
に
は
、
自
動
車

１
台
に
つ
き
、
消
費
タ
イ
ヤ
は
１
年
８
本

と
計
算
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
競
合
研
究

の
結
果
、
１０
年
後
に
は
、
１
台
の
自
動
車

が
、
１
年
間
に
使
い
古
す
タ
イ
ヤ
は
、
１
・

２
本
に
な
っ
て
い
く
。
タ
イ
ヤ
の
耐
久
力
が

向
上
し
た
た
め
だ
が
、
価
格
も
設
備
の
合

理
化
努
力
に
よ
っ
て
下
が
る
一
方
だ
っ
た
。

１
９
２
３
年
、
タ
イ
ヤ
１
本
の
平
均
価
格
は
、

２
０
・
６
６
ド
ル

（
約
７
４
０
０
円
…
掲
載
当

時
換
算
）
か
ら
、
１０
後
に
は
、
１０

・
８２
ド

ル
（
約
３
８
０
０
円
）
と
半
値
に
な
っ
て
い
る
。 

当
然
、
販
売
店
の
取
り
扱
い
本
数
も
減
り
、

そ
の
マ
ー
ジ
ン
も
半
減
し
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、

不
況
が
進
ん
で
き
た
と
い
う
事
だ 

が
、
２０

年
代
後
半
に
は
、
タ
イ
ヤ
を
含
め
、
あ
ら

ゆ
る
商
品
流
通
の
分
野
に
革
命
的
な
出
来

事
が
起
こ
り
始
め
た
。

３　

驚
異
の
ス
ト
ア
販
売 

メ
ー
カ
ー
と
消
費
者
を
直
結
す
れ
ば
、
物

を
安
く
買
え
る
―
。

こ
の
流
通
方
式
を
取
り
入
れ
、
中
間
マ
ー

ジ
ン
を
な
く
し
た
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
が
流
行

し
始
め
た
の
は
、
こ
ん
な
時
だ
っ
た
。
安
い

方
へ
客
が
流
れ
る
の
は
、
い
つ
の
時
代
で
も

同
じ
だ
。
１
９
２
６
年
、
メ
ー
ル
オ
ー
ダ

（
通

信
販
売
）
で
名
を
売
っ
た
ふ
た
つ
の
百
貨
店
、

シ
ア
ー
ズ
・
ロ
ー
バ
ッ
ク
と
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・

ワ
ー
ド
が
競
う
よ
う
に
、
全
国
に
チ
ェ
ー
ン

ス
ト
ア
を
作
り
始
め
、 

大
き
な
販
売
革
命

を
呼
び
込
ん
で
き
た
。 

１
９
３
０
年
ま
で
に
は
、
シ
ア
ー
ズ
は
、

４
０
０
店
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
ワ
ー
ド
は
、

３
５
０
店
の
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
を
築
い
た
。
シ

ア
ー
ズ
は
、
大
都
会
中
心
、
ワ
ー
ド
は
中

小
都
市
に
と
い
う
政
策
の
違
い
は
あ
っ
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ア
は
、
そ
の
地
区
の

通
信
販
売
に
変
わ
る
拠
点
と
し
て
、
ア
メ

リ
カ
人
の
ふ
と
こ
ろ
に
、
飛
び
込
ん
で
い
っ

た
。 

メ
ー
カ
ー
か
ら
大
量
に
安
く
仕
込
み
、
ブ
ロ

ー
カ
ー
も
問
屋
も
、
卸
し
の
手
を
借
り
ず
、

そ
の
分
だ
け
安
い
値
段
で
買
う
、
月
賦
や

配
達
も
な
い
が
、
広
い
ス
ト
ア
の
中
に
は
、

何
で
も
揃
い
、
何
で
も
大
量
に
置
い
て
あ
る

―
。
理
論
こ
そ
単
純
な
も
の
だ
が
、
ア
メ

サイベリングはグッドイヤーを去っ

ても、 タイヤへの愛着は捨て切れず、 

すぐに新しいタイヤ会社をつくりあ

げ、一時は 5 大メーカーの 1 つにま

で育てあげた。 



リ
カ
人
は
卸
商
か
ら
、
卸
値
で
物
を
買
い
、

得
を
し
た
よ
う
な
錯
覚
に
陥
ち
込
ん
で
い

た
。 

こ
の
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
は
、
た
ち
ま
ち
都
市

の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
ま
で
変
え
て
い
っ
た
。

便
乗
組
が
町
に
溢
れ
た
わ
け
だ
。
中
で
も

ク
ス
リ
屋

（
ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
）
の
主
人
は
、

薬
剤
師
用
の
白
い
服
を
脱
ぎ
、
カ
メ
ラ
を

売
り
、
タ
バ
コ
を
売
り
始
め
た
。
ま
た
、
テ

ニ
ス
の
ラ
ケ
ッ
ト
か
ら
レ
コ
ー
ド
も
扱
い
、
つ

い
に
は
、
店
の
片
隅
で
コ
ー
ヒ
ー
と
ソ
ー
ダ

ー
水
ま
で
売
る
ス
タ
ン
ド
を
作
っ
て
い
っ
た
。 

八
百
屋

（
グ
ロ
ー
サ
リ
ー
）
も
、
キ
ャ
ベ
ツ

の
横
に
か
ん
詰
め
を
置
き
、
マ
ッ
チ
か
ら
鉛

筆
、
カ
ミ
ソ
リ
、
洋
服
掛
け
ま
で
売
り
、

全
て
が
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
の
性
格
を
帯
び
て

き
た
。 

シ
ア
ー
ズ
と
ワ
ー
ド
は
、
あ
ら
ゆ
る
商
品

を
売
り
さ
ば
き
、
つ
い
に
タ
イ
ヤ
に
ま
で
手

を
伸
ば
し
て
き
た
。 

両
社
の
売
り
上
げ
は
、
シ
ア
ー
ズ
の
方
が
ワ

ー
ド
よ
り
も
３
割
も
多
か
っ
た
が
、
タ
イ
ヤ

の
販
売
で
は
、
地
方
都
市
中
心
の
ワ
ー
ド
の

方
が
３
倍
も
多
く
さ
ば
い
て
い
た
。 

落
ち
目
と
い
え
ど
も
、
一
流
の
メ
ー
カ
ー
の

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
が
、
両
社
の
仕
入
れ
対
象
に

な
ら
な
い
訳
は
な
い
。
１
９
２
５
年
に
、
シ

ア
ー
ズ
か
ら
７０
万
本
、
ワ
ー
ド
か
ら
２
０
０

本
と
い
う
、 

大
量
の
注
文
を
受
け
た
。
グ
ッ

ド
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て
、
史
上
最
大
の
大
口
契

約
で
あ
る
。

ま
た
、
ス
ト
ア
方
式
な
ら
ま
だ
売
れ
る
と
い

う
見
込
み
を
つ
け
た
シ
ア
ー
ズ
は

「
シ
ア
ー

ズ
タ
イ
ヤ
」
の
名
前
を
付
け
る
事
を 

条
件

に
、
さ
ら
に
大
量
の
注
文
を
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

に
命
じ
て
き
た
。 

今
で
い
う

「
オ
ン
ネ
ー
ム
委
託
製
造

（
現

在
で
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
）
」
で

あ
る
が
、
当
時
の
メ
ー
カ
ー
気
質
と
し
て
は
、

こ
の
注
文
は
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
自
身
の
プ
ラ

イ
ド
の
問
題
と
し
て
社
内
を
騒
然
と
さ
せ

た
も
の
だ
。 

こ
の
頃
、
銀
行
家
出
身
の
二
代
目
社
長
、

ウ
イ
ル
マ
ー
が
、
あ
ま
り
に
も
合
理
主
義
に

徹
し
た
た
め
、
債
権
者
か
ら
も
反
発
を
買

い
、
再
び
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
マ
ン
で
あ
る
、
ス

タ
ー
デ
ル
マ
ン
が
後
を
継
い
で
い
た
。 

彼
は

「
膨
大
な
工
場
設
備
を
遊
ば
せ
る
事

は
で
き
な
い
」
と
判
断
、
辞
表
を
ふ
と
こ

ろ
に
し
て
、
ス
ト
ア
に
送
り
込
む
製
品
の
交

渉
に
当
た
り
、
１
９
２
６
年
、
リ
ッ
チ
フ
ィ

ー
ル
ド
に
バ
ト
ン
を
渡
し
た
。 

こ
の
社
長
交
替
制
の
内
幕
は
、
つ
ぶ
さ
で
は

な
い
が
、
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
も
プ
ラ
イ
ド

よ
り
生
産
の
駒
を
進
め
た
。
と
こ
ろ 

が
、

シ
ア
ー
ズ
は
、
１
９
２
７
年
の
１
年
間
に
、

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
製
の

「
シ
ア
ー
ズ
タ
イ
ヤ
」

を
、
何
と
、
３
０
０
万
本
も
売
り
さ
ば
い
て

し
ま
っ
た
。 

驚
い
た
の
は
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
ば
か
り
で
は
な

い
。
不
況
に
な
げ
い
て
い
た
タ
イ
ヤ
業
界
は
、

こ
の
時
程
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
事
は
な
か
っ

た
。
物
を
作
る
事
か
ら
高
度
な
販
売
努
力

に
目
覚
め
た
訳
だ
。

４ 

直
営
店
の
誕
生 

タ
イ
ヤ
業
界
が

「
ス
ト
ア
・
シ
ョ
ク
」
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
は
、
会
社
の
直
営

販
売
店
の
登
場
で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
全
国
に
数

１０
の
営
業
所
が
、
大
口
契
約
の
み
を
行
い
、

小
売
り
を
行
う
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
、
地
区
に

分
け
ら
れ
て
い
た
。
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
、
そ
の

地
区
の
セ
ー
ル
ス
と
サ
ー
ビ
ス
に
責
任
を
持

ち
、
他
の
地
区
に
侵
入
し
な
い
と
い
う
厳

重
な
取
り
決
め
が
あ
っ
た
。 

デ
ィ
ー
ラ
ー
に
と
っ
て
は
、
ど
の
地
区
を
割

当
ら
れ
る
か
が
死
活
問
題
で
あ
り
、
メ
ー

カ
ー
の
販
売
部
も
、
で
き
る
だ
け
販
売
力

の
あ
る
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
販
売
権
を
与
え
様

と
慎
重
な
評
価
を
行
っ
て
い
た
。 

不
況
が
進
む
に
つ
れ
、
脱
落
す
る
デ
ィ
ー

ラ
ー
も
出
て
き
た
。
初
め
の
頃
は
、
デ
ィ
ー

ラ
ー
へ
の
資
金
的
テ
コ
入
れ
を
し
て
い
た
が
、

深
刻
な
不
況
の
前
に
は
、
そ
れ
も
、
つ
け

焼
き
刃
同
様
だ
っ
た
。
自
ら
を
助
け
る
直

営
販
売
店
設
立
の
気
運
が
、
こ
う
し
て
盛

り
上
が
っ
て
い
っ
た
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
実
験
的
に
直
接
全

資
金
を
出
し
た
直
営
店
を
作
っ
た
が
、

１
９
３
０
年
に
は
、
フ
ァ
イ
ア
ス
ト
ン
が
直
営 

店
設
置
に
、
２
５
０
０
万
ド
ル

（
約
９０
億
円

…
掲
載
当
時
換
算
）
を
計
上
、
た
ち
ま
ち

他
社
も
直
営
店
設
置
を
始
め
た
。

も
ち
ろ
ん
「
ス
ト
ア
・
シ
ョ
ッ
ク
」
ば
か
り
が
、

こ
う
し
た
販
売
改
革
の
原
因
で
は
な
い
。
空

気
入
り
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
が
、
ソ
リ
ッ
ド
タ

イ
ヤ
に
と
っ
て
替
わ
り
、
都
会
の
舗
装
道
路

が
、
主
要
都
市
間
を
結
ぶ
国
道
に
伸
び
て

い
き
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
発
達
が
、
も
う
ひ

と
つ
の
原
因
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
新
し
い
タ
イ
ヤ
の
需
要
市
場
に
対
し

て
、
メ
ー
カ
ー
も
何
ら
か
の
対
抗
策
が
必

要
に
な
っ
て
き
た
。
運
送
会
社
、
建
設
会

社
、 

自
家
用
ト
ラ
ッ
ク
の
多
い
会
社
な
ど
か

ら
、
ス
ト
ア
や
自
動
車
会
社
な
み
の
安
い

単
価
で
タ
イ
ヤ
を
売
っ
て
欲
し
い
と
い
う
大

口
契
約
の
要
求
が
出
て
き
た
か
ら
だ
。 

し

か
も
、
そ
の
契
約
は
、
修
理
、
補
給
そ
の

他
の
サ
ー
ビ
ス
を
広
範
囲
な
地
域
に
わ
た
っ

て
要
求
し
て
き
た
。
こ
う
な
る
と
、
今
ま

で
の
地
区
別
分
担
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
は
手
に

負
え
な
い
。
組
織
が
物
を
い
う
直
営
店
で

な
く
て
は
で
き
な
い
契
約
で
あ
る
。 

こ
う
し
て
、
チ
ェ
―
ン
ス
ト
ア
か
ら
直
営

店
と
販
売
ル
ー
ト
は
変
わ
っ
て
き
た
が
、

１
９
２
０
年
代
の
不
況
の
時
代
に
生
ま
れ
た

第
２
の
窓
口
と
し
て
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

の
販
売
が
考
え
出
さ
れ
て
き
た
。
今
で
こ

そ
Ｓ
Ｓ
と
タ
イ
ヤ
販
売
は
切
り
離
せ
な
い

も
の
だ
が
、
こ
の
方
式
が
採
用
さ
れ
た
の
は
、

１
９
３
０
年
頃
で
あ
る
。 

石
油
会
社
が
ス
タ
ン
ド
で
タ
イ
ヤ
の
販
売
を

始
め
た
の
は
、
記
録
に
よ
る
と
、
１
９
２
９

年
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
が
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

と
、
フ
ァ
イ
ア
ス
ト
ン
と
の
２
社
と
契
約
を

結
ん
だ
の
が
皮
切
り
で
あ
っ
た
。
他
の
石
油

会
社
は
、
し
ば
ら
く
成
り
ゆ
き
を
見
つ
め

て
い
た
が
、
売
れ
行
き
が
好
調
と
み
る
や
、

続
々
タ
イ
ヤ
の
販
売
を
開
始
し
始
め
た
。 

ひ
と
つ
の
石
油
会
社
で
も
、
全
国
に
数
千
の

ス
タ
ン
ド
を
持
っ
て
い
た
か
ら
、
一
軒
の
ス

タ
ン
ド
の
売
り
上
げ
は
わ
ず
か
で
も
、
全

国
的
に
見
る
と
、
か
な
り
の
数
字
に
な
っ
て

く
る
。
と
く
に
田
舎
町
で
、
タ
イ
ヤ
販
売

店
の
な
い
町
の
ス
タ
ン
ド
は
大
き
な
販
売
量

を
示
し
て
い
っ
た
。 

オ
ー
ナ
ー
達
は
価
格
の
安
い
ス
ト
ア
で
タ
イ

ヤ
を
買
い
、
急
ぐ
時
は
、
馴
染
み
の
ス
タ
ン

ド
で
買
う
習
慣
が
つ
い
て
き
た
。

こ
れ
が
、
１
９
３
５
年
頃
に
は
、
ガ
ソ
リ
ン

と
水
を
補
給
し
て
も
ら
う
つ
い
で
に
、
タ
イ

ヤ
の
交
換
を
頼
み
、
本
人
は
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

み
な
が
ら
待
つ
時
代
に
な
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク

は
大
き
い
デ
ィ
ー
ラ
ー
や
、
直
営
店
に
購

入
、
修
理
、
補
給
を
任
せ
る
事
が
当
た
り

前
と
な
り
、
１
０
年
前
に
比
べ
る
と
、
タ
イ

ヤ
販
売
の
窓
口
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
。 

１
９
３
３
年
、
ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
保
有

台
数
は
、
ト
ラ
ッ
ク
と
バ
ス
を
除
い
て
、

約
２
６
０
０
万
台
。
こ
れ
に
対
し
て
、
タ

イ
ヤ
販
売
の
窓
口
は
、
１８
万
３
０
０
０

店
。
１
店
当
た
り
、
平
均
、
１
４
０
０
台

と
な
り
、
１
９
２
６
年
の
タ
イ
ヤ
小
売
店

７
万
５
０
０
０
店
時
代
か
ら
見
る
と
、
約
２
・

５
倍
に
増
加
し
て
い
っ
た
。 

中
で
も
、
一
番
遅
く
窓
口
と
な
っ
た
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
、
２
～
３
年
の
間
に
、
急

速
に
ル
ー
ト
を
伸
ば
し
て
き
た
。

■
タ
イ
ヤ
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
…
８
万
４
０
０
０

店 ■
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
…
４
万
店 

■
メ
ー
カ
ー
直
営
店
…
１
３
５
０
店

■
シ
ア
ー
ズ
と
ワ
ー
ド
…
９
０
０
店

■
ウ
エ
ス
タ
ン
・
オ
ー
ト
…
３
７
５
店 

■
そ
の
他
の
ス
ト
ア
…
２
万
店 

こ
れ
が
、
そ
の
販
売
ネ
ッ
ト
で
あ
る
。 

こ
こ
で
気
付
く
こ
と
は
、
一
時
ス
ト
ア
に
押

さ
れ
て
い
た
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
根
強
い
販
売
力

で
あ
る
。
ス
ト
ア
や
ス
タ
ン
ド
が
企
業
力
に

よ
っ
て
花
々
し
い
販
売
戦
を
展
開
し
て
い
る

の
を
黙
っ
て
見
て
い
る
様
な
事
は
な
か
っ
た
。 

自
分
の
資
本
で
店
を
経
営
し
、
そ
の
土
地

に
住
み
、
家
族
を
養
う
た
め
に
は
、
足
で
、

顔
で
、
サ
ー
ビ
ス
で
客
を
求
め
て
い
っ
た
。

小さなグッドイヤーから、アメリカ一のタイヤ会社になり、さらに、破産に

追い込まれても、グッドイヤーの技術陣は全力を挙げ、価格、品質改善の研

究を続けた。



も
う
ひ
と
つ
の
見
方
を
す
れ
ば
、
直
営
店

の
店
長
の
様
に
、 

町
か
ら
町
へ
成
績
に
よ
っ

て
転
任
し
て
回
る
他
国
人
で
も
な
く
、 

チ
ェ

ー
ン
ス
ト
ア
の
店
主
の
よ
う
に
、
手
紙
の
注

文
だ
け
で
客
を
判
断
す
る
も
の
で
も
な
く
、

直
接
、
お
客
と
話
し
合
っ
て
、
そ
の
ふ
と
こ

ろ
具
合
に
よ
っ
て
は
、
月
賦
の
相
談
に
も
乗

り
、
ス
タ
ン
ド
の
様
に
売
る
だ
け
で
は
な
く
、

修
理
も
す
れ
ば
、
配
達
も
す
る
、 
そ
の
上
、

在
庫
品
種
を
豊
富
に
す
る
事
に
よ
っ
て
対

抗
し
て
い
っ
た
。

５　

バ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル

タ
イ
ヤ
の
販
売
手
段
は
、
１
９
２
０
年
代
か

ら
３０
年
代
に
か
け
て
、
大
き
く
変
化
し
て

い
っ
た
が
、
タ
イ
ヤ
の
販
売
量
が
そ
れ
だ
け

増
え
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
ど

ん
な
に
知
恵
を
絞
っ
て
セ
ー
ル
ス
を
し
て
も
、

現
状
を
護
る
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
。 

こ
こ
で
、
こ
の
項
の
最
初
に
述
べ
た

「
３
つ
の

不
況
の
原
因
」
に
戻
る
訳
だ
。

タ
イ
ヤ
店
に
と
っ
て
、
致
命
的
な
原
因
で

あ
り
、
事
務
所
の
家
賃
、
従
業
員
の
給
料
、

そ
れ
に
も
増
し
て
、
タ
イ
ヤ
支
払
い
手
形

の
期
限
も
頭
の
痛
い
問
題
だ
っ
た
。 

ス
ト
ッ
ク
を
抱
え
た
、
あ
る
タ
イ
ヤ
店
は
、

つ
い
に
バ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル
を
始
め
て
し
ま
っ

た
。
儲
け
な
し
で
あ
り
、
損
し
て
も
不 

渡

り
手
形
を
出
し
て
倒
産
す
る
よ
り
ま
し
だ
、

と
い
う
事
だ
。
あ
る
町
で
タ
イ
ヤ
の
バ
ー
ゲ

ン
が
あ
れ
ば
、
隣
の
町
の
消
費
者
は

「
値

引
き
し
な
け
れ
ば
、
向
こ
う
の
町
で
買
う

ぞ
」
と
、
タ
イ
ヤ
店
を
脅
か
し
、
タ
イ
ヤ

の
安
売
り
は
、
野
火
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い

っ
た
。
こ
の
安
売
り
の
帳
尻
は
、
最
後
は
メ

ー
カ
ー
に
か
ぶ
さ
っ
て
き
た
。

Ｕ
Ｓ
ラ
バ
ー
は
、
創
立
以
来
初
め
て
無
配
と

な
り
、
ア
ジ
ャ
ッ
ク
ス
社
と
、
マ
ク
ラ
レ
ン

社
は
合
併
。
メ
ー
ソ
ン
社
は
倒
産
。
タ
イ

ヤ
以
外
に
、
医
療
用
ゴ
ム
製
品
で
有
名
な

ミ
ラ
ー
社
と
、
ゴ
ム
靴
部
門
が
優
れ
て
い
た
、

フ
ッ
ド
社
の
両
社
は
、
グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
に
吸

収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

ま
た
、
ケ
リ
ー
・
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド

は
、
１
９
２
０
年
に
、
ア
ク
ロ
ン
工
場
を
売

却
、
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
だ
け
に
専
念
し
て
い

た
が
、
１
９
３
５
年
に
は
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

に
身
を
寄
せ
、
フ
ラ
ン
ス
の
メ
ー
カ
ー
、
ミ

シ
ュ
ラ
ン
の
ア
メ
リ
カ
工
場
は
閉
鎖
さ
れ
、

ス
ワ
イ
ン
ハ
ー
ト
、
マ
ラ
ソ
ン
、
ス
タ
ー
・
ア

ン
ド

・
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
、
フ
ェ
デ
ラ
ル
、
ラ
シ

ー
ヌ
と
い
っ
た
中
級
メ
ー
カ
ー
な
ど
も
、
相

次
ぎ
倒
産
し
て
し
ま
っ
た
。

か
つ
て
の
５
大
会
社
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
、
フ
ィ

ス
ク
は
企
業
を
縮
小
し
て
し
ま
い
、
ア
メ
リ

カ
の
ビ
ッ
グ
フ
ァ
イ
ブ
は
、
１
９
３
０
年
、
ビ

ッ
グ
４
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
フ
ィ
ス
ク

も
、
１
９
３
９
年
、
Ｕ
Ｓ
ラ
バ
ー

（
現
ユ
ニ
ロ

イ
ヤ
ル
…
掲
載
当
時
）
に
吸
収
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。 

こ
の
不
況
に
ピ
リ
オ
ッ
ド
を
打
っ
た
の
は
結

局
、
第
二
次
大
戦
の
勃
発
だ
っ
た
が
、
そ
の

時
、
ビ
ッ
グ
４
に
次
ぐ
会
社
と
し
て
は
、
ゼ

ネ
ラ
ル
、
サ
イ
ベ
リ
ン
グ

（
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

の
初
代
社
長
が
創
設
し
た
別
会
社
）
、
イ
ン

デ
ィ
ア
、
モ
ホ
ー
ク
な
ど
数
社
が
残
っ
て
い

る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

し
か
し
、
皮
肉
な
事
に
、
ア
メ
リ
カ
史
を

紐
解
く
と
、
こ
の
２０
年
代
を
「
黄
金
の
繁
栄
」

と
見
て
い
る
。
特
に
、
①
自
動
車
、
電
気

産
業
の
発
達
、
②
建
設
ブ
ー
ム
、
③
海
外

投
資
の
増
加
、
対
外
貿
易
の
好
調
の
３
つ
が
、

黄
金
の
繁
栄
を
支
え
て
い
た
。
そ
の
工
業

力
に
対
し
て
、
農
業
は
衰
退
の
一
途
を
辿
っ

て
い
た
。 

ま
た
、
石
炭
、
繊
維
産
業
も
、
タ
イ
ヤ
産

業
と
同
じ
様
に

「
黄
金
の
工
業
界
」
と
は

別
世
界
の
様
だ
っ
た
。 

自
動
車
が
急
激
に
普
及
し
て
い
る
の
に
―
。 

（
つ
づ
く
） 
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この 「グッドイヤー物語」 は、 月刊タイヤ、 1969 年 7 月号から 1970 年 5 月号までに

連載された記事である。
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渡　辺　城一郎　氏　著

【第 8回】

戦争が求めた合成ゴム

「戦時中のグッドイヤーの社史はない」と言っているが、タイヤばかりか航空

機の有力メーカーにまでのしあがり、今日の宇宙科学の基礎を築いていった。

１　

宣
戦
な
き
参
戦 

１
９
３
９
年
９
月
１
日
、
ナ
チ
党
の
総
統
ヒ

ッ
ト
ラ
ー
の
率
い
る
ド
イ
ツ
軍
は
、
宣
戦
布

告
も
せ
ず
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
入
し
た
。

３
日
後
に
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
両
国
が
ド

イ
ツ
に
宣
戦
し
た
が
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
占
領
の

勢
い
に
の
っ
た
ド
イ
ツ
軍
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
北
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ

ル
ギ
ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
と
爪
を
伸
ば
し

「
ハ
イ
ル 

・
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
」
の
電
撃
作
戦
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
完

全
に
握
っ
て
し
ま
っ
た
。
１
９
４
０
年
５
月
２８

日
に
は
、
ダ
ン
ケ
ル
ク
の
イ
ギ
リ
ス
軍
が
総

退
却
を
開
始
、
６
月
１０
日
は
、
イ
タ
リ
ヤ
が
、

英

・
仏
に
宣
戦
、
１４
日
に
は
、
パ
リ
も
ド

イ
ツ
軍
の
無
血
入
城
と
い
う
事
態
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
は
慎
重
だ
っ
た
。
と

い
う
よ
り
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
、

１
９
３
８
年
の
終
り
頃
か
ら
、
大
戦
勃
発
の

見
通
し
を
持
ち
な
が
ら
、
国
内
の
孤
立
主

義
的
気
運
と
恐
慌
が
依
然
解
決
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
指
導
力
不
足
の
た
め
に
、
イ
ギ

リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
側
に
味
方
す
る

「
参
戦
」

の
方
針
に
踏
み
切
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
。 

し
か
し
、
ド
イ
ツ
軍
の
明
白
な
侵
略
行
為

は
、
ア
メ
リ
カ
の
世
論
を
動
か
し
、
陸
海

空
三
軍
の
大
拡
張
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス

へ
の
軍
事
援
助
な
ど
の
臨
戦
体
制
が
進
め
ら

れ
て
い
っ
た
。 

「
長
い
灰
色
の
道
」
を
た
ど
っ
た
ア
メ
リ
カ
の

タ
イ
ヤ
産
業
界
は
、
こ
の
、
第
二
次
大
戦

勃
発
に
よ
っ
て
、
何
か
を
期
待
す
る
も
の
が

盛
り
上
が
っ
て
き
た
。
結
果
的
に
は
、
戦

火
が
不
況
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
事
に
な
る

が
、
ア
メ
リ
カ
の
背
景
は
、
タ
イ
ヤ
産
業

界
の
思
惑
を
よ
そ
に
、
新
し
い
段
階
を
迎

え
て
い
っ
た
。 

１
９
４
０
年
９
月
２２
日
に
は
、
日
本
軍
が

フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
の
北
部
に
進
駐
、

２
７
日
に
は
、
日
独
伊
三
国
同
盟
が
結
ば

れ
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
諸
国
の
侵
略
が
露
骨
に
な

っ
て
き
た
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
、
こ

れ
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
を
民
主
主
義
の
兵

器
廠
た
ら
ん
と
希
望
し
、
１
９
４
１
年
３
月

に
、
武
器
貸
与
法
を
成
立
さ
せ
、
ソ
連
を

含
む
連
合
国
の
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
闘
争
の
支
柱

の
役
割
り
を
果
た
す
事
に
し
た
。 

こ
の
、
軍
需
生
産
の
方
針
に
よ
っ
て
、
戦
争

ば
か
り
か
、
世
界
全
て
の
状
態
を
大
き
く

変
化
さ
せ
て
い
っ
た
が
、
タ
イ
ヤ
産
業 

も

品
質

・
技
術
、
そ
し
て
合
成
ゴ
ム
の
発
展
へ

と
、
目
覚
ま
し
い
需
要
形
体
の
改
革
が
行

わ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
意
味
か
ら
、
参
戦
前

後
の
ア
メ
リ
カ
の
動
き
を
見
つ
め
て
、
近
代

タ
イ
ヤ
産
業
の
母
胎
を
考
え
て
み
た
い
。 

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
提
案
の
武
器
貸
与
法

が
成
立
し
て
２
週
間
目
、
ド
イ
ツ
海
軍
は
、

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
間
の
水

域
に
進
出
し
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
ギ
リ
ス
援
助

を
妨
害
し
始
め
た
。
ア
メ
リ
カ
も
、
国
内

の
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
系
資
産
を
凍
結
し

た
が
、
ド
イ
ツ
潜
水
艦
は
、
ア
メ
リ
カ
駆

逐
艦
の
魚
雷
攻
撃
を
も
っ
て
応
え
た
。
も

ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
の
日
本
資
産
も
凍
結

し
、
日
本
が
最
も
困
窮
し
て
い
た
石
油
の

対
日
輸
出
も
全
面
的
に
禁
止
し
た
。
そ
し

て
世
界
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の

２
大
勢
力
対
決
へ
と
急
進
し
た
。
１
９
４
１

年
８
月
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
と
イ
ギ
リ

ス
の
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
の
間
で
、
大
西
洋
憲

章
を
発
表
し
、
領
土
不
拡
大
、
不
可
侵
、

民
族
自
決
、
経
済
協
力
、 

安
全
保
障
な
ど
、

８
項
目
を
決
め
、
連
合
国
の
戦
争
目
的
を

打
ち
出
し
た
。
ソ
連
は
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ

リ
ス
が
、
ソ
連
を
排
除
し
た
事
に
不
満
を

示
し
た
が
、 

フ
ァ
シ
ズ
ム
打
倒
と
い
う
共
通

の
目
標
に
向
か
っ
て

「
奇
妙
な
同
盟
」
の
結

果
を
強
め
て
い
っ
た
。 

ア
メ
リ
カ
は

「
宣
戦
布
告
な
き
参
戦
」
と

い
う
、
微
妙
な
立
場
に
あ
っ
た
が
、
国
内
の

世
論
は
、
参
戦
を
支
持
す
る
者
が
３８
％
と

い
う
程
度
で
、
な
お
、
参
戦
回
避
が
可
能

で
あ
る
―
と
考
え
、
望
ん
で
い
た
。



２　

真
珠
湾
奇
襲
の
刺
激

今
度
は
、
日
米
の
対
立
だ
け
を
見
て
み
よ

う
。 

１
９
３
９
年
７
月
２６
日
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本

政
府
に
対
し
、
１
９
１
１
年
以
来
の
日
米
通

商
条
約
の
破
棄
を
通
告
し
て
き
た
。 

野
村

外
相

・
グ
ル
ー
駐
日
大
使
の
間
で
協
調
会

談
が
始
め
ら
れ
て
い
た
が
、
日
本
は
、
ド

イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
制
覇
に

力
を
得
て
、
南
進
政
策
を
決
め
、
三
国
同

盟
の
第
三
条
で
も
、
明
ら
か
に
、
ア
メ
リ

カ
を
名
指
し
た

「
…
現
在
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦

争
、
あ
る
い
は
、
日
中
抗
争
に
関
係
し
て

い
な
い
一
国
…
」
と
う
た
い
、
日
米
関
係
の

平
和
解
決
は
不
可
能
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
は
、
石
油
の
ほ
か
、
鉄
屑
の
対
日

輸
出
も
止
め
る
な
ど
、
経
済
的
圧
力
を
強

め
始
め
て
い
た
。
一
方
、
日
本
で
も
、
御

前
会
議
は

「
情
勢
の
推
移
に
伴
う
帝
国
国

策
要
綱
」
を
決
定
し
、
対
米
英
戦
も
辞
せ

ず
の
態
度
を
固
め
つ
つ
あ
っ
た
。
７
月
に
は
、

ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン

ダ
も
日
本
資
産
の
凍
結
措
置
を 

執
り
、
８

月
２８
日
、
日
本
は
、
野
村
大
使
を
通
じ
、

日
米
首
脳
会
談
を
提
唱
し
た
が
、
ア
メ
リ

カ
は
拒
否
し
て
き
た
。
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
・

イ
ギ
リ
ス
と
の
開
戦
を
１１
月
下
旬
と
定
め
、

準
備
を
進
め
、
近
衛
内
閣
か
ら
東
条
内
閣

に
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
、
日
米
間
は
、
最
後

的
局
面
を
迎
え
様
と
し
て
い
た
。
１１
月
２２

日
、
日
米
会
談
が
始
ま
っ
た
が
、
ア
メ
リ

カ
が
提
出
し
た

「
ハ
ル
ノ
ー
ト
」
は
、
中
国
・

イ
ン
ド
シ
ナ
か
ら
日
本
軍
撤
退
の
要
求
を

含
む
も
の
で
、
日
本
が
認
め
る
も
の
で
な
い

事
は
充
分
承
知
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

１２
月
１
日
の
御
前
会
議
で
、
イ
ギ
リ
ス
、

ア
メ
リ
カ
、
オ
ラ
ン
ダ
と
の
開
戦
を
決
定
し

た
。

ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
の
奇
襲
を
計
算
し
て
い

た
が
、
南
方
攻
撃
を
マ
ー
ク
し
す
ぎ
、
ハ
ワ

イ
を
忘
れ
て
い
た
。

１２
月
８
日
、
日
本
海
空
軍
は
、
つ
い
に
ハ
ワ

イ
真
珠
湾
基
地
の
米
太
平
洋
艦
隊
を
奇
襲

攻
撃
し
た
。 

そ
し
て
、
３
０
０
０
人
の
ア
メ

リ
カ
将
兵
の
命
を
奪
い
、
５
隻
の
戦
艦
を

沈
め
た
。
日
本
軍
は
、
こ
の
作
戦
の
た
め
、

す
で
に
、
１１
月
２５
日
に
は
、
行
動
を
開
始

し
て
い
た
が
、
ド
イ
ツ
軍
と
同
様
、
日
本

軍
の
行
動
は
迅
速
だ
っ
た
。
１０
日
に
は
、
グ

ア
ム
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
上
陸
し
、
マ
レ
ー
沖

で
は
、
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
の
主
力
を
撃
破
し
、

２５
日
に
は
、
香
港
を
占
領
、
翌
年
の
２
月

に
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
占
領
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
を
指
揮
官
と
す
る
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア

メ
リ
カ
軍
を
全
面
撤
退
さ
せ
る
と
い
う
戦

局
に
追
い
や
っ
た
。 

こ
の
、
日
本
の
奇
襲
は
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の

気
持
ち
を
一
変
さ
せ
、
８
日
に
対
日
宣
戦

を
布
告
、
続
い
て
、
対
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ

ア
へ
も
宣
戦
を
通
告
し
た
。 

「
リ
メ
ン
バ
ー
・
パ
ー
ル
・
ハ
ー
バ
ー
」
を
合

言
葉
に
、
ア
メ
リ
カ
の
資
本
主
義
は
、
完

全
に
息
を
吹
き
返
し
て
い
っ
た
。
つ
ま
っ
た

パ
イ
プ
が
直
っ
た
様
な
勢
い
で
、 

国
民
生
産

力
は
膨
れ
上
が
り
、
８
８
６
億
ド
ル
か
ら
、

２
０
０
０
億
ド
ル
に
、
生
産
高
が
迫
っ
た
。

１
９
３
９
年
に
１
２
０
０
万
人
も
い
た
失
業

者
の
大
群
は
、
み
る
み
る
う
ち
に
、
軍
需

産
業
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
。 

３　

タ
イ
ヤ
工
場
で

タ
イ
ヤ
工
場
で

航
空
機
の
生
産

航
空
機
の
生
産

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
社
史
に
は

「
日
米
開
戦
か

ら
終
戦
ま
で
の
物
語
は
存
在
し
な
い
」
と

さ
れ
て
い
る
。 

戦
争
と
い
う
悲
劇
か
ら
見

れ
ば
、
触
れ
た
く
な
い
数
か
も
し
れ
な
い

が
、
ア
メ
リ
カ
の
タ
イ
ヤ
史
は
、
こ
の
期
間

の
推
移
を
書
か
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
。

戦
時
中
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
売
り
上
げ
は
、

１
９
４
１
年
度
、
３
億
３
０
０
０
万
ド
ル
か

ら
、
１
９
４
４
年
度
の
、
７
億
８
０
０
０
万

ド
ル
へ
と
倍
増
し
て
い
っ
た
。 

政
府
に
管
理
さ
れ
た
兵
器
工
場
と
し
て
の

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
だ
か
ら
、
戦
争
ぶ
と
り
と

い
う
言
葉
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
そ
の
売
り

上
げ
は
、
政
府
か
ら
割
り
当
て
ら
れ
た
材

料
で
、
し
か
も
、
軍
の
兵
器
廠
か
ら
派
遣

さ
れ
た
技
師
の
監
督
下
で
、
軍
需
兵
器
を

製
造
、
納
入
し
た
、
名
目
上
の
金
額
だ
っ
た
。

従
っ
て
、
利
益
は
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
と
い
っ
た
状

態
だ
っ
た
。 

こ
れ
を
利
益
率
か
ら
見
る
と
、
１
９
４
０
年
、

平
時
最
後
の
年
度
は
、
４
・
８
％
だ
っ
た
が
、

翌
１
９
４
１
年
は
、
３
・
９
％
、
次
の
１
年
は
、

３
・
２
％
、
４
３
年
は
、
２
・
０
％
、
４
４
年
、
１
・

９
％
、
そ
し
て
、
終
戦
の
年
、
１
９
４
５
年

に
初
め
て
２
・
１
％
ま
で
に
回
復
す
る
と
い
っ

た
状
態
だ
っ
た
。 



こ
の
頃
の
ア
メ
リ
カ
は
、
戦
争
遂
行
に
直
接

貢
献
し
な
い
物
資
は
、
全
て

「
ノ
ン
・
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
」
と
し
て
、
生
産
中
止
を
命
じ

ら
れ
て
い
た
。

デ
ト
ロ
イ
ト
の
乗
用
車
生
産
と
、
ア
ク
ロ

ン
の
乗
用
車
用
タ
イ
ヤ
の
生
産
も
、
非

戦
闘
用
産
業
と
し
て
、
生
産
中
止
と
な

っ
た
。
ひ
と
月
前
に
当
た
る
、
１１
月
の
全

ア
メ
リ
カ
で
の
乗
用
車
タ
イ
ヤ
生
産
本
数

は
、
３
１
０
万
本
だ
っ
た
が
、
１２
月
に
は
、

１
９
０
万
本
に
、
翌
１
月
に
は
、
２３
万
本
、

そ
し
て
、
７
月
に
は
、
わ
ず
か
６
万
本
に
減

っ
て
し
ま
っ
た
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
倉
庫
に

あ
っ
た
、
３
５
０
万
本
は
、
政
府
に
凍
結
さ

れ
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
６
万
人
の
従
業
員
は
、

大
半
が
航
空
機
タ
イ
ヤ
、
戦
闘
機
用
ホ
イ

ー
ル
と
、
ブ
レ
ー
キ
生
産
に
配
置
転
換
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。 

ま
た
、
戦
争
の
激
化
に
伴
い
、
各
地
の
タ

イ
ヤ
工
場
は
本
格
的
に

「
Ｂ
２９
」
「
Ｐ
３８
」

な
ど
の
航
空
機
生
産
に
乗
り
出
し
、

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
も
、
規
模
に
お
い
て
、
ア
メ

リ
カ
１０
大
航
空
機
製
造
会
社
の
ひ
と
つ
に

数
え
ら
れ
る
程
に
な
っ
た
。

専
門
の
ゴ
ム
製
品
に
つ
い
て
は
、 

ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
の
巨
大
な
タ
イ
ヤ
か
ら
、
ジ
ー
プ
の

引
っ
張
る
小
型
荷
物
専
用
車
の
タ
イ
ヤ
、

爆
撃
機
の
低
圧
タ
イ
ヤ(

急
造
の
滑
走
路

用)

か
ら
艦
載
機
用
高
圧
タ
イ
ヤ
と
、
あ

ら
ゆ
る
兵
器
の
タ
イ
ヤ
を
生
産
し
て
い
た
。 

ま
た
、
海
兵
隊
が
太
平
洋
諸
島
の
上
陸
作

戦
に
使
っ
た
ゴ
ム
ボ
ー
ト
、
メ
イ
ウ
エ
ス
ト

式
救
命
胴
着
、
航
空
機
に
搭
載
す
る
救
命

ゴ
ム
ボ
ー
ト
、
敵
地
で
川
に
浮
か
べ
て
、
そ

の
上
に
橋
を
か
け
る
、
ゴ
ム
製
ハ
シ
ケ
と
い
っ

た
ゴ
ム
製
品
も
、
機
械
を
休
め
る
間
も
な

く
生
産
さ
れ
て
い
く
。 

４　

壊
れ
な
い
燃
料
タ
ン
ク 

ス
タ

ー
リ

ン
グ

ラ

ー
ド

攻

防

戦

は
、

１
９
４
３
年
２
月
２
日
、
ド
イ
ツ
軍
の
降
伏

で
終
わ
り
を
告
げ
た
。
９
月
３
日
に
は
、

イ
タ
リ
ア
の
総
統
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
に
代
わ

る
、
バ
ド
リ
オ
政
権
が
イ
タ
リ
ア
無
条
件

降
伏
に
署
名
、
同
じ
頃
、
太
平
洋
戦
線

で
は
、
日
本
軍
の
攻
勢
が
衰
え
、
ア
メ
リ

カ
軍
が
、
戦
闘
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
。

１
９
４
４
年
６
月
６
日
に
は
、
歴
史
的
な
ノ

ル
マ
ン
デ
ィ
作
戦
が
開
始
さ
れ
、
連
合
軍
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
で
大
反
撃
を
展
開
し
た
。 

太
平
洋
戦
線
も
、
レ
イ
テ
島
に
上
陸
、
さ

ら
に
、
レ
イ
テ
沖
海
戦
で
も
、
特
攻
機
カ

ミ
カ
ゼ
の
犠
牲
も
空
し
く
、
日
本
艦
隊
は

敗
北
を
続
け
、
戦
局
の
帰
趨
は
あ
き
ら
か

に
な
っ
た
。 

戦
争
の
長
期
化
は
、
武
器
を
大
き
く
進
歩

さ
せ
た
。
一
発
ご
と
に
装
填
す
る
小
銃
も
、

連
続
半
ダ
ー
ス
の
弾
丸
を
引
き
金
ひ
と
つ 

で
発
射
す
る
歩
兵
銃
、
大
量
殺
人
を
可
能

に
し
た
カ
ー
ビ
ン
銃
か
ら
、
日
本
に
と
ど
め

を
刺
し
た
原
爆
の
開
発
、
レ
ー
ダ
ー
の
実
用

化
な
ど
、
近
代
科
学
の
全
て
が
戦
争
の
た

め
に
動
員
さ
れ
た
。
ゴ
ム
工
業
も
、
例
外

で
は
な
い
。

ガ
ソ
リ
ン
に
侵
さ
れ
な
い
、
弾
丸
が
貫
通
し

て
も
ガ
ソ
リ
ン
漏
れ
の
な
い
、
そ
し
て
引
火

も
し
な
い
燃
料
タ
ン
ク
が
要
求
さ
れ
、
つ
い

に
は
、
ゴ
ム
の
運
命
を
も
一
変
さ
せ
た
。
―

「
合
成
ゴ
ム
」
の
開
発
促
進
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
燃
料
タ
ン
ク
は
、
レ
ー
ヨ
ン
を
中
心
に

は
さ
み
込
み
、
表
と
裏
に
天
然
ゴ
ム
の
層

を
ベ
ニ
ヤ
板
の
よ
う
に
張
り
合
わ
せ
る
。
天

然
ゴ
ム
の
弾
力
は
、
弾
丸
が
貫
通
し
て
も
、

金
属
性
の
タ
ン
ク
の
様
に
大
き
く
は
じ
け
裂

け
て
穴
を
あ
か
さ
ず
、
む
し
ろ
逆 

に
閉
じ

て
し
ま
う
利
点
が
あ
る
。
し
か
し
、
天
然

ゴ
ム
は
ガ
ソ
リ
ン
に
溶
け
る
弱
点
が
あ
る
。

そ
こ
で
内
側
に
は
、
ガ
ソ
リ
ン
に
変
化
し
な

い
合
成
ゴ
ム

「
ブ
ナ
Ｎ
」
を
張
り
、
外
側

を
レ
ー
ヨ
ン
の
繊
維
で
補
強
し
た
の
だ
。 

こ
の
タ
ン
ク
の
開
発
で
、
米
軍
機
の
被
害
は

目
に
見
え
て
減
り
、
カ
ミ
カ
ゼ
の
射
手
達
の

ク
ビ
を
ひ
ね
ら
せ
て
い
た
。
日
本
軍
部
は
、

弾
丸
の
粗
悪
化
を
嘆
き
、
メ
ー
カ
ー
達
は
、

パ
イ
ロ
ッ 

ト
の
質
の
低
下
の
た
め
と
、
お
互

い
に
責
任
の
転
化
に
終
始
し
た
裏
話
も
あ

る
。 

こ
れ
は
、
合
成
ゴ
ム
利
用
の
、
ほ
ん
の
ひ
と

つ
の
事
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
第
二
次
大
戦
が

生
ん
だ
産
物
の
中
で
、
こ
れ
ほ
ど
需
要
の
枠

を
拡
げ
た
も
の
は
な
い
。

５　

代
用
ゴ
ム
の
研
究

ド
イ
ツ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
進

出

し
た

１
９
３
９
年

（
昭
和
１４
年
）
９
月
、
ア

メ
リ

カ
に
は
、

ゴ
ム
の
ス
ト

ッ
ク

が
、

１２
万
５
０
０
０
ト
ン
し
か
な
か
っ
た
。
こ
れ

は
、
平
時
に
お
け
る
ゴ
ム
の
、
１
カ
月
分
消

費
量
で
あ
る
。 

政
府
は
軍
需
物
資
調
達
の

た
め
に
ゴ
ム
会
社
を
設
立
し
た
が
、
グ
ッ
ド

イ
ヤ
ー
か
ら
も
数
十
人
の
社
員
が
出
向
を

命
じ
ら
れ
た
。
彼
ら
は
、
公
社
職
員
と
し

て
世
界
中
を
飛
び
回
り
、
ゴ
ム
の
買
い
付
け

を
始
め
た
。
こ
う
し
て
日
米
開
戦
の
時
に

は
、
約
１
０
０
万
ト
ン
、
ほ
ぼ
１
年
分
の
ス

ト
ッ
ク
が
集
め
ら
れ
た
。 

と
こ
ろ
が
、
日
本
軍
が
、
世
界
の
ゴ
ム
の
９

割
を
供
給
し
て
い
た
マ
レ
ー
シ
ア
と
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
を
占
領
し
た
時
は
、
ゴ
ム
公
社
ば

か
り
か
、
連
合
軍
の
兵
器
工
場
だ
っ
た
ア
メ

リ
カ
に
、
一
大
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
。
ス
ト

ッ
ク
を
使
い
果
た
し
た
１
年
後
に
は
、
軍
用

ト
ラ
ッ
ク
を
は
じ
め
、
航
空
機
ま
で
動
か

な
く
な
る
計
算
で
あ
る
。 

合
成
ゴ
ム
の
研
究
は
、
第
一
次
大
戦
中
に

も
行
な
わ
れ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
海
軍
に

海
上
を
封
鎖
さ
れ
た
ド
イ
ツ
で
進
め
ら
れ 

当
時
は
、
エ
ル
ザ
ッ
ツ
・
ゴ
ム

（
代
用
ゴ
ム
）

と
呼
ば
れ
て
い
た
。 

ゴ
ム
の
分
子
も
石
炭
の
分
子
も
同
じ
炭
化

水
素
で
あ
る
事
に
目
を
付
け
、
石
炭
か
ら

ゴ
ム
を
作
り
出
し
、
こ
れ
を
、
一
部
の
ト
ラ

ッ
ク
タ
イ
ヤ
や
、
野
戦
砲
の
部
品
に
使
っ
て

い
た
。 

し
か
し
、
第
一
次
大
戦
終
結
と
同
時
に
、

そ
の
必
要
が
な
く
な
り
、
研
究
、
生
産
が

ス
ト
ッ
プ
し
た
が
、
第
二
次
大
戦
が
始
ま
る

と
、
ド
イ
ツ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
海
上
封
鎖

を
恐
れ
て
、
再
び
代
用
ゴ
ム
の
研
究
を
進

め
て
い
た
。 

ド
イ
ツ
の
合
成
ゴ
ム
は
、
ブ
ナ
型
と
呼
ば

れ
、
ブ
ナ
Ｎ
は
、
油
を
は
じ
く
性
質
が
あ
り
、

ブ
ナ
Ｓ
は
、
弾
力
性
が
あ
っ
て
、
タ
イ
ヤ
の

ト
レ
ッ
ド
に
向
い
て
い
た
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
創
設
の
頃
、
ゴ
ム
価

の
暴
騰
に
苦
し
ん
だ
あ
げ
く

「
代
用
ゴ
ム
」

と
し
て
、
合
成
ゴ
ム
の
研
究
を
手
掛
け
て
い

た
が
、
そ
の
生
産
原
価
は
、
天
文
学
的
な

数
字
に
達
し
、
と
て
も
商
業
ベ
ー
ス
に
乗
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
研

究
を
怠
っ
た
訳
で
は
な
い
。
ド
イ
ツ
の
エ
ル

ザ
ッ
ク
・
ゴ
ム
を
研
究
す
る
た
め
、
グ
ッ
ド

イ
ヤ
ー
技
術
研
究
所
の
、
デ
イ
ン
ズ
モ
ア
技

師
は
、
何
度
も
ド
イ
ツ
を
訪
ね
、
独
自
の

製
造
法
の
研
究
を
進
め
て
い
た
。 

ド
イ
ツ
の
ブ
ナ
型
ゴ
ム
は
、
炭
化
水
素
の
結

合
に
は
、
４
時
間
の
反
応
時
間
が
必
要
だ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
デ
イ
ン
ズ
モ
ア
技
師
は
、

結
合
を
早
め
る
た
め
に
、
石
鹸
水
に
よ
る

乳
合
化
の
方
法
を
あ
み
出
し
、
１５
時
間
で

結
合
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。 

こ
の
方
法
に
よ
る
ブ
ナ
型
ゴ
ム
は

「
ケ
ミ

ガ
ム
」
と
名
付
け
ら
れ
、
１
９
３
９
年
に

は
、
日
産
１
ト
ン
な
が
ら
、
実
験
工
場
を

持
つ
程
、
実
用
化
へ
進
ん
で
い
っ
た
。
国
内

で
ゴ
ム
を
調
達
で
き
な
い
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
ム

会
社
の
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
た
処
置
だ
っ
た
が
、
グ

ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
１
９
４
０
年
、
こ
の
ケ
ミ

ガ
ム
工
場
に
、
４０
万
ド
ル
を
投
じ
、
年
産

２
０
０
０
ト
ン
の
規
模
に
拡
張
し
て
い
っ
た
。 

６　

石
油
が
生
ん
だ
ゴ
ム 

ド
イ
ツ
の
化
学
者
が
、
合
成
ゴ
ム
の
原
料
を

石
炭
の
炭
化
水
素
に
求
め
た
の
に
対
し
、
ア

メ
リ
カ
の
化
学
者
は
、
同
じ
分
子
を
石
油

に
求
め
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
巨
大
な
石
油

の
産
出
国
で
あ
り
、
石
油
に
つ
い
て
は
、
ど

の
国
よ
り
も
知
り
尽
く
し
て
い
た
。 

そ
こ
で
、
つ
き
つ
め
た
の
は
、
石
油
が
生
ん

だ
合
成
ゴ
ム
の
原
料 

「
ブ
タ
ジ
エ
ン
」
で
あ

る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
ハ
イ
オ
ク
タ
ン
の
航

第2次大戦の頃、生ゴム不足から生まれたスチレン・ブタジェ ン・ラバー (SBR) 

は、 二十世紀のゴムの 利用形態を大きく変えていった。グッドイヤーの工場

施設も合成ゴムに適した生産方式にエスカレートしていく。 



空
機
用
ガ
ソ
リ
ン
の
入
っ
た
タ
ン
ク
の
底
に

溜
ま
る
、
ブ
ヨ
ブ
ヨ
し
た
不
純
物
が

「
ブ
タ

ジ
エ
ン
」
で
あ
る
。
「
ブ
タ
ジ
エ
ン
」
は
、
石

油
ば
か
り
か
、
石
炭
、
石
灰
石
、
天
然
ガ
ス
、

ア
ル
コ
ー
ル
か
ら
も
作
れ
る
。
「
ブ
タ
ジ
エ
ン
」

の
中
に
は
、
炭
化
水
素
の
分
子
が
、
た
く

さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
事
も
わ
か
っ
た
。 

問
題
は

「
ブ
タ
ジ
エ
ン
」
か
ら
、
ゴ
ム
の
持

っ
て
い
る
弾
力
性
を
生
み
出
せ
ば
良
い
訳

だ
。 

こ
れ
は
、
ゴ
ム
を
構
成
す
る
炭
化
水

素
の
分
子
自
体
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
分

子
同
士
の
結
び
つ
き
の
状
態
で
発
生
す
る
も

の
だ
。 

そ
こ
で
炭
化
水
素
の
分
子
の
結
合

の
配
列
を
変
え
る
媒
体
が
何
か
発
見
で
き

れ
ば
良
い
訳
で
あ
る
。 

同
じ
石
油
か
ら
採

れ
る
、
エ
チ
レ
ン
や
コ
ー
ル
タ
ー
ル
か
ら
、
ベ

ン
ジ
ン
を
作
り
出
す
事
が
で
き
る
が
、
こ
の

ベ
ン
ジ
ン
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
ス
チ
レ
ン
と

い
う
物
質
は
、
色
々
な
分
子
の
結
合
状
態

を
破
壊
す
る
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
化
学

者
達
は
、
こ
の
ス
チ
レ
ン
の
破
壊
力
に
注
目

し
た
。 

ス
チ
レ
ン
を

「
ブ
タ
ジ
エ
ン
」
と
混
ぜ
、
熱

す
る
と

「
ブ
タ
ジ
エ
ン
」
の
中
の
炭
化
水

素
分
子
の
結
合
状
態
が
破
壊
さ
れ
、
４
～

５
０
０
０
ぐ
ら
い
の
炭
化
水
素
が
結
合
し

て
、
今
ま
で
よ
り
大
き
い
分
子
に
変
化
し
て

い
く
。
そ
の
分
子
の
結
合
状
態
は
、 

天
然
ゴ

ム
の
分
子
の
結
合
状
態
と
似
て
い
る
―
。
つ

ま
り
、
弾
力
性
が
生
ま
れ
て
く
る
事
が
わ

か
っ
た
。 

こ
の
ス
チ
レ
ン
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
、
再
結

合
す
る
現
象
は
、
ポ
リ
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

（
重
合
）
と
呼
ば
れ
、
そ
の
結
果
か
ら
で
き

る
ラ
テ
ッ
ク
ス

（
牛
乳
の
よ
う
な
乳
液
）
を

固
め
る
と
、
天
然
ゴ
ム
に
似
た
性
質
の
あ
る

物
質
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ
を
学
名

「
ス
チ

レ
ン
ブ
タ
ジ
エ
ン
・
ラ
バ
ー

（
Ｓ
Ｂ
Ｒ
）
」
と

い
う
合
成
ゴ
ム
に
な
る
訳
で
あ
る
。 

こ
の
化
学
者
達
の
成
果
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府

を
動
か
し
た
。 

戦
局
は
、
真
珠
湾
の
痛
手

を
益
々
深
め
、
つ
い
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
も

日
本
の
虎
、
山
下
将
軍
の
手
に
か
か
り

「
イ

エ
ス
か
ノ
ー
か
」
の
急
追
し
た
名
言
の
も
と

に
陥
落
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
時
の
ア
メ
リ

カ
は
、
南
方
資
源
に
替
わ
る
合
成
ゴ
ム
の

本
格
的
生
産
計
画
を
立
て
な
け
れ
ば
、
戦

局
の
転
機
は
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
中
の
化
学
、
石
油
、
ゴ

ム
会
社
を
動
員
し
て
、
合
成
ゴ
ム
生
産
計

画
を
立
て
た
。
１
９
４
２
年
２
月
の
事
で
あ

る
。

モ
ン
サ
ン
ト
、
ダ
ウ
、
コ
ッ
パ
ー
ス
、
カ
ー
ボ

ン
・
ア
ン
ド
・
カ
ー
バ
イ
ド
の
化
学
会
社
は
、

ス
チ
レ
ン
を
製
造
し
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

・
シ

ェ
ル
、
シ
シ
ク
レ
ア
、
サ
ン
、
シ
チ
ー
サ
ー
ビ
ス
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ア
ン
ド

・
ハ
ン
ブ
ル
の
各
石
油

会
社
は

「
ブ
タ
ジ
エ
ン
」
を
作
る
。
そ
し
て
、

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
、
グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
、
フ
ァ
イ

ア
ス
ト
ー
ン
、
Ｕ
Ｓ
ラ
バ
ー
の
ゴ
ム
会
社
は
、

ス
チ
レ
ン
と

「
ブ
タ
ジ
エ
ン
」
を
合
成
し
て

合
成
ゴ
ム
を
作
る
。
残
り
の
中
小
ゴ
ム
会
社

は
、
ふ
た
つ
の
国
策
会
社
に
吸
収
し
て
合
成

ゴ
ム
を
生
産
す
る
。
と
い
う
プ
ラ
ン
だ
。 

石
油
会
社
や
化
学
会
社
の
ス
チ
レ
ン

「
ブ
タ

ジ
エ
ン
」
の
生
産
工
場
は
、
石
油
の
産
地
テ

キ
サ
ス
州
に
集
中
し
て
い
る
た
め
、
グ
ッ
ド

イ
ヤ
ー
は
、
ア
ク
ロ
ン
に
生
産
能
力
、
年
産
、

３
万
ト
ン
の
工
場
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
と
、
テ
キ
サ
ス
州
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
、

そ
れ
ぞ
れ
、
年
産
６
万
ト
ン
の
工
場
建
設

に
乗
り
出
し
た
。
政
府
が
持
つ
５１
の
合
成
ゴ

ム
関
係
工
場
の
建
設
を
同
時
に
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
あ
と
１
年
分
し
か
な
い
ゴ
ム
の
補
給

に
真
剣
だ
っ
た
。
こ
の
１
９
４
２
年
に
生
産

さ
れ
た
合
成
ゴ
ム
は
、
３
５
０
０
ト
ン
。
戦

争
も
不
利
な
ら
軍
需
生
産
も
気
勢
が
上
が

ら
な
か
っ
た
。 

こ
う
し
て
、
次
の
年
に
は
、
１０
万
ト
ン
ま
で

生
産
が
上
昇
し
た
が
、
こ
の
時
に
は
、
ア
メ

リ
カ
の
天
然
ゴ
ム
ス
ト
ッ
ク
は
、
底
を
尽
き
、

１
カ
月
分
に
も
足
り
な
い
、
６
万
ト
ン
し
か

な
か
っ
た
。
も
し
、
合
成
ゴ
ム
の
生
産
が
急

ピ
ッ
チ
に
進
み
、
１
９
４
３
年
１
月
１
万
ト

ン
か
ら
、
翌
年
の
、
月
産
７
万
ト
ン
ま
で
追

い
つ
か
な
か
っ
た
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
飛
行
機

は
、
滑
走
路
か
ら
飛
び
上
が
る
事
は
で
き

ず
、
総
反
撃
の
チ
ャ
ン
ス
を
失
っ
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
。 

ま
さ
に
太
平
洋
戦
争
の
勝
運
を
か
け
た
合

成
ゴ
ム
の
開
発
と
生
産
と
い
う
事
に
な
る
。

（
つ
づ
く
）
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【第 9回】

コンバット・タイヤ

第二次大戦直後、 アメリカのゴム不足は予想 以上に深刻だった。

政府は合成ゴムの量産化を計画、グッドイヤーの技術陣も

〝打倒ゼネラル・ヤマシタ” を合言葉に研究を進めていった。

１　

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
自
信 

リ
メ
ン
バ
ー
・
パ
ー
ル
・
ハ
ー
バ
ー
の
合
言
葉

の
も
と
に
、
ア
メ
リ
カ
の
資
本
主
義
は
完

全
に
息
を
吹
き
返
し
た
。
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

の
導
入
し
た

「
完
全
雇
用
」
は
、
戦
時
経

済
の
旗
の
も
と
に
国
民
総
生
産
の
４５
％
は
、

国
防
支
出
を
中
心
と
す
る
連
邦
政
府
支
出

に
変
わ
っ
て
き
た
。
１
９
３
９
年
８
月
に
戦

時
資
源
局
を
設
け
た
が
、
こ
の
種
の
中
央

機
関
は
、
全
面
的
な
戦
時
経
済
の
移
行
に

と
も
な
い
、
生
産
管
理
局
、
戦
時
生
産
安

定
局
、
戦
時
動
員
局
な
ど
に
改
組
、
ま
た

新
設
さ
れ
て
い
っ
た
。

戦
争
の
た
め
の
動
員
は
、
国
民
全
体
と
そ

の
生
活
の
全
て
に
か
か
り
、
兵
役
に
従
事
し

た
男
女
は
、
１
５
０
０
万
を
超
え
た
。 

老

齢
の
た
め
に
引
退
し
た
労
働
者
も
、
１０
代

の
少
年
も
生
産
に
加
わ
り
、
婦
人
も
従
来

は
適
さ
な
い
と
考
え
ら
れ
た
分
野
に
ま
で

従
事
し
て
い
た
。 

知
識
人
、
学
者
も
そ
の
特
性
を
活
か
し
て
、

情
報
活
動
、
敵
国
分
析
に
日
夜
を
費
し
た

が
、
そ
の
う
ち
科
学
者
た
ち
は
、
原
子
爆

弾
の
開
発
に
代
表
さ
れ
る
目
覚
ま
し
い
活

躍
も
あ
っ
た
。
１
９
４
５
年
７
月
１６
日
、
ニ

ュ
ー
メ
キ
シ
コ
の
ア
ラ
マ
ゴ
ー
ル
ド
の
原
野
で
、

人
類
初
の
核
実
験
も
行
わ
れ
た
が
、
こ
の

ス
タ
ッ
フ
に
は
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、 

オ
ッ

ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
と
い
っ
た
国
際
的
な
多
数
の
科

学
者
の
協
力
が
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
生
活
は
、
一
定
の
耐
乏
と
制

限
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
政
府
は
物
価

・
賃

金

・
家
賃
な
ど
の
統
制
を
行
い
、
い
く
つ
か

の
物
資
の
配
給
制
度
も
採
用
し
て
い
っ
た
。

も
っ
と
も
、
当
時
の
日
本
の
戦
時
生
活
か
ら

見
れ
ば
、
不
自
由
の
少
な
い
生
活
で
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
歴
史
家
は
、
当
時
の
状

態
を
指
し
て
、
結
果
的
に
キ
ン
グ
・
オ
ブ
・

ア
メ
リ
カ
、
も
し
く
は
、
ミ
リ
タ
リ
ー
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス(

産
軍
相

互
依
存
体
制)

の
原
形
と
い
う
経
済
学
者

も
い
る
が
、
こ
う
し
た
中
で
、
ゴ
ム
の
軍
需

的
利
用
度
は
か
な
り
高
い
も
の
だ
っ
た
。

日
米
開
戦
の
年
、
１
９
４
１
年
１２
月
の
ア
メ

リ
カ
の
ゴ
ム
ス
ト
ッ
ク
は
、
１
年
分
に
当
た

る
、
１
０
０
０
万
ト
ン
し
か
な
か
っ
た
。
そ

し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
生

産
地
は
、
日
本
軍
に
占
領
さ
れ
、
生
ゴ
ム

の
補
給
は
絶
望
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
、
合
成
ゴ

ム
で
あ
る
。 

戦
時
資
源
局
が
、
ア
メ
リ
カ
中
の
化
学
、

石
油
、
ゴ
ム
会
社
を
動
員
し
、
合
成
ゴ
ム

生
産
に
乗
り
出
し
た
事
は
、
今
ま
で
の
回

で
詳
し
く
触
れ
た
通
り
で
あ
る
が
、
生
産

は
思
わ
し
く
な
か
っ
た
。 

膨
大
な
設
備
と

人
材
を
投
じ
て
動
き
出
し
た
国
策
会
社
が
、 

１
年
間
に
わ
ず
か
、
３
５
０
０
ト
ン
の
合
成



ゴ
ム
を
生
産
し
た
だ
け
だ
っ
た
。

―
ゴ
ム
が
な
け
れ
ば
、
軍
事
機
動
力
は
ス

ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
。

軍
需
生
産
部
門
に
、
独
裁
権
力
を
持
つ
、

バ
ル
ー
ク
委
員
会
の
顔
ぶ
れ
は
、
テ
ー
ブ
ル

を
叩
い
て
議
論
し
た
。

―
ジ
ャ
ッ
プ
に
頭
を
下
げ
て
、
ゴ
ム
を
売
っ

て
も
ら
う
の
か
。

―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
広
大
な
大
陸
を
、
ア
メ
リ

カ
陸
軍
は
、
這
っ
て
進
撃
す
る
の
か
。

―
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
爆
撃
機
で
も
作
れ
と
い

う
つ
も
り
な
の
か
。

あ
る
者
は
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
ゴ
ム
の
発
見
さ
え

う
ら
ん
だ
ほ
ど
問
題
は
深
刻
だ
っ
た
の
だ
。

そ
し
て
、
そ
の
委
員
の
胸
の
な
か
に
は
、
５

年
前
の
１
９
３
８
年
５
月
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が

ウ
ォ
ル
フ
ス
ブ
ル
グ
に

「
国
民
車
工
業
株
式

会
社
」
を
設
立
し
た
時
の
演
説
を
よ
み
が

え
ら
せ
て

「
こ
の
偉
大
な
ア
メ
リ
カ
の
頭
脳

が
な
ぜ
、 

な
ぜ
で
き
な
い
の
か
」
と
自
問
す

る
の
だ
っ
た
。

ヒ
ト
ラ
ー
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
次
ぎ
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
へ
進
撃
を
準
備
し
た
頃
、

株
主
は
た
っ
た
１
人
と
い
う

「
国 

民
車
工

業
」
の
礎
石
の
す
え
つ
け
式
が
行
わ
れ
た
。 

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
、
黒
い
制
服
の
親
衛
隊
に
囲

ま
れ
な
が
ら
、
マ
イ
ク
の
前
に
立
っ
た
。
そ

し
て

「
こ
の
工
場
か
ら
生
ま
れ
る
車
は
、
や

が
て
民
族
の
足
と
な
っ
て
働
く
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
喜
び
も
与
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

余
は
、
こ
の
車
を
Ｋ
Ｄ
Ｆ (

喜
び
を
通
し
て

の
力
と
い
う
意
味)

と
名
付
け
る
。
ド
イ
ツ

国
民
の
力
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
た
こ
の

計
画
は
、
必
ず
や
ド
イ
ツ
全
国
民
に
喜
び

を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
か 

ら
、
余
は
ド
イ

ツ
国
民
の
名
に
お
い
て
礎
石
を
す
え
る
も
の

で
あ
る
」
と
説
い
た
も
の
だ
。

自
動
車
と
い
え
ば
タ
イ
ヤ
。
ド
イ
ツ
に
は
、

そ
の
ゴ
ム
が
な
い
は
ず
だ
。
し
か
し
、
こ
の

日
の
ヒ
ト
ラ
ー
は
自
信
た
っ
ぷ
り
、
微
笑

み
す
ら
浮
か
べ
て
い
た
。
第
一
次
大
戦
中
、

イ
ギ
リ
ス
海
軍
に
海
上
封
鎖
さ
れ
、
生
ゴ

ム
の
輸
入
を
閉
ざ
さ
れ
た
苦
い
経
験
が
ド

イ
ツ
に
は
あ
っ
た
。
同
じ
事
を
繰
り
返
す
ヒ

ト
ラ
ー
で
は
な
い
。
科
学
者
は
、
ヒ
ト
ラ
ー

の
構
想
に
応
え
る
べ
く
代
用
ゴ 

ム
の
道
を
開

い
て
い
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
恐
怖
に
落
と
し
込
ん
だ
ド
イ

ツ
の
電
撃
作
戦
が
油
に
の
っ
た
１
９
４
０
年

「
ヒ
ト
ラ
ー
の
ほ
ほ
え
み
Ｋ
Ｄ
Ｆ
」 

が
ベ
ー
ル

を
脱
い
だ
。

水
平
対
向
式
４
サ
イ
ク
ル
４
気
筒
空
冷

９
９
５
Ｃ
Ｃ
、
ガ
ソ
リ
ン
機
関
、
２３

・
５
馬

力
／
毎
分
３
０
０
０
回
転
、
圧
縮
比
５
・
６
、

全
長
４
・
２
ｍ
ホ
イ
ー
ル
ベ
ー
ス
２
・
４
ｍ
、
総

重
量
６
５
０
㎏
、
燃
費
１
０
０
㎞
に
つ
き
、

６
・
５
ℓ
、
最
高
時
速
１
０
０
㎞
、 

搭
載
量

大
人
４
人
、
子
供
１
人
、
荷
物
５０
㎏
、
そ

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
黄
金
時
代
を
築
い
た
、
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド

会
長
（
写
真
右
）
と
、
ト
ー
マ
ス
社
長
（
写
真
左
）
。

し
て
タ
イ
ヤ
は
、
合
成
ゴ
ム
の

「
ブ
ナ
型
」

で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
必
要
が
生
ん
だ
成
果
で

あ
る
。
ブ
ナ
型
は
、
ブ
ナ
Ｎ
が
油
に
強
く
、

ブ
ナ
Ｓ
は
弾
力
性
の
あ
る
合
成
ゴ
ム
で
あ

る
。 ２ 　

「
至
上
命
令
」

合
成
ゴ
ム
生
産 

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
ま
だ
ペ
ン
キ
の
乾

い
て
い
な
い
新
設
の
航
空
機
部
品
工
場
で
、

技
術
将
校
達
と
、
複
雑
な
生
産
工
程
を
打

ち
合
わ
せ
て
い
た
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
社
長
の
席
を
片
腕
の
エ
ド

ウ
イ
ン
・
Ｊ
・
ト
ー
マ
ス
に
譲
り
、
会
長
と

し
て
後
進
を
見
守
る
立
場
に
あ
っ
た
は
ず
だ

が
、
今
は
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
会
長
と
い
う
よ

り
、
戦
争
遂
行
の
最
高
メ
ン
バ
ー
の
１
人
で

も
あ
る
。 

秋
だ
と
い
う
の
に
、
ど
ん
よ
り
曇
っ
た
日
で

あ
る
。
ま
る
で
、
ア
ク
ロ
ン
の
町
が
煤
煙
で

包
み
こ
ま
れ
た
、
憂
鬱
な
感
じ
で
あ 

る
。 

一
台
の
ジ
ー
プ
が
、
集
荷
広
場
を
横
切
っ
て

急
ブ
レ
ー
キ
を
き
し
ま
せ
た
。 

Ｍ
Ｐ
に
付

き
添
わ
れ
た
ト
ー
マ
ス
が
、
一
片
の
電
報
を

合
図
の
よ
う
に
振
っ
て
入
っ
て
き
た
。 

ト
ー
マ
ス
が
、
こ
ん
な
に
慌
て
て
来
る
事
は

珍
し
い
。

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
将
校
達
に
会
議
の

中
断
を
告
げ
て
、
外
へ
出
た
。 

「
ど
う
し
た
…
…
…
わ
し
に
徴
兵
局
か
ら
の

お
呼
び
で
も
あ
っ
た
の
か
い
」

太
い
葉
巻
を
く
わ
え
直
し
な
が
ら
、
彼
に

一
息
与
え
さ
せ
て
み
た
。 

２０
年
以
上
も
グ

ッ
ド
イ
ヤ
ー
で
苦
労
を
と
も
に
し
た
仲 

だ
。

他
人
が
見
れ
ば
、
信
じ
合
っ
た
親
子
の
様
で

も
あ
る
。
ト
ー
マ
ス
の
黒
い
ク
ツ
先
が
、
ほ

こ
り
を
か
ぶ
っ
て
い
た
の
は
、
こ
っ
け
い
に
見

え
た
。 

「
今
度
は
、
ど
ち
ら
様
か
ら
の
オ
ー
ダ
ー
で

す
か
ね
」 

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
ト
ー
マ
ス
の
や
っ
て

き
た
理
由
が
、 

至
上
命
令
で
あ
る
事
を
素

早
く
読
み
と
っ
て
言
葉
を
続
け
た 

の
だ
。 

「
ス
チ
レ
ン
・
ブ
タ
ジ
エ
ン
・
ラ
バ
ー
で
す
よ
。

全
力
を
挙
げ
て
い
る
の
だ
が
、
今
バ
ル
ー
ク

委
員
会
か
ら
お
見
舞
い
が
や
っ 

て
来
た
ん

で
す
よ
」 

お
見
舞
い
と
い
う
の
は
、
国
家
防
衛
諮
問

委
員
会
が
合
成
ゴ
ム
生
産
の
遅
れ
に
業
を

に
や
し
、
爆
弾
声
明
を
出
し
た
の
だ
。 

政
府
の
合
成
ゴ
ム
生
産
で
動
員
さ
れ
た
グ
ッ

ド
イ
ヤ
ー
、
グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
、
フ
ァ
イ
ア
ス

ト
ン
、
Ｕ
Ｓ
ラ
バ
ー
の
ゴ
ム
各
社
、
そ
れ
に
、

ブ
タ
ジ
エ
ン
を
作
る
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、
シ

ェ
ル
、
シ
ン
ク
レ
ア
、
サ
ン
、
シ
チ
ー
サ
ー
ビ

ス
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
、
ス
ハ
ン
ブ
ル
の
石
油
会
社
、

ス
チ
レ
ン
を
受
け
持
つ
、
モ
ン
サ
ン
ト
、
ダ

ウ
、
コ
ッ
パ
ー
ス
、
カ
ー
ボ
ン
、
カ
ー
バ
イ
ト

の
化
学
会
社
の
総
監
督
と
し
て
、
ユ
ニ
オ
ン
・

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
鉄
道
会
社
の
社
長
、
ジ
ェ
フ
ァ

ー
ズ
を
指
名
し
た
事
だ
っ
た
。 

ト
ー
マ
ス
の
説
明
を
聞
い
て
、
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー

ル
ド
は
う
な
ず
い
た
。 

「
そ
れ
は
良
い
、
彼
な
ら
横
の
つ
な
が
り
に

強
い
。
ゴ
ム
の
事
は
知
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、

全
国
に
散
っ
て
い
る
５１
の
会
社
を
同
じ
リ
ズ

ム
の
レ
ー
ル
に
乗
せ
る
事
は
プ
ロ
に
違
い
な

い
」

「
私
も
そ
う
思
っ
た
。 

急
激
に
軍
需
に
叩

き
込
ま
れ
た
せ
い
か
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
力

は
、
工
業
家
の
技
術
に
依
存
し
た
生
産
競

争 

（
ウ
ォ
ア
・
オ
ブ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
）
に

は
ま
り
こ
ん
だ
よ
う
だ
」 

現
代
な
ら
さ
し
あ
た
り

「
水
平
思
考
」
が

必
要
で
あ
る
、
と
い
う
見
方
に
な
ろ
う
。 

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
ト
ー
マ
ス
の
肩
を
抱

く
様
に
監
督
室
へ
足
を
向
け
た
。 

ソ
フ
ァ
ー
の
上
に
丸
め
ら
れ
た
軍
用
毛
布
、

灰
皿
に
盛
り
上
が
っ
た
吸
殻
の
山
、
打
ち

か
け
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
…
…
…
に
も
戦

争
が
あ
る
。 

「
会
長
、
国
防
委
員
会
が
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

に
求
め
て
い
る
の
は
、
鉄
道
屋
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ズ

を
補
佐
す
る
た
め
に
、
デ
ィ
ン
ズ
モ
ア
君
を

提
供
し
ろ
―
と
い
う
命
令
も
来
て
い
る
ん
で

す
」 

デ
ィ
ン
ズ
モ
ア
は
、
化
学
開
発
部
長
と
し
て
、

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
新
製
品
を
一
手
に
掴
ん
で

い
る
大
黒
柱
で
あ
り
、
ロ
サ
ン
ゼ 

ル
ス
、
ヒ

ュ
ー
ス
ト
ン
に
新
設
し
た
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

合
成
ゴ
ム
専
門
工
場
の
中
心
人
物
で
あ
る
。 

「
そ
い
つ
は
困
っ
た
な
」 

「
新
工
場
が
足
場
も
は
ず
さ
な
い
う
ち
に
、

始
動
し
た
の
も
、 

デ
ィ
ン
ズ
モ
ア
の
研
究
に

支
障
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
…
…
と
判 
断

し
た
か
ら
だ
っ
た
ん
で
す
が
」 

ト
ー
マ
ス
は
こ
こ
で
言
葉
を
切
っ
た
。 

国
策
も
大
事
だ
が
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
社

長
と
し
て
の
立
場
も
あ
る
。 

「
ト
ー
マ
ス
、
見
た
ま
え
、
こ
こ
が
私
の
部
屋

だ
。
カ
ー
キ
色
の
ベ
ッ
ド
、
カ
ー
キ
色
の
シ

ャ
ツ
、
そ
し
て
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
も
Ｕ
Ｓ
ア
ミ

ー
だ
。
タ
イ
ヤ
を
作
っ
た
こ
の
手
は
、
１
万

人
の
従
業
員
と
一
緒
に
コ
ン
ド
ル
（
爆
撃
機
）

を
作
っ
て
い
る
。
結
構
な
事
に
、
軍
服
を
着

た
株
主
さ
ん
が
暖
か
く
見
つ
め
て
く
れ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
ト
ー
マ
ス
も
同
じ
だ
ろ
う
」 

ひ
と
つ
ひ
と
つ
区
切
る
よ
う
に
話
を
始
め

た
。
と
い
う
よ
り
、
自
分
自
身
で
改
め
て

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
を
確
か
め
て
い
る
と
い
っ
た

方
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

「
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
政
治
家
だ
が
、
戦
争
屋

で
は
な
い
。
し
か
し
、
彼
に
は
そ
の
結
果
が

招
く
ア
メ
リ
カ
の
前
途
を
背
負
う
責
任
が

あ
る
」

ト
ー
マ
ス
に
は
、
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
言
お

う
と
し
て
い
る
事
は
、
百
も
承
知
し
て
い
る



全ての物資人材が他の産業より優先された戦時下の兵器工場―

グッドイヤーの従業員達

が
、
現
実
に
膨
れ
上
が
っ
た
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

の
規
模
、 
そ
れ
が
ワ
シ
ン
ト
ン
と
い
う
株
主

の
命
令
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
要
求
が
大
き

過
ぎ
る
と
身
体
の
な
か
に
風 

が
吹
き
抜
け

る
よ
う
な
不
安
さ
が
芽
を
出
し
て
く
る
。 

「
戦
争
は
十
年
と
続
か
な
い
よ
、
こ
の
１
、
２

年
が
ヤ
マ
だ
。
戦
争
は
終
る
よ
」

３　

ト
ー
マ
ス
社
長
の
決
断

ト
ー
マ
ス
は
、
こ
の
言
葉
に
忘
れ
て
い
た
自

分
を
取
り
戻
し
た
。

「
…
…
…
」

胸
の
中
で
、
自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
。 

―
会
長
は
さ
す
が
だ
。
私
は
自
分
の
責
任

の
重
さ
に
溺
れ
て
い
た
ん
だ
。
ア
メ
リ
カ
は

勝
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
―

―
戦
争
は
終
わ
る
。
再
び
も
と
の
赤
字
会

社
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
に
戻
る
の
か
、
そ
う
じ
ゃ

な
い
。
世
界
は
大
き
く
変
わ
っ
て
く
― 

人

生
に
は
、
行
き
詰
ま
り
と
い
う
も
の
が
あ

る
。
そ
れ
が
経
営
者
で
あ
っ
て
も
、
芸
術
家
、

労
働
者
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方

の
行
き
詰
ま
り
が
あ
る
。
ト
ー
マ
ス
は
、
こ

の
と
き
、
行
き
詰
ま
り
の
壁
を
破
っ
た
の
だ
。

も
し
、
こ
の
殺
風
景
な
部
屋
で
の
数
時
間

が
な
か
っ
た
ら
、
今
日
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は

な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

「
間
も
な
く
帰
る
が
、
デ
ィ
ン
ズ
モ
ア
部
長

に
待
っ
て
い
る
よ
う
に
伝
え
て
く
れ
」 

ア
ク
ロ
ン
の
本
社
は
、
す
で
に
三
交
代
勤
務

制
を
と
っ
て
い
る
。 

オ
フ
ィ
ス
の
気
だ
る
い
ム
ー
ド
は
な
い
。 

「
は
い
、
社
長
、
デ
ィ
ン
ズ
モ
ア
部
長
は
研

究
工
場
で
す
が
、
確
か
に
お
伝
え
し
ま
す
」 

張
り
つ
め
た
空
気
が
、
そ
の
ま
ま
電
話
に

伝
わ
っ
て
く
る
。

「
そ
う
だ
、
け
さ
情
報
部
か
ら
届
い
た
デ
ー

タ
だ
が
、
デ
ィ
シ
ズ
モ
ア
に
も
見
せ
と
い
て

く
れ
」 

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
秘
密
書
類
の
ケ
ー

ス
か
ら
一
束
の
書
類
を
出
し
た
。 

ド
イ
ツ
の
合
成
ゴ
ム
生
産
情
報
で
あ
る
。 

ア
メ
リ
カ
の
ゴ
ム
工
業
力
を
す
べ
て
動
員
し

て
も
、
一
年
間
に
３
５
０
０
ト
ン
し
か
合
成

ゴ
ム
を
生
産
で
き
な
か
っ
た
も
の
を
ド
イ
ツ

は
、
そ
れ
を
大
き
く
上
回
る
７
０
０
０
ト
ン

の
実
績
を
持
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
生
産
は

拡
大
さ
れ
る
情
報
も
付
記
し
て
あ
っ
た
。 

ド
イ
ツ
ば
か
り
で
は
な
い
、
ソ
ビ
エ
ト
で
も
、

ブ
タ
ジ
エ
ン
を
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
用
い
て
重
合

さ
せ
た
合
成
ゴ
ム

「
Ｓ
Ｋ
Ｂ
」
の
大
量
生
産

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
。

  

４　

打
倒
！
ヤ
マ
シ
タ

ゴ
ム
産
業
の
総
監
督
に
任
命
さ
れ
た
ジ
ェ
フ

ァ
ー
ズ
は
、
全
国
に
散
在
し
て
い
る
５１
の
組

織
の
再
編
成
と
、
必
要
な
物
資
と
人
員
を

確
保
す
る
た
め
に

「
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
優

先
す
る
」
権
限
を
と
っ
た
。 

彼
に
は
、
合
成
ゴ
ム
を
作
る
科
学
知
識
よ

り
、
ど
う
し
た
ら
合
成
ゴ
ム
の
量
産
化
が

図
れ
る
か
、
と
い
う
コ
ン
ベ
ア
作
り
が
使
命

で
あ
る
と
考
え
た
。
長
い
鉄
道
経
営
で
身

に
つ
け
た
才
能
、
い
か
に
人
を
使
い
、
い
か

に
物
資
を
動
か
す
か
、
と
い
う
大
局
的
な

立
場
で
も
の
を
考
え
る
指
導
者
で
も
あ
っ

た
。 

彼
は
出
頭
し
た
デ
ィ
ン
ズ
モ
ア
を
、
た
め
ら

う
事
な
く
、
ゴ
ム
副
監
督
代
理
に
任
命
、

そ
し
て
、
ゴ
ム
産
業
委
員
長
と
し
て
、
合

成
ゴ
ム
の
技
術
部
門
に
専
念
さ
せ
る
事
に
し

た
。

技
術
と
い
っ
て
も
、
試
験
管
と
に
ら
み
合
う

よ
う
な
学
術
的
な
も
の
で
は
な
い
。

ゴ
ム
、
石
油
、
化
学
の
各
社
が
持
っ
て
い
る

財
産
と
い
う
べ
き
特
許
や
、
技
術
の
交
換

問
題
、
総
合
計
画
に
基
づ
く
中
枢
機
関
の

設
立
な
ど
、
短
期
日
で
は
解
決
で
き
な
い

難
問
の
山
積
み
で
あ
る
。 

し
か
し
、
共
通
の
合
言
葉
が
あ
っ
た
。 

「
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ヤ
マ
シ
タ
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か

ら
叩
き
出
せ
」 

ハ
ラ
切
り
刀
で
ゴ
ム
園
を
荒
ら
し
た
張
本
人

へ
の
報
復
は
、
合
成
ゴ
ム
の
量
産
化
し
か
な

い
。 

「
ヤ
マ
シ
タ
に
負
け
る
な
」
と
デ
ィ
ン
ズ
モ
ア

は
、
合
成
ゴ
ム
の
出
発
点
に
戻
っ
て
み
た
。

確
か
に
合
成
ゴ
ム
は
、
天
然
ゴ
ム
に
比
べ
弾

力
性
が
劣
っ
て
い
る
。
暑
い
と
ベ
ト
つ
き
、

寒
い
と
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
。
タ
イ
ヤ
を
作
る

時
、
コ
ー
ド
布
を
シ
ン
に
し
た
ゴ
ム
布 

（
プ

ラ
イ
）
を
重
ね
合
わ
せ
る
た
め
、
ガ
ソ
リ

ン
を
少
し
塗
る
と
、
ゴ
ム
布
の
張 

り
合
わ

せ
が
楽
に
な
る
が
、
合
成
ゴ
ム
は
ガ
ソ
リ
ン

に
と
け
て
し
ま
う
。
チ
ュ
ー
ブ
の
張
り
合
わ

せ
目
も
は
が
れ
て
し
ま
う
。
合
成
ゴ
ム
の
タ

イ
ヤ
は
、
熱
を
発
生
し
や
す
く
、
初
期
の

も
の
は
、
ト
ラ
ッ
ク
に
つ
け
て
工
場
を
ス
タ

ー
ト
し
た
と
た
ん
、
最
初
の
カ
ー
ブ
で
タ
イ

ヤ
が
爆
発
し
て
し
ま
う
状
態
だ
っ
た
。 

天
然
ゴ
ム
を
混
ぜ
て
み
た
、 

ト
レ
ッ
ド
だ
け

を
天
然
ゴ
ム
に
し
て
み
た
。  

こ
の
実
用
化
へ
の
遅
い
歩
み
も
、
国
防
計
画

で
一
本
化
さ
れ
た
組
織
の
知
恵
が
解
決
し

て
く
れ
た
。 

１
９
４
３
年
、
ア
メ
リ
カ
の
合
成
ゴ
ム
は
、

２０
万
ト
ン
に
上
昇
、
軍
用
タ
イ
ヤ
５
０
０
万

本
が
生
産
さ
れ
た
が
、
戦
争
は
、
も
っ
と

膨
大
な
生
産
を
要
求
し
て
い
る
。 

個
人
の
家
庭
か
ら
供
出
さ
れ
た
古
タ
イ
ヤ

を
更
新
、
凍
結
さ
れ
て
い
た
タ
イ
ヤ
各
社



の
ス
ト
ッ
ク
放
出
な
ど
、
最
後
の
手
段
ま

で
講
じ
て
、
合
計
１
２
０
０
万
本
の
タ
イ

ヤ
が
前
線
に
運
び
込
ま
れ
た
。 

戦
争
前

の
ア
メ
リ
カ
の
タ
イ
ヤ
消
費
量
は
、
年
間
、

５
０
０
０
万
本
と
見
ら
れ
て
い
た
の
に
比
べ

れ
ば

「
弾
薬
送
れ
タ
イ
ヤ
送
れ
」
の
声 

は
、

後
を
絶
た
な
い
悲
痛
な
も
の
だ
っ
た
。 

こ
う
し
て
急
が
れ
た
合
成
ゴ
ム
の
生
産
計
画

は
、
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
り
、
次
の
年
に
は
、

年
間
、
８０
万
５
０
０
０
ト
ン
に
拡
大
さ
れ
、

タ
イ
ヤ
産
業
の
国
防
生
産
計
画
は
、
よ
う

や
く
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
。 

デ
ィ
ン
ズ
モ
ア
達
、
産
業
委
員
会
は
、
さ
ら

に
、
合
衆
国
の
合
成
ゴ
ム
計
画
の
一
環
と

し
て
、
カ
ナ
ダ
で
の
合
成
ゴ
ム
生
産
計
画
を

立
案
し
た
。
合
衆
国
と
カ
ナ
ダ
の
間
に
は
、

ゴ
ム
備
蓄
協
定
が
結
ば
れ
て
い
た
が
、
そ
れ

と
同
様
の
協
定
が
、
合
成
ゴ
ム
に
つ
い
て
も

結
ば
れ
、
モ
ン
タ
リ
オ
州
に
、
国
策
会
社

が
建
設
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。

５　

企
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

ア
メ
リ
カ
政
府
が
合
成
ゴ
ム
の
生
産
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
に
投
資
し
た
額
は
、

６
億
７
７
０
０
万
ド
ル

（
１
９
４
５
年
現
在
）

に
達
し
て
い
る
が
、
生
産
体
制
の
整
っ
た
、

１
９
４
３
年
後
半
に
は
、
本
来
の
タ
イ
ヤ
の

生
産
も
ピ
ッ
チ
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。 

大
任
を
果
た
し
た
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ズ
は
、
自
分

の
鉄
道
社
長
に
帰
り
、
デ
ィ
ン
ズ
モ
ア
も
グ

ッ
ド
イ
ヤ
ー
に
戻
っ
て
来
た
。 

ト
ー
マ
ス
は
、
彼
の
た
め
に
、
開
発
研
究
担

当
副
社
長
の
席
を
与
え
、
そ
の
労
を
ね
ぎ

ら
っ
た
が
、
待
ち
構
え
て
い
た
の
は
、
コ
ン
バ

ッ
ト
タ
イ
ヤ

（
戦
闘
用
タ
イ
ヤ
）
の
開
発

だ
っ
た
。 

一
口
に
い
う
と
、
弾
丸
が
あ
た
っ
て
も
タ
イ

ヤ
の
内
部
の
補
強
ゴ
ム
で
、
さ
ら
に
一
〇
〇

㎞
く
ら
い
は
走
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
、
チ

ュ
ー
ブ
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
原
型
と
も
い
う
べ
き
タ

イ
ヤ
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

航
空
機
部
門
の
ふ
た
つ
の
工
場
を
再
び
タ

イ
ヤ
工
場
に
転
換
さ
せ
、
新
工
場
ふ
た
つ

を
新
設
す
る
政
府
命
令
を
受
け
た
。
拡
張

費
は
１
億
７
０
０
０
万
ド
ル
、
そ
れ
で
も
需

要
に
追
い
つ
か
な
い
と
い
う
戦
局
だ
っ
た
。 

ト
ー
マ
ス
は
、
こ
の
事
態
の
中
か
ら
、
タ
イ

ヤ
産
業
が
大
き
く
転
回
し
て
い
く
事
を
悟
っ

た
。
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
会
長
が
つ
ぶ
や
く

よ
う
に
語
っ
た
一
年
前
が
よ
み
が
え
っ
て
く

る
。 

「
戦
争
は
終
る
よ
…
…
」 

「
２
、
３
年
が
ヤ
マ
だ
…
…
」 

国
防
予
算
で
膨
ら
ん
だ
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
が
、

そ
の
時
は
ど
う
な
る
―
。

ト
ー
マ
ス
の
胸
中
に
は
、
合
成
ゴ
ム
、
航
空

機
を
母
体
に
し
た
青
写
真
が
描
か
れ
て
い
っ

た
。

も
ち
ろ
ん
、
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
構
想
も

同
じ
で
あ
る
が
、
彼
が
、
ト
ー
マ
ス
に
ゆ

だ
ね
た
夢
は
、
戦
後
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
を
、

世
界
最
大
の
タ
イ
ヤ
会
社
に
し
た
い
ば
か

り
か
、
ア
ポ
ロ
計
画
を
始
め
、
ミ
サ
イ
ル

開
発
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
の
国
防
政
策
に
参

画
す
る
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
得
る
基
盤

と
な
っ
て
い
っ
た
。 

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
、

１
９
４
０
年
に
ト
ー
マ
ス
を
社
長
に
推
薦
し

た
時

「
ひ
と
り
の
天
才
的
経
営
者
よ
り
も
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
積
極
性
に
富
ん
だ
１
０
０
０
人
の

平
凡
人
の
方
が
長
期
的
に
は
勝
利
を
得
る
。

天
才
は
い
ず
れ
衰
え
る
。
し
か
し
、
会
社
は
、

天
才
経
営
者
を
広
告
で
募
集
す
る
事
は
で

き
な
い
」 

と
述
べ
、
集
団
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
指
導
者
と
し

て
の
ト
ー
マ
ス
の
力
量
を
高
く
評
価
し
て
い

た
が
、
そ
の
期
待
通
り
、
１
９
４
６
年
に

退
職
し
た
時
の
売
り
上
げ
は
、
１８
億
ド
ル
、

実
に
、
就
任
当
時
の
２
億
ド
ル
の
約
８
倍
と

い
う
実
績
を
挙
げ
て
い
る
。

ト
ー
マ
ス
は
名
門
の
出
で
も
、
学
歴
の
人
で

も
な
い
。
実
業
高
校
で
習
っ
た
速
記
と
タ
イ

プ
を
頼
り
に
、
１８
才
で
グ
ッ
ド
イ 

ヤ
ー
に

入
社
と
い
う
平
凡
な
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。
そ

し
て
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
工
場
長
に
な
っ
た
時
、
秘
書
と
し
て
、
彼

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
燃
え
上
が
っ
た
。 

絶
え
ず
工
場
長
と
接
触
し
、
自
分
の
判
断

が
正
し
く
な
る
様
に
、
自
分
で
自
分
を
訓

練
し
、
未
知
の
科
学
の
分
野
ま
で
も
勉
強

し
た
。
ま
た
、
秘
書
と
し
て
、
工
場
の
隅

か
ら
隅
ま
で
走
り
回
り
、
超
人
的
努
力
に

よ
っ
て
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
レ
ベ
ル
ま
で
知

識
を
広
げ
て
い
っ
た
。 

こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。 

工
場
長
が
不
在
の
と
き
電
話
が
あ
っ
た
。

ト
ー
マ
ス
の
返
事
は
こ
う
だ
。

「
た
だ
い
ま
工
場
長
は
不
在
で
す
が
、
で
き

る
だ
け
早
く
工
場
長
の
返
事
を
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
」 

決
ま
り
文
句
だ
が
、
返
事
は
必
ず
時
間
内

に
伝
え
ら
れ
、
仕
事
が
そ
の
た
め
に
遅
れ

る
事
は
な
か
っ
た
。

何
年
か
経
っ
た
時
、
電
話
の
返
事
は
こ
う
応

対
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

「
工
場
長
だ
っ
た
ら
、
こ
う
採
択
す
る
と
思

い
ま
す
が
、
承
認
を
も
ら
っ
て
か
ら
お
返
事

し
ま
す
」 

そ
し
て
、
六
年
目
か
ら
は
こ
う
だ
。 

「
工
場
長
は
、
こ
れ
こ
れ
と
命
じ
る
は
ず
で

す
。
私
が
責
任
を
持
ち
ま
す
か
ら
、
仕
事

を
進
め
て
く
だ
さ
い
」 

も
は
や
口
述
さ
れ
た
事
を
他
人
に
伝
え
る

秘
書
で
は
な
く
、 

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
分

身
と
し
て
の
役
目
を
充
分
果
た
す
事 

が
で

き
た
。 

こ
う
し
た
権
限
外
の
事
を
行
っ
て
も
、
工
場

の
誰
か
ら
も
疑
わ
れ
る
事
も
な
く
、
信
頼

さ
え
持
た
れ
て
い
た
。 

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
探
し
求
め
て
い
た
新

し
い
後
継
者
の
タ
イ
プ
、
つ
ま
り

「
万
人
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
正
し
く
導
く
事
の
で
き
る
人

物
」
を
育
て
る
事
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
ト
ー
マ
ス
が
、
３０
歳
の
若
さ
で
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
工
場
総
支
配
人
に
任
命
さ
れ
、
い
わ

ゆ
る
出
世
街
道
の
第
一
歩
を
踏
ん
だ
時
、

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
経
営
理
念
を
身
に
つ
け
て

い
た
。 

「
決
し
て
人
に
命
令
せ
ず
、
部
下
の
意
見
の

う
ち
正
し
い
も
の
の
み
を
採
用
す
る
」 

マ
ン
モ
ス
企
業
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
こ
の
時

す
で
に
新
時
代
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
培
っ
て
い
た
の

だ
。
（
つ
づ
く
）
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日本との接点

１ 戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
号
は
、
歴
史
的
な
一
瞬
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
甲
板
上
に
は
長

方
型
の
テ
ー
ブ
ル
が
持
ち
出
さ
れ
、
そ
の
上

に
ブ
ル
ー
の
布
と
マ
イ
ク
が
数
本
、
四
年
間

の
戦
争
の
終
結
を
、
今
や
遅
し
と
待
ち
わ

び
て
い
る
。 

ニ
ミ
ッ
ツ
提
督
、
ハ
ル
ゼ
ー
将
軍
、
英
国
代

表
フ
レ
ー
ザ
ー
、
ソ
連
代
表
テ
レ
ビ
ヤ
ン
コ
、

中
国
代
表
徐
永
昌
、
そ
れ
に
パ
ー
シ
バ
ル
、

ウ
エ
ン
ラ
イ
ト
の
両
将
軍
の
顔
も
そ
ろ
っ
た
。

タ
ラ
ッ
プ
か
ら
重
光
外
相
が
重
々
し
い
表

情
で
現
わ
れ
た
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
が
ゆ

っ
く
り
し
た
口
調
で
演
説
を
始
め
た
。 

「
平
和
を
回
復
す
べ
き
厳
粛
な
る
協
定
を

締
結
す
る
た
め
、
こ
の
場
所
に
集
ま
っ
た
。

過
去
の
流
血
と
蛮
行
か
ら
、
よ
り
良
い
世 

界
、
自
由
と
寛
容
お
よ
び
正
義
の
実
現
の

た
め
に
捧
げ
ら
れ
た
世
界
が
打
ち
立
て
ら

れ
る
事
こ
そ
、
私
の
最
大
の
望
み
で
あ
り
、 

人
類
の
望
み
で
あ
る
。 

―
私
は
こ
こ
に
日

本
国
天
皇
、
日
本
政
府
な
ら
び
に
、
日
本

国
大
本
営
代
表
に
対
し
て
、
降
伏
文
書
の

調
印
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
」 

口
を
固
く
結
ん
だ
日
本
の
重
光
外
相
は
、

二
冊
の
調
印
書
に
サ
イ
ン
を
行
っ
た
が
、
最

後
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら 

四

本
の
万
年
筆
を
取
り
出
し
て
サ
イ
ン
を
始

め
た
。
最
初
の
一
本
は
、
ダ
グ
ラ
ス
と
認

め
、
２
本
目
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
使
い
分
け

た
。
そ
し
て
振
り
む
く
と
後
方
で
調
印
を

見
つ
め
て
い
た
ウ
エ
ン
ラ
イ
ト
将
軍
に
１
本
、

パ
ー
シ
バ
ル
将
軍
に
１
本
そ
れ
ぞ
れ
渡
す

と
、
ニ
ッ
コ
リ
う
な
ず
い
た
。
ふ
た
り
と
も

南
方
で
は
日
本
軍
に
痛
め 

つ
け
ら
れ
た
う

え
。
捕
虜
と
な
っ
て
苦
労
し
て
い
る
が
、
そ

れ
を
ね
ぎ
ら
う
意
味
の
記
念
品
で
あ
ろ
う
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
参
謀
達
は
、
こ
の
思
い
や

り
に
胸
を
打
た
れ
る
者
が
あ
っ
た
。
特
に
、

物
資
調
達
担
当
の
参
謀
達
に
と
っ
て
は
、
南

方
基
地
を
手
放
し
た
時
の
口
惜
し
さ
が
、

昨
日
の
よ
う
に
、
よ
み
が
え
っ
て
い
た
。 

日
本
軍
が
南
方
戦
線
の
攻
撃
を
急
い
だ
の

は
、
豊
富
な
天
然
資
源
の
確
保
に
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
は
、
こ
の
南
方
の
敗
北
に
よ
っ
て
、

補
給
源
を
絶
た
れ
、
民
間
需
要
は
も
と
よ

り
、
軍
需
に
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い

た
。 

生
ゴ
ム
の
不
足
は
、
さ
ら
に
深
刻
だ
っ
た
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
を
は
じ
め
、
大
手
の
タ
イ
ヤ

会
社
は
、
軍
需
生
産
の
た
め
に
、
戦
前
を

は
る
か
に
上
回
る
規
模
に
膨
れ
上
が
り
な

が
ら
、
民
間
人
に
は
１
本
の
タ
イ
ヤ
も
配

給
さ
れ
な
か
っ
た
。
タ
イ
ヤ
が
使
え
な
い
と

い
う
事
は
、
車
が
走
ら
な
い
と
い
う
事
で
あ

る
。 

戦
場
の
参
謀
た
ち
は
、
絶
え
ず
要
請
を
続

け
て
い
た
。
「
弾
丸
送
れ
、
タ
イ
ヤ
送
れ
」

と
、
そ
れ
で
も
充
分
な
量
は
補
給
で
き
な

か
っ
た
。

あ
る
レ
ポ
ー
ト
が
届
け
ら
れ
た
。 

「
ア
メ
リ
カ
の
国
力
は
、
自
動
車
の
発
達
に

よ
り
大
き
く
塗
り
変
わ
っ
た
。
今
は
そ
の
自

動
車
を
支
え
る
タ
イ
ヤ
の
民
間
補
給 

は
ゼ

ロ
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
自
動
車
は
ハ
イ
ウ
エ

ー
を
走
ら
な
け
れ
ば
、
銃
後
の
備
え
を
固

め
る
事
は
で
き
な
い
。
戦
場
に
タ
イ
ヤ
を

送
る
た
め
に
市
民
達
は
、
タ
イ
ヤ
販
売
店

に
か
け
つ
け
て
い
る
。 

自
分
の
車
か
ら
タ

イ
ヤ
を
は
ず
そ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
「
ど

う
し
た
ら
タ
イ
ヤ
を
長
持
ち
さ
せ
る
か
」

と
い
う
事
を
相
談
す
る
た
め
に
訪
れ
た
の

だ
。
結
論
は
こ
う
だ
。

	①

最
高
ス
ピ
ー
ド
を
５０
㎞
に
抑
え
る
。 

	②

ブ
レ
ー
キ
を
ま
っ
た
く
使
わ
な
い
。 

	③

頻
繁
に
位
置
交
換
を
行
な
い
、
摩
耗

の
進
行
を
押
え
る
。 

信
じ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
が
、
こ
う
し
な
け

れ
ば
、
自
動
車
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
な
る
だ
け

だ
。
タ
イ
ヤ
販
売
店
は
、
更
生
タ
イ
ヤ
店

に
商
売
替
え
を
し
た
り
、
廃
業
、
転
職
し

て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
」 

読
み
終
っ
た
参
謀
た
ち
は
、
答
え
る
言
葉

も
な
い
。
自
給
自
足
、
戦
場
が
拡
大
さ
れ

れ
ば
、
補
給
を
待
つ
よ
り
早
い
場
合
が
あ

る
。
そ
こ
で
考
案
さ
れ
た
の
が

「
浮
か
ぶ

タ
イ
ヤ
工
場
」
で
あ
る
。
参
謀
本
部
の
要

請
に
よ
っ
て
、
４
０
０
０
ト
ン
級
の
軍
艦
十

数
隻
が
改
装
さ
れ
た
。
船
内
で
は
パ
ン
ク

「諸君の努力により、 軍用タイヤの生産は所期の目的に近づいてきた」 と訓辞する監督官 ・

扇谷大尉。

ジャワ島ボゴールの朝日は , タ イヤ工場のトタン屋根に照り映えてまぶしいばかりにさし込む。

（日本グッドイヤー扇谷専務の所蔵から）  



修
理
は
も
と
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
タ

イ
ヤ
が
更
新
で
き
る
施
設
が
施
さ
れ
、
使

い
捨
て
に
さ
れ
て
い
た
戦
場
の
タ
イ
ヤ
の
復

元
作
業
が
行
な
わ
れ
は
じ
め
た
。 

１
９
４
５
年
９
月
２
日
の
夕
刻
、
相
模
湾
上

に
は
、
調
印
を
終
え
た
ミ
ズ
ー
リ
号
を
始

め
と
す
る
連
合
軍
の
太
平
洋
艦
隊
が
勢
揃

い
を
し
て
い
た
。

遠
く
富
士
山
を
望
む
、
こ
の
海
の
夕
焼
け 

は
、
焼
け
野
原
の
日
本
が
そ
こ
に
あ
る
と

は
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
美
し
か
っ
た
。
３
年

前
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
か
ら
か
ろ
う
じ
て
脱
出
「
ア

イ
・
シ
ャ
ル
・
リ
タ
ー
ン
」
の
名
句
を
残
し

た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
と
っ
て
、
待
ち
に
待
っ
た

日
で
あ
る
。 

彼
は
就
寝
前
も
う
一
度
、
参
謀
た
ち
を
集

め
た
が
、
最
後
に
確
か
め
た
。 

「
タ
イ
ヤ
・
バ
ー
ジ(

タ
イ
ヤ
船)

は
、
大

丈
夫
か
」 

ジ
ー
プ
を
中
心
と
し
た
機
動
力
が
、
全
て

に
優
先
す
る
日
本
占
領
作
戦
で
あ
る
。
そ

の
足
に
支
障
が
き
た
し
た
の
で
は
、
と
り 

か
え
し
が
つ
か
な
い
。
相
模
湾
に
浮
い
た
巨

大
な
艦
隊
の
片
隅
に
、
漂
う
４
０
０
０
ト
ン

の
タ
イ
ヤ
・
バ
ー
ジ
に
大
き
な
責
任
と
使

命
が
か
か
っ
て
い
た
。

２日
本
降
伏
！

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ

ー
で
聞
い
た
ア
メ
リ
カ
軍
の
軍
政
官
Ｈ
・
Ａ
・

ハ
ド
レ
ー
は
、
飛
び
上
が
っ
て
喜
ん
だ
。
ラ

ジ
オ
に
く
い
い
る
よ
う
に
聞
き
い
っ
て
い
た

時
、
軍
司
令
部
か
ら
電
話
が
か
か
っ
た
。 

「
Ｏ
Ｋ
、
お
待
ち
か
ね
だ
っ
た
。
あ
り
が
と
う
。

す
ぐ
行
く
」 

ジ
ー
プ
に
か
け
乗
っ
た
ハ
ド
レ

ー
は
、
軍
司
令
部
の
あ
る
シ
ド 

ニ
ー
空
港

に
駆
け
つ
け
た
。 

既
に
十
数
人
の
将
校
た

ち
が
、
日
本
降
伏
の
話
題
を
は
ず
ま
せ
て

い
た
。 

ハ
ド
レ
ー
の
頭
の
な
か
は
、
３
年
前
、
日
本

軍
の
進
撃
で
や
む
な
く
撤
退
し
た
ジ
ャ
ワ

島
の
事
で
一
杯
だ
っ
た
。
彼
は
グ
ッ
ド
イ

ヤ
ー
の
本
社
か
ら
派
遣
さ
れ
た
軍
政
委
員

で
、
ジ
ャ
ワ
島
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
・
ボ
ゴ
ー

ル
工
場
の
責
任
者
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

ウ
エ
ン
ラ
イ
ト
将
軍
の
率
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン

連
合
軍
の
機
動
力
を
補
給
す
る
役
目
で
あ

る
。
よ
う
や
く
現
地
従
業
員
の
技
術
養
成

を
軌
道
に
乗
せ
、
日
産
４
０
０
ト
ン
ま
で
こ

ぎ
つ
け
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
当
時
連
合
軍
の

兵
力
は
、
陸
軍
１
万
８
０
０
０
、
海
軍
お

よ
び
海
兵
隊
２
５
０
０
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
陸
軍

６
万
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
義
勇
軍
８
０
０
０
、
合

計
８
万
５
０
０
０
人
で
あ
っ
た
。 

こ
の
戦
力
を
保
つ
だ
け
の
タ
イ
ヤ
は
、
と
て

も
ボ
ゴ
ー
ル
工
場
の
生
産
だ
け
で
は
焼
け
石

に
水
、
第
二
、
第
三
の
原
地
生
産
工
場
が

必
要
と
さ
れ
、
ハ
ド
レ
ー
は
、
そ
の
建
設
に

奔
走
し
て
い
た
。 

し
か
し
、
真
珠
湾
シ
ョ
ッ
ク
の
１０
時
間
後
、

本
間
雅
晴
中
将
の
率
い
る
日
本
比
島
派
遣

第
十
四
師
団
の
猛
攻
の
前
に
、
ジ
ャ
ワ
で
の

現
地
生
産
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

１
９
４
３
年
１
月
、
マ
ニ
ラ
は
堕
ち
、
４
月

に
は
パ
タ
ー
ン
も
陥
落
、
キ
ン
グ
少
将
ら

３
万
５
０
０
０
の
ア
メ
リ
カ
軍
が
捕
虜
と
な

っ
た
。

続
い
て
５
月
に
も
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
要
塞
の
ウ
エ

ン
ラ
イ
ト
中
将
も
降
伏
、
た
だ
１
人
、
頼

み
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

脱
出
し
て
し
ま
っ
た
。
―
目
を
閉
じ
て
描
く

３
年
間
で
あ
る
。 

「
再
び
、
私
の
出
番
が
き
た
の
だ
」
ニ
ュ
ー
ス

を
聞
い
た
時
か
ら
、
感
じ
て
い
た
。
撤
退
の

時
、
再
び
戻
っ
て
く
る
日
の
た
め
に
、
電
源
、

配
線
関
係
だ
け
を
破
壊
し
て
き
た
が
、
き

っ
と
荒
れ
果
て
て
い
る
事
だ
ろ
う
…
…
…
し

か
し
、
再
建
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
―
。 

こ
れ
か
ら
の
プ
ラ
ン
が
次
々
と
湧
い
て
く

る
。 

「
敬
礼
！
」 

作
戦
室
の
ざ
わ
め
き
は
ピ
タ
リ
と
止
ま
る
。

参
謀
達
か
ら
日
本
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾

の
い
き
さ
つ
が
説
明
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
方
針
が
命
令
さ
れ
て
い
た
。 

「
ハ
ド
レ
ー
君
は
、
ジ
ャ
ワ
島
周
辺
の
軍
需

施
設
の
復
旧
の
た
め
、
日
本
軍
と
の
施
設

引
き
受
け
を
担
当
し
て
も
ら
い
た
い
」 

連
合

軍
フ
ィ
リ
ピ
ン
解
放
軍
の
命
令
で
あ
る
。
空

港
に
は
彼
の
た
め
の

「
Ｂ
１７
」
機
が
待
機
し

て
い
た
。 

地
域
的
に
日
本
軍
の
反
抗
が
あ
る
―
と
い

う
注
意
を
受
け
た
ハ
ド
レ
ー
の
接
収
隊
は
、

完
全
装
備
の
機
動
班
を
先
頭
に
、
ボ
ゴ
ー

ル
工
場
に
入
っ
た
。 

首
筋
か
ら
無
意
味
に

汗
が
噴
出
す
る
。
時
折
、
山
中
か
ら
砲
撃

音
が
聞
こ
え
て
く
る
。
土
人
た
ち
は
う
つ
ろ

な
眼
差
し
で
、
ハ
ド
レ
ー
た
ち
を
迎
え
て
い

る
。
そ
の
中
に
彼
が
作
業
を
教
え
た
Ｍ
少

年
の
顔
も
混
じ
っ
て
い
る
。
救
わ
れ
た
よ
う

な
気
持
ち
が
、
彼
の
胸
を
か
す
め
、
４
年
前
、

慣
れ
ぬ
現
地
語
を
使
い
な
が
ら
建
設
し
た

タ
イ
ヤ
工
場
が
目
の
前
に
あ
る
。 

だ
が
、

最
初
に
想
像
し
て
い
た
荒
れ
果
て
た
姿
で
は

な
か
っ
た
。
丸
腰
の
日
本
人
兵
士
や
、
軍

属
た
ち
が
、
昔
の
オ
フ
ィ
ス
の
前
に
整
列
し

て
い
る
。 

「
こ
れ
が
、
ア
メ
リ
カ
を
脅
か
し
た
ジ
ャ
ッ
プ

か
」 

と
、
つ
ぶ
や
い
て
み
た
も
の
の
、
少
し
も
敵

対
心
が
わ
い
て
こ
な
い
。 

「
私
は
、
こ
の
工
場
を
接
収
に
き
た
ア
メ
リ

カ
軍
政
官
ハ
ド
レ
ー
だ
。 

代
表
者
は
誰
か
」 

日
本
人
た
ち
は
、
初
め
て
私
の
方
を
向
い

戦時中は日本軍南方派遣軍に接収され , 軍用タイヤを生産していた ブリヂストンジャワ工場。

戦後はグッドイヤーに返還され、 目下量産体制を急ぎつつあるグッドイヤーのインドネシアタイヤ工場

て
敬
礼
を
す
る
。
予
期
し
な
か
っ
た
事
だ
。

銃
を
構
え
て
い
た
事
が
、
む
し
ろ
恥
し
か
っ

た
。 

「
私
が
責
任
者
で
す
」 

１
人
の
将
校
が
胸
を
張
っ
て
前
へ
進
ん
で
き

た
。
彼
は
、
腹
切
刀
を
手
に
下
げ
て
い
た
が
、

こ
こ
で
も
警
戒
心
は
少
し
も
出
て
こ
な
い
。

同
行
し
た
海
兵
隊
員
達
は
、
珍
し
そ
う
に

見
守
っ
て
い
る
。 

「
日
本
陸
軍
大
尉
、
扇
谷
銈
吾
で
あ
る
。

こ
こ
に
い
る
日
本
人
の
う
ち
、
軍
人
は
私
と
、

そ
こ
に
控
え
て
い
る
４
人
の
兵
士
だ
け
で
、

ほ
か
は
民
間
人
で
あ
る
事
を
、
ま
ず
、
報

告
し
て
お
き
た
い
」 

イ
ギ
リ
ス
な
ま
り
な
が
ら
、
見
事
な
英
語

だ
。 

「
承
知
し
た
」 

思
わ
ず
応
え
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
で
は
、
ま

る
で
対
等
の
立
場
で
あ
る
。
ハ
ド
レ
ー
は
素

早
く
計
算
し
た
。
工
場
再
建
に
は
、
こ
の

日
本
人
の
協
力
が
あ
れ
ば
、
よ
り
短
期
日

で
再
開
で
き
る
だ
ろ
う
―
と
。
そ
の
た
め
に

は
、
自
分
か
ら
日
本
人
の
た
め
に
協
力
し

て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

「
キ
ャ
プ
テ
ン
扇
谷
、
で
は
工
場
を
案
内
し

て
も
ら
お
う
か
…
」 

工
場
に
足
を
入
れ
て
み
て
、
ハ
ド
レ
ー
は
び

っ
く
り
し
た
。
き
ち
ん
と
整
頓
さ
れ
た
施

設
、
し
か
も
、
苦
い
思
い
出
の
あ
る
電
源

装
置
も
昔
の
ま
ま
に
復
元
し
て
あ
る
。 

む

し
ろ
、
以
前
よ
り
設
備
が
充
実
し
て
い
た
。 

暑
い
工
場
の
中
に
、
爽
な
涼
風
が
吹
き
込

ん
だ
よ
う
な
感
じ
だ
。 

ほ
ん
の
１
時
間
ほ
ど
前
ま
で
は
、
荒
れ
果
て

た
工
場
の
責
任
を
、
と
こ
と
ん
ま
で
追
及

し
て
や
ろ
う
と
、
考
え
て
い
た
だ
け
に
、
日

本
人
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

こ
の
後
、
粗
末
な
容
器
な
が
ら
、
日
本
茶

の
接
待
が
あ
っ
た
が
、
ハ
ド
レ
ー
に
は
、
日

本
人
達
に
質
問
…
い
や
、
教
え
て
も
ら
い

た
い
事
が
山
程
で
き
た
。 

扇
谷
大
尉
は
直
立
し
て
、
２
人
の
人
物
を

紹
介
し
た
。 

「
こ
の
工
場
の
運
営
は
、
日
本
の
タ
イ
ヤ
メ

ー
カ
ー
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
か
ら
派
遣

さ
れ
た
、
福
永
俊
一
君
と
、
西
原
好
君
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

し
か
し
、
２

人
に
は
、
軍
事
的
責
任
の
な
い
事
を
繰
り

返
し
ま
す
」 

責
任
な
ど
は
ど
う
で
も
い
い
。
ハ
ド
レ
ー
に

し
て
み
れ
ば
、
感
謝
し
た
い
く
ら
い
だ
。 

「
あ
り
が
と
う
、
ミ
ス
タ
ー
福
永
、
ミ
ス
タ

ー
西
原
、
そ
し
て
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
！
」 

ア
メ
リ
カ
煙
草
を
薦
め
た
が
、 

２
人
の
顔
は

淋
し
そ
う
だ
っ
た
。
敗
戦
国
民
、
そ
れ
は
、

ハ
ド
レ
ー
で
は
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
事
で
あ

る
。 

こ
の
ハ
ド
レ
ー
の
感
激
は
、
後
で
グ
ッ
ド
イ

ヤ
ー
と
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
の
技
術
提

携
に
ま
で
発
展
し
て
い
く
が
、
企
業
の
歯
車
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は
、
こ
う
し
た
タ
イ
ヤ
を
愛
す
る
人
達
に

よ
っ
て
育
ち
、
嚙
合
っ
て
成
長
し
て
い
っ
た
。

余
談
に
な
る
が
、
石
橋
正
二
郎
氏
の

「
私

の
歩
み
」
の
中
に
、
こ
の
福
永
、
西
原
両

氏
の
ジ
ャ
ワ
派
遣
の
い
き
さ
つ
が
記
さ
れ
て

い
る
。
当
時
の
模
様
を
知
る
う
え
に
も
参

考
に
な
る
の
で
一
部
を
転
載
さ
せ
て
頂
く
。 

「
昭
和
１６
年(

１
９
４
１
年)

秋
、
陸
軍
大

学
の
某
中
佐
が
来
社
し
、
こ
れ
は
極
秘
で

あ
る
が
、
外
地
に
自
動
車
タ
イ
ヤ
工
場 

の

建
設
計
画
が
あ
る
の
で
、
経
験
の
あ
る
技

師
２
名
を
嘱
託
と
し
て
出
し
て
も
ら
い
た
い

と
交
渉
を
受
け
た
の
で
、
私
は
、
西
原
好

技
師
を
出
す
事
に
し
た
。 

同
年
１２
月
８
日
、
日
米
間
に
戦
争
が
勃
発

し
、
南
方
作
戦
で
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
基
地
に

あ
っ
た
英
艦
隊
の
主
力
艦
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・

ウ
エ
ル
ズ
の
撃
沈
な
ど
で
幕
が
切
っ
て
お
と

さ
れ
、
次
い
で
、
ジ
ャ
ワ
上
陸
作
戦
と
な
っ

て
、
西
原
技
師
は
こ
れ
に
加
わ
り
、
上
陸
後
、

直
ち
に
バ
イ
テ
ン
ブ
ル
グ
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

社
工
場
接
収
の
任
を
果
た
し
た
と
の
報
告

で
初
め
て
真
相
を
知
っ
た
。 

こ
の
工
場
は
、
昭
和
１１
年(

１
９
３
６
年) 

生
産
を
開
始
し
た
も
の
で
あ
る
。
接
収
の
３

日
前
に
、
米
国
人
は
退
却
し
、
ジ
ャ
ワ
人

が
貯
蔵
品
、
機
械
部
品
等
金
目
の
も
の
は

取
り
は
ず
し
盗
ん
だ
た
め
、
工
場
は
荒
廃

し
て
再
開
容
易
な
ら
ず
と
い
う
報
告
で
あ
っ

た
。
そ
れ
で
、
陸
軍
か
ら
委
任
経
営
の
命

令
が
出
た
の
で
、
福
永
俊
一
氏
ほ
か
、
３０

余
人
が
輸
送
船
団
に
乗
り
組
み
出
発
し
た

が
、
こ
れ
は
撃
沈
さ
れ
た
太
洋
丸
の
す
ぐ

次
だ
っ
た
の
で
幸
運
で
あ
っ 

た
。 

出
発
に
あ
た
り
、
福
永
氏
を
特
に
取
締
役

と
し
、
私
が
訓
示
し
た
事
の
第
１
は
、
困

難
な
任
務
を
果
た
し
祖
国
に
奉
仕
す
る

事
、
第
２
は
、
部
下
の
生
命
を
守
り
、
無

事
に
帰
国
す
る
事
、
つ
い
て
は
目
下
の
と

こ
ろ
大
勝
利
だ
と
国
民
は
喜
ん
で
い
る
が
、

こ 

の
戦
争
は
、
敵
が
強
大
な
国
で
あ
る

か
ら
、
最
後
の
勝
利
は
予
測
し
難
い
。
も

し
戦
争
が
不
首
尾
に
終
わ
っ
て
引
き
上
げ

る
よ
う
な 

場
合
、
軍
は
勢
い
に
乗
じ
て
ど

ん
な
命
令
を
下
す
か
も
し
れ
ぬ
が
、 

工
場

設
備
を
完
全
な
姿
の
ま
ま
に
し
て
返
す
事

は
日
本
精
神
で
も
あ
る
し
、
み
ん
な
の
生

命
を
全
う
す
る
た
め
に
も
、
君
は
命
懸
け

で
私
の
命
令
を
守
り
通
し
て
も
ら
い
た
い
、

と
い
う
事
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、

１
０
０
万
円
以
上
に
相
当
す
る
機
械
部
品

な
ど
を
急
送
さ
せ
た
。 

八
月
よ
り
生
産
を
開
始
し
、
工
員
１
０
０
０

余
名
を
使
い
、
自
動
車
、
飛
行
機
、
自
転

車
用
タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ
の
製
造
で
は
、
南

洋
唯
一
の
工
場
と
し
て
そ
の
責
任
を
果
た

し
た
。 

も
と
も
と
、

こ
の
工

場

は
、

資

本

金

３
２
０
万
ギ
ル
ダ
ー
、
５
万
７
０
０
０
坪
の

敷
地
に
あ
る
工
場
で
、
自
動
車
タ
イ
ヤ
、

月
産
７
万
本
、
幹
部
は
、
米
国
人
５
名
、

高
級
社
員
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
、
マ
レ
ー
人

を
使
っ
て
い
た
。 

終
戦
の
時
は
、
引
継
ぎ
に
来
た
グ
ッ
ド
イ

ヤ
ー
社
社
員
と
も
温
か
く
握
手
し
て
無
傷

の
ま
ま
引
き
渡
す
事
が
で
き
、
現
地
人
が

別
れ
を
惜
し
む
程
、
平
穏
無
事
で
引
き
上

げ
る
事
の
で
き
た
の
は
幸
せ
で
あ
っ
た
。 

こ
の
ほ
か
、
付
属
工
場
と
し
て
、
ス
ラ
バ
ヤ

の
ナ
ゲ
ー
ル
工
場
も
経
営
を
委
任
さ
れ
た

が
、
こ
こ
は
、
従
業
員
３
５
０
名
、
１７
年

（
１
９
４
３
年)

８
月
よ
り
操
業
を
開
始
し

て
い
た
。
」 

淡
々
た
る
手
記
で
あ
る
が
、
当
時
の
石
橋

氏
の
心
境
と
、
工
場
引
き
渡
し
に
と
っ
た
福

永
、
西
原
両
氏
の
立
派
な
処
置
が
目
に
浮

か
ぶ
よ
う
だ
。 

３さ
て
、
こ
こ
で
も
う
ひ
と
り
の
証
人
に
登
場

し
て
頂
く
。
扇
谷
大
尉
で
あ
る
。
彼
は
戦

争
前
、
早
く
か
ら
ダ
ン
ロ
ッ
プ
の
タ
イ
ヤ
マ

ン
で
あ
っ
た
。
監
督
官
と
し
て
、
そ
の
知
識

を
登
用
さ
れ
た
の
は
不
思
議
で
は
な
い
が
、

現
在
は
、
日
本
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
専
務
取

締
役
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
い
き
さ
つ
は
、

と
に
か
く
、
少
な
く
も
、
ハ
ド
レ
ー
軍
政
官

と
接
収
交
渉
を
受
け
た
当
時
は
、
戦
後
、

ゆ
か
り
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
に
入
社
す
る
と
は

思
い
も
つ
か
な
か
っ
た
事
で
あ
ろ
う
。
こ
こ

に
も
、
タ
イ
ヤ
を
愛
す
る
人
の
歯
車
が
あ
っ

た
。 

「
も
う
２０
数
年
も
前
の
事
な
の
で
、
記
憶
が

薄
ら
い
で
し
ま
っ
た
が
、
な
に
し
ろ
、
想
い

出
す
と
懐
か
し
い
事
ば
か
り
で
す
よ
」 

東
京
赤
坂
の
、
日
本
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
専
務

室
で
、
扇
谷
さ
ん
は
目
を
閉
じ
た
。 

「
昭
和
１７
年
の
３
月
、
ジ
ャ
ワ
の
東
方
海
岸

で
上
陸
作
戦
を
開
始
し
た
。
私
は
、
そ
の
時
、

将
校
と
し
て
参
加
し
た
が
、
ジ
ャ
ワ
の
占
領

は
、
あ
っ
け
な
く
片
付
い
た
。
正
式
に
い
う

と
第
１６
師
団
ジ
ャ
ワ
派
遣
軍
司
令
部
自
動

車
廠
の
バ
リ
バ
リ
の
中
尉
だ
っ
た
。
早
速
、

自
動
車
関
係
の
接
収
生
産
を
推
進
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
私
の
役
目
は
、
監
督
官

と
い
っ
て
も
、
軍
の
立
場
か
ら
協
力
す
る
事

で
、
資
材
、
設
備
の
補
給
な
ど
を
速
や
か

に
送
り
込
む
事
だ
っ
た
。
な
に
し
ろ
現
地
の

生
産
で
、
南
方
軍 

６０
万
の
軍
を
賄
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
の
苦
労
は
大

変
な
も
の
だ
っ
た
」 

ゴ
ム
の
宝
庫
と
い
っ
て
も
、
生
ゴ
ム
だ
け
で

タ
イ
ヤ
が
出
来
る
訳
で
は
な
い
。
コ
ー
ド
も

い
れ
ば
、
ビ
ー
ド
ワ
イ
ヤ
ー
も
欠
か
せ
な
い
。

戦
局
が
悪
化
す
る
と
、
そ
う
し
た
資
材
の

補
給
は
、
全
く
望
め
な
く
な
っ
た
。
扇
谷

中
尉
は
行
き
詰
ま
っ
た
。
福
永
、
西
原
両

技
師
も
腕
組
み
し
た
ま
ま
で
あ
る
。 

「
そ
う
だ
。
ビ
ー
ド
ワ
イ
ヤ
ー
は
、
町
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
ワ
イ
ヤ
ー
を
ほ
ど
い
て
代
用
し

よ
う
」 

扇
谷
中
尉
は
、
と
ん
で
も
な
い
事
を
考
え

つ
い
た
。
「
監
督
官
、
そ
れ
は
良
い
、
や
っ

て
み
ま
し
ょ
う
」 

ふ
た
り
に
と
っ
て
は
、
手
塩
に
か
け
た
タ
イ

ヤ
工
場
で
あ
る
、
着
任
し
た
時
、
工
場
と

は
名
ば
か
り
、
ア
メ
リ
カ
人
経
営
者
が
貯

蔵
し
て
あ
っ
た
綿
コ
ー
ド
な
ど
の
資
材
は
、

原
住
民
達
に
盗
ま
れ
、
無
残
な
廃
虚
に
す

ぎ
な
か
っ
た
工
場
で
あ
る
。
電
気
施
設
の
復

旧
だ
け
で
も
２
カ
月
も
か
か
り
、
生
産
機

械
は
サ
ビ
を
落
と
す
だ
け
で
１
カ
月
も
手

間
取
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
を
い
ま
さ
ら
資

材
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
生
産
を
打
ち
切

る
訳
に
は
い
か
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
面
で
代
用

資
材
が
考
え
出
さ
れ
た
。 
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加
硫
促
進
剤
と
し
て

「
と
う
き
び
」
を
科

学
処
理
し
て
適
用
さ
せ
る
。
ま
た
、
カ
ー

ボ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
は
、
ス
マ
ト
ラ
の
油
田
か
ら

採
出
す
る
。
こ
の
２
点
は
、
扇
谷
中
尉
の

政
治
力
が
も
の
を
い
っ
た
。
軍
の
生
産
管
理

は
、
タ
イ
ヤ
だ
け
で
は
な
い
。
バ
ン
ド
ン
の

兵
器
工
場
を
中
心
に
、
各
分
野
で
資
材
の

引
っ
張
り
合
い
を
し
て
い
た
。
工
場
付
近
の

砂
糖
園
や
茶
園
で
使
っ
て
い
た
荷
物
運
搬

用
の
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
ま
で
供
出
さ
せ
て
し

ま
っ
た
。 

ま
た
、
新
た
に
命
令
さ
れ
た
航
空
機

「
Ｄ

Ｃ
３
」
用
の
タ
イ
ヤ
の
生
産
で
は
、
チ
ー
ク

材
を
使
っ
た
成
型
機
ま
で
考
え
出
し
た
。 

こ
れ
が
な
け
れ
ば

「
Ｄ
Ｃ
３
」
は
飛
ぶ
事
が

で
き
な
い
の
だ
。 

こ
う
し
て
軍
用
タ
イ
ヤ
の

生
産
は
、
月
間
３
０
０
ト
ン
ま
で
ピ
ッ
チ
を

上
げ
て
い
っ
た
。 

「
い
ま
思
え
ば
、
よ
く
や
っ
た
！
と
し
か
考

え
ら
れ
な
い
事
で
す
。
工
場
近
辺
に
は
、

敵
空
襲
に
備
え
、
高
射
砲
隊
ま
で
配
置
し

た
ん
で
す
か
ら
ね
。
タ
イ
ヤ
が
い
か
に
戦
略

的
に
価
値
の
高
い
も
の
か
、
と
い
う
事
で
す

よ
」 

扇
谷
専
務
は
思
い
出
の
写
真
を
手
に
、
歴

史
の
回
顧
に
ふ
け
っ
て
い
た
。 

思
え
ば
、
敵

・
味
方
に
分
か
れ
て
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
タ
イ
ヤ
へ
の
愛
着
が

示
す
、
い
く
つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ 

る
が
、

こ
の
共
通
す
る
理
念
が
、
戦
後
、
３
年
目

に
再
び
芽
ば
え
、
ひ
と
つ
は
日
本
グ
ッ
ド
イ

ヤ
ー
の
誕
生
、
ひ
と
つ
は
日
本
タ
イ
ヤ
産
業

レ
ベ
ル
の
向
上
と
な
っ
て
育
っ
て
い
っ
た
。

（
つ
づ
く
） 
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この 「グッドイヤー物語」 は、 月刊タイヤ、 1969 年 7 月号から 1970 年 5 月号までに

連載された記事である。

当時、 世界一のタイヤメーカーであったグッドイヤーの軌跡を記したものである。

※当時の記事を再現しているので、 現在と違った表現を使用する場合があります。

渡　辺　城一郎　氏　著

【第 11回・最終回】【第 11回・最終回】

国境と人種を超えて国境と人種を超えて

前号までのあらすじ 

失われた世代といわれた１８９０年代のアメリカは、 不況と混乱で、 数多くの市民が暗い谷

間に追いやられていた。 フランク ・ サイベリングもそのひとりだった。  引越し荷物を積ん

だ馬車は、 父の破産と負債の整理が重なって、 身動きできない程だった。

「馬車を軽く走らせる方法」 こんなつまらない想像しか考えられないくらい疲れ果てていた。

しかし、 これがヒントになって、 古ぼけたダンボール工場を買い 「馬車を軽く走らせるタイ

ヤ」 作りの第一歩を踏むのであった。 １８９８年、 手で掴み、 足で引っ張る原始的なタイヤ

作りの会社は、 額面１１１人の出資者と、 １３人の従業員で回転し始めた。 社名は、 ゴム加

硫法の発見者である 「チャールズ ・ グッドイヤー」 にちなんで、 グッドイヤーゴム会社と

名付け られた。 商標は、ギリシャ神話に出てくる商業と通信の神様である、ヘルメスの脚、

ウイングフットを採用、 まずまずのスタートを切った。

創立後２年を経た１９００年、 若い技術者、 リッチフィールドを得て基盤は固まったが、 事業

を広げすぎたという理由で、銀行から締め出されてしまった。 しかし、タイヤへの情熱は、リッ

チフィールドに引き継がれ、 今日の姿にまで成長していったが、 その歴史の中には、 学び

取りたいいくつかのエピソードがあった。   

粘りで勝ちとった特許合戦、 ストレートサイドの開発、 ５０００㎞をノーパンクで走るトラック便

会やコードの改革、 ドラッグストアに進出したタイヤ販売戦、 そして、 苛酷な生産と合成ゴ

ム開発が要求された第二次大戦、 そこには、 知られざる戦史、 日米タイヤマンの交流も

綴られていた。

１ア
ク
ロ
ン
の
９
月
の
陽
は
、
午
後
に
な
る
と

苛
立
ち
す
ら
感
じ
さ
せ
る
気
だ
る
い
も
の

だ
っ
た
。
市
民
た
ち
に
と
っ
て
、
昨
日
ま
で

勝
つ
た
め
に
馬
車
馬
の
様
に
働
き
詰
め
だ
っ

た
張
り
つ
め
た
気
分
が
、
急
に
と
き
放
さ

れ
た
瞬
間
の
却
脱
感
に
似
た
も
の
が
、
漠

然
と
漂
い
始
め
た
…
…
そ
ん
な
ム
ー
ド
で

も
あ
る
。
１
９
４
５
年
の
残
暑
は
、
ア
ク
ロ

ン
の
町
が
長
い
間
、
忘
れ
て
い
た
不
快
指
数

を
呼
び
覚
ま
し
た
と
い
っ
て
も
い
い
。 

正
直
い
っ
て
、
マ
ン
モ
ス
戦
局
と
い
わ
れ
た
ア

メ
リ
カ
軍
の
行
動
範
囲
は
、
国
内
の
あ
ら

ゆ
る
生
産
設
備
を
フ
ル
操
業
に
追
い
や
っ
た

も
の
の
、
ビ
ク
ト
リ
ー
を
こ
の
手
に
掴
ん
だ

途
端
、
こ
れ
か
ら
ど
う
世
界
が
変
化
し
て

い
く
か
、
見
当
が
つ
か
な
か
っ
た
。

ま
し
て
や
、
そ
の
国
防
生
産
基
地
の
ひ
と

つ
、
ア
ク
ロ
ン
の
市
民
達
は

「
明
日
は
ど
う

な
る
」
と
い
っ
た
不
安
す
ら
か
す
め
て
い
た
。

戦
争
に
勝
っ
た
の
は
、
連
合
軍
で
あ
り
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
が
勝
っ
た
も
の
で
、
ひ
と
り

ひ
と
り
の
市
民
の
上
に
、
そ
の
恩
恵
を
浴
び

る
日
が
来
る
の
だ
ろ
う
か
、
む
し
ろ
、
イ
ン

フ
レ
と
貧
困
が
、
そ
の
恩
恵
以
上
の
深
さ
で

切
り
込
ん
で
く
る
に
違
い
な
い
。
グ
ッ
ド
イ

ヤ
ー
の
幹
部
達
の
中
に
は
、
戦
前
の
辛
ら
か

っ
た
頃
を
思
い
浮
か
べ
る
者
す
ら
い
た
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
本
社
は
、
い
つ
も
と
同
じ

様
に
、
け
た
た
ま
し
い
電
話
の
コ
ー
ル
サ
イ

ン
が
秒
を
刻
ん
で
響
い
て
い
る
。
社
長
室
か

ら
望
む
工
場
群
の
姿
は
変
わ
り
な
い
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
重
い
空
気
だ
け
は
、
異

端
者
の
よ
う
に
覆
っ
て
い
る
。 

リ
ッ
チ
フ
ィ

ー
ル
ド
会
長
は
、
社
長
室
の
ソ
フ
ァ
ー
に
腰

を
お
ろ
し
た
ま
ま
、
も
う
２
時
間
近
く
動

か
な
い
。

ト
ー
マ
ス
社
長
の
説
明
す
る
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ

ー
の
終
戦
処
理
構
想
に
聞
き
込
ん
で
い
た
。

「
ト
ー
マ
ス
君
、
デ
ト
ロ
イ
ト
の
コ
ー
ス
が
、

万
一
、
縮
小
ム
ー
ド
に
出
た
場
合
、
そ
れ

に
対
応
す
る
計
画
は
、
ど
う
す
る
か
ね
」 

太
い
葉
巻
の
灰
が
、
ポ
ロ
ッ
と
ヒ
ザ
下
に
落

ち
る
。 

「
何
百
万
と
い
う
人
が
、
間
も
な
く
復
員

し
て
く
る
で
し
ょ
う
。
彼
ら
は
ア
メ
リ
カ
を

守
っ
た
英
雄
で
す
が
、
全
て
の
人
が
戦
前
の

ア
メ
リ
カ
の
伝
統
に
戻
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
生
と
死
の
中
で
得
た
、
何
ら
か
の
理

念
は
、
き
っ
と
新
し
い
生
活
社
会 

を
生
み

出
し
て
い
き
ま
す
。 

そ
の
ひ
と
つ
が
、
戦

捷
の
代
価
で
あ
る
、
繁
栄
と
い
う
名
の
消

費
に
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」 

ト
ー
マ
ス
社
長
は
、
こ
こ
で
言
葉
を
切
っ
て
、

部
厚
い
資
料
を
広
げ
た
。

そ
こ
に
は
、
ト
ー
マ
ス
社
長
の
主
張
す
る
繁

栄
説
を
裏
付
け
る
デ
ー
タ
が
あ
っ
た
。
ふ

た
り
の
論
義
は
、
尽
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の

数
時
間
で
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
新
し
い
基



盤
を
打
ち
出
す
事
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、

数
日
の
間
、
社
長
室
は
、
慌
た
だ
し
い
人

の
出
入
り
が
続
い
た
。 

最
高
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
４
人
の
副
社
長
達
、

リ
ロ
イ
、
マ
ゲ
ニ
ス
、
オ
ー
ス
ラ
ン
ド
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
の
計
画
を
持
ち
寄
っ
た
。
さ

ら
に
、
現
在
の
社
長
で
、
当
時
の
生
産
部

長
、
デ
・
ヤ
ン
グ
、
海
外
担
当
の
キ
ャ
メ
ロ

ン
、
技
術
研
究
所
の
ブ
ラ
ウ
ン
、
と
い
っ
た

顔
ぶ
れ
が
主
だ
っ
た
。
９
月
の
終
り
頃
、
一

同
は
、
会
長
宅
の
晩
餐
会
に
招
待
さ
れ
た
。

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
時
折
こ
う
し
た
パ

ー
テ
ィ
ー
を
開
く
事
が
あ
る
が
、
デ
・
ヤ

ン
グ
部
長
の
胸
に
は
、
「
こ
れ
は
、
月
な
み

の
会
で
は
な
い
な
い
」
と
い
う
予
感
が
強
く
、

招
待
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
、
招
集
さ
れ
る

と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た

２リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
会
長
は
、
自
宅
で
は
ウ

イ
ス
キ
ー
を
出
さ
な
い
習
慣
が
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
日
は
ど
う
し
た
事
か
、
広 

間

で
く
つ
ろ
ぐ
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
達
の

手
に
は
、
グ
ラ
ス
が
握
ら
れ
て
い
た
。 

戦

争
は
す
ん
だ
ば
か
り
と
い
う
の
に
、 

ス
タ
ッ

フ
の
口
に
出
る
の
は

「
生
産
の
思
い
出
」
ば

か
り
で
あ
っ
た
。
無
理
も
な
い
事
だ
。

「
自
信
と
貢
献
の
コ
ン
ビ
」

第
二
次
大
戦
の
軍
需
生
産
で
膨
ら
ん
だ
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、 

サ
イ
ベ
リ
ン
グ

会
長
（
右
）
と
、ト
ー
マ
ス
社
長
（
左
）
の
コ
ン
ビ
に
よ
っ
て
、新
し
い
ス
ピ
リ
ッ

ツ
「
自
信
と
貢
献
」
を
培
か
っ
て
い
っ
た
。 

ゴ
ム
が
な
く
て
も
、
タ
イ
ヤ
を
作
れ
と
い
っ

た
国
防
省
、
勝
つ
た
め
に
は
、
ど
ん
な
不

可
能
に
も
応
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ

れ
が
勝
利
と
い
う
実
り
を
結
ん
だ
の
だ
か

ら
、
口
に
し
な
い
方
が
お
か
し
い
。 

な
ご

や
か
な
談
笑
が
続
く
。

夫
人
達
の
顔
も
、
今
日
は
一
段
と
輝
い
て

い
る
。
タ
イ
ヤ
マ
ン
と
し
て
偉
大
な
る
夫
を

持
っ
た
誇
り
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
勝
利
を

肌
で
感
じ
る
劇
的
な
パ
ー
テ
ィ
ー
と
も
思
え

る
の
だ
っ
た
。 

「
諸
君
、
今
夕
は
お
集
ま
り
頂
い
て
あ
り
が

と
う
。
そ
れ
に
、
ご
夫
人
達
が
あ
ま
り
に

も
若
く
、
美
し
い
の
に
驚
い
て
い
ま
す
」 

ト

ー
マ
ス
社
長
は
、
ゆ
っ
く
り
と
夫
人
達
を
目

で
追
っ
た
。
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
会
長
は
、

そ
の
言
葉
を
受
け
て
口
を
開
い
た
。 

「
ト

ー
マ
ス
君
は
、
私
達
男
性
を
ほ
め
る
時
で
も
、

決
し
て

「
君
は
若
い
」
と
は
言
わ
な
い
人
で

す
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
夫

人
達
が
、
ま
る
で
娘
の
よ
う
に
若
や
い
で
い

る
姿
を
拝
見
し
ま
す
と
、
こ
の
私
も
青
年

の
よ
う
な
気
持
ち
を
膨
ら
ま
せ
る
事
が
で

き
ま
す
。
こ
の
若
さ
を
保
つ
た
め
に
、
わ
が

家
自
慢
の
料
理
を
あ
な
た
の
ご
主
人
に
薦

め
て
く
だ
さ
い
」

珍
し
く
軽
口
を
た
た
く
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド

に
、
ス
タ
ッ
フ
は
目
を
回
し
た
。

…
…
時
計
は
８
時
を
告
げ
る
。
愉
快
な
晩

餐
で
あ
っ
た
。 

日本グッドイヤー株式会社は、 昭和 27 年の創立で、 当時、 事務所は、 ブリヂストンタイヤビル

内に置かれていた。 （全職員が、 初代フェリヤー代表の在勤 30 周年を祝っている風景。

左から、 鮎川氏、 ひとりおいて、 コービン氏、 フェリヤー氏、 ひとりおいて、 真保氏、 今村氏） 

グッドイヤー

日本進出の歩み

日
本
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
株
式
会
社

は
、
昭
和
３７
年
、
販
売
総
代

理
店
の
日
米
タ
イ
ヤ
株
式
会
社

を
吸
収
合
併
、
翌
年
、
事
務

所
を
、
東
京
渋
谷
の
水
野
ビ
ル

に
移
し
た
。

２
代
目
社
長
の
、
Ｇ
・
ム
ー
ア
氏

三代目の、 現 （当時） トーマス ・ M ・ ヘーグ社

長が就任してから、 昭和 44 年に、 事務所を、

溜池三会堂ビルに移し、 現在の拠点としている。



「
さ
て
青
年
諸
君
、
若
い
ご
夫
人
か
ら
し
ば

ら
く
離
れ
て
、
私
の
書
斉
に
お
集
ま
り
願

い
た
い
」 

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
言
葉
が
出
た
時
、
デ
・

ヤ
ン
グ
部
長
は

「
き
た
な
」
と
思
っ
た
。 

「
み
な
さ
ん
、
本
当
に
長
い
間
、
ご
苦
労
を

お
か
け
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
勝
ち
ま
し

た
が
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
膨
ら
ん
だ
国

防
体
制
か
ら
、
平
時
産
業
へ
脱
皮
す
る
急

務
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
」 

も
う
、
ジ
ョ
ー
ク

を
口
に
す
る
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
顔
で
は

な
い
。 

「
ト
ー
マ
ス
君
、
続
け
て
も
ら
お
う
か
な
」 

「
は
い
」 

ト
ー
マ
ス
は
、
キ
ャ
ビ
ン
を
開
け
て
一
杯
の

ア
ベ
レ
ー
ジ
・
テ
ー
ブ
ル
を
み
ん
な
の
前
に

示
し
た
。 

「
こ
の
ア
ベ
レ
ー
ジ
は
、
我
が
社
の
タ
イ
ヤ
生

産
を
１
億
円
単
位
で
描
い
た
グ
ラ
フ
で
あ

る
。 

ご
覧
の
様
に
、
最
初
の
１
億
本
目
の

タ
イ
ヤ
は
、
１
９
２
９
年
に
第
一
歩
を
踏
ん

で
い
る
。
次
の
２
億
本
目
は
、
１
９
３
２
年

に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
が
ポ
ー

ラ
ン
ド
に
入
っ
た
１
９
３
９
年
に
、
３
億
本

目
の
タ
イ
ヤ
を
マ
ー
ク
し
て
い
る
。 

さ
て
、
諸
君
、
考
え
て
ほ
し
い
。
最
初
の

１
億
本
ま
で
の
道
の
り
は
、
２９
年
間
か
か
っ

て
い
る
、
も
ち
ろ
ん
、
タ
イ
ヤ
よ
り
も
自

動
車
の
初
期
の
時
代
で
あ
れ
ば
、
い
た
し
方

な
い
と
し
て
も
、
次
の
２
億
本
目
の
５
年
に

対
し
、
３
億
本
目
が
７
年
間
か
か
っ
て
い
る

の
は
ど
う
し
た
事
だ
ろ
う
。
そ
し
て
現
在
の

生
産
状
況
か
ら
見
る
と
、
４
億
本
目
も
７

年
目
と
い
う
事
に
な
り
そ
う
で
あ
る
」 

ト
ー
マ
ス
社
長
は
一
息
入
れ
た
が
、
こ
の
言

葉
を
書
き
直
し
て
み
る
と
こ
う
と
な
る
。 

１
億
本　

１
９
２
７
年(

２９
年) 

２
億
本　

１
９
３
２
年(

５
年) 

３
億
本　

１
９
３
９
年(

７
年) 

４
億
本
１
９
４
６
年

（
７
年) 

カ
ッ
コ
内
は
１
億
本
に
要
し
た
生
産
年
数
で

あ
る
。 

「
諸
君
は
、
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ

の
生
産
ア
ベ
レ
ー
ジ
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
る

理
由
は
、
特
と
知
っ
て
い
る
事
だ
と
思
う
。

問
題
は
、
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

戦
争
終
結
に
よ
っ
て
、
当
然
、
軍
需
生
産

は
打
ち
切
ら
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。
そ

の
金
額
は
、
４
億
３
３
４
４
万
ド
ル

（
約

１
５
５
７
億
円
＝
当
時
の
円
換
算
）
に
の
ぼ

り
、
我
が
社
の
総
売
上
げ
の
６０
％
に
当
た

る
も
の
で
あ
る
。 

も
う
ひ
と
つ
考
え
よ
う
。
確
か
に
、
こ
の
金

額
を
打
ち
切
ら
れ
る
事
は
打
撃
で
あ
る
。

そ
の
上
、
従
業
員
達
の
復
員
問
題
が
あ
る
。

そ
の
数
は
、
ざ
っ
と
２
万
６
０
０
０
人
。
こ
の

ふ
た
つ
の
問
題
を
合
わ
せ
る
と
、
グ
ッ
ド
イ

ヤ
ー
は
、
戦
争
の
終
了
に
よ
っ
て
消
え
て
い

く
運
命
に
あ
る
訳
だ
。

私
は
、
１
９
２
０
年
か
ら
３
０
年
代
の
苦
痛

を
蘇
ら
せ
て
み
た
が
、
ど
う
し
て
も
同
じ

轍
を
踏
む
気
に
は
な
ら
な
い
。

８
７
５
０
万
ド
ル
の
債
務
と
、
２
万
８
０
０
０

人
の
従
業
員
を
整
理
し
た
あ
の
時
だ
」 

ト
ー
マ
ス
の
言
葉
は
、
単
調
だ
っ
た
が
、
明

日
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
を
語
る
に
し
て
は
、
深

刻
す
ぎ
た
内
容
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ 

の

見
方
は
正
し
い
。
勝
利
を
見
る
事
な
く
、

６３
歳
で
鼓
動
を
止
め
た
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大

統
領
の
後
を
継
い
だ
、
ハ
リ
ー
・
Ｓ
・
ト
ル

ー
マ
ン
は
、
日
本
降
伏
後
の
４
日
目
に

「
フ

ェ
ア=

デ
ィ
ー
ル
」
と
呼
ん
だ
国
内
政
策
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
議
会
に
送
っ
て
い
る
。

戦
時
体
制
か
ら
平
時
体
制
へ
の
経
済
転
換

を
求
め
た
政
で
、
特
に
物
価
、
家
賃
、
賃

金
の
上
昇
を
抑
制
す
べ
き
だ
と
す
る
も 

の

で
あ
る
。
統
制
は
大
幅
に
撤
廃
さ
れ
、
議

会
は
減
税
を
行
い
、
復
員
軍
人
は

「
Ｇ

Ｉ
権
利
章
典
」
を
活
か
し
、
市
民
生
活

に 

戻
る
教
育
、
訓
練
を
受
け
て
い
っ
た
。

１
９
４
５
年
１１
月
に
は
、
産
業
界
の
雇
傭

制
度
は
、
早
く
も
平
時
に
戻
り
、
軍
需
工 

場
の
９３
％
が
平
和
産
業
に
転
換
し
て
い
る
。

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
放
た
れ
た
矢
の
よ

う
に
突
き
進
ん
で
い
る
。 

「
我
々
は
、
こ
う
し
た
大
き
な
課
題
を
背
負

っ
て
い
る
が
、
戦
争
に
よ
っ
て
学
ん
だ
も
の
も

多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
を
生
か
す
も
殺
す
も
、

諸
君
の
頭
の
中
に
あ
る
。 

第
一
次
大
戦
で

タ
イ
ヤ
は
戦
争
の
機
動
力
を
生
み
出
し
た
。

今
度
は
、
原
子
力
や
航
空
機
の
発
展
を
育

て
た
。
ゴ
ム
も
、
ア
メ
玉
を
し
ゃ
ぶ
る
様
な

幼
稚
な
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
。
合
成
ゴ
ム

は
、
２０
世
紀
の
成
果
と
し
て
評
価
さ
れ
て

き
た
。
私
は
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
将
来
の
た

め
に
、
ふ
た
つ
の
基
本
路
線
を
提
起
し
た
い
」 

ト
ー
マ
ス
の
飾
り
気
の
な
い
言
葉
を
ヒ
ト
ツ

ヒ
ト
ツ
う
な
ず
く
様
に
開
い
て
い
た
リ
ッ
チ

フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
心
の
中
で
舌
を
巻 

い
て
し

ま
っ
た
。 

「
で
き
る
奴
だ
。
こ
れ
な
ら
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

は
、
例
え
何
万
人
の
復
員
社
員
が
戻
っ
て

来
て
も
、
立
派
に
世
界
の
一
流
会
社
に
の

し
あ
げ
て
い
く
事
だ
ろ
う
」 

も
ち
ろ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
達
も
、
今
さ
ら
の
様

に
、
事
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
し
ま
る
思
い

を
覚
え

「
こ
こ
一
番
」
の
意
欲
を
燃
え
上

が
ら
せ
て
き
た
。 

「
さ
て
諸
君
、
基
本
方
針
を
一
口
に
言
う

と
、
ひ
と
つ
は
海
外
市
場
の
開
拓
、
後
の
ひ

と
つ
は
、
軍
需
施
設
の
平
和
利
用
を
考
え

る
事
で
あ
る
」 

言
葉
を
変
え
て
言
え
ば
、
祖
国
の
戦
争
は

終
っ
た
が
、
企
業
の
戦
争
を
要
求
し
た
事
に

な
る
。
こ
の
方
針
が
、
ど
の
様
に
ス
タ
ッ
フ

に
受
け
止
め
ら
れ
た
か
は
、
こ
の
後
、
１０

数
年
の
実
績
が
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
ず
一
億
単
位
を
み
て
み
よ
う
。 

５
億
本　

１
９
５
０
年

（
４
年
） 

６
億
本　

１
９
５
３
年

（
３
年
） 

７
億
本  

１
９
５
６
年

（
３
年
）

８
億
本　

１
９
５
８
年

（
２
年
）

９
億
本　

１
９
６
０
年

（
２
年
）

１０
億
本　

１
９
６
３
年

（
３
年
） 

そ
し
て
、
ふ
た
つ
の
基
本
方
針
の
ひ
と

つ
、
施
設
の
平
和
利
用
を
目
指
し
た
意
欲

は
高
度
の
技
術
開
発
と
な
っ
て
現
わ
れ
、

１
９
５
２
年
、
政
府
の
原
子
力
委
員
会
が
ポ

ー
ツ
マ
ス
の
原
子
力
工
場
の
運
営
を
命
じ
る

程
の
も
の
に
な
っ
た
。

建
設
費
１０
億
ド
ル

（
３
６
０
０
億
円
＝
当

時
換
算
）
を
要
求
し
た
巨
大
な
工
場
で
あ

る
。
続
い
て
、
１
９
５
４
年
に
は
、
ア
ク
ロ

ン
と
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
合
成
ゴ
ム
政
府
工
場
の

払
い
下
げ
入
札
に
成
功
。
１
９
５
８
年
に
は
、

海
軍
の
対
潜
水
艦
核
弾
頭
ロ
ケ
ッ
ト

「
サ

ブ
ロ
ッ
ク
」
開
発
に
成
功
し
、
研
究
予
算
、

６
５
０
０
万
ド
ル
（
２
４
０
億
円
）
を
受
け
た
。

１
９
６
２
年
は
、
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の

発
射
装
置
の
受
注
を
取
り
付
け
る
な
ど
、

そ
の
生
産
分
野
は
、
ア
ポ
ロ
の
月
世
界
征
服

に
協
力
す
る
大
き
な
力
と
な
っ
た
。

タ
イ
ム
誌
に
は
「
ゴ
ム
製
品
だ
け
で
は
な
く
、

何
で
も
包
装
で
き
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
皮
膜
ま

で
、
ざ
っ
と
３
万
を
越
す
製
品
品
目
が
あ

る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

３海
外
市
場
の
開
拓
も
、
ト
ー
マ
ス
の
先
見
に

よ
っ
て
、
大
き
な
Ｇ
Ｙ
マ
ッ
プ
を
築
い
て
い
っ

た
。
今
の
世
界
各
国
に
持
つ
、
１
０
７
カ
所

の
生
産
設
備
と
、
１６
万
店
に
お
よ
ぶ
代
理

店
の
ネ
ッ
ト
が
そ
れ
だ
。

そ
し
て
、
ど
の
足
跡
の
中
か
ら
で
も
、
創
意

と
意
欲
で
洗
錬
さ
れ
た
企
業
の
ス
ピ
リ
ッ
ト

を
く
み
と
る
事
が
で
き
る
が
、
こ
こ
に
興
味

あ
る
ケ
ー
ス
と
し
て
、
日
本
と
の
接
点
を

紹
介
し
て
み
た
い
。

ト
ー
マ
ス
社
長
を
補
佐
す
る
副
社
長
グ
ル
ー

プ
は
、
新
し
い
基
本
方
針
を
推
進
す
る
た

め
に

「
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
制
の
強
化
に
乗

り
出
し
た
。
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
制
と
い
う
の

は
、
新
し
い
計
画
を
実
行
す
る
場
合
、
充

分
な
調
査
と
相
手
方
に
も
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ

ー
の
誠
意
を
深
く
理
解
し
て
も
ら
う
特
別

任
務
グ
ル
ー
プ
の
事
で
あ
る
。
社
長
直
属
の

機
関
で
あ
る
が
、
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
会
長

は
、
ま
ず
、
デ
・
ヤ
ン
グ
生
産
部
長
を
キ

ャ
ッ
プ
に
し
て
推
進
す
る
事
を
決
め
た
。 

デ
・
ヤ
ン
グ
部
長
は
、
後
に
、
ト
ー
マ
ス
か

ら
社
長
の
バ
ト
ン
を
渡
さ
れ
た
だ
け
に
、
新

方
針
が
、
た
だ
企
業
の
営
利
を
追
求
す
る

単
純
な
も
の
で
な
い
事
を
知
っ
て
い
た
。
世

界
の
中
の
ア
メ
リ
カ
の
位
置
、
そ
し
て
グ
ッ

ド
イ
ヤ
ー
が
先
進
国
の
企
業
と
し
て 

相
手

国
に
寄
与
す
る
も
の
が
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
こ
れ
が
活
動
に
先
立
っ
て
抱
い
た
任
務

の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
あ
る
。 

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
は
、
世
界
の
各
地
へ
新
し

い
支
柱
を
求
め
て
飛
ん
で
行
っ
た
。
占
領
下

と
は
い
え
、
日
本
も
例
外
で
は
な
い
。 

早

く
も
２
、
３
の
メ
ー
カ
ー
が
技
術
援
助
の
リ

ス
ト
に
の
ぼ
っ
て
き
た
。
そ
ん
な
折
り
、
ジ

ャ
ワ
工
場
の
接
収
に
当
っ
た
、
ハ
ー
ド
レ
ー

工
場
長
か
ら
、
レ
ポ
ー
ト
が
届
い
た
。 

か
な
り
部
厚
い
も
の
で
あ
る
が
、
書
き
出

し
が
、
デ
・
ヤ
ン
グ
部
長
の
胸
を
打
っ
た
。

「
日
本
人
は
、
世
界
に
偉
大
な
る
貢
献
の
で

き
る
民
族
で
あ
る
事
を
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
に

先
立
っ
て
述
べ
て
お
き
ま
す
」 

か
り
そ
め
に
も
、
日
本
は
、
昨
日
の
敵
で

あ
る
。
デ
・
ヤ
ン
グ
部
長
は
、
廃
墟
を
予

想
し
て
い
た
ジ
ャ
ワ
工
場
の
レ
ポ
ー
ト
が
、 

こ
う
し
た
リ
ー
ド
で
始
ま
っ
て
い
る
と
は
思

っ
て
も
い
な
か
た
。 

こ
こ
で
、
四
月
号
の
本
稿
を
改
め
て
思
い
浮

か
べ
て
頂
き
た
い
。
廃
墟
ど
こ
ろ
か
、
ジ
ャ

ワ
工
場
は
、
す
ぐ
に
で
も
生
産
開
始
が
で

き
る
状
態
で
接
収
で
き
た
の
で
あ
る
。
維

持
し
て
い
た
日
本
の
メ
ー
カ
ー
は

「
ブ
リ
ヂ

ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
」
で
あ
り
、
東
洋
の 

魔
術

を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
―
。
と
、
レ
ポ
ー
ト

は
続
い
て
い
る
。 

こ
の
レ
ポ
ー
ト
が
動
機
と

な
っ
て
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
対
日
方
針
は
急

速
に
進
め
ら
れ
た
が
、
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド

会
長
は
、
接
渉
に
入
る
前
、
是
非
と
も
ブ

リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
に

「
タ
イ
ヤ
を
愛
す

る
者
同
志
」
の
肩
を
抱
き
、
ジ
ャ
ワ
工
場

が
立
派
に
な
っ
て
返
還
さ
れ
た
事
を
感
謝

し
た
か
っ
た
。
１
９
４
９
年
１１
月
下
旬
、
７４

歳
の
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
会
長
は
、
ふ
た
り

の
副
社
長
を
従
え
て
日
本
を
訪
れ
た
。 
短

か
い
旅
程
で
は
あ
っ
た
が
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン

タ
イ
ヤ
石
橋
正
二
郎
社
長
と
の
和
や
か
な

交
歓
を
皮
切
り
に
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
、

吉
田
首
相
と
も
語
り
合
う
な
ど
、
日
本
を

理
解
す
る
た
め
に
精
力
的
な
動
き
を
見
せ

た
。
日
本
は
、
焦
土
と
は
い
え
、
ハ
ー
ド
レ

ー
の
レ
ポ
ー
ト
の
通
り
だ
っ
た
。
特
に
、
石

橋
社
長
に
は
共
通
す
る
企
業
理
念
を
感

じ
、
直
ち
に
タ
イ
ヤ
技
術
の
援
助
と
生
産

提
携
の
本
格
的
交
渉
に
入
る
事
を
望
ん
だ
。

そ
し
て
、
翌
年
１
月
、
石
橋
社
長
を
ア
ク

ロ
ン
に
招
き
、
全
社
を
挙
げ
て
歓
待
に
務
め

た
が
、
こ
の
時
の
印
象
に
つ
い
て
、
石
橋
社

長
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。 

「
私
の
希
望
は
、
タ
イ
ヤ
技
術
導
入
と
生

産
提
携
で
あ
っ
た
、
と
こ
ろ
が
、
グ
ッ
ド
イ

ヤ
ー
は
、
条
件
と
し
て
２５
％
の
資
本
投
資

を
要
求
し
て
き
た
。
当
時
、
我
が
国
の
、

ど
の
会
社
も
喜
ん
で
外
資
を
導
入
し
て
い
た

が
、
私
は
、
日
本
経
済
が
ま
だ
混
沌
と
し

て
い
る
際
、
我
が
社
は
、
そ
の
用
意
は
な



い
と
お
断
わ
り
し
て
ア
ク
ロ
ン 

を
離
れ
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
引
き
上
げ
た
と
こ
ろ
、
会
社

で
は
、
さ
ら
に
協
議
し
た
結
果
、
将
来
適

当
な
時
考
慮
す
る
と
い
う
事
に
変
わ
っ
た
か

ら
、
私
は
、
ア
ク
ロ
ン
に
引
き
返
し
了
解
が

成
立
し
た
。 

そ
れ
か
ら
同
社
の
主
要
工
場
を
視
察
し
て

痛
感
し
た
事
は
、 

久
留
米
工
場
の
設
備
は

時
代
遅
れ
の
た
め
、
作
業
能
率
は
１
／
５

以
下
で
あ
り
、
ま
た
、
タ
イ
ヤ
用
の
コ
ー
ド

は
、
綿
コ
ー
ド
か
ら
耐
久
力
の
あ
る
レ
ー
ヨ

ン
コ
ー
ド
時
代
に
移
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
、

２０
年
以
上
の
技
術
の
遅
れ
が
あ
る
と
い
う

事
で
あ
っ
た
。
一
日
も
早
く
、
こ
れ
を
進

歩
さ
せ
る
に
は
、
ゴ
ム
消
費
量
で
全
世
界
の

１
／
７
と
い
う
世
界
最
大
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

社
と
技
術
提
携
す
る
事
が
、
最
も
得
策
で

あ
る
事
を
深
く
認
識
し
た
の
で
あ
っ
た
」
（
石

橋
正
二
郎
著

「
理
想
と
独
創
」
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
社
刊
） 

現
在
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
は
、
世
界

水
準
を
ゆ
く
国
産
メ
ー
カ
ー
と
し
て
成
長

し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
両
社
の
比
較
を
し
よ

う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
当
時
の
グ
ッ
ド
イ

ヤ
ー
の
海
外
進
出
に
対
す
る
方
針
が
、
ど

の
様
に
受
け
取
ら
れ
て
い
た
か
を
示
す
ひ
と

つ
の
例
で
も
あ
る
。

４グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ

と
の
技
術
提
携
を 

機
会
に
、
日
本
で
の
販

売
網
作
り
に
乗
り
出
し
た
。 

正
式
に
販
売

の
窓
口
を
設
け
た
の
は
、
１
９
５
２
年
の

「
日

本
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
株
式
会
社
」
の
設
立
だ

が
、
組
織
の
中
で
は
、
同
社
の
海
外
生
産

設
備
や
、
子
会
社
な
ど
を
運
営
管
理
す
る

「
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｇ
Ｉ
Ｃ
）
」
の
傘
下
に

入
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
、
日
本
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
設
立
は
、
日

本
業
界
へ
の
刺
激
剤
に
も
な
っ
た
が
、
そ
れ

よ
り
も
ラ
イ
バ
ル
メ
ー
カ
ー
、
フ
ァ
イ
ア
ス

ト
ン
社
に
先
ん
じ
て
、
有
望
市
場
日
本
に

販
売
拠
点
を
置
い
た
事
に
大
き
な
意
義
が

あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
日
本
へ
の
進
出
は
、
戦
後
に
始
ま

っ
た
も
の
で
は
な
い
。
１
９
２
０
年

（
大
正
９

年
）
、
当
時
の
三
菱
商
事
を
日
本
総
代
理

店
と
し
て
、
東
京
丸
の
内
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
・

デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
を
開
設
し
、
タ
イ
ヤ
、
ホ

ー
ス
類
を
売
り
込
ん
だ
歩
み
が
あ
る
。
ま

た
、
２７
年
１
月
に
は
、
三
菱
商
事
の
子
会

社
と
も
い
う
べ
き
、
日
米
タ
イ
ヤ
会
社
を

通
じ
、
販
路
を
拓
い
た
時
期
も
あ
っ
た
。

日

本

グ

ッ
ド

イ

ヤ

ー

は

現

在
、

東

京
赤
坂
の
ア
メ
リ
カ
大
使
館
下
に
あ

る
、
白
亜
の
モ
ダ
ン
な
ビ
ル
の
一
角
に
オ
フ

ィ
ス
を
置
き
、
さ
ら
に
、
東
京
、
札
幌
、

仙
台
、
名
古
屋
、
大
阪
、
広
島
、
福
岡
に

支
店
を
設
け
、
１
６
０
人
の
社
員
が

「
ウ

イ
ン
グ
フ
ッ
ト
」
の
先
兵
を
務
め
て
い
る
が
、

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
や
、
ト
ー
マ
ス
の
築
い
た

理
念
は
、
国
境
、
人
種
を
超
え
て
、
脈
打

っ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
さ
ら
に
筆
を
今
日
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ

ー
に
触
れ
る
事
は
、
こ
の
物
語
を
取
り
上

げ
た
意
図
か
ら
外
れ
て
く
る
。

い
う

ま

で

も

な

く
、

グ

ッ
ド

イ

ヤ

ー

の
世

界

最

大

の
ゴ
ム
会

社

た

る

地

位

は

「
３２

億

１
５
３
３
万

ド

ル

（
１
兆
１
５
７
５
億
２
０
０
０
万
円
＝
当
時
換

算
）
」
の
売
り
上
げ
が
示
す
通
り
で
あ
る
。

い
ま
か
ら
７２
年
前
の
１
８
５
８
年
、
わ
ず
か

１２
人
の
従
業
員
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
タ
イ

ヤ
会
社
が
、
１２
万
人
の
マ
ン
モ
ス
機
構
に
育

っ
て
き
た
事
は
、
そ
こ
に
何
か
、
目
に
見
え

な
い
生
命
力
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本

の
ゴ
ム
産
業
界
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
ラ
イ
バ

ル
と
し
て
映
る
の
か
、
道
標
と
な
り
う
る
か

は
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
物
語
の
最
初

に
述
べ
た
よ
う
に

「
世
界
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

は
、
あ
な
た
の
た
め
に
、
何
を
し
た
ら
良
い

の
で
し
ょ
う
か
」
ま
た

「
い
っ
た
い
ぜ
ん
た
い
、

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
あ
な
た
の
た
め
に
、
何

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
他
の
企
業
に
見
ら

れ
な
い

「
自
信
と
貢
献
す
る
」
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
は
、
文
句
な
く
認
め
ざ
る
を
得
な

い
。
こ
の
企
業
を
支
え
て
い
る
怪
物
の
様
な

生
命
力
を
、
歴
史
を
紐
ど
く
事
に
よ
っ
て
、

掴
み
得
な
け
れ
ば

「
７０
年
代
に
７０
万
ト
ン
」

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
、
日
本
タ
イ
ヤ
産
業
に

と
っ
て
、
プ
ラ
ス
こ
そ
な
れ
、
マ
イ
ナ
ス
に
は

な
ら
な
い
と
確
信
す
る
物
で
あ
る
。

（
お
わ
り
） 

３
代
目
社
長

ト
ー
マ
ス
・
Ｍ
・
ヘ
ー
グ
氏


